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口絵1

三彩鳥型水注 ( 2対)

緑利水注(l対)と緑キIh陰刻中上丹文水注( 1対)

三彩牡丹文瓶(1対)と緑粕瓶(1対)



口絵2

染付牡丹唐草文瓶( 1対)と青磁金子

玉取り獅子と狭(白磁製)

王位・3肉製盃( 3個)



口絵 3 浜の館遺跡空中写真

空中写真
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第 1図 浜の館遺跡と周辺の関連遺跡

索引図

浜の館関連遺跡名
1 . 浜の館(現矢部高校敷地)
2. 福王寺(阿蘇家菩提所)

3. 阿蘇氏歴代墓所

4. 矢村神社

5 . 上屋敷 ・ 寺屋敷
(桂林さん)

6 . 惟種宝匿印塔

7 .地蔵坂

8. 小一領神社

9. 御廟(阿蘇家歴代墓所)
伝・惟豊墓

10. 五老が滝

11. 男成神社

浜の館を守る中世城跡

イ. 津々良城

ロ. 梅木城

ハ. 寺尾城

ニ. 市原城

ホ. 猿渡城

へ. 小野 城

ト. 白小野城

チ. 池 城

リ. 愛藤寺城

ヌ. 囲 城

ル. 勝山城

オ. 笹原城

ワ. 入佐城

カ. 中島城

ヨ. (不明)城

タ. 岩尾城

※こ の外、 欄外の 高森図幅の
清和村内に仏原城および飯

蓋城等が存在する。



序

文

県
教
育
委
員
会
では 、
こ
こ
数
年
来
国
庫
補
助
を
受
け 、
公
立
高
等
学
校
危
険
建
物
の
改
築
事
業
を
実
施
し 、
学
校
施
設
の
近
代
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
が、
こ
の一
環

と
し
て
矢
部
高
等
学
校
も
木
造
校
舎
の
老
朽
化
が
激
し
い
た
め 、
四
八
年
か
ら
五
か
年
計
画
で
全
面
改
築
に
着
手
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た。

と
こ
ろ
が、
こ
の
矢
部
高
等
学
校
敷
地
は 、
昔
か
ら
地
元
古
老
達
が、
阿
蘇
大
宮
司
の
浜
の
館
跡
と
伝
え
る
と
こ
ろ
で、
遺
跡
の
存
在
の
可
能
性
も
考え
ら
れ
る
た
め
着

工
以
前
に
試
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た。
そ
の
結
果 、
遺
構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
た
め 、
以
後
文
化
課
が
予
備 、
一
次 、
二
次
に
亘
る
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
来
ま
し
た

が、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が、
こ
の
報
告
書
で
あ
り
ま
す。

「
開
発
か
文
化
財
保
護か」
と
い
う
問い
か
け
は 、
関
係
者
の
聞
で
近
年
常
に
問
題
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
でご
ざ
い
ま
す
が、
二
者
択一
の
問
題
で
は
な
く 、
両
者
が
矛
盾
す

る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で、
こ
の
理
想
実
現
の
た
め
委
員
会
で
も
最
大
の
努
力
を
払っ
て
ま
い
り
ま
し
た。
こ
の
結
果 、
発

掘
調
査お
よ
び
事
後
の
遺
物
整
理
も
順
調
に
進
み 、
報
告
書
の
刊
行
ま
で
に
こ
ぎつ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し

、

学

校
改
築
も
滞
り
な
く
進
捗
し 、
過
日
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た。

発
掘
調
査
に
よっ
て
出
土
し
た
主
要
遺
物
二一
点
は 、
学
術
的
に
も
き
わ
め
て
高
い
価
値
を
有
す
る
た
め 、
有
形
文
化
財
と
し
て
昭
和
五
O
年
三
月
二
四
日
県
指
定
と
し 、

引
き
続
き
昭
和
五
O
年
五
月
九
日
か
ら
六
日
間
市
内
の
デパ
ー
ト
で
「
元
冠・
南
北
朝・
浜
の
館
展」
を
開
催
し、
県
民
各
位へ
の一
般
公
聞
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た。

ま
た、
東
京
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た「日
本
出
土
の
中
国
陶
磁
展」に
も
展
示
し
好
評
を
は
く
し
ま
し
た。
現
在 、
国の
文
化
財
保
護
審
議
会
で
国
の
文
化
財
と
し
て
指
定
す

ベ
く
審
査
中
で
あ
り
ま
す。

調
査・お
よ
び
報
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
は 、
矢
部
高
等
学
校
当
局
の
協
力
を
は
じ
め
と
し
て、
矢
部
町
教
育
委
員
会 、
同
町
文
化
財
保
護
委
員
会
な
ら
び
に
地
元
関
係
者

の
方々
か
ら
多
大
の
ご
協
力
と
ご
鞭
撞
を
賜
り
ま
し
た。
こ
こ
に
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す。

昭
和
五
二
年
三
月
三

日

熊本県教育長
林

回

正

恒



伊j

言

本稿
は、
熊
本県
教
育
委
員
会
が
県
立
矢
部
高
等
学
校
の
改
築
工
事
に
伴
う
事
前
緊
急
調
査と

し
て、
昭
和
四
八
年
一
O
月
か
ら
同
五
一
年
ま
で
断
続
的
に
二
次
に
亘っ
て
実
施
し
た、
熊
本
県

上
益
城
郡
矢
部
町
城
平
所
在
の
浜
の
館
跡
の
調
査
報
告
書
で
あ
る。

本稿
の
執
筆
は、
考
古
学
部
門
に
つ
い
て
は
発
掘
お
よ
び
整
理
に
あ
たっ
た
調
査
員
が
こ
れ
を

行
い、
関
連
部
門
に
つ
い
て
は
そ
の
各々
の
項
目
担
当
者
が
執
筆
し、
そ
の
報
告
文
の
末
尾
に
そ

れ
ぞ
れ
の
文
責
名
を
記
し
た。

な
お 、
報
告
書
内の
遺
物
写
真
に
つ
い
て
は、
白
石
厳
に、
ま
た
遺
跡
の
旧
状
に
つ
い
て
の
写

真
は
矢
部
高
等
学
校
か
ら 、
ま
た
口
絵
写
真
に
使
用
し
た
浜
の
館
跡
の
空
中
写
真
は、
同
校
教
頭

大
西
教
哲
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た。

ま
た、
遺
物
処
理
の
実
測
等
に
つ
い
て
は、
文
化
課
収
蔵
庫
の
諸
氏
の
手
を
煩
わ
し、
図
面
ト

レ
ス
は
高
木
正
文
・

江
本直
・
丸
山
武
水
の
協
力
を
得
た。
出
土
遺
物
中
陶
磁
器
類
に
つ
い
て
は、

小
山
富
士
夫
氏
(
故
人)
お
よ
び
東
京
国
立
博
物
館
の
長
谷
部
楽
爾
・

林
屋
晴
三
両
氏
と
熊
本大

学、
松
本雅
明
氏
の
ご
指
導
を
受
け
た。

報
告
書
の
編
集
は、
隈
昭
志
・

桑
原
憲
彰
が
担
当
し、
西
町
圭
子
・

佐
藤
征
子
の
助
力
を
得
た。



調
査
責
任
者

調
査
総
務

考
古

調 調
。 査 Z

員 任

文
献

調
査

指
導
助
言
者

中
世
文
献

。
建

調査の
組織

班班
員築

田
辺
哲
夫

境
信
三
郎

隈

昭
志

安上桑
達 野 原

阿
蘇
品
保
夫

北 中 森 工
野 村 山 藤

熊
本県
教
育
庁
前
文
化
課
長

熊
本県
教
育
庁
文
化
課
長

熊
本県
教
育
庁
文
化
課
文
化
財
調
査
係
長

武 辰 憲
敏男彰

熊
本県
教
育
庁
文
化
課
技
師

熊
本県
教
育
庁
文
化
課
主
幹

熊
本県
教
育
庁
文
化
課
調
査
員

熊
本市
立
高
等
学
校
教
諭

一恒敬
隆 紀 雄一

熊
本
大
学
法
文
学
部
教
授

熊
本
大
学
教
育
学
部
助
教
授

熊
本
高
等
学
校
教
諭

熊
本大
学
工
学
部
講
師

こ
の
外、
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
原
口
長
之
氏
よ
り
遺
跡
全
般
に
つ
い
て

の
指
導
助
言
を
い
た
だ
い
た。

調
査
協
力
者

写
真
撮
影

発
掘
作
業

白
石

厳
・
栄
田
賀
之
・
高
木
正
文(
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ)

県
立
矢
部
高
等
学
校
・
同
馬
見
原
分
校

県
立
御
船
高
等
学
校
・
山
鹿
文
化
財
を
守
る
会

調
査
事
務
局

地
元
協
力
者

施
村河
田 野

林 中 江 大 林 志
田 村 藤 西 賀設

高 大
田 田

宗
忠

一
美
西 前
野 田

豊 定 文 教 酸 定
治 喜 雄 哲 一 光

英利
俊 郎

松
本

矢
部
町
文
化
財
保
護
委
員
長

同
文
化
財
保
護
委
員

同
文
化
財
保
護
委
員

同
教
育
委
員
会

矢
部
町
城
平
八
五
O

矢
部
町
城
平
八
七
五

課賀
章(
課
長)

敏
勝(技術係長)
松 窪
本 田

学(
補

康
裕(
参 巽

浜
田

事佐

I券
栗
崎

平 中
見 島

良
喜(
主

競(
技

辰
之師 幹
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第2図 浜の館遺跡地形図
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序

章
、

調査の経緯

(→ 
調
査
の
動
機

県
立
矢
部
高
等
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
の
実
施
が 、

教
育
庁
内
課
長
会
議
を
通

し
て
文
化
課
へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
八
年
九
月
の
事
で
あ
っ

た
。

校
庭
が
阿
蘇
大
宮
司
の
居
館
と
い
わ
れ
る
浜
の
館
跡
地
で
あ
る
と
い
う

伝
承
は 、

地
元
で
語
り
つ
が
れ 、

小
字
名
に
も
存
在
を
裏
付
け
る
地
名
が
残
っ

て
い
る
。

し

か
し 、

こ
の
地
域
は
過
去
に
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
も
な
く 、

ま
た
遺
物
の
散
布

も
見
ら
れ
ず 、

い
わ
ゆ
る
周
知
の
遺
跡
で
は
な
か
っ
た

。

こ
の
た
め 、

着
工
時
期

の
せ
ま
っ
て
い
る
工
期
を
延
長
し
て
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は 、

若
干
の

臨
時
も
あ
っ
た
が 、

文
化
課
長
の
田
辺
哲
夫
(
現
玉
名
高
校
長)

の

指
導
に
よ

っ
て
ま
ず
試
掘
を
行
い

、

遺
構
の
有
無
を
確
か
め
る
こ
と
と
な
っ
た

。

こ
の
試
掘
調
査
を
契
機
と
し
て 、

以
後
予
備
調
査 、

第
一

次
調
査 、

第
二
次
調

査 、

復
元
工
事
と
足
か
け
四
年
に
亘
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が 、

以
下

期
日
を
追
っ
て
調
査
の
経
過
の
主
な
る
も
の
を
列
記
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(ニコ
試
掘
調
査

四
八
年
一

O
月
よ
り 、

和
久
田
建
設
が
基
礎
工
事
を
開
始
す
る
予
定
で
一

刻

の
余
裕
も
な
い
の
で 、

ま
ず
校
舎
建
設
予
定
地
の
旧
運
動
場
に
試
掘
溝
を
入
れ
遺

跡
の
有
無
を
確
め
今
後
の
対
策
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た

。

文
化
課
か
ら
は
桑
原

が
試
掘
調
査
の
責
任
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

。

四
八
年
一

O
月
五
日
1

六
日 、

現
場
に
県
文

化
課 、

和
久
田
建
設 、

矢
部

高
校
の
各
関
係
者
が
集
ま
り 、

運
動
場
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
基
点
を
中
心
と
し
て
東

西
南
北
に
幅一

m
、

長
さ
六
m
に
及
ぶ
四
つ
の
試
掘
溝
を
設
定
し
た

。

各
試
掘
溝

に
は
東
西
南
北
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
陥
1
1
4
の
番
号
を
付
し
た

。

各
試
掘
溝
を
パ
ッ
ク
フ
ォ
l

で
約
二
五
O
叩
ま
で
掘
り
下
げ
各
試
掘
溝
断
面
を
・

精
査
し
た
と
こ
ろ 、

表
土
下
回
O
叩
の
所
に
薄
い
帯
状
の
焼
土
層
が
認
め
ら
れ
た

。

こ
の
た
め 、

こ
の
焼
土
層
が
著
し
く
認
め
ら
れ
る
蜘
4
試
掘
溝
に
平
行
し
て
幅
二

m
、

長
さ
九
m
の
肋
5

試
掘
溝
を
設
定
し

焼
土
層
の
拡
が
り
を
追
跡
し
た

。

こ
の
結
果 、

焼
土
層
か
ら
落
ち
込
み
が
確
認
さ
れ 、

落
ち
込
み
の
ひ
と
つ
か
ら

完
形
の
土
師
質
燈
明
皿
三
個
を
は
じ
め 、

洪
武
通
賓
や
太
万
等
の
装
飾
具
と
思
わ

れ
る
菊
花
を
形
ど
っ
た
金
張
り
の
小
金
具
が
出
土
し
た 。

こ
の
た
め 、

山
5
試
掘
溝
を

更
に
西
側
に
拡
張
し
九
m
×
六
m
の
試
掘
溝
と
な
し 、

掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
家
屋
の

礎
石
の
根
石
と
思
わ
れ
る
人
頭
大
の
川
石
が
鈎
状
に
ほ
ぼ
等
間
隔
で
現
わ
れ
た 。

- 1 -

一

O
月
八
日

以
上
二
日
の
試
掘
結
果
を
ま
と
め 、
「
浜
の
館
関
係
資
料」
を
作

成
し 、

関
係
者
に
配
布
し 、

文
化
課
長
お
よ
び
関
係
者
と
善
後
策
を
協
議
し
た

。

(三)
予
備
調
査

文
化
課
で
は
遺
跡
の
重
要
性
に
鑑
み
一

O
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
予
備
調

査
を
実
施
し
た

。

調
査
の
目
的
は 、

こ
の
遺
跡
が
果
し
て
地
元
の
伝
承
ど
お
り
阿

蘇
大
宮
司
の
居
館
「

浜
の
館」
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。

昭
和
四
八
年
一

O
月
一
一

日

調
査
開
始 、

運
動
場
の
北
半
分
に
三
O
m
×

二
五
m
の
発
掘
区
域
を
設
定 、

表
土
約
三
O
叩
を
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー

で
排
土
し
た

。

試
掘
調
査
時
の
肋
5

試
掘
溝
周
辺
か
ら 、

直
径
二
五
個
程
度
の
川
石
と
近
世
末
の



陶
磁
器
片
若
干
が
出
土
し
た。

一
O
月
一
四
日
残
土
の
処
理
と
焼
土
層
の
拡
が
り
を
追
跡
し
た。

一
O
月
一
六日

林
科
二
年
と
生
活
科
二
年
の
助
力
を
受
け
た。
以
後
予
備
調

査
の
期
間
中、
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
毎
日、
各
科
ク
ラ
ス
が
調
査
に
参

加
し
た 。
な
お、
星
子
悦郎 、
竹
馬
修
吉
岡
教
諭
か
ら
は
と
く
に
多
大
の
援
助
を
得
た。

一
O
月
一
七日

発
掘
区
域
の
両
端
一
帯(恥
団
l

師 、
イ
ロハ)
か
ら
腐
蝕

の
激
し
い
銅
銭
が
出
土
し
た。
唐
代
の
閲
元
通
賓
と
判
明
し
た。

恥
日
・

侃-
U
・

伺
・
印
の
「リ」
の
各
部
分
に
つ
い
て
精

密
発
掘
を
行っ
た。
出
土
遺
物
と
し
て
は
銅
板
破
片、
鉄
片
等
が
あっ
た。

そ
の
他 、
明
治
の
末
頃
ま
で
旧
運
動
場
地
区
内
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
矢
部
町

白
糸
の
野
中
氏
に
お
出
い
た
だ
き、
学
校
建
設
以
前
の
地
形
等
に
つ
い
て
の
聞
き

取
り
を
行っ
た。
同
時
に
大
西
教
頭
と
水
路
の
水
取
入
口
周
辺
を
踏
査
し
た。
ま

た、
午
前
中
に
上
益
城
郡
内
の
教
育
委
員
会社
会
教
育
関
係
者
一
O
数
名
の
現
地

見
学
が
あ
り、
志
賀、
大
西、
桑
原
が
説
明
し
た 。
午
後
は
矢
部
高
校
馬
見
原
分

校
の
竹
馬
教
諭
外
生
徒
四
名
が
調
査
に
参
加
し
た。

夜
は
出
土
遺
物
(
金
属
類)
の
水
洗
と
破
損
部
分
の
接
着
等
を
行っ
た。

一
O
月
二
三
日
恥
白
!

叩
の
「
ト」
の
部
分
の
精
密
発
掘
を
行っ
た。恥
侃

の
「
リ」
か
ら
は
口
宗
通
賓
が
出
土、
ま
た
大
西教
頭
の
御
尽
力
で
再
び
野
中
氏

兄
弟
か
ら
学
校
建
設
以
前
の
旧
地
形
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
行っ
た 。

一
O
月一
一二
日

恥
白
l

m
の
「へ」
の
部
分
の
精
密
発
掘
を
行っ
た。

の
「へ」
か
ら
青
磁
の
大
鉢
高
台
部
が
出
土
し
た。

一
O
月
二
四
日

No. 
70 

県
文
化
課
よ
り
田
辺
課
長
以
下
関
係
者
数
名
が
視
察。
現
場

で
本
日
ま
で
の
調
査
の
概
略
を
説
明
し
た。
出
土
遺
物
等
は
校
長
室
に
展
示
し
た。

視
察
の
後 、
今
後
の
調
査
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
行っ
た 。

一
O
月
二
五
日

本
日
でA7
回
の
予
備
調
査
を
終
了
し
た 。

以
上
一
0
日
間
の
予
備
調
査
の
結
果 、
遺
構
が
良
好
な
状
態
で
存
在
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
なっ
た。
し
か
も、
試
掘
段
階
で
持っ
た、
恐
ら
く
運
動
場
造
成
の

際
完
全
に
撹
乱
さ
れ 、
遺
物
は
存
在
し
て
も
遺
構
は
確
認
で
き
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
い
う
懸
念
に
反
し
て、
今
後
の
調
査
に
よっ
て
遺
構
の
把
握
が
可
能
で

一
O
月
二
七日

あ
る
と
い
う
確
信
を
得
た。

出
土
遺
物
も、中
世
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
普
遍
的
な
遺
物
は
殆
ん
ど
出
土
し 、

と
く
に、
青
磁
器
類
に
い
たっ
て
は、
一
般
の
遺
跡
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
型

の
皿
が
出
土
し
て
お
り、
遺
跡
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た。
青
磁
器
類
は、
明
代
の
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
天
正
一
四
l

一
五

年
頃
落
去
し
た
浜
の
館
の
も
の
に
十
中八、
九
間
違
い
な
い
と
い
う
確
信
を
持
つ

に
い
た
っ
た。
ま
た、
発
掘
調
査
と
同
時
に
行っ
た
地形・
地
名
の
調
査
や、
地

元
に
残
る
伝
承
等
か
ら
も
浜
の
館
の
実
存
を
裏
付
け
る
予
想
外
の
成
果
が
得
ら
れ

た
の
で、
校
舎
建
設
を
若
干
延
期
し
て、
第
一
次
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た。

四
第一
次調査

予
備
調
査
の
結
果 、
当
矢
部
高
校
運
動
場
か
ら
発
見
さ
れ
た
中
世
遺
構
が、
阿
蘇

大
宮
司
の
居館
「
浜
の
館」
の
遺
構
に
間
違
い
な
い
と
い
う
確
信
を
持
つ
に
い
た

っ
た。
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そ
こ
で、
予
備
調
査
に
よっ
て
得
ら
れ
た
資
料
を
元
に
課
内
で
協
議
し
た
結
果 、

遺
構
の
保
存
状
況
も
良
好
で
あ
り
本
格
的
発
掘
調
査
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
の

結
論
を
得 、
施
設
課
の
協
力
を
求
め
本
格
調
査
に
踏
み
切
る
こ
と
と
なっ
た。

と
くに

施設課
の

校舎建築
の
年度
計
画
に
合
わ
せ 、
四
八
年
度
の
着
工
分
で
あ

る
運
動
場
部
分
の
発
掘
調
査
を
第
一
次
調
査
地
区へ
I
区)
と
し 、
四
九
年
度

着
工
部
分
で
あ
る
校
舎
所
在
部
分
を
第
二
次
調
査
地
区(
且民)
と
し
た。
運
動



場
部
分
に
つ
い
て
は、
す
で
に
着
工
期
間
に
は
い
っ
て
お
り、
期
日
の
余
裕
が
な

い
た
め、
発
掘
調
査
態勢
も
充
分
に
と
れ
な
い
ま
ま
予
備
調
査
に
引
続い
て
十一

月一
日
か
ら
第一
次
調
査
に
踏
み
切
る
こ
と
と
なっ
た。
調
査
期
聞
は
暫
定
的
に

約一
ヶ
月
と
し
た。

昭
和
四
八
年
一
一
月
一
日
調
査
開
始 。
発
掘
個
所
は、
予
備
調
査
で
表
土
を

は
い
だ
三
O
m
×
二
五
m
の
区
域
で
あ
る。
二
m
×
二
m
の
南
北
に
合
わ
せ
た
正

確
な
方
眼
を
設
定
し 、
こ
の
方
眼
を
基
本
に
し
て
諸
国
面
を
作
成
す
る
こ
と
に
し

た。
(
第
2
図
参
照)恥

臼
l

U
の
「
イ」
!

?
こ
部
分
の
排
土
を
行
っ
た。
焼

土
を
丹
念
に
は
ぎ
取っ
た
と
こ
ろ
焼
土
中
か
ら
茅
の
炭
化
物
が
出
土
し
た。
ま
た、

土
師
質
土
器
片
や
明
道
元
賓
(
宋
銭)
が
同
所
よ
り
出
土
し
た。

一
一
月
一
四
日

表
土
下
約
六
O
叩
の
所
か
ら 、
平
ら
に
敷き
詰
め
ら
れ
た
拳

大
の
磯
群
が
約
三
m
に
百一っ
て
出土
し
た
。

当
時
の
遺
構
か、
後
世
の
田
の
畔
か、

判
明
し
な
か
っ
た。
土
師
片、
青
磁
碗
片
が
若
干
出
土
し
た。

一
一
月
一
六
日

恥
回
!

叩
の「
イ」
!

?
こ
の
範
囲
を
約
深
さ
二
O
叩
に
亘

っ
て
排
土
し
た
が、
撹
乱
が
著
し
い 。
磯
群
と
燈
明
皿
片
三
個
体
分
及
び
風
化
し

た
法
螺
貝
の
芯
の
部
分
が
出
土
し
た。

一一
月一
七
日

恥
冗
l

花
の
「
イ」
l

「ニ」
の
部
分
の
排
土
お
よ
び、
昨

日
排
土
し
た
部
分
の
精
密
発
掘
を
行っ
た。
用
途
不
明
の
銅
製
品
が
出
土
し
た。

九
時
か
ら
一
O
時
ま
で
矢
部
高
校
の
文
化
祭
で 、
発
掘
調
査
の
報
告
も
兼
ね
て
浜

の
館
に
つ
い
て
の
講
演
を
行っ
た。
聴
講
者
七
O
O
名。

一
一
月
一
九
日
恥
冗
!

η
の「ホ」
!「チ」

の
排
土
と、
昨
日
排
土
部
分
の
精

密
発
掘
を
行っ
た。
方
形
の
落
ち
こ
み
や
漆
喰
の
詰っ
た
小
穴
の
列
が
発
見
さ
れ

た
が、
旧
建
物
の
柱
穴
跡
と
思
わ
れ
る。
鉄
製
角
釘
や
文
字
不
明
の
銅
銭
等
が
出

一
一
月
一
八
日

土
し
た。

恥
冗
l

花
の「
リ」
l「ワ」

の
排
土
と
精
密
発
掘
を
実
施 。
焼

土、
木
炭
類
の
散
乱
が
多
く
見
ら
れ、
ま
た
焼
土
内
よ
り
銅
銭
も
出
土
し
た。

A7
日
で、.
予
備
調
査
段
階
で
設
定
し
た
三
O
m×
二
五
m
の
発
掘
区
域
の
調
査

を
終
了し
た。
な
お、
既
調査
区の
南
側
に
調査
区
を
拡
張
す
べ
く、
ブル
トl
ザ
l

で

排
土
中
に
三
個
の
礎
石
と
思
わ
れ
る
石
を
漆
喰
の
中
よ
り
発
見
し
た。
場
所
は
恥
印

l
冗
の「ヨ」
i「
タ」
の
部
分
で、
焼
土
や
木
炭
粒
が
多
く
見
ら
れ
る
場
所
で
あ
る。

一
一
月
二
四
日
南
側
拡
張
部
分
に、
南
面
し
た
一
棟
の
礎
石
群
が
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で、
ブル
ド
ー
ザ
ー

で
表
土
を
は
ぎ
と
っ
た
跡
の
残
土
の

排
土
作
業
を
進
め
た。
山
鹿
文
化
財
を
守
る
会
の
協
力
に
よ
り
作
業
が
い
ち
じ
る

し
く
進
み、
本
日
中
には
礎
石
群
を
覆っ
て
い
る
焼
土
層
の
露
出
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け

た。
同
調
査
区
よ
り
滑
石
製
石
鍋 、
燈
明
皿
片、
鉄
製
角
釘
等
が
出
土
し
た
が 、

全
般
的
に
遺
物
の
出
土
は
少
な
か
っ
た。
本
日
は
調
査
の
見
学
者が
多
かっ
た。

一
一
月
二
五
日
日
曜
日
で
作
業
員
の
集
合
が
悪い
た
め、
遺
物
の
平
板へ
の

記
入
を
行っ
た。
な
お、
高
岡
教
諭
引
率
の
七
名
の
御
船
高
校
生
徒
が
後
で
参
加

し
た
の
で 、
発
掘
作
業
も
ほ
ぼ
平
日
と
同
様
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た。

一
一
月
二
O
日
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恥
日
l

初
・「レ」「ラ」
部
分
の
発
掘。
本
日
で
発
掘
予
定
地

内
の
表
土
は
ぎ
は
全
部
終
了
し
た。
ま
た、
昨
日
に
引
続い
て
隈
・
高
木
に
よ
り

礎
石
実
測
と
ス
テ
レ
オカ
メ
ラ
に
よ
る
燦
群
の
撮
影
が
行
わ
れ
た。

な
お、
今
日
は
発
掘
現
場
横
で
矢
部
高
校
新
築
工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
が、

そ
の
際
県
知
事 、
県
教
育
長へ
遺
跡
の
概
略
を
説
明
し
た。

一
一
月
二八
日
蜘
日
!「ワ」
・「
レ」
l「
ラ」
の
平
板
測
量。
こ
の
部
分
か
ら

第
一
棟
の
屋
根
材
の
萱
の
炭
化
し
た
も
の
が
出
土
し
た 。

第
一
棟
の
床
面
の
精
密
発
掘。
遺
物
は
少
な
か
っ
た
が、
床

一
一
月二
六
日

一
一
月二
九
日



面
か
ら
銭
貨 、
菱
形
の
飾
り
金
具 、
燈
明
皿
片、
三
彩
の
破
片
等
が
出
土
し
た。
第

一
棟
家
屋
は
中
央
部
に
炉
が
設
け
ら
れ、

遺物の
性
格等
か
ら考
え
る
と
対
面所
的

な
性
格
が
強い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
第
一
棟
北
側
に
一
Om
ほ
ど
う
ず
高
く
盛
上

っ
た
赤
土
は
壁
土
の
落
ち
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
な
か
に
は
炭
化
し
た
親
指
大
の

竹
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
出
土
し
た
が
壁
に
使
わ
れ
た
小
舞
竹
で
あ
ろ
う 。

一
二
月
一
日
第
一
棟
西
側
部
分
の
露
出
を
行っ
た。
漆
喰
と
焼
け
落
ち
た
焼

土
が
う
ず
高
く
積っ
て
い
た
が
最
下
層
よ
り
小
離
を
敷
き
つ
め
た、
た
た
き
の
部

分
が
発
見
さ
れ、
第
一
棟
は
妻
入
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
た。

一
二
月
二
日
昨
日
に
引
き
続
き
第
一
棟
床
面
の
精
密
発
掘
を
行っ
た。
県
文

化
財
専
門
委
員
原
口
長
之
氏
が
来
訪
さ
れ、
種
々
の
指
導
を
う
け
た。

→
二
月
三
日
第
一
棟
床
面
の
清
掃
を
行
い 、
実
測
用
の
水
糸
を
張っ
た。
清

掃
の
際、
床
の
大
引
を
支
え
る
た
め
の
束
を
立
て
た
と
推
定
さ
れ
る
礎
石
の
土
拡

跡
が
確
認
さ
れ、
こ
の
家
屋
が
土
座
で
な
く、
床
を
持つ
家
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
た。
文
化
課
よ
り、
田
辺
課
長 、
ま
た
熊
大
工
学
部
の
北
野
氏
の
来
訪

を
受
け 、
助
言
を
得
た 。

一
二
月
二
一日
第
一
次
調
査
区
の
遺
構
全
部
の
写
真
撮
影
を
行っ
た。

第
一
棟
礎
石
が
移
転
復
元
と
決っ
た
の
で
記
録
保
存
の
見
地

か
ら
昨
日
に
引
続い
て
写
真
撮
影
を
行っ
た。
ま
た
同
時
に
恥
刀
l

m「ソ」
1

一
二
月
一
三
日

「
ラ」
部
分
の
精
密
発
掘
に
着
手
し
た。

一
二
月
一八
日
既
発
掘
個
所
の
遺
物
を
平
板
に
落
し 、
取
り
あ
げ
を
行っ
た。

遺
物
出
土
層
は
表
土
下
六八
聞
か
ら
七
Om
の
所
で、
こ
の
レ
ベ
ル
で
の
出
土
が

一
番
多
く
見
ら
れ
た。
ま
た
恥
U
l

m「イ」
l「
ホ」
の
個
所
で、
礎
石
が
失
わ
れ

恨
石
の
み
残
る、
桁
行
四
問 、
梁
間
二
聞
の
第
一
棟
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
る

家
屋
跡
が
確
認
さ
れ
た。
こ
の
家
屋
跡
を
第二
棟
と
命
名
し
た。

一
二
月
二
O
日
午
前
中
は
第
一
棟
の
南
側
よ
り
出
土
し
た
査
の
破
片
の
散
乱

状
況
を、
午
後
は
昨
日
確
認
さ
れ
た
第二
棟
の
根
石
の
実
測
を
行っ
た。

一
二
月
二
一
日
第
二
棟
と
そ
の
周
辺
の
写
真
撮
影
を
行っ
た。
な
わ 、
I
区

の
層
序
関
係
の
方
柱
状
の
土
層
断
面
の
硬
化
を
保
存
科
学
研
究
会
(
サ
ン
エ
ス
技

研)
に
依
頼
し
て
い
た
が
本
日
よ
り
係
員
三
名
で
作
業
を
開
始
し
た。

第
一
棟
東
側
に、
家
屋
等
の
遺
構
の
存
在
を
想
定
し
て 、

四
九
年
一
月
七
日

東
西
了
二
Om
×
一
三
m
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
深
さ
五
Om
ま
で
掘
り
下
げ

た。
こ
の
結
果 、
礎
石
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が、
北
壁
面
に
種
々
の
落

ち
込
み
が
あ
り、
中
か
ら
燈
明
皿
三
個 、
青
銅
製
の
飾
り
金旦二
個
が
出
土
し
第

一
棟
以
前
に
何
ら
か
の
掘
立
柱
の
家
屋
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た 。

第
一
棟
の
礎
石
移
転
の
た
め
各
礎
石
の
清
掃
を
行い 、
各
礎
石
に

墨
査
を
使い
墨
打
ち
を
し
た 。
ま
た、
昨
日
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
に
直
交
さ
せ
南

北
に
同
規
模
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た。

一
月
九
日
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第
一
棟
の
礎
石
全
部
に「
イ」
の
一
以
下
の
記
号
を
記
入
し 、
礎

石
の
撤
去
を
始
め
た、
根
石
を
露
出
し
そ
の
実
測
を
行っ
た。
取
り
は
ず
し
た
礎

一
月
一
O
日

石
は
校
門
横
ま
で
運
び
穴
に
埋
め、
復
元
の
日
ま
で
格
納
す
るこ
と
に
し
た。

一
月
一
一
日
全
部
の
第
一
棟
礎
石
の
格
納
を
終
了
し
た。
ま
た
第
一
棟
西

側
の
た
た
き
の
部
分
の
実
測
を
行っ
た。
こ
の
部
分
に
は
礎
石
は
な
い
の
で
相
当

部
分
を
精
査
し
た
結
果 、
柱
穴
跡
と
見
ら
れ
る
落
ち
込
み
が
三
ケ
所
あ
る
こ
と
が
判

っ
た。
第
一
棟
の
礎
石
の
撤
去
後 、
再
び
床
面
を
削っ
た
と
こ
ろ 、
一
定
間
隔
を

持つ
七
つ
の
落
ち
こ
み
の
列
が
第
一
棟
の
桁
行
と
平
行
し
て
発
見
さ
れ
た。
第
一

棟
以
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
家
屋
の
柱
穴
跡
と
思
わ
れ
る。

一
月
一
二
日
第
一
棟
西
側
た
た
き
部
の
砂
利
除
去
と
落
込
み
部
の
排
土。

第
一
棟
北
側
の
掘
り
下
げ
と
根
石
の
露
出
と
実
測
お
よ
び
取
り

一
月
一
六
日



あ
げ
と
運
搬
を
行
い、
第
一
棟
の
礎
石
類
全
部
の
移
転
を
完
了
し
た。

第
一
棟
下
部
遺
構
お
よ
び
北
側
一
帯
の
発
掘
を
行っ
た。ま
た

一
月
一
七
日

東
側
拡
張
部
に
設
定
し
た
第
一
ト
レ
ン
チ
の
断
面
実
測
を
行っ
た。

第
一
棟
の
北
南
部
に
あ
る、
二
つ
の
落
ち
こ
み
の
排
土
を
行っ

たoA
の
落
ち
こ
み
が
深
さ
二
二
O佃
で
方
形
を
な
し、
B
の
落
ち
こ
み
が
円
形
で
深

一
月
一八
日

さ
は
一
六
O倒。
伺
の
た
め
の
穴
か
不
明
で
あ
る。
ま
た、
同
じ
個
所
に
巨
大
な

板
石
が
斜
め
に
なっ
て
埋っ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た。

一
月
二
二
日
浜
の
館
の
周
辺
を
巡っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
濠
の
有
無
を
確

認
す
る
た
めに、
濠
に
直
交
す
る
よ
う
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
層
序
を
調
べ
た。

第
一
棟
北
西
部
の
発
掘
及
び
中
央
部
排
土。
こ
の
北
西
部
か
ら

根
石
が
出
土
し
た
が
第
一
棟
設
置
以
前
の
家
屋
の
根
石
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
第

一
月
二
三
日

一
棟
西
側
か
ら
長
さ
約一
m
余
も
あ
る
大
型
の
礎
石
状
の
石
が
出
土
し
た。

一
月
二
四
日
写
真
撮
影
の
た
め、
第
一
棟
北
西
部
の
清
掃
を
し
た
際 、
燈
明

皿
片
を
は
じ
め
染
付
片 、
天
目
茶
碗
片
な
ど
が
出
土
し、
銅
製
の
飾
り
金
具
二
個

も
同
所
の
排
土
の
中
よ
り
検
出
さ
れ
た。
昨
日
の
礎
石
状
の
石
が
周
辺
に
存
在
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
探
索
し
た
が
発
見
で
き
な
か

っ
た。
県
教
育
次
長、
施
設
課
長
補
佐
そ
の
他
の
視
察
が
あ
っ
た。

西
北
部
の
発
掘
を
昨
日
に
続
い
て
進
め
た。
ま
た、
礎
石
が
後

一
月
二
五
日

世
抜
か
れ
て
他
に
転
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
た
め
大
西
教
頭
と
周
囲
の

転
用
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
場
所
を
踏
査
し
た。

一
月
二八
日
西
北
部
の
発
掘
を
続
け
た。
こ
こ
は
山
裾
に
近
く 、
遺
構
は
存

在
し
な
い
と
考
え
て
い
た
が、
や
や
大
型
の
石
が
出
土
し
た。
傾
い
た
状
態
で
落

ち
こ
み
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
の
で
当
館
跡
が
田
畑
等
に
転
用
さ
れ
た
際 、
邪

魔
に
な
る
の
で
埋
め
込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
こ
の
一
帯
の
地
山
は

黄
色
土
で
あ
る
が、
後
世
の
撹
乱
お
よ
び
落
ち
こ
み
が
多
く 、
黄
色
土
の
残
る
箇

所
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い。
こ
の
石
の
根
元
か
ら
天
目
茶
碗
片
が
出
土
し
た。

西
北
部
の
掘
り
さ
げ
を
進
め、
遺
物
を
平
板
に
落
し
た。
午
後

は
雪
の
た
め、
測
量
中
止。
降
雪
中
の
作
業
風
景
を八
m
映
画
に
収
め
た。

一
月
二
九
日

一
月
三
O
日
ブル
ド
ー

ザ
ー
を
使
用
し
て
ト
レ
ン
チ
・お
よ
び
発
掘
区
域
の

部
の
埋
立
て
を
行っ
た。
ま
た
ブル
ド
ー

ザ
ー
の
点
検
整
備
を
行っ
た。

月

日
発
掘
を
進
め
て
い
る
西
北
部
よ
り
七
O×
七
Om
程
度
の
大
石

が
二
個
絡
み
合っ
た
状
態
で
出
土。
庭
園
と
推
定
し
て
い
た
所
か
ら
の
出
土
で
あ

る
の
で
至
急
学
校
側
と
も
相
談
し、
文
化
課へ
連
絡し
課
と
し
て
の
決
定
を
待
つ

こ
と
に
し
た。
出
土
し
た
石
は
青珪
石
で
近
く
に
は
な
く
緑
川
付
近
か
ら
運
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る。
ま
た
第
一
棟
の
西
側
の
梁
聞
の
礎
石
列
に
沿っ
て
列
石
が
現

わ
れ
た。
南
北
に
か
け
て
走
り、
北
端
で
西
に
折
れ
続
く
の
で、
第一
棟
以
前
の

建
物
の
土
留
か
ま
た
は
何
ら
か
の
境
界
線
と
も
思
わ
れ
る。

一
一月
一
日
西
北
部
列
石
の
露
出
を
続
け、
西
北
部
か
ら
北
側
に
か
け
て
の
排

土
の
山
を
和
久
田
建
設
の
協
力
で
移
動
し
た。
ま
た、
大
正
期
頃
ま
で
当
地
に
在

住
し
て
い
た
野
中
隆
三
氏
に
お
出
願っ
て、
再
度
地
形
の
復
元
作
業
を
行っ
た。
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遺
跡
の
西
北
部
一
帯
に
か
け
て
出
土し
た
数々
の
大
石
や
列
石
は、

浜
の
館
に
付
属
す
る
庭
園
の
庭
石
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で、

二
月
二
日

こ
の
部
分
の
発
掘
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
た。
ま
ず
鈎
状
に
走
る
列
石
の
北
側

に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し、
こ
の
列
石
の
性
格
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た。

一
一月
三
日
庭
園
推
定
部
の
発
掘
を
続
け
た。
と
く
に
恥
1
大
石の
根に
直径一

om
程
度
の
根
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り、
こ
の
付
近
か
ら
青
磁
大
皿
片 、
土
師
質

燈
明
皿
片 、
鉄
釘
な
ど
が
発
見
さ
れ
た。
庭
園
と
思
わ
れ
る
の
で、
原
口
長
之
氏

の
指
導
助
言
を
受
け
る
こ
と
に
し
た。
こ
の
結
果 、
原
口
氏
よ
り
「
当
時 、
禅
宗



系
で
造
園
さ
れ
た
枯
山
水
で
は
な
く、
池
を
持っ
た
庭
園
の
よ
う
に
思
わ
れ
る。

数
少
な
い
貴
重
な
遺
構
と
思
わ
れ
る
の
で
作
業
員
を
大
幅
に
増
し
て
調
査
を
進
め

た
ら
ど
う
か」
と
い
う
助
言
を
得
た 。
ま
た
文
化
課
長
か
ら
は
電
話
で
排
土
の
処

理
等
に
つ
い
て
は
課
よ
り
上
野
参
事
を
派
遣
す
る
の
で、

遺
構
が
庭
園
か
ど
う
か
判
明
す
る
よ
う
に、
発
掘
に
全
力
を
注
ぐ
よ
う
と
の
指
示

一
O
日
ま
で
に
は
こ
の

を
受
け
た 。

第一
棟
跡
に
幅一
・八

O
m
×一
六
m
の
ト
レ
ン
チ
を
東
西
に
設
定
し、
五
O

仰
の
深
さ
に
掘
り
下
げ、
先
に
発
見
さ
れ
た
鈎
状
の
列
石
が
い
か
な
る
性
格
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
か
を
追
跡
す
る
こ
と
に
し
た。
ト
レ
ン
チ
北
壁
の
層
序
は、こ

の
列
石
を
境
に
西
側
は
黒
色 、
白
色
土
木
炭
片
を
含
む
五
l

六
Om
の
落
ち
こ
み

で
東
側
は一
Om
程
度
の
腐
植
土
を
か
ぶ
っ
た
地
山
の
黄
色
土
で、
こ
の
列
石
が

落
ち
こ
み
と
平
坦
部
の
境
石
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
なっ
た。

一一
月
四
日
庭
園
部
の
排
土
と
精
密
発
掘。
排
土
が
進
む
に
従
い、
庭
石
と

思
わ
れ
る
大
石
が
次々
と
出
土
し 、
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
九
個
に
及
ん
だ。

こ
の
た
め、
順
次
恥
l
i
9
ま
で
番
号
を
付
し
た。
な
お
出
土
し
た
大
石
に
つ

い
て
は、
矢
部
在
住
の
鉱
山
技
師、
藤
森
忠
二
氏
に
岩
石
の
調
査
を
依
頼
し
た 。

一一
月
六
日
昨
日
鈎
状
の
列
石
群
が、
落
ち
込
み
と
平
坦
部
と
の
境
石
で
あ
る
こ

と
が
判っ
た。
この
西
側
の
落
ち
込
み
部
の
拡
が
り
を
知
る
た
めロ
こ
の
部分

m
長
さ
五
m
の
ト
レ
ン
チ
A
と
B
を
東
西
及
び
南
北
に
設
定
し
発
掘
を
進

め
た。
こ
の
落
ち
込
み
は
相
当
広
範
囲
に
拡
がっ
て
お
り、
焼
土
や
粘
土
・

木
炭

幅
等
を
含
ん、た
し
ま
り
の
な
い
土
が
落
ち
こ
ん
で
い
る
こ
と
が
判っ
た。
落
ち
込
み

の
な
か
か
ら
銅
製
の
つ
ま
み
の
付
い
た
蓋
が
発
見
さ
れ
た 。
底
部
は
か
た
い
盤
と

なっ
て
お
り、
鉄
分
の
沈
澱
が
見
ら
れ
た 。
以
上
の
結
果
か
ら 、
こ
の
落
ち
こ
み

は
庭
園
内
の
泉
水
の
跡
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
大
と
なっ
て
き
た。

三
月
七
日
A-
B
二
つ
の
ト
レ
ン
チ
掘
削
に
よ
り、
落
ち
込
み
部
分
の
拡
が

り
を
把
握
で
き
た
た
め、
本
日
か
ら
落
ち
込
ん
だ
土
の
排
土
に
か
かっ
た。
排
土

中
か
ら
陶
器
底
部
鉄
釘
等
若
干
が
出
土。
併
行
し
て
昨
日
同
様
二
O
分
の一
の

図
面
の
作
成
を
進
め
た。
午
後
は
文
化
課
長、
大
田
施
設
課
長
ら 、
関
係
者一
行

の
視
察
が
あっ
た。
な
お、
そ
の
際、
充
分
調
査
を
実
施
す
る
た
め、
調
査
期
日

を
二
月
二一
日
ま
で
延
長
し
調
査
終
了
後
は
こ
れ
ら
庭
石
類
を
移
転
復
元
す
る
こ

と
と
し、
施
設
課
そ
の
他
関
係
者一
同
も
こ
れ
を
了
承
し
た 。

庭
園
部
西
側一
帯
の
ブル
ド
ー

ザ
ー
に
よ
る
排
土
跡
の
精
密
発
掘

一一
月八
日

と
清
掃
を
行っ
た。
既
出
土
の
恥
2
大
石
の
位
置
す
る
個
所
よ
り
以
西
は
地

山
の
黄
色
土
が
徐々
に
高
く
な
り
な
が
ら
続
き 、
遺
物
の
出
土
は
見
ら
れ
な
い。

一一
月一
三日

泉
水
部
分
の
排
土
を
続
け
た
が、
排
土
中
よ
り
鉄
浮
が
二
個
出

土。
鉄
津
は
以
前
に
も
出
土
し
て
お
り、
屋
敷
内
で
小
鍛
冶
に
専
念
す
る
職
人
が
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存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た。
午
前
中
は
雪
溶
け
の
た
め
土
が
粘
り、

排
土
作
業
は
困
難
を
き
わ
め
た。

一一
月一
四
日
庭
園
部
西
側
の
排
土
と
泉
水
西
側
の
汀
線
の
確
認
と
泉
水
内
の

落
ち
こ
み
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
取
り
あ
げ
た。
午
後
は
二
O
分
の一
の
図
面
取

り
を
続
け
た 。
銅
が
溶
け
て
付
着
し
た
石
製
の
鍋
底
部
片
が
出
土
した。

の
図
面
作
成
・お
よ
び
写
真
撮
影
を
済
ま
せ
た
後、

二
月一
五日

二
O
分
の一

遺
物
の
取
り
上
げ
を
行っ
た。

二
月一
八
日
遺
物
を
取
り
上
げ
た
後 、
泉
水
内
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
人
頭
大

の
浮
い
た
喋
を
除
去
し
た 。
泉
水
底
面
を
ジョ
レ
ン
で
削っ
た
と
こ
ろ、
深
さ
印

m
程
度
の
落
ち
こ
み
が
五
つ
確
認
で
き
た。
こ
の
落ち
こ
み
は
ほ
ぼ
等
間
隔
で一

直
線
に
並
ぶ
の
で
浜
の
館
に
お
け
る一
時
期
の
家
屋
の
掘
立
穴
の
跡
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る。
こ
れ
ら
の
穴
の
壁
に
は、
{八
を
掘っ
た
用
具
の
跡
が
条
痕
と
なっ
て



残っ
て
い
た
が、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
条
痕
で
は
ない
の
で
古い
時
期
の
柱
穴

で
あ
る
こ
と
が
判
る。

一
一月
一
九
日
庭
園
部
の
二
O
分
の
一
の
平
面
の
実
測
は
す
べ
て
終
了。
な
お、

こ
の
遺
構
が
泉
水
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
問
視
す
る
人
も
い
る
が、
底
に
沈
む
鉄
分

の
層
が
汀
線
部
分
で
消
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
こ
の
落
ち
こ
み
部
分
に
水
が

撮っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
今
日
か
ら
和
久
田
建
設
で
は、
発
掘
終
了

区
域
の
埋
立
て
を
開
始
し
た。

一
一月二
O
日
泉
水
の
汀
線
部
は
殆
ん
ど
残っ
て
い
な
い
が、
泉
水
の
東
汀
線

の
石
組
は
比
較
的
良
く
残っ
て
い
る
の
で
立
面
を二
O
分
の一
で
実
測
し
た。

な
お、
庭
園
で
あ
る
か
ど
う
か
確
証
を
得
る
た
め 、
矢
部
高
校
の
大
西
教
頭

の
紹
介
で、
矢
部
町
畑
に
住
む
庭
師
の
村
山
秀
次
氏
(
故
人)
に
遺
構
を
見
て
も

ら
っ
た。
そ
の
結
果 、「
庭
園
跡
で、
見
る
位
置
は
東
側
も
し
く
は
東
南
方
向
か
ら

で
あ
ろ
う 。
位
置
は
そ
う
変っ
て
は
い
ま
い
が
倒
れ
た
り
埋
め
こ
ま
れ
た
も
の
が

多
い 。
な
ん
と
い
っ
て
も、
泉
水
の
真
中
に
浮
き
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
恥
1
の

大
石
は
素
晴
し
い」
と
い
う
話
で
あ
っ
た。
と
に
か
く
もこ
の
遺
構
を
元
に、
村
山

氏
に
庭
園
の
復
元
図
を
書い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た。
な
お、
泉
水へ
の
水
の
取

り
入
れ
口
は、
北
側
の
砂
利
の
敷
か
れ
た
部
分
に
あ
っ
た
の
で
は、
と
推
定
さ
れ

る
落
ち
込
み
も
西
の
汀
線
に
沿っ
て
存
在
す
る
の
が
確
認
さ
れ
た。

庭
園
部
全
景
の
写
真
撮
影
を
行っ
た。
ま
た
平
面
図
で
抜
け
て

一
一月一
二
日

い
る
点、
不
備
な
点
の
点
検
を
行
う
と
共
に
抜
け
て
い
る
所
の
実
測
お
よ
び
補
整

に
あ
たっ
た。
な
お、
学
校
よ
り
借
用
し
て
い
た
測
量
用
具
等
を
返
却
し 、
他
の

用
具
は
す
べ
て
水
洗い
を
し
た。

二
月
二
二
日
第
一
次
調
査
終
了。
庭
園
部
に
つ
い
て
は、
二
月
七
日
の
現
地

打
合
わ
せ
会
で
校
舎
敷
地
の
都
合
上 、
設
計
変
更
が
不
可
能
な
た
め 、
移
転
復
元

す
る
旨 、
施
設
課
と
の
協
議
が
済
ん
でい
た。
こ
の
た
め
早
朝
よ
り
ブル
ド
l

ザ

ー
で
庭
石
の
取
り
上
げ
に
か
か
っ
た。
取
り
上
げ
た
庭
石
類
は
新
校
舎
竣
工
後
中

庭
に
復
元
予
定
の
た
め 、
校
門
右
側
の
空
地
に
運
ん
だ。

な
お、
午
後 、
庭
園
部
に
立
ち
庭
石
を
取
り
除い
た
跡
地
を
な
が
め
てい
た
時 、

数
個
の
黒い
落
ち
こ
み
が
取
り
除い
た
庭
石
の
下
に
存
在
す
る
こ
と
に
気
付い
た。

こ
の
落
ち
こ
み
が
何
と
な
く、
気
に
か
か
っ
た
た
め 、
そ
の
う
ち
の
一
穴
の
排
土

を
行っ
た
結
果 、
数
十
個
の
人
頭
大
の
喋
の
下
か
ら
三
彩
焼
の
瓶
が
現
わ
れ、
以

下
二
つ
の
落
ち
込
み
よ
り一
一一
点
に
も
の
ぼ
る、
阿
蘇
氏
が
埋
納
し
た
と
思
わ
れ
る
遺

物
が
相
次
い
で
出
土
し
た 。
手
速
く
完
全
露
出
し 、
カ
ラ
ー
で
写
真
撮
影
を
し 、
二
O

一
次
調
査の
終
了
は
本
日
午
後二
時
を
予
定

分
の
一
の
図
面
作
成
に
か
か
っ
た。

し
て
い
た
が、
一
応
出
土
遺
物
に
対
す
る
処
理
を
終
え 、
予
定
ど
お
り
本
日
を
も

っ
て
一
次
調
査の
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た。
な
お、
夜
七
時
に
文
化
課

長
宅ヘ
数
々
の
貴
重
な
遺
物
が
出
土
し
た
旨
を
電
話
で
連
絡
し
た。

国
第二
次調査

昭
和
五
O
年
九
月
二
日 、
県
教
育
庁
施
設
課
か
ら
文
書
で、
県
立
矢
部
高
校
改

築
工
事
に
伴
う
第
二
次
文
化
財
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
調
査
依
頼
が
あ
っ
た。
発

掘
調
査
面
積
は
約二、
o
o
o
d
で
あ
る。
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九
月
二
九
日
教
文
第
四
二八
号
で
発
掘
屈
を
文
化
庁
に
提
出
し
た。

一
O
月
二
七
日
文
化
庁
か
ら
昭
和
五
O
年
一
O
月
二
三
日
付
け
委
保
第
五
の

二
三
四
一
号
で、
発
掘
に
つ
い
て
許
可
の
通
知
が
あ
っ
た。

一
一
月
7
0
日

た
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
点
検
・

作
動
を
行っ
た。
ま
た
今
後の
調
査
に
つ
い
て
学
校

側
と
打
合
せ
等
を
行っ
た。

施
錠
設
備
の
あ
る
現
場
小
屋
と
女
子
便
所
を
設
置
し
た。
ま

月

日
発
掘
調
査
開
始。
南
面
し
て
建
つ
長
さ
五
O
m
の
校
舎
跡
に



二
m×
二
m
の
方
眼
を
組
み、
東
側
よ
り
順
次
排
土
を
開
始
し
た。
ま
た
発
掘
調

査と
併
行
し
て、
昭
和
六
年
頃
の
旧
校
舎
配
置
復
元
図
の
作
成
を
地
元
の
古
老
の

話
を
元
に
し
て
進
め
た。本

日
の
発
掘
で、
今
回
の
調
査
地
域
の
層
序
関
係
が
判
明
し
た。

そ
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

表
土
下
二
八
聞
は
黒
色
土
と
黄
色
土
の
混
り
合っ
た
土
で、
運
動
場
造
成
の
際

の
盛
土
と
思
わ
れ
る。
矢
部
農
林
学
校
創
設
当
時こ
の
部
分
は、
校
舎
と
寄
宿
舎

に
固
ま
れ
た
運
動
場
で
あ
っ
た。
第
二
層
は
校
舎
建
設
前
の
水
目
だっ
た
時
代
の

土
で
水
田
特
有
の
灰
色
土
で
厚
さ
は
二
O
m
を
計
る。
こ
の
水
田
土
の
中
か
ら
瓦

器
片
一
片
を
採
集
し
た。
第
三
層
は
厚
さ
一八
m
あ
り
赤
黄
色
土
に
黒
色
土
が
混

っ
て
お
り、
水
田
造
成
時
の
客
土
と
思
わ
れ
る。

ま
た、
校
舎
建
設
前
の
旧
地
籍
図
に
描
か
れ
る
水
田
の
畦
も
あ
ら
わ
れ、
中

世
の
遺
構
の
存
在
を
推
定
せ
し
め
る
遺
物
類
が
若
干
認
め
ら
れ
た。
こ
の
下
の
第

四
層
は
純
粋
な
黄
色
土
と
な
り、
こ
の
黄
色
土
が
こ
の
区
域
の
地
山
と
なっ
て
い

，。 。 一
一
月
一
二
日

発
掘
区
域
か
ら
一
一
個
の
落
ち
込
み
が
発
見
さ
れ
た。
う
ち

三
穴
が
直
径
五
O
畑 、
深
さ
七
O
佃
程
度
の
も
の
で
他
は、
直
径
二
五
畑 、
深
さ

五
O
佃
の
小
形
の
穴
で、
う
ち
ひ
と
つ
は
樹
根
跡
と
思
わ
れ
る。
本
日
の
落
ち
込
み

の
発
見
で、
こ
の
区
域
に
家
屋
の
存
在
し
た
可
能
性
が
強
く
なっ
た。

一
一
月
一
四
日
昨
日
に
引
続
き
不
規
則
な
が
ら
も
さ
ら
に
一
O
穴
ほ
ど
落
ち

込
み
を
発
見
し
た。
こ
の
な
か
の
直
径
七
五
畑 、
深
さ
五
O
佃
の
穴
に
は、
そ
の

一
一
月
一
三
日

底
に
敷
石
が
施
さ
れ
て
お
り、
こ
れ
ら
の
穴
が
住
穴
で
あ
る
こ
と
が
さ
ら
に
確
実

と
なっ
た。
な
お、
こ
の
石
は
平
ら
な
石
で
平
坦
面
を
上
に
置
か
れ
て
い
た。

一
一
月
一
四
日
水
田
時
代
の
灰
色
土
の
な
か
か
ら
近
世
陶
磁
器
片
が
発
見
さ

れ
た
が、
比
較
的
新
し
い
時
期
の
も
の
が
多い 。
こ
れ
ら
の
陶
磁
器
片
に
混っ
て

備
前
系
の
聾
片、
瓦
質
摺
鉢
片
が
見
ら
れ
る
が、
全
般
的
に
破
片
が
小
さ
く
摩
滅

し
て
い
て
遺
構
の
破
壊
が
古い
時
代
に
行
わ
れ
たこ
と
が
判
る。

一
一
月
一
七
日
l

二
七
日
こ
の
間
に
東
方か
ら
西
方へ 、
旧
校
舎
のコ
ン
ク

リ
l
ト
基
礎
に
沿っ
て
発
掘
を
進
め、
二
七
日
に
は
一
応
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の

発
掘
を
終
了
し
た。
こ
の
間
柱
穴
の
外
に
長
径
一
五
O
句
短
径
六
五
畑 、
深
さ

一
二
O
m
の
中
世
の
墓
堪
か
と
も
思
わ
れ
る
落ち
込
み、
ま
た
約
二
m
間
障
で
並

ぶ
直
径
一
O
O
佃 、
深
さ
一
二
O
叩
程
度
の
落
ち
込
み
が
四
穴
も
現
わ
れ、
掘
立

の
家
屋
等
の
遺
構
が、
現
在
の
玄
関
部
分
か
ら
そ
の
南
側
の
泉
水、
前
庭
部
分
に

か
け
て
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
た。

ま
た
こ
の
期
間
中
に
青
磁
碗
片、
備
前
饗
胴
部、
土
師
質
土
器
片
等
若
干
が

引
続い
て
出
土
し
遺
構
の
存
在
を
裏
付
け
た。

- 8 一

一
一
月
二
八
日
第
一
校
舎
跡
の
発
掘
が
終
了
し
た
た
め、
午
前
中
は
排
土
の

整
理
を
行っ
た。
午
後
は
遺
構
の
略
測
と
遺
物の
取
り
上
げ、
水
洗
等
を
行
っ
た。

一
二
月
か
ら
第
一
校
舎
前
庭
部
の
発
掘
に
か
か
る
た
め、
上
野
の
応
援
で
「
弾
正

さ叫」
周
辺
の
表
土
を
ブル
ド
ー

ザ
ー
に
よ
り
排
土
し
た。

一
二
月
三
日
1

一
O
日
こ
の
期
聞
は
「
弾
正
さ
ん」
と
呼
ば
れ
る
現
在
百
日

紅
の
老
樹
の
繁
る
地
域
を
中
心
に
調
査
を
進
め
た。
「
弾
正
さ
ん」
は
学
校
が
建

設
さ
れ
る
以
前
ま
で
地
元
民
の
信
仰
を
集
め
てい
た
ら
し
く、
江
戸
時
代
末
の
陶

磁
器
片
を
中
心
と
し
た
遺
物
が
出
土
し
た。
ま
た
巨
大
な
樹
根
跡
が、
地
山
の
黄

色
土
に
喰い
こ
ん
で
確
認
さ
れ
た
が、
こ
れ
が
肥
後
国
誌
や
古
老
の
話
に
あ
る

「
弾
正
杉」
の
株
の
跡
に
ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る。

一
二
月
一
一
日
l

二
七
日
「
弾
正
さ
ん」
周
辺
の
発
掘
を
終
わ
り、
柱
穴
等
の

落
ち
込
み
が
多
数
集
中
す
る
前
庭
部
の
玄
関
か
ら
泉
水
部
分
に
か
け
て
発
掘
を
進



め
た

。

と
く
に
一

大
家
屋
跡
を
形
造
る
巨
大
な
柱
穴
列
が 、

第
一

校
舎
基
礎
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
て
お
り 、

こ
の
基
礎
部
分
を
取
り
除
か
な
い
と 、

家
屋
の
プ

ラ
ン
確
認
に
重
大
な
誤
謬
を
ま
ね
く

可
能
性
が
あ
る
た
め 、

こ
の
撤
去
に
か
か
っ

た
が 、

破
壊
す
る
の
に
多
大
の
労
力
を
費
し
た

。

昭
和
五
一

年
一

月
七
日
l

一

O
日

一

月
七
日
か
ら
調
査
を
開
始
し
た

。

矢
部

地
方
特
有
の
厳
案、
に
よ
る
霜
柱
や
雪
等
に
よ
り 、

前
庭
部
一

帯
が
ぬ
か
る
み
と
な

り
歩
道
つ
く
り
が
大
変
で
あ
る
。

八
日
か
ら
玄
関
部
分
下
に
現
わ
れ
た
落
ち
込
み

部
分
の
排
土
に
か
か
っ
た

。

こ
の
排
土
に
よ
り
先
日
来
気
に
な
っ
て
い
た
三
間
四

方
の
建
造
物
の
柱
穴
が 、

当
初
の
推
定
ど
お
り
の
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
現
わ
れ
始
め

た
。

な
お 、

引
続
き
校
舎
西
側
の
基
礎
部
分
の
撤
去
も
併
行
し
て
進
め
た

。

一

月
一

三
日

一

月
一

O
日
ま
で
の
作
業
で
一

応
四
つ
の
時
期
に
亘
る
家
屋
の

重
な
り
が
判
明
し 、

各
々
の
フ
ラ
ン
の
把
握
が
で
き
た
の
で 、

本
日
よ
り
平
板
に

よ
る
一

O
O
分
の一

図
面
の
作
成
に
か
か
っ
た

。
な
お 、
昨
日
の
大
雪
の
除
雪
作
業

に
手
間
取
り 、

平
板
に
か
か
っ
た
の
は
一

O
時
過 、
ぎ
で
あ
っ
た

。

ま
た

、

雪
溶
け

に
よ
り

道
路
が
痛
ん
だ
の
で
管
理
棟
で
あ
る
第
二
校
舎
へ
の
通
路
に
砂
利 、

コ
ン

ク
リ
ー
ト

屑
片
を
入
れ
補
修
し
た

。

一

月
一

四
日
l

二
二

日

こ
の
間
平
板
に
よ
る
図
面
取
り
を
進
め
る
と
同
時
に 、

住
穴
の
落
ち
込
み
部
分
の
発
見
に
全
力
を
あ
げ 、

調
査
区
域
内
に
存
在
す
る
落
ち

込
み
の
排
土
を
続
け
た

。

と
く
に
も
っ
と
穴
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る

基
礎
部

に
詰
め
ら
れ
た
ぐ
り
石
も
す
べ
て
排
除
し 、

泉
水
の
底
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
は

ぎ 、

柱
穴
の
探
索
を
進
め
た

。

こ
の
期
聞
は
厳
寒
が
続
き 、

氷
雨
や
大
雪
の
た
め

作
業
不
能
と
な
る
日
が
多
か
っ
た
が 、

一

月
い
っ
ぱ
い
で
柱
穴
内
に
つ
ま
っ
た
腐

・
植
土
の
排
土
も
終
り 、

図
面
作
成
に
か
か
れ
る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た

。

な
お

、

第
二
校
舎
と
定
時
制
校
舎
の
聞
の
中
庭
部
分
に
二
O
O
m
×
二
O
O
m

の
グ
リ
ッ
ド
を
四
箇
所
に
設
定
し

掘
り
下
げ
た
が 、

遺
物 、

遺
構
共
に
存
在
し
な

か
っ
た

。

ま
た
定
時
制
の
校
舎
跡
も
表
土
下
二
O
仰
を
排
土
し
た
が 、

表
土
下
は

地
山
の
黄
色
土
と
な
っ
て
お
り 、

同
様
の
結
果
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た

。

一
一
月
一

日
l

一

四
日

一

日
よ
り
二
O
分
の
一

の
図
面
作
成
に
か
か
っ
た

。

こ

の
間 、

厳
寒
の
な
か
と
は
い
い
な
が
ら
殆
ど
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ 、

作
業
は
順
調

に
進
み
一

四
日
で
実
測
が
終
了
し
た

。

ま
た 、

こ
の
期
間
中
の
三
日
に
は 、

愛
藤

寺
城
の
白
黒
・

ス
ラ
イ
ド
・

八
酬
等
に
よ
る
写
真
撮
影
を
行
っ
た

。

実
測
終
了
の
後 、

各
住
穴
の
排
土
中
か
ら
出
土
し
た
遺
物
類
の

二
月
一

六
日

取
り
上
げ
を
再
度
行
っ
た

。

遺
物
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
で
約
八
O
袋
と
な
っ
た

。

ま
た

午
後
は
林
業
科
よ
り
レ
ベ
ル
を
借
り
出
土
し
た
全
柱
穴
の
深
さ
を
測
定
し
た

。

第一
・

第
二
校
舎
聞
の
グ
リ
ッ
ド

の
平
・

断
面
の
実
測
を
行
っ
た

。

一
一
月
一

八
日
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浜
の
館
の
周
辺
部
を
巡
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
空
堀 、

も
し
く

は
切
り
立
っ
た
土
手
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
設
定
し
た
幅
一

m 、

長
さ
一

O
m

深
さ
二
m
の
ト
レ
ン
チ
の
東
断
面
部
の
実
測
を
行
っ
た

。

水
濠
の
存
在
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
が 、

空
堀
も
し
く
は
窪
地
が
館
を
と
り
か
ご
み 、

内
側
の
土
手
は
や

や
切
り
立
て
ら
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が 、

実
測
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
た

。

一
一
月一

二

日

午
前
中
に
霜
柱
に
よ
っ
て
浮
き
上
っ
た
土
の
排
除
を
行
い

、

主

な
柱
穴
の
縁
の
部
分
を
石
灰
で
縁
取
り
し
た

。

午
後
は
前
庭
部
の
松
の
木
か
ら

遺

構
全
体
の
写
真
撮
影
を

白
黒
・

ス
ラ
イ
ド
・

八
胴
等
に
よ
り
行
っ
た

。

一
一
月
一

九
日

ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
を
使
用
し
て
発
掘
区
域
の
埋
め
立
て
を
行
っ
た

。

ま
た
排
土
に
よ
り

埋
っ
て
い
た
樹
木
類
を
掘
り
起
し
校
庭
の
整
地
を
行
っ
た

。

一
一
月
二
六
日

一
一
月
二
三
日

調
査
終
了 。

桑

憲
彰

原



一一
、

遺跡の環境

遺
跡
の
地
理
的
概
要

浜
の
館
跡
は
熊
本
県
上
益
城
郡
矢
部
町
大
字
城
平、
現
県
立
矢
部
高
等
学
校
の

敷
地に
位
置
す
る。
国
土
地
理
院
発
行の
五
万
分
の
一
地
形

図御船
四
号
図幅
に
よ
れ
ば、

東
地
図
縁
か
ら
約O 、
五
畑 、
南
地
図
縁
か
ら
三 、
七
叩
の
地
点で
あ
る。

館
跡
の
あ
る
矢
部
町
は
東
西
一六 、
三
回 、
南
北二
六
回 、
面
積
二
九 、
六 、
八
凶

で
あ
る。

北
部
は
阿
蘇
郡 、
東
部
は
清
和
村
と
接
し、
海
抜
一、
0
0
0m
l

四
五
O
m
の

ゆ
る
や
か
な
斜
面
地
で、
新
生
代
の
阿
蘇
泥
熔
岩
か
ら
な
り、
九
州
南
部
山
地
に

接
し
て
い
る。
南
方
ほ
ど
侵
蝕
が
み
ら
れ
幾
多
の
議
布
と
奇
岩
が
多
い。

北
方
は
穏
や
か
な
起
伏
台
地
が
続
き、
豊
富
な
湧
水
が
あ
り
古
く
か
ら
人
々
の

生
活
の
場
所
に
なっ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
遺
跡
が
み
ら
れ
る。
矢
部
の
集
落

の
大
多
数
は
こ
の
部
分
に
形
成
さ
れ 、
浜
の
館
も
こ
の
台
地
上
に
あ
る。

南
部
は、
宮
崎
県 、
八
代
郡
と
境
し、
古
生
代
の
九
州
南
部
山
地
の
稜
線
で
三

方
山
(
一
五
七
七
・
五
m)
国
見
岳
(
一
七
三八
・
八
m)
京
丈
山(
一
四
七
二・

五
m)
等、
急
峻
な
地
形
が
続
き、
阿
蘇
泥
熔
岩
地
帯
と
緑
川
で
接
し
て
い
る。

西
南
部
は、
御
船 、
砥
用
と
境
し
古
生
代 、
中
世
代
の
古
い
地
層
で
か
な
り
起

伏
の
は
げ
し
い
地
帯
で
あ
る。

(ニ)
浜
の
館
地
形

浜
の
館
存
在
当
時
の
地
形
は、
二
度
の
改
変
に
よっ
て
昔
日
の
面
影
を
失
い、

現
在
で
は
人
家
が
た
ち
な
ら
び、
矢
部
風
土
記
に
あ
る
水
浜
の
地
形
も
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ず 、
地
名
も
忘
却
さ
れ
て
し
まっ
て
い
る。

第
一
の
地
形
改
変
は
矢
部
勘
右
衛
門
重
元
(
延
宝
1

元
禄
の
矢
部
惣
庄
屋)
に

よっ
て
入
佐
井
手
(
新
井
手)
と
よ
ば
れ
る
用
水
路
が
完
成
し、
館
跡
が
水
田
に

なっ
た
時
で
あ
る。
土
塁
を
取
り
壊
し
て
水
濠
を
う
め
た
て、
館
の
礎
石
も
う
め

こ
ま
れ
或
は
他
に
搬
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る。

第
二
の
地
形
の
改
変
は、
県
立
矢
部
高
校
が 、
一
九
一
三
(
大
正
三)
年
に
現

在
地
に
校
舎
新
築
移
転
し
て
か
ら
で
あ
る。
一
九
二
三
(
大
正
二
乙
年
の
寄
宿

舎 、
運
動
場
造
成、
一
九
三
九
(
昭
和
一
四)
年
の
運
動
場
造
成、
こ
の
た
び
の

発
掘
の
端
緒
と
なっ
た
一
九
七
三
(
昭
和
四
八)
年
か
ら
の
校
舎
の全
面
改
築

に
よ
り、
館
跡全
域
が
矢
部
高
校
敷
地
と
し
て
大
幅
な
地
形
の
改
変
を
受
け
た。

nu

 

噌EE-

館
存
在
当
時
の
地
形
を
復
元
す
る
こ
と
は
資
料が
乏
し
く
困
難
で
あ
り、
元
禄

以
後
の
改
変
は
人
力
に
よ
る
も
の
で、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
革
は
な
く
館
の
地
形

が
推
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め、
明
治
初
期
の
地
籍
図
を
も
と
に
水
田
時
代

の
状
態
を
復
元
す
る
こ
と
に
し
た。

野
中
孫
二
郎
の
末
孫
と
伝
え 、
江
戸
時
代
下
大
川
村
の
圧
屋
を
代
々
勤
め、
第

7
図、
①に
一
九
二
一(
大
正
元)
年
二
月
ま
で、
そ
の
後
⑬に
移
転
し、
一
九
六
一

(
昭
和一二
六)
年
ま
で
居
住
し、
第
3
図
の
ム
を
耕
作
し
て
いた
野
中
隆
三
氏(
現

八
代
市
在
住 、
明
治
三
三
年
二
月
五
日
生) 、
俊
三
氏
(
現
矢
部
町
樟
留
在
住 、

明
治
三
六
年
四
月
二
六
日
生)兄

弟
を
は
じ
め、
古
老
十
教
人
に
数
回
に
わ



第3図 地籍図 による 旧地形の復元
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た
り、
地
形、
伝
承
を
聞
き
取
り、
総
合
し
て、
記
憶
ち
が
い
等
を
訂
正
し
た。

⑦
を
水
田
当
時
の
標
準
高
と
し
て
高
低
を
復
元
す
る
と、
④
は一
O、

@
は一
O、
三m
で
こ
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
一
面
で
あ
り、
江
戸
期
の
水
田
造
成

の
際
地
な
ら
し
と
盛
土 、

一
m、

一
九
三
九
(
昭
和
一
四)
年
の
運
動
場
造
成
の
際
も
一

面
に
盛
土
し
た
も
の
で、
館
存
在
当
時
の
地
形
や
遺
物
が
残
存
し
て
い
た
部
分
で

あ
り、
発
掘
に
よっ
て
館
の
礎
石
の
一
部、
庭
園 、
三
彩
鳥
型
水
注
等
が
出
土
し
た

地
区
で
あ
る。

@
は一
O、
六m、
⑧
一
O、
二m、
@一
O、
三m、
⑨
一
O、
五m、
@

が一
O、
六m
で、
こ
の
周
辺
部
分
が落ち

こ
ん
で
お
り
水
濠
を
埋
立
て
て
水
田

に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る。

②
は一
O、
八
円
③
一一 、
八
m、
⑨一
二、
七m 、
②
一
三 、
六
m、
@

一
四 、
五
m 、
@
は一
五、
四
m
で
か
な
り
高
低
差
が
は
げ
し
い
が
地
割
は
大
き

く、
い
ず
れ
も
一、
o
o
o
d
以
上
で
あ
る。
こ
の
部
分
は、
江
戸
期
の
水
田
造
成、

一
九
二
三(
大
正一
三
年)
年
の
運
動
場
造
成、
一
九
四
三
(
昭
和
一
七)
年
校
舎

新
築
の
際
突
出
部
は
全
て
削
り
と
ら
れ、
第
二
次
発
掘
時
に
②
部
分
か
ら
柱
穴
が

発
見
さ
れ
た
が、
他
の
部
分
の
地
形
は
破
壊
さ
れ
確
認
で
き
な
か
っ
た。

②
は
一
Om
の
傾
斜地
で
あ
り、

@
は
一一
一m
の
広
範
な
平
坦
地
に
雑
木、
竹
林

で、
矢
村
社
と
同
高
で
あっ
た
が、
一
九
二二
(
大
正
二)
年
に
矢
部
高
の
移
転

新
築
に
伴
い
約
二m
掘
り
下
げ
て
⑦
の
部
分
を
埋
め
た
て
た。

⑦
は
一
二 、
五m
で
土
塁
の
残
欠
が
み
ら
れ、
②
は
二一 、
八m、
⑦
は
一
五、

四m
で
あ
る。

の
は
⑦
か
ら
矢
村
社
の
南
下
を
通
り
②に
続
く
道
路
で、
深
い
と
こ
ろ
は
五 、
四

四
m
位
い
の
掘
り
割
り
で
畳
も
簿
暗
く一
人
で
通
る
の
は
恐
し
かっ
た
と
古
老
達

は
語って
い
る。

館
存
在
当
時
の
掘
切
り
を
道
路
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
が、
こ
れ
も
埋

立
て
ら
れ、
②
の
裏
に
そ
れ
を
思
わ
せ
る
名
残
り
が
み
ら
れ
る。

館
の
南 、
西
⑦
は、
ほ
ぼ
同
高
で、
一
二 、
七m
で
あ
り
@
は
一
四 、
二m
で

幅
約
二、
七m
の
細
長
い
小
さ
な
田
が
東
西
に
続い
て
い
た。
こ
れ
は
外
堀
の
機

能
を
も
の
水
濠
で、
@一
帯
は
外
郭
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

③
は
水
路
よ
り
や
や
低い
平
坦
な
水
田
が
南
の
轟
川
に
続
い
て
い
た。

② 、
の
は
⑦
の
部
分
よ
り
さ
ら
に
落
込
み、
轟
川
に
接
し
て
い
た。

東
西
二
二
Om、
南
北一
八
Om
の
浜
の
館
跡
の
地
形
は、
四
つ
の
部
分
か
ら

なっ
て
い
る。

東
部
分
は
ほ
と
ん
ど

平
坦
で
館
存
在
当
時
の

矢部高校裏に残る堀切り⑥と土塁をう

状
態
が
か
な
り
残
存
し

- 1 2-

て
い
る
地
区
で
あ
る。

周
辺
部
分
は、
水
路

と
落
ち
こ
み
が
あ
り
水

濠
跡
ま
た
は
掘
切
り
跡

と
考
え
ら
れ
る
地
区
で

あ
る。北

中
央
部
は
南へ
突

第4図
出
し 、
館
跡
で
一
番
高

い
地
区
で
あ
る。

西
側
部
分
は
か
な
り

高
低
差
の
大
き
い
地
区

で
岩
尾
城(
亀
甲
城)へ



の
道
が
通
じ
て
い
た
地
区
で
あ
る。

北
中
央、

西側
部
分
に
は
地
形 、
地
割、
③
の
柱
穴
か
ら
し
で
か
な
り
重
要
な
建

物
が
あっ
た
と
推
定
さ
れ
る
が、
館
内
で
最
も
地
形
の
改
変
の
は
げ
し
い
地
区
で

も
あ
る。

館
跡
の
水
田
は、
す
べ
て
元
禄
井
手
(
入
佐
井
手)
か
ら、
矢
村社
の
参
道
を

横
断
し
た
水
路
を
利
用
し、
館
跡
周
囲
を
め
ぐ
る
水
路
か
ら
の
用
水
は
な
く、
こ

の
水
路
が、
館
存
在
当
時
用
水
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
かワ
た
こ
と
が
わ
か
る。

水
田
時
代
の
地
籍
図
の
道
路 、
周
囲
を
め
ぐ
る
水
路
の
み
を
図
上
に
記
す
と、

第
3
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
左
右
対
称
を
示
し、
人
為
的
な
地
割
り
が
明
ら
か
で

館
存
在
当
時
の
地
形
が
推
定
さ
れ
る。

第4国2)矢部高校東北部 ( ④の裏)に残る水濠跡

一一一
、

地形と伝承

(→ 
館
周
辺
の
地
形
復
元

浜
の
館
存
在
当
時
の
周
辺
の
地
形
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あっ
た
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が

「
肥
後
国
誌」
に「
障
の
内
潰
御
所遮 、
漬
ノ
御
殿
ト
モ
云 、
長
福
寺
村
障
の

内
ト
伝
所ノ
北
高
ク
シ
テ
上
へ
平
カ
也
是
ヲ
城
ノ
平
ト
云
南ハ
畑
川
ヲ
隔
テ
岩
尾

城
遮
ナ
リ
(
此
川
奮ハ
北ニ
廻
リ
シ
ヲ
近
世
今
ノ
川
筋ニ
成
ト
云」 、
と
あ
り

ま
た
渡
辺
質
(
一
七
七
二
H

安
永
三
年
1

一
八
四
八
U
嘉
永
元
年)
著
の、

「
矢
部
風
土
記」
に

「
大
川
の
流
れ
北
よ
り
入
佐
畑
村
を
経
て
桐
原
の
か
な
た
に
繰
り
轟
の
瀬
と
な
り、

南
に
め
ぐ
り
下
市
小
原
の
山
野
に
つ
た
え 、
千
仰
の
滝
を
な
せ
り
五
郎
滝
之
な
り。

岩
尾
の
城
頭
よ
り
見
下
す
所
西
に
下
馬
尾
の
河
流
あ
り
て
其
下
千
滝
の
落
し
あ
り。

其
中
間 、
大
川
ま
で
の
地
形
水
浜
な
る
を
以
て
居
館
の
所
浜
の
御
殿 、
浜
の
御

所
な
ど
と
云
へ
り。
又
御
陣
内
庄
の
本
と
も
云
へ
り。
(
中
略)

山門口

館
跡
は
今 、
大
川
村
の
内
松
の
尾
と
云
へ
る
所
に
て、
前
過
鳥
井
門
の
跡
汐
に

(郡誌)

(写i男成}

門
口、
畑
小
路 、
連
歌
小
路 、
倉
屋
敷
な
ど
い
へ
る
所
あ
り」

一
七八
四
(
天
明
四)
年
の
男
成
守
寿
著
の「
万
世
井
手
能
流
(
矢
部
御
惣
庄

屋
次
第
記)
」
に
矢
部
勘
右
衛
門
重
元
(
延
宝
l

元
禄
の
惣
庄
屋)
の
業
績
と
し

て「
裁
川
を
堀
切
で
水
道
を
替
し
て
古
川
を
回
畠
と
な
し、
入
佐
村
の
内
に
も
川

を
掘
替
て
若
干
の
団
地
を
聞
き、
戚
は
郷
内
所
々
に
池
を
掘
り
て
水
を
溜
め、
田
無

所
も
田
と
な
し
山
崩
て
畑
と
な
し
(
後
略
こ
と
あ
る。

次
に、
浜
の
館
関
連
遺
跡 、
現
存
す
る
小
字
名、
地
名、
地
形 、
古
老
十
数
人

の
話
を
総
合
し
て
館
周
辺
地
形
の
復
元
を
試
み
た。

官U唱E4



発
掘
に
よっ
て
明
ら
か
に
なっ
た
突
出
し
た
館
跡
か
ら
約
三 、
六
m
低
く
なっ

た
平
坦
な
一
帯
が
館
の
南
面
と
西
面
に
連
な
り
外
郭
を
な
し
て
い
た。

外
郭
か
ら
約
て
五m
低
い
地
点
に
は
館
の
水
濠
か
ら
引
い
た
幅
二
m
の
水
路

が、
外
郭
の
周
囲
を
廻
り
水
濠
の
機
能
を
は
た
し
て
い
た。

南
に
は
水
路
よ
り
や
や
低
い
平
坦
地
が
轟
川
ま
で
続
き、
そ
の
先
に
は、
切
り

立っ
た
岩
壁
上
に
岩
尾
城
が
準
え
て
い
た。
館
の
西
方
は
大
き
く
蛇
行
し
た
轟
川

が
外
郭
に
接
し 、
川
ひ
と
つ
隔
て
て、
亀
の
首
の
よ
う
に
長
く
突
出
し
た
台
地
が

延
び、
館
と
岩
尾
城
は
一
帯
の
地
形
で
あっ
た。

北
方
・お
よ
び
西
北
方
は
台
地
が
せ
ま
り 、
東
方
は
轟
川
が
館
の
外
堀
的
機
能
を

持
ち 、
台
地
が
連
なっ

て
い
た。

水固化された旧轟川河川敷

こ
の
よ
う
に、
城
平、

城
原、
畑
を
含
め
た
浜

の
館、
岩
尾
城
(
亀
甲

一
帯
は、
議
川
と

城台
地
に
か
こ
ま
れ
た
自

然
の
要
害
で
あっ
た。

第5図

現
存
す
る
小
字
名

①
浜
の
館

②
 本
丸

③ 

の
丸

⑦⑥④ 

桐
原

屋
敷

屋 ⑤
敷

轟
口

上
犬
馬

t暴
8
下
犬一
馬
場

伝
え
ら
れ
て
い
る
地
名

担
⑨ 

⑩ 

⑪ 

三
の
丸

出
丸

亀
の
甲

屋
⑬r---1 敷
|関|

⑩ 小 | 連|
一 |遺|

御 領 閣i I 
廟 社 '---'

跡

⑮
 

⑩
 

現
小
一
領社⑫ 

お
たっ
ち
よ
さ
ん

跡

矢
村社

⑫ 
地
形

⑫ 
外
郭
(
館
よ
り
二 、
七m
低
い
平
坦
地)

7}( 

轟
} 1/ 

⑫ 

⑬ 

寺
屋
敷

上

⑬ 

⑬ 

福
王
寺

慶
蔵
寺

@ 

路
(
外
郭
よ
り
約
一、

五m
低
く
幅
約
二、
七

ロ1、-'
⑮
平
坦(
水

- 14 一

亀甲附近の轟川跡

路
よ
り
や
や
低
い)⑫

 4ニ、Q 

⑮ 
台
地

地

⑮
 

川
原

台
地

⑮ 
第6図

以
上
の
現
存
す
る
小
字

名
と
関
連
遺
跡
に
つ
い

で
は、
口
絵
3
の
下
段

の
空中
写
真
説
明
の
図

を
参
照
の
こ
と。
①
l

⑮の
番
号
は
図
上
の
番

号
と
同
一
で
あ
る。



① 
松(コ
の苧館
長内
革 の氏ま

引りる
が 、
松の
尾の
野
中
と
人々
は
呼
ん
で

い
たo
七
O
才
以
上

の
人
しか

知
ら
ず

いつ
頃か
ら
矢
部
高
校
敷
地一
帯
を

松
の
尾
と

呼
ん
だ

の
か
は
不
明
で
あ

ー一
矢印J
風
土
記」

の
松
の
尾
の
呼
名が
忘
却
さ
れ
よう
と
L
t

}

一一
←

日
刊
廿

料 二 、
俊
三
両
氏 、
古
老
の
話
を
総
合わ
いと

東
西一

、
縁

が
あ
り 、
そ

の
前に
築
山が
あ
り、/

，z
dmノ
ツツ
ジ 、
花
等

が
植
え
で
あっ
た。

柱
は
すべ
て
八
寸
角
で 、
土
中に
埋っ
て
お
り 、

掘
立
で
と

思つTKZ
こf、

TLえよM
一
九一
二
(
大
正
元)
年二
月 、
移
転

の
際
解
体
す
る
と

柱
の

釘下は に
宮 川匂 広〈伝
子2月いのの大が

栓 敷

語;のっ
模 えと

当
時
と
し
て
も
珍
しい

建
築
様
式
で

で
と
め
で
あっ
七。
E
J

ア
歴
穀
は
損
傷が

少
な
かっ
た

の
で
解
体
後
貸
屋に
し
た。

倉の
畜
舎
は
明
治
η!の初

期
@(
第
3

図)
に
あっ
た
三
軒の
火
災
で
類
焼
し

た。

移
転
後 、
住
宅
跡
は
開
田
し 、

上
土
を

五
O
叩1
六
O叩
⑮
(
第
3

図)

れ
地
上
げ
を
し
た 。
その

際 、
茶
碗の
破
片
等が
出
で
き
た

の
で 、

柱の
敷
石
と

一
諸に
埋
め
こ
ん
だ。

大
正の
初
期
頃
ま
で
は一
面の
田
で 、
人
家は
た
く 、

桐
原
ま
で一
望
の
う
ち
に

見
内せ

と 。
大
水の
時は
現
在の
犬
川
町 、
畑
前
回一
帯が
水
び
た
し
に
なっ
た。

野
中
家

の
伝
承

先
旧制品
+4F、
fl

 
阿
蘇の
野
中
村
の
出
身
で
戦
乱
で
阿
蘇
没
落
後ご
こ
に
住
み
つ

い
た。

番
古い
墓
は
孫
二
郎と
云
う

人の
墓
だと
子
供の
頃か
G

盆 、
正
月の
墓
参の
た

び
に
祖
母か
ら

聞か
さ
れ
てい
た。
江
戸
時
代は
代々

、
曽
祖
父
ま
で

下
大
川
村の

庄
屋
をつ
と
め
た 。
祖
父
は
城
平
村
村
会
議
員 、
父
は
浜
町
村
村
会
議
員 、

議
員
をつ
と
め
た
こ
と

が
墓
碑
銘に
あ
る。

郡
会

浜の館遺構所在

免租地
道
水路
水路(元禄以後)

O ⑩ 

入

15-
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古
文
書
等
大
き
な
木
箱
に
三
つ
あっ
た
が 、
当
時
は
関
心
が
な
く
明
治
初
期
頃

の
移
転
の
時
焼い
て
し
まっ
た 。

思
う
に、
館
跡
の
主
要
な
土
地
の
大
半
が
野
中
氏
の
所
有
で
あ
り
住
宅
の
規
模

等
か
ら
推
定
し
て、
阿
蘇
家
没
落
後
も
館
跡
に
居
住
し
た
河
蘇
家
の
家
臣
で
あ
ろ

② 
門
田
氏
宅

ぅ 。
記
録
は
失
な
わ
れ、
記
憶
は
忘
却
さ
れ
詳
ら
か
に
で
き
ぬ
の
が
残
念
で
あ
る。

門
田
氏
の
住
宅
が
あ
り 、
先
祖
は
武
士
と
云
うこ
と
だっ
た 。
他
所へ
転
出
後 、

開
国
し
た 。

③ 
位
負
け

野
中 、
門
田
宅
附
近

は
場
所
が
良
す 、ぎ
る
か

ら
住
負
け
し
て
不
幸
に

な
る
と
人
々
が
云っ
て

矢村神社

、4:OL衣八④

 土塁

野
中
氏
宅
地
の
北
側

道
路
に
そっ
て
幅一
間

高
さ
三
尺
住
の
土
盛
が

第8図

あっ
て
そ
の
上
に
茶
の

木
が
植
え
で
あっ
た 。

土
塁
残
欠
と
考
え
ら

れ
る。

⑤ 
板
碑

高
さ
約一
間
ほ
ど
の

板
碑 、な
あっ
た 。

⑥

 土塁

幅一
問 、
高
さ一
間
住
の
土
盛
が
あっ
て
そ
の
上
に
は
竹
が
生
え
てい
た 。
④

の
続き
で
土
塁
残
欠
と
考
え
ら
れ
る。

⑦、
⑧
湧
水

⑦は
斜
面
上
に
約
七
十
m
程
掘
ら
れ
た
横
穴
か
ら
清
涼
な
湧
水が
あ
り 、
水
量

が
豊
富
で
こ
の
地
域
の
住
民
の
飲
料
水、
用
水
の
すべ
て
を
賄っ
て
い
る。

⑧は
学
校
の
用
水
に
利
用
さ
れ
て
い
た 。
館
存
在
当
時
か
ら
利
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か 。

⑨ 
お
花
畑

野
中
氏
宅
地
か
ら
⑥

水田時代の浜の館遺跡

一
帯
を
お
花
畑
と
呼
ん

po

 

で
� � �L� h 
⑮⑪ 
の
位
置
門

門
の
跡

の
跡
が
あっ
た
と
聞い

てい
た 。

第9図

⑩
の
水
路
に
厚
さ
O 、

二
m 、
幅一 、
二
m 、

長
さ
二
m
の
板
石
が
二

枚か
け
ら
れ
てい
た 。

こ
の
伝
承
の
門
の
跡

が「
拾
集
昔
話」
「
矢

部
風
土
記」
に
あ
る
鳥



井
門
か
小
門
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る。

⑫
弾
正
さ
ん

⑬
お
梅
さ
ん

多
く
の
人
々
か
ら
弾
正
さ
ん
お
梅
さ
ん
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
が、
伝
承

は
あ
い
ま
い
で
不
明
で
あ
る。
「
肥
後
国
誌」
に「
館
跡
ノ
南
ノ
方ニ
弾
正
杉
ト

云
ル
大
木
ノ
杉一
株
ア
リ
(
中
略)
此
杉
ヨ
リ
西
ノ
方
僅
ノ
竹
林ノ
中ニ
梅一
株

ア
リ
里
俗ノ
説ニ
御
梅
殿
ト
云
シ
婦
人ニ
テ
阿
蘇
家
ノ
息
女
ト
モ
又ハ
待
女
也
シ

ト
モ
云
テ
不
分
明
是
其
墓
所
也」

弾
正
さ
ん
は、
二
段
の
石
積
み
を
し
た一
間
半
四
方
の
基
壇
が
あ
り、
墓
石
は

な
く
杉
の
大
木
が
あっ
た
ら
し
い 。
浮
浪
者
が
焚
火
し
た
た
め
に
枯
れ
て
し
まっ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。
杉
が
枯
れ
た
後
百
日
紅
が
植
え
ら
れ、
そ
れ
が
現
在
新
築

さ
れ
た
矢
部
高
校
の
管
理
棟
の
前
で
毎
年
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
る。

基
壇
は
取
り
壊
さ
れ
て
い
る。

-お
梅
さ
ん
は、
梅
の
古
木
の
そ
ば
に
二
段
の
石
積
み
を
し
た一
間
半
四
方
の
基

壇
上
に
高
さ
七
O
叩 、
方
五
O
叩
の
洞
に
十
二
単
衣
を
ま
と
っ
た
女
性
の
座
像
が

安
置
さ
れ
る。
附
近
の
住
民
は
乳
の
出
な
い
女
性
に
効
能
が
あ
る
と
現
在
で
も
参

詣
が
絶
え
な
い 。
位
置
は
現
在
よ
り
約一
間
ほ
ど
北
寄
り
で
あっ
た
が、
昭
和一

七
年
の
講
堂
新
築
の
際
現
在
地
に
移
転
し
た。

⑬ 
野
中
氏
宅
地

一
九
一
二(
大
正
元)
年
に
移
転 、
井
戸
を
掘
る
と、
茶
碗
の
か
け
ら
等
が
出
た。

⑬ 
杉
の
下

野
中
氏
が
耕
作
し
て
い
た
水
田
で、
大
き
な
杉
の
枝
が
は
り
出
し
て
日
当
り
が

悪
く
稲
の
収
穫
も
少
な
かっ
た(
野
中
氏
の
祖
母
の
話)。
大
杉
と
は
弾
正
杉
の
こ

と
で
あ
ろ
う 。

⑩ 
礎
石

発
掘
に
よ
っ
て出
土
し
た
礎
石
と
同
質
の
石
が、
土
手
下
に
数
カ
所
あ
る。
こ

れ
は
径
約
一
m
の
も
の
で
あ
る。
館
跡
を
水
田
に
し
た
時
搬
出
し
た
も
の
で
あ
ろ

》叶ノ。⑪ 
金
の
鶏

こ
の
場
所
に
は
金
の
鶏
が
埋っ
て
お
り、
毎
年 、
年
の
晩
に
は
鳴
く
と
い
わ
れ
て

い
た。⑩ ごぜ御

前
渡
し

一
七
六
二
(
宝
暦
十
二)
年 、
畑
川
に
新
橋
が
か
か
る
ま
で、
徒
歩
で
渡っ
て

い
た。
大
宮
司
も
住
来
に
利
用
し
た
の
で
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う 。

⑩ 
竹
林

約
二
O
坪
ほ
ど
の
竹
林
が
あ
り
そ
の
中
に
墓
石
が
あっ
た。

土
塁
残
欠

⑩ 

々j

掘
切
り
の
入
口
で
現
在
も
土
塁
と
思
わ
れ
る
も
の
が
残っ
て
い
る。

⑫ 
水
路
お
よ
び
取
水
口

堰
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
改
修
さ
れ
た
が、
以
前
は
もっ
と
高
く、
溺
死
し
た
も

の
が
何
人
も
い
た。

取
水
口
か
ら
恐
し
い
よ
う
に
水
が
流
れ
込
み、
改
修
前
の
水
路
は
現
在
よ
り
も

広
く、
飛
び
越
すこ
と
は
で
き
な
かっ
た。
昔
は
もっ
と
広
く一
聞
か
ら一
間
半

位
あっ
た
と
聞い
て
い
た。

⑫ 
墓
石

現
在
よ
り
一J
二
m
ほど
低
く、
墓
石
が
あっ
た
が、
地
上
げ
を
し
た
際
墓
石

も
埋
め
込
ん
だ。

⑫ 
円
形
の
大
石

掘
切
り
の
そ
ば
に
円
形
の
大
石
が
あ
り、
夜
鎧
を
つ
け
た
侍
が
出
て
お
ど
す
の



で
通
る
者
は
い
な
かっ
た 。

⑮ 

⑮ 

湧
水

池

湧
水
は
付
近
の
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ、
池
は
御
手
洗
と
呼
ば
れ
てい
た 。

近
く
に
あっ
た
墓
石
も
埋
め
こ
ん
で
田
に
し
た 。

国
館
を
囲
む
中
世
の
矢
部
の
村々

浜
の
館
を
中
心
に
し
た
中
世
の
矢
部
地
域
の
集
落が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あっ

た
か
を 、
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が 、

阿
蘇
文
書
「一
三
五
四
(
正
平
九)
年
八
月
十
三
日 、
肥
後
矢
部
郷
村
注
文」

男
成文
書
「一
三
九
四
(
応
永
元)
年
頃
の
男
成
宮
神
頭
注
文」

男
成文
書
「一
四
七
O
(
文
明
二)
年
二
月
十
日
丹
田
水惟
世
奉
書」

阿
蘇
文
書
「一
四
七二
(
文
明
四)
年
八
月
二
十
八
日 、
阿
蘇
山
本
堂
造
営
棟

別
料
足
日
記
写」
に
み
え
る
地
名
と「
古
城
考」
「
事
蹟
通
考」
「
肥
後
国
誌」

に
あ
る
城
跡 、
伝
承
さ
れ
た
古
城
を
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の一
の
地
図
に

復
元
し
た
の
が
第
叩
図
で
あ
る。

こ
れ
を
見
る
と
浜
の
館
を
防
衛
す
る
た
め
に
城
が
交
通
の
要
地
に
天
険
を
利
用

し
て
配
置
さ
れ
てい
る。

な
お、
約
六
百
年
前
の
村々
は
現
在
の
集
落
の
大
小
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
ぬ
こ
と

が
肥
後
矢
部
郷
村
注
文
の
年
貢
高
に
よっ
て
推
察
さ
れ
る。

阿
蘇
文
書「一
四
七
二
(
文
明
四)
年
八
月
二
十
五
日
の
阿
蘇
山
本
堂
造
営
棟

別
料
足
請
取
日
記
写」
に
よ
れ
ば 、
阿
蘇 、
上
下
益
城
・お
よ
び
健
軍 、
豊
後 、
日

向
の一
部
の
棟
別
銭
の
合
計
が
三
百
五
十
三
貫
九
百
十
七
文
で
あ
り 、
そ
の
内
矢

部
は
約
六
分
の一
の
六
十
貫
四
百
七
十
文
を
納
め
て
い
る。
甲
佐
が
二
十二
貫
六

百
六
十
三
文、
砥
用
が
十
七
貫
八
百
十
文
で
あ
る
の
と
比べ
る
と
矢
部
の
集
落
は

相
当
な
規
模
を
も
ち 、
経
済
的 、
文
化
的
地
位
も
か
な
り
高
かっ
た
と
思
わ
れ
る。

(
大
西
教
哲)

阿蘇文書にみられる中世の村々

。。
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第

章
第

次
調
査(I区)

一
、

屋

家

ハ門

第
一

次
調
査
地
区
発
見
の
家
屋
跡

昭
和
四
八
年
一一
月
か
ら
四
九
年
二
月
ま
で
実
施
し
た
第
一
次
調
査
地
区
か
ら

年
代
的
なへ
だ
た
り
の
あ
る
家
屋
跡
が
礎
石
群
あ
る
い
は、
根
石
の
み、
ま
た、
柱

穴
状
と
様
相
の
異
なっ
た
形
で
重
な
り
合っ
て
発
見
さ
れ
た。
発
見
さ
れ
た
家
屋

跡
に
は
便
宜
的
に
第一
棟 、
第
三
棟 、
第
三
棟
と
番
号
を
付
し
以
下
そ
の
各々
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る。

。

第
一

棟
の
発
見
位
置
と
出
土
状
況

発
見
場
所
は
方
画
割
付
け
番
号
の
恥
臼
J

花
の
「
ワ」
J
「ソ」
ま
で
の
範
囲

で、
運
動
場
表
土
下
約
四
五
m
の
深
さ
の
所
で
あ
る。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
表
土
と

旧
水
田
粘
土
を
剥
ぎ
取
っ
た
後、
残
土
を
移
殖ゴ
テ
で
取
り
除
く
と
赤
い
焼
土
層

が
現
わ
れ
た。
こ
の
焼
土
層
と
上
部
に
の
る
黒
色
腐
植
土
の
境
は
竹
箆
を
使
用
す

る
ま
で
も
な
く
締
麗
に
肌
分
れ
し 、
焼
土
面
の
露
出
を
容
易
に
せ
し
め
た。

焼
土
面
の
露
出
終
了
後 、
高
所
か
ら
眺
め
る
と
い
た
る
と
こ
ろ
に
う
ず
高
く
積

っ
た
崩
れ
た
壁
土
の
山 、
漆
喰 、
炭
化
し
た
倒
れ
た
ま
ま
の
柱 、
竹
材 、
な
か
に

は
地
面
に
つ
き
立っ
た
ま
ま
炭
化
し
た
竹
な
ど 、
さ
な
が
ら
全
焼
し
た
火
事
場
が

そっ
く
り
そ
の
ま
ま
埋
没
し
た
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る。
焼
け
落
ち
た
焼
土
の
間

か
ら
数
個
の
礎
石
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
が、
焼
土
は
厚
い
と
こ
ろ
で
二
0
1

三
O
m
程
も
盛
り
上
がっ
て
い
た。

こ
れ
ら
の
焼
土
は
第
一
棟
の
長
方
形
の
建
坪
の
全
域
を
覆
っ
て
い
た
が、
特
に

cm 厚
巾百 く事積雪?ず
? た
ど の
tf は
委 家

屋屋
の の
長 北
さ 側
し の与fE
ぼ 1 J 
1ロl 一 同様喧
帯 J
状 品三雰
囲て:
五 厚
O さ
m が
の 約
長 二
さ O

に
亘っ
て
そ
の
堆
積
が
見
ら
れ
た。
ま
た
家
屋
東
側
梁
間
方
向
一
帯
に
は
こ
れ
ら

の
焼
土
は
な
く、
幅
一
m
長
さ
約
五
m
の
白
色
の
漆
喰
と
思
わ
れ
る
土
の
堆
積
が

認
め
ら
れ
た。
同
様
の
白
色
土
の
堆
積
は、
西
側
の
家
屋
の
末
端
部
に
も
礎
石
列

に
ま
つ
わ
り
つ
く
よ
う
に
幅
五
O
m
か
ら一
m 、
長
さ
七・
五
O
m
の
帯
状
の
堆

積
と
なっ
て
発
見
さ
れ
た。
こ
の
東
西
両
部
分
に
は
漆
喰
状
の
白
色
土
を
使
用
し

た
壁
等
の
施
設
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

mw

残
さ
れ
た
礎
石
の
現
状

焼
土
を
除
去
し
た
跡
か
ら
出
土
し
た
礎
石
群
に
つ
い
て
の
概
略
は
次
の
と
お
り

で
あ
る。

方
眼
の恥
臼
l
η
の
「
ワ」
J
「ソ」
の
区
域
で
発
見
さ
れ
た
家
屋
跡
は、
当

館
敷
地
内
で
発
見
さ
れ
た、
数
棟
の
家
屋
跡
の
中
で
唯一
の
礎
石
を
持
つ
家
屋
跡

で、
か
つ一
番
新
し
い
時
期
の
建
築
物
の
跡
で
あ
る。
こ
の
礎
石
群
を
第
一
棟
家

- 20 ー

屋
跡
と
命
名
し
た。

出
土
し
た
礎
石
の
配
列
状
況
か
ら
こ
の
家
屋
は
桁
行
が
七
問 、
梁
聞が
四
聞
の

長
方
形
を
な
す
二
八
坪
の
家
屋
で、
桁
行
の
全
長が
二二・
三
O
m 、
梁
間
の
全

長
が
八・
六
O
m
を
計
る。
共
に
柱
の
芯
か
ら
芯
ま
で
の
長
き
で
あ
る。
家
の
向

き
は、
桁
行
方
向
が
N
八
六
度
E
で
ほ
ぼ
東
西
を
指
し
て
い
る
の
で、
桁
行
面
が

南
面
す
る
家
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
一
聞
の
長
さ
は、
桁
行
で
約
一
九
O

倒 、
梁
聞
は
四
問
中
真
中
の
二
聞
が
共
に
二
三
O
m 、
両
端
が
二
o
o
m
で
そ
れ

ぞ
れ
柱
聞
の
数値
が
異っ
て
い
る。

こ
の
家
屋
の
規
模
か
ら
考
え
る
と、使
用

さ
れ
た
礎
石
数
は
全
部
で
四
O
基
存

在
す
べ
き
で
あ
る
が、
実
際
に
は
抜
か
れ
た
り、
原
住
置
を
移
動
し
て
い
た
り
し



て 、
失
な
わ
れ
て
い
る
も
の
が
数
基
あっ
た。
発
掘
当
時
存
在
し
た
礎
石
数
は
二

五
基 、
明
ら
か
に
移
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
二
基 、
そ
の
後
の
精
査
で
礎

石
が
失
な
わ
れ
根
石
の
み
残
る
も
の
四
基 、
礎
石
を
抜
き
取っ
た
跡
と
思
わ
れ
る

(
註
1)

落
ち
込
み
が
残
る
も
の
五
基 、
不
明
の
も
の
四
基
で
あっ
た。

現
存
す
る
二
五
基
の
う
ち 、
「ロ」
の
こ
と「一
こ
の
四
の
二
基
に
火
に
遇
い
赤
く

焼
け
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た。
ま
た
柱
の
芯
を
取っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か、
礎
石

上
面
に
十
字
の
沈
線
を
刻
み
込
ん
だ
も
の
が
七
基
確
認
さ
れ
た。「
ホ」
の
一、「ホ」

の
二 、

「
イ」
の
七 、
「ロ」
の
八 、
「ハ」
の
八 、
「
ホ」
の
八
の
七
基

「
イ」
の
六 、

で
あ
る
が 、
一
基
の
礎
石
上
に一
O
m
程
ず
れ
た
状
態
に
二
組
の
中
心
を
とっ
た

十
字
の
沈
線
が
施
さ
れ
て
い
た。
墨
つ
ぼ
の
糸
を
張っ
て
狂
い
を
修
正
し
た
際 、

再
び
糸
に
沿っ
て
沈
線
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
こ
れ
ら
二
つ
の
沈
線
は
殆
ん
ど
当
第
一
棟
の
桁
行
の
方
向
と
も
梁
間

の
方
向
と
も一
致
せ
ず
不
規
別
で
あ
る
の
で
こ
の
第一
棟
家
屋
の
建
築
の
際
刻
ま

れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う。
恐
ら
く
他の
家
屋
の
礎
石
を
転
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る。
礎
石の
な
か
に
火
に
遇っ
た
も
の
が
混
るの
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で

みめ久ご7 0ま
た、
礎
石
は
殆
ん
ど
そ
の
石
の
平
坦
面
を
上
に
し 、
下
の
方
に
礁
な
ど
を
入

れ
調
整
し 、
使
用
し
て
い
る
が 、
平
坦
面
の
な
い
川
石
等
に
つ
い
て
は一
部
凸
部

を
打
欠
き 、
整
形
加
工
し
て
い
る
の
が
二
の
五
を
始
め
と
す
る
二 、
三
の
礎
石
に

見
ら
れ
る。
礎
石
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
凝
灰
石
と
角
の
な
く
なっ
た
安
山

岩
が
主
と
なっ
て
い
る。

不
明
の
も
の
四
基
に
つ
い
て
は、
こ
の
第
一
棟
の
場
合
礎
石
と
し
て
は

非
常
に
形
状
も
小
さ
く
厚
さ
も
薄
い
も
の
が
混
り 、
ま
た
現
存
す
る
礎
石
を
撤
去

註
1

す
る
際
に
地
面
に
掘
り
こ
ん
だ
穴
も
根
石
を
持
た
な
い
礎
石
も
あ
る
の
で
当
初
か

ら
礎
石
が
存
在
し
な
かっ
た
と
す
る
よ
り 、
後
世
何
ら
か
の
理
由
で
失
な
わ
れ
た

と
考
え
る
方
が
こ
の
場
合
妥
当
で
あ
ろ
う 。

四

付
属
す
る
炉
と
た
た
き

こ
の
第
一
棟
家
屋
に
は
炉
と
玄
関
た
た
き
部
の
二
つ
の
付
属
物
が
設
け
ら
れ
て

、A

」』O

BUM- -4''

 

炉
は
直
径
二
O
l
三
O
m
程
度
の
安
山
岩
な
い
し
は
凝
灰
岩
等
の
石
材
で
構
成

(
註
2)

さ
れ
て
お
り 、
発
見
時
に
は
方
形
を
な
す
基
底
部
の
み
が
残
存
し
て
い
た。
火
災

の
際
に
相
当
の
損
傷
を
受
け
た
ら
し
く
使
用
石
材
が
散乱
し
てい
た
が 、
浮い
て

い
る
も
の 、
動
い
て
い
な
い
も
の
を
丹
念
に
よ
り
わ
け 、
設
置
当
時
の
形
状
を
復

元
し
た
結
果 、
こ
の
炉
は一
七
O
叩
×一
七
O
叩
の
正
方
形
を
成
す
も
の
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た。
基
底
部
を
な
す
石
材
に
は
焼
け
石
は
少
な
かっ
た
が 、
周
囲

-21-

に
散
乱
す
る、
炉
の
上
部
を
形
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
浮
い
た
石
材
に
は
相
当

火
を
受
け
た
も
の
が
多
かっ
た。
こ
れ
ら
の
石
材
は
赤
土
に
す
さ
わ
ら
を
混ぜ
て

練っ
た
壁
土
状
の
粘
土
を
もっ
て
炉
を
形
成
し
て
い
た
ら
し
く
こ
の
周
辺
に
粘
土

質
の
土
の
散
乱
が
認
め
ら
れ
た。

遺
物
と
し
て
は、
用
途
不
明
の
銅
製
品一
片
が
東
側
の
炉
の
石
組
の
根
元
か
ら

出
土
し
た
外
は
別
に
見
ら
れ
な
かっ
た。

次
に
家
屋
西
側
の
妻
の
部
分
に
四m
×
四
m
の
方
形
の
た
た
き
の
遺
構
が
出
土

し
た。
周
囲
よ
り
僅
か
に
高
く
なっ
た
こ
の
範
囲
内
に
は
こ
ぶ
し
大
の
水
の
摩
擦

を
受
け
た
川
石
が
全
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た。
こ
の
二
層
に
亘っ
て
敷
き
つ

め
ら
れ
た
磯
を
取
り
除
く
と、
そ
の
下
に
は
直
径
一pee-‘
二
m
程
度
の
小
砂
利
が
敷

か
れ
て
い
た。

こ
の
砂
利
敷
の
た
た
き
中
央
部
の
家
屋
寄
り
に、
長
径
八
四
仰 、
短
径
三
O
m



第t3圏 第一様家屋における礎石の配置状況
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の
安
山
岩
質
の
石
が
存
在
し
た。
「ハ」
の八
の
礎
石
芯
部
か
ら
西へ
一
m
の
と
こ

ろ
で
長
径
は
ほ
ぼ
南
北
の
方
向
を
指
し
て
置
か
れ
て
い
た。
石
の
厚
さ
も
三
O
m

以
上
あ
る
が
地
表
部
に
は、
僅
か
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
に
過
ぎ
ない。
表
土

か
ら
の
深
さ
は
四
六
仰
で
「ハ」
の
八
の
レ
ベ
ル
と
同
値
を
示
し
て
い
る。
上
面

部
は
加
工
さ
れ
平
坦
面
が
形
成
さ
れ
て
い
る。「ハ」
の
柱
列
と
ほ
ぼ
一
直
線
に
並

ぶ
の
で
礎
石
と
し
て
の
役
目
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か。
た
だ
こ
の
石
の
み
た
た

き
部
分
に
ひ
と
つ
だ
け
存
在
し
て
い
る
点 、
何
か
特
殊
な
用
途
を
持
つ
石の
よ
う

な
い 。

に
思
わ
れ
る。
な
お
重
量
も
相
当
あ
り 、
大
人
二
人
で
荷
な
わ
な
い
と
移
動
で
き

基礎部出土状況(西方より)第13図(2) 第一棟

ま
た、
こ
の
方
形
の

砂
利
敷
の
部
分
の
西
側

三
カ
所
に
直
径
三
五
m

qJ

 

ワω

第一棟床面に堆積する焼土(壁土)

程
度
の
黒
色
卑洛
ち
込

み
跡
が
発
見
さ
れ
た
が

こ
の
砂
利
敷
の
部
分
の

周
辺
に
立
て
ら
れ
た
柱

穴
の
跡
で
あ
ろ
う
か、

恐
ら
く
こ
の
部
分
を
覆

う
屋
根
を
持
つ
建
物
が

第13図(3)

存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う。

そ
の
建
物
が
建
築
史
で

い
う
中
門
の
変
形
し
た

も
の
か、
車
留
め
な
の

か、
今
後
検
討
す
べ
き



問
題
と
思
わ
れ
る
が
入
口
部
分
の
設
備
で
あっ
た
可
能
性
は
強
い。

註
2
こ
の
方
形
の
集
石
群は
発
見
当
初
竃
と
推
定
し
た
が、
後
に
当
時
の
地

表
面
を
精
査
し
た
結
果、
礎
石
を
抜
い
た
跡
の
落
ち
込
み
お
よ
び
根
石
等
が
発見

さ
れ
た。
こ
の
礎
石
列
は
家
屋
中
央
部
を
桁
行
方
向
に
Eっ
て
走っ
て
い
る
た
め

床
下
の
大
引
を
支
え
る
た
め
の
束
受
け
の
礎
石
と
考
え
ら
れ、
土
座
で
な
く
普
通

の
床
を
持
つ
家
屋
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。
こ
の
集
石
群
が、
も
し
竃
で
あ
れ

ば
床
下
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
不
都
合
と
な
る。
こ
の
た
め、
こ
の
集
石
群
の

中
央
空
間
部
に
長
さ
一
五
O
師 、
幅
三
O
m 、
深
さ
二
五
仰
の
試
掘
溝
を
設
定
し

底
部
を
精
査
し
た。
こ
の
結
果、
木
炭 、
灰 、
焼
土
等
の
焚
火
の
跡
は全
く
認
め

ら
れ
ず
竃
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た。

田
礎
石
下
の
根
石
と
掘
り
込
み
の
状
況

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
第
一
棟
家
屋
に
は
元
来
四
O
基
の
礎
石
が
存
在
し
て
い

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が、
現
在
二
五
基
し
か
残っ
て
い
な
い。
調
査
終
了
後
将

来
移
転
復
元
す
る
た
め
現
存
す
る
す
べ
て
の
礎
石
を
取
り
上
げ
別
の
場
所
に
収
納

(註3)

し
た
が
そ
の
際、
根
石
の
有
無
と
そ
の
掘
り
込
み
等
に
つ
い
て
調
査
し
た。
四
O

基
の
礎
石
の
う
ち
根
石
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
も
の
が
一
九
基 、
外
の三
二
基
に

つ
い
て
は
認
め
ら
れ
な
かっ
た。
ま
た
掘
り
込
み
は、
浅
い
な
が
ら
も
殆
ど
の
礎

石
下
に
見
ら
れ
た
が、
円
に
近
い
掘
り
込
み
で
雑
な
も
の
が
多
かっ
た。

根
石
の
あ
る一
九
基
に
つ
い
て
見
で
み
る
と、
礎
石
の
沈
下
を
防
ぐ
根
石
本
来

の
目
的
の
た
め
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
僅
か
五
J
六
基
で、
他
は
礎
石

上
面
の
平
坦
面
を
保
つ
た
め、
礎
石
の
下
に
二 、
三
個
の
栗
石
を
敷
い
た
程
度
の

も
の
で
巌
密
に
は
根
石
と
言
い
難
い
も
の
で
あ
る。
特
に
礎
石
の
厚
さ
が
薄
い
部

分
に
敷
か
れ
て
い
る
の
で、全

般
的
に
は
根
石
の
置
か
れ
た
箇
所
が
右
と
か
左
と

か
に
偏っ
て
い
る
場
合
が
多
い。
(
第
日
図
参
照)

本
来
の
根
石
の
性
格
を
考
え
使
用
さ
れ
た
も
の
は、
一
番
西
側
の
七
の
「
イ」 、

八
の
「
イ」 、
八
の
「ロ」 、
八
の
「ハ」 、
八
の
?
こ
等
の
部
分
の
礎
石
下
の
根
石

の
み
で
あっ
た。
こ
の
「ハ」
の
礎
石
列
に
の
み
本
格
的
根
石
を
使
用
し
て
い
る

理
由
に
つ
い
て
最
初
は
特
に
こ
の
部分に

桁
や
梁
等、
各
方
面
の
重
力
が
集
中
す

る
た
め
力
学
的
な
処
置
と
解
釈
し
て
い
た
が、
発
掘
の
進
展
に
従
い、
こ
の「ハ」

行
礎
石
列
の
部
分
が
前
時
代
に
存
在
し
た
深
さ
六
O
i

七
O
叩
の
泉
水
の
真
上
に

か
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
なっ
た。

事
実、
池
底
内
に
は、
木
炭 、
灰 、
焼
土
等
が
多
量
に
落
ち
込
ん
で
お
り、
し

ま
り
の
な
い
地
盤
状
態
で
あっ
た。
こ
の
た
め、
礎
石
の
沈
下
を
恐
れ
て、
こ
の

部
分
に
の
み
根
石
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。

- 24-

6司
第一
棟
家
屋
の
復
元
に
つ
い
て

第一
棟
家
屋
に
関
し
て、
完全
に
揃っ
て
い
な
い
礎
石
群
と、
そ
の
上
に
覆
い

か
ぶ
さ
る
焼
土
類
し
か
判
定
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
現
況
か
ら、
そ
の
復
元
を

試
み
る
こ
と
は
多
分
に
危
険
を
伴
う
作
業
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
資
料
を
元
に
焼

失
前
の
家
屋
の
復
元
を
進
め
て
み
た
い。

間
取
り
の
復
元
(
平
面)

こ
の
家
屋
は、
桁
行
七
間
梁
間
四
聞
の
長
方
形

を
呈
す
る
建
物
で、
総
建
坪
数
は
二
八
坪
を
数
え
る。
こ
の
二
八
坪
の
う
ち
中
央

部
の一
二
坪
が
部
屋
に
あ
て
ら
れ
周
囲
は
幅
一
聞
のコ
の
字
形
の
縁
と
なっ
て
い

た
よ
う
で
あ
る。
一
二
坪
の
部
屋
の
部
分
は
中
央
に
間
ビ
き
り
が
設
け
ら
れ
て
お

り、
各
六
坪
の
二
部
屋
に
分
け
ら
れ
てい
た
ら
し
い。
ま
た、
西
側
の
部
屋
の
中

央
部
に
は
炉
が
施
設
さ
れ
て
お
り、
矢
部
の
厳
寒
時
の
暖
房
用
と
し
て
い
た
の
で



あ
ろ
う 。

(
註
4)

家
屋
西
側
の
妻
の
方
向
に、
四m
×
四m
の
方
形
の
川
砂利
を
敷き
詰
め
た
た
た

き
部
分
が
出
土
し
た
が 、
入
口
部
分
を
固
め
る
た
め
の
施
設
と
思
わ
れ
る、
こ
の

部
分
の
四
隅
に
柱
穴
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
い
は
こ
の
部
分
に
は
掘
立
柱
か

ら
な
る
簡
便
な
覆
屋
状
の
建
物
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

こ
の
よ
う
な
諸
施
設
の
存
在
か
ら
こ
の
家
屋
の
入
口
は
西
側
に
あ
り 、
形
式か

らい
う
と
妻
入
り
の
家
屋
で
あっ
た
よ
う
で
あ
る。

家
屋
中
央
の
部
屋
の
部
分
に
は 、
畳
が
敷
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
得
る。

使
用
さ
れ
て
い
た
礎
石
は
い
ず
れ
も
以
前
の
家
屋
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
の
転

用
で
あ
る
が 、
柱
の
芯
を
取っ
た
十
文
字
の
沈
線
が
施
さ
れ
た
礎
石
が
数
個
も
あ

り 、
柱
間
の
寸
法
決
定
に
慎
重
を
期
し
て
い
る
態
度
が
窺
え
る。
こ
れ
ら
の
礎
石

はい
ず
れ
も 、
こ
の
第一
棟
の
前
の
建
物 、
そ
れ
は
恐
ら
く
天
文一
二
年
以
後

に
建
て
ら
れ
た
矢
部
対
面
所
に
使
用
さ
れ
た
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
が 、
そ
の
際
の

料
木
注
文
は
阿
蘇文
書
の
な
か
に
残っ
て
お
り 、
こ
れ
ら
の
料
木
の
寸
法
そ
の
他

か
ら
畳
の
使
用
を
推
察
せ
し
め
る
個
所
も
あ
る
の
で
そ
れ
以
後
に
建
立
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
こ
の
第
一

棟
に
畳
が
使
用
さ
れ
てい
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
こ

一
間
の
長
さ
は
柱
の
芯
か
ら
芯
ま
で
が
桁
行
で一
九
O
m
あ
り 、
こ

と
で
あ
る。

の
数
値
は
現
在
の
畳
の
縦
の
長
さ
六
尺
三
寸
(一
八
九
叩)
と一
致
し 、
か
つ
内

法
間
柱
法
を
とっ
て
い
る
こ
と
が
判
る。
梁
間
の一
聞
は
二
三
O
m
で
二
聞
は
四

六
O
m
と
な
る。
こ
の
間
に
六
尺
三
寸
×
三
尺一
寸
五
分
の
畳
は
三
尺一
寸
五
分

の
面
を
揃
え
て
五
枚
並べ
る
こ
と
が
でき
る。
し
た
がっ
て、
現
在
の
畳
が一
二

枚
敷き
つ
め
ら
れ
る
広
さ
で
現
在
の
間
取
り
と
同
じ
で
あ
る。
こ
の
家
屋
の
天
井

も
し
く
は
床
は 、
板
ぱ
り
で
な
く
笹
竹
(
女
竹)
を
な
らべ
て
そ
の
代
用
と
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る。
礎
石
上
に
覆い
か
ぶ
さっ
た
焼
土
に
混っ
て
親
指
大
の
炭

化
し
た
笹
竹
が
多
量
に
出
土
し
た 。
勿
論
こ
れ
ら
の
炭
化
竹
は
壁
の
小
舞
竹
と
し

て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
が 、
そ
の
使
用
を
上
回
る
程
の
多
量
の

出
土
を
見
て
い
る。
こ
れ
ら
の
竹
が
天
井
板
の
代
用
と
なっ
た
の
か
床
板の
代
用

と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
か
出
土
状
況
か
ら
は
判
定
は
でき
な
か
っ
た 。

柱
間
装
置
の
復
元
(
立
面)

礎
石
群
の
上
に
覆い
か
ぶ
さっ
た
多
数
の
焼

土
と
そ
の
な
か
に
混
り
合っ
た
炭
化
竹
や 、
白
漆
喰
等か
ら
こ
の
家
屋
に
も
真
壁

の
部
分
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。
室
町
末
頃
の
農
家
に
見
ら
れ
た
と
い

う
木の
枝
等
を
小
舞
と
し
た
も
の
で
な
く 、
親
指
大
の
笹
竹
を
小
舞
竹
と
し
て
使

用
し
て
い
る。
恐
ら
く
引き
戸の
上
の
小
壁
あ
た
り
の
小
舞
竹
が
炭
化
し
た
も
の

で
あ
ろ
う 。

壁
以
外
の
部
分
は
引
戸
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
礎
石
は一
間
毎
に
置
か
れ
て

い
る
の
で
指
物
の
使
用
が
ない
か 、ぎ
り一
間
ご
と
に
立
柱
が
存
在
し
てい
た
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
こ
の
間
に
は 、
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一
間
ご
と
に
板
戸
が
立
て
ら
れ
てい
た

と
思
わ
れ
る。
一
聞
の
聞
に
は
間
柱
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
礎
石
等
が
存
在
し
な

い
の
で 、
二
枚
の
板
戸
が
立
て
ら
れ
引き
違
い
に
なっ
てい
た
の
で
あ
ろ
う 。

い
わ
ゆ
る、
一
間
引き
違
い
の
三
本
溝
で
障
子が一
枚
付い
てい
る
形
式
で
あ

る。
し
か
し 、
礎
石
上
に
覆い
か
ぶ
さ
る
壁
土
の
量
が
引き
違
い
板
戸
で
あっ
た

に
し
て
は 、
意
外
と
多
い
と
こ
ろ
か
ら一
聞
の
半
分
が
袖
壁
と
な
る
三
尺
片
引き

で
あっ
た
可
能
性
も
依
然
と
し
て
残
る。

こ
の
第一
棟
の
屋
根
は 、
焼
土
に
混っ
て
束
に
なっ

屋
根
の
部
分
の
復
元

て
炭
化
し
た
萱
が
出
土
し
て
い
る
の
で 、
査
葺
だっ
た
ら
し
い 。
浜
の
館
の
敷
地

一
帯
で
瓦
片
の
出
土
を
見
る
場
所
は
ない
の
で
館
内
に
存
在
し
た
付
属
の
建
物
で

瓦
葺
の
家
屋
は
存
在
し
な
かっ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
当
時
の
建
物
の
屋
根
材
と

し
て
は
桧
皮
や
こ
け
ら
等の
使
用
が
考
え
ら
れ
る
が 、
阿
蘇文
書
の
な
か
に
神
社



社
殿
の
屋
根
材
と
す
る
桧
皮
を
周
防
の
東
大
寺
領
に
注
文
し
た
文
書
等
も
残っ
て

い
る
の
で
付
属
の
建
物の
な
か
に
あ
る
い
は
桧
皮
葺
等の
建
物
が
存
在
し
た
こ
と

(
戦
国
期)
に
な
る
と
礎
石
を
基
礎
に
持
つ
家
屋
が
出
現
し
て
く
る。
浜の
館
第一

棟
や
隈
部
館の
第一
棟
(
対
面
所)
な
ど
が
そ
れ
で 、
礎
石
は
小
さ
く
貧
弱
で
殆

ど
根
石
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い 。
鎌
倉
時
代の
武
士
の
館
は
方
形の
大き
な
住
穴

も
考
え
ら
れ
る 。

第一
棟
の
屋
根
の
形
式
は
資
料
を
欠
く
の
で
断
定
でき
な
い
が 、
萱
葺
と
い
う

註
4

を
持
つ
家
屋
が
多
く 、
下
益
城
郡
小
川
町の
小
野
館
跡
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う 。

鹿
本
郡
菊
鹿
町
所
在の
隈
部
館
第一
棟
も
浜の
館
第一
棟
に
似
て
お
り

制
度
が
あ
るの
で
入
母
屋
造
で
あっ
た
と
思わ
れ
る 。
当
時
の
形
式
か
ら
妻
の
棟
に

入
口
は
一安
部
分
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る。

制

家
屋
の
建
築
年
代
!

こ
の
第一
棟
の
建
築
年
代
は 、
発
掘
結
果
か
ら
判
断
す
る
と 、
礎
石
上
面
が
表

土
下
五
O
m
前
後
の
と
こ
ろ
に
あ
り 、
浜
の
館
に
お
け
る
重
な
り
合っ
た
各
時
代

れ
る 。

近い
部
分
に
は
三
角
の
破
風
あ
た
り
が
設
け
ら
れ
てい
た
可
能
性
も
充
分
考
え
ら

註
3

肥
後
に
お
け
る
国
衆
ク
ラ
ス
の
武
士
の
館
の
家
屋
基
礎
部
は 、
従
来
方

形の
柱
穴
を
掘
り 、
そ
れ
に
掘
立
柱
を
立
て
た
も
の
で
あっ
た
が 、
室
町
も
後
期

家屋の基礎部第14図

柱穴内の基礎石( 第 1区)

第 l 棟礎石の中心を取っ た刻線

( 第 1区)

ρ0

 

つ'u
第 一棟礎石下の根石

( 第 1区)



の
家
屋
の
な
か
で
は
上
層
に
あ
り
一
番
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
る。
な
お、
第

一
棟
家
屋
の
建
築
年
代
の
上
限
と
し
て
は、
そ
の
床
面
に
は
り
つ
い
て
出
土
し
た

銭
貨
の
初
鋳
年
が
目
安
と
な
る。
床
面
か
ら
は
永
楽 、
洪
武
通
宝
等一
O
数
個
の

木
炭
片
等
火
災
の
残
屑
等
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
前
時
代
の
泉
水
の
上
面
に

建
て
ら
れ
て
い
た
し 、
東
側
の
第一
棟
礎
石
を
取
り
除い
た
後
の
黄
色
土
に
は
規

則
的
な
方
形
も
し
く
は
円
形
の
落
ち
込
み
が
確
認
さ
れ
た。
庭
園
に
伴
う
時
代

出
土
が
あ
る
が
そ
れ
ら
の
銭
貨
に
混っ
て
朝
鮮
で
鋳
造
さ
れ
た
朝
鮮
通
宝
が
発
見

さ
れ
た。
ご
の
初
鋳
年
は一
四
二
三
年
で
あ
る
の
で
こ
の
家
屋
が
そ
の
年
よ
り
後

の
建
物
の
柱
穴
跡
と
考
え
ら
れ
る。

ま
た
第一
棟
に
使
用
さ
れ
て
い
た
礎
石
は
や
は
り、
前
時
代
の
礎
石
の
転
用
で

あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
が、
こ
れ
ら
は
天
文
二
一
年
の
阿
蘇
文
書
に
見
ら
れ
る
矢

で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
初
鋳
年
か
ら
矢
部
の
山
中
に
伝
来
す
る
ま
で
や
は
り一
定

期
間
を
経
た
で
あ
ろ
う
し 、
い
か
に
早
く
み
て
も
一
五
世
紀
後
半
以
前
で
は
あ
り

日守ちAEA o
fJt

 

部
対
面
所
建
築
の
際
に
使
用
さ
れ
た
礎
石
と
推
定
さ
れ
る。
第
一
棟
は
天
文
二
二、

三
年
頃
完
成
し
た
こ
の
矢
部
御
対
面
所
が
そ
の
後
戦
火
も
し
く
は
失
火
に
よ
り
焼

こ
の
第
一
棟
家
屋
の
西
側
入
口
の
た
た
き
部
分
お
よ
び
梁
行
部
分
は、
焼
土
や

亡
し
た
後
建
立
さ
れ
た
建
物
で
あ
る。
阿
蘇
文
書
に
料
木
割
宛
が
残
る、
矢
部
御

I 区 出土の礎石 お よ び根石

第一棟全景図

第二棟根石出土状況

第三棟根石出 土状況
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対
面
所
の
焼
亡
時
期
は
不
明
で
あ
る
が 、
考
え
ら
れ
る
の
は
天
正一
四
年
(一
五

八
六)
頃
の
島
津
氏
の
肥
後
侵
入
時が
あ
げ
ら
れ
る。
こ
の
時 、
阿
蘇
氏
は
浜
の

館
を
後
に一
時 、
内
大
臣
の
自
丸
の
山
中
に
の
が
れ
る
が 、
こ
の
時
期
に一
時
浜

の
館
を
空
け
る
の
で 、
こ

の
折 、
失
火
そ
の
他
に
よ
り
焼
亡
し
た
可
能
性
が
強い 。

そ
の
後 、
天
正一
五
年
の
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
伐が
終
了
し
戦
乱
が一
応
中
康
状

態
を
保っ
た
時 、
阿
蘇
氏
は
浜
の
館
に
帰
着
し 、
そ
の
後
加
藤
氏
が
入
国
し
阿
蘇

氏
も
二
O
O
O
石
の
神
社
の
奉
祭
料
を
受
け
阿
蘇
神
社
の
神
主
と
し
て
宮
地
(
現

一
の
宮
町)
に
移
り
以
後
祭
杷
に
専
念
す
るこ
と
に
な
る
が 、
そ
の
時
期
に
応
急

的
に
建
立
さ
れ
た
の
が
こ
の
第一
棟
で
あっ
た
と
も
思
わ
れ
る。
発
掘
時
の
状
況

か
ら
判
断
す
る
と、
こ
の
家
屋
が
火
災
に
よっ
て
終
鷲
を
と
げ
た
の
は
明
ら
か
で

あ
る
が 、
そ
の
時
期
は 、
加
藤
氏
入
国
か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る。
第

一
棟
の
壁
小
舞
に
使
用
さ
れ
た
炭
化
竹
の
C
測
定
の
結
果
も一
七
世
紀

初
頭
頃
と
出
て
お
り 、
焼
亡
が
こ
の
前
後
す
る
時
期
で
あっ
た
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る。

ω

第
一

棟
家
屋
の
性
格

家
屋
の
総
坪
数
が
二
八
坪
も
あ
り 、
礎
石
を
持っ
て
い
る
点
や
土
間
の
部
分
を

持
ち
合
わ
せ
てい
な
い
点
な
ど
か
ら
こ
の
家
屋
が
浜
の
館
滅
亡
後 、
同
敷
地
に
建

て
ら
れ
た一
般
農
民
の
家
屋
で
あっ
た
と
は
考
え
ら
れ
ない 。
当
時
の
農
家
は
軒

も
低
く
閉
鎖
的
構
造
の
家
屋
が
多
い
が 、
こ
の
家
屋
は
西
側
の
部
分
に
た
たき
等

の
大々
的
入
口
の
施
設
を
持
ち
妻
入
り
と
なっ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に
入
口
部
分

が
開
放
的
色
彩
を
持
つ
家
屋
は
や
は
り
正
統
な
書
院
座
敷
の
系
統
を
引
く
も
の
と

思
わ
れ、
当
時
の
言
葉
で
い
う
な
ら
「
晴
の
場」
で
あ
り 、
対
面
所
的
性
格
を
持

つ
建
物
で
あっ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る。
つ
ま
り 、
現
在
こ
の
付
近
の
農
家
は
殆

ん
ど
入
口
は
平
八
と
なっ
て
い
る
が
こ
の
家
屋
は
妻
入
の
形
式
を
取っ
て
い
る
こ

と、
他の
箇
所
に
較べ
家
屋
跡
よ
り
日
用
雑
器
片
の
出
土
が
少
ない
こ
と、
ま
た

礎
石
を
覆
う
焼
土
の
な
か
に
白
漆
喰
が
混っ
て
お
り 、
こ
の
家
屋
の
壁
の
上
塗
り

に
石
灰
が
使
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
の
諸
事
実が
こ
の
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

ω

第
一

棟
家
屋
と
同
時
代
の
遺
構

礎
石
を
有
す
る
第一
棟
家
屋
以
上
に、
-
区
の
調
査
区
内
に
礎
石
を
失っ
た一一

つ
の
家
屋
が
同
レ
ベ
ル
か
ら
発
見
さ
れ
た。
こ
れ
ら
の
家
屋
跡
は 、
幸い
礎
石
下

に
使
用
さ
れ
た
根
石
が
残
存
し
てい
た
た
め 、
大
ま
か
な
プ
ラ
ン
を
把
握
す
るこ

と
が
可
能
と
なっ
た 。
以
下 、
調
査
区
内
の
北
東
寄
り
の
遺
構
を
第
二
棟 、
西
側

中
央
部
分
出
土
の
遺
構
を
第
三
棟
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る。
共
に
第一
棟
と
同

時
代
の
家
屋
の
跡
で 、
浜
の
館
遺
構
の
中
で
は一
番
新
し

い
時

期
の
も
の
で
あ
る。

第
二
棟
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第一
次
調
査
開
始
当
初
に
発
見
さ
れ
た。
最
初 、
人
頭
大
の
礁が

小
集
合
を
な
し
出
土
し
た
た
め 、
水
田
時
代に
埋
め
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
た
が 、

発
掘
が
進
行
す
る
に
つ
れ、
同
様
の
磯
の
集
合が
相
次い
で
発
見
さ
れ、
相
互
間

に一
定
の
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で 、
発
掘
区
域
を
拡
大
し
全
掘
し
た 。
こ
の

結
果 、
桁
行
四
問 、
梁
間
二
聞
の
棟
方
向
が
南
北
を
指
す一
棟が
存
在
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た。

残
さ
れ
た
根
石
の
配
置
か
ら 、
さ
ら
に
く
わ
し
く
こ
の
第二
棟
を
復
元
す
る
と

以
下
の
と
お
り
と
な
る。

桁
行
の
柱
聞
は一
二
O
側 、
梁
聞
が
二
五
Om
を
か
ぞ
え
桁
行
と
梁
間
で
は 、

柱
聞
の
数
値
が
異
る。
こ
れ
ら
の
数
値か
ら
こ
の
建
物
を
復
元
す
る
と、
桁
行が

四
聞
で
八
・
四
O
m 、
梁

聞
が
二
聞
で
五
m
の
棟
が
ほ
ぼ
南
北
方
向
を
指
す
建

物
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
根
石
の
高
さ
は
表
土
(
原
点)
よ
りマ
イ
ナス
六
o

m
前
後
で
あ
る
の
で 、
礎
石
上
面
はマ
イ
ナス
四
Om
位
で
あ
ろ
う 。
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第
二
棟
で
は、
礎
石
の
存
在
す
る
の
は
皆
無 、
根
石
が
一
O
箇
所、
根
石
の
抜

か
れ
た
跡
だ
け
の
も
の
二
箇
所
で
計
一
二
箇
所
を
数
え
る。
家
屋
内
部
に
は
礎
石

の
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で、

床
の
存
在
し
た
可
能
性
は
薄
い 。
根
石
は
直
径
二

o
m
前
後
の
も
の
が
多
く、
火
に
焼
け
て
い
る
も
の
や
加
工
の
あ
る
も
の
等
が
認

め
ら
れ
る。
家
屋
内
に
遺
物
の
存
在
は
認
め
ら
れ
ず、
南
側
の
家
屋
外
に
九
片
の

土
師
質
土
器
片
と
須
恵
片、
お
よ
び
瓦
質
土
器
片
若
干
が
散
乱
し
て
い
た
だ
け
で

あ
っ
た。

屋
外
の
遺
構
と
し
て
は、
家
屋
西
側
に
桁
行
に
沿っ
て
幅
五
O
m
の
溝
状
の
黒

色
土
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
た
が、
雨
水
の
排
水
溝
と
思
わ
れ
る。
こ
の
落
ち

込
み
は
北
端
で
東へ
鈎
状
に
曲
る
が、
そ
の
先
は
明
確
で
ない。
あ
る
い
は
家
屋

全
体
を
取
り
巻
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い。
第
二
棟
の
東
側
に
は
長
さ
約
七
m

の
東
側
喋
群
が
走っ
て
い
る
が、
土
塁
等
の
基
底
部
か
と
も
思
わ
れ
る。
屋
根
は

瓦
片
が
見
当
ら
な
い
の
で、

寄
棟
造
り
の
萱
葺
だっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

さ
て、
こ
の
建
物
の
性
格
で
あ
る
が 、
殆
ど
遺
物
を
伴っ
て
い
な
い
点 、
床

が
存
在
し
な
い
こ
と、
建
物
五
桁
行
が
南
面
し
てい
な
い
こ
と
等
か
ら 、
こ
の
第

二
棟
は
家
屋
で
は
な
く
倉
庫
も
し
く
は
物
置
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
かっ

た
か
と
推
定
さ
れ
る。

第

棟

」
の
建
物
跡
は
予
備
調
査
の
際
発
見
さ
れ
た
も
の
で、
や
は
り
第

二
棟
と
同
様
根
石
の
み
で
礎
石
は
失
わ
れ
てい
た。
発
見
さ
れ
た
の
は、
発
掘
区

域
の
西
側
中
央
部
分
で
後
で
出
土
し
た
庭
園
部
の
北
側
一
帯
に
あ
た
る。

根
石
群
が
南
か
ら
北へ
走
り、
北
端
で
西へ
鈎
状
に
曲っ
た
い
わ
ば
建
物
の
東

側
お
よ
び
北
側
の
一
部
が
残っ
て
い
る
だ
け
で、
南
側
・お
よ
び
西
側
の
基
礎
部
の

遺
構
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た。
残
さ
れ
た
根
石
群
か
ら
こ
の
建
物
を
復
元
す
る

と、
第
二
棟
と
同
様
南
北
に
長
い
プ
ラ
ン
を
有
す
る
建
物
で
あ
る。
残
さ
れ
た
根

石
か
ら
住
聞
の
数
値
を
計
測
し
て
み
る
と、
桁
行
が
二
四
O畑 、梁
聞
が
二
四
O

仰
で
桁
行、梁
間
共
に
同
数
値
を
示
し
て
い
る。
方
向 、
そ
の
他
も
第
二
棟
と
同

様
で
あ
る。

な
お、
予
備
調
査
の
際、
こ
の
建
物
跡
か
ら
三つ
巴
文
を
口
縁
部
に
有
す
る
瓦

質
の
火
舎
片
や 、
天
目
茶
碗
片
等
が 、
金
属
類
と
し
て
は
渡
金
の
痕
の
残
る
銅
製

の
太
万
の
鞘
部
残
欠
や 、
飾
り
金
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
波
金
痕
の

残
る
菊
花
を
形
取っ
た
銅
板
等
が
出
土
し
て
い
る。

な
お 、
遺
構
の
破
壊
が
激
し
く
前
述
以
外
の
根
石、
そ
の
他
は
す
で
に
失
わ
れ

現
況
か
ら
は
床
を
持
つ
建
物
で
あっ
た
の
か、
も
し
く
は
土
座
で
あっ
た
の
か
把

握
で
き
ない。
し
か
し
建
物
跡
の
北
側
に
小
礁
を
打
ち
堅
め
た
た
た
き
部
分
が
存

在
し
た
こ
と
な
ど
か
ら 、
こ
の
建
物
の
入
口
部
分
は
北
側
に
あ
り、
妻
入
り
で
あ

っ
た
こ
と
が
判っ
た 。
以
上
の
よ
う
に 、
遺
物
の
伴
出
や
入
口
た
た
き
部
分
の
施

設
が
残
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
察
す
る
と、
こ
の
棟
が
人
が
住
む
家
屋
で
あっ
た
こ

-30 一

と
が
考
え
ら
れ
る。

遺
構
の
大
半
が
失
な
わ
れ
て
い
る
た
め、
プ
ラ
ン
を
明
瞭
に
把
握
で
き
ない
が

桁
行
四
問 、
梁
間
二
聞
の
第
二
棟
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
建
物
が
復
元
さ
れ
る。

な
お
北
側
に
残
る
た
た
き
部
を
形
成
す
る
小
磯
は、
直
径
四
m
前
後
で
角
だっ

た
山
石
で
あ
る。
こ
の
小
離
が
四2m
程
度
に、ぎっ
し
り
と
敷
き
詰
め
ら
れ、
か
た

め
ら
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
の
礁
の
た
た
き
部
分
は、
こ
の
外
に
少
し 、ず
れ
て
も
う

一
箇
所
認
め
ら
れ
た。
お
そ
ら
く
第
三
棟
が
一
度
建
て
替
え
ら
れ
た
こ
と
を
物
語

る
遺
構
で
あ
ろ
う
か。

東
西
ニ
つ
の
磯
群
に
つ
い
て

表
土
下
回
O
m
の
レベ
ル
で
発
掘
区
の
北
側

と
東
側
に
二
つ
の
蝶
群
が
発
見
さ
れ
た。
マ
イ
ナ
ス
四
O
m
の
レ
ベ
ル
は、
第
一

棟
か
ら
第
三
棟
ま
で
の
家
屋
跡
が
存
在
す
る
面
で
あ
り、
東
西二
つ
の磯
群
も
こ
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れ
ら
の
各
棟
と
何
ら
か
の
関
係
の
あ
る
遺
構
と
思
わ
れ
る。
し
か
も
喋
群
の
走
る

方
向が 、
家
屋
跡
を
囲
む
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
てい
る
の
で
あ
る
い
は 、
土
塁

の
基
底
部
の
残
欠
か
と
も
考
え
ら
れ
る。
元

来
二
つ
の
礁
群
は
連
なっ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う 。
時
代
の
確
実
な
決
め
手
は
な
い
が 、
記
録
保
存
の
立
場
上
ス
テ
レ
オ

カ
メ
ラ
に
よ
る
図
面
作
成を
行っ
た 。

直
径一
O
m
前
後
の
礁
か
ら
な
る
西
側
礁
群
は
全
長
が
六
六
O

西側磯群
仰 、
幅
五
O
m
で
帯
状
を
な
し
てい
る。
従
来
東へ
延
び
て
い
た
も
の
の
残
欠
部

分
と
思
わ
れ
る。
方
向
は
や
や
北に
傾き
な
が
ら
東
方へ
延
び
て
い
る
が 、
そ
の

末
端
は
元
来 、
東
側
喋
群へ
接
続
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う 。
こ
の
礎
群
に
伴
う
遺

物
の
出
土
は
み
ら
れ
ない 。

東側礎群
や
は
り
西
側
磯
群
と
同
様
の
磯
か
ら
な
る
喋
群
列
で
あ
る。
全

長
が
約
七
m
・
幅
が
平
均
六
五
佃
程
度
の
帯
状
を
な
し 、
ほ
ぼ
北
に
向
かっ
て
延

び
て
い
る。
礁
の
並
び
方 、
幅
等
は
西
側
喋
群
と
同
様
で 、
同
時
期
に
なっ
た
も

の
で
あ
ろ
う 。
喋
群
の
聞
に
土
師
質
土
器
片
数
点
が
見
ら
れ
た
の
み
で 、
他
に
遺

物
の
出
土
は
ない 。

制
第一
調査
区における
第一
棟以前の遺
構

第一
棟
用
材
の
炭
化
物
の
カ
ー
ボ
ン
測
定
結
果
は 、
三
五
O
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

七
O
を
示
し 、
第一
棟
の
焼
亡
時
期
を一
六一
O
年
(
慶
長一
五
年)
頃
に
位
置

づ
け
て
い
る。
歴
史
的
な
事
実
で
は一
五
八
六
年
頃
に
浜
の
館
の
落
成が
考
え
ら

れ
そ
の
前
後
に
館
の
焼
亡
が
考
え
ら
れ
る
が 、ゲ
測
定
結
果
も
プ
ラ
ス
マ
イ
ナス

七
O
年の
許
容
誤
差
が
あ
り
ほ
ぼ
こ
の
時
期
を
示
し
て
い
る。

こ
こ
で
取
扱
う
遺
構
は
こ
の
時
期
に
焼
亡
し
た
家
屋
類
以
前
に
I
区に
存
在
し

た
分
に
つ
い
て
と
す
る。
こ
の
第一
棟
下
以
前
の
遺
構
と
し
て
は 、
各
種
の
家

屋
柱
穴
跡
と
庭
園
部
が
あ
げ
ら
れ
る
が
柱
穴
跡
に
つい
て
は
更
に
三
種
類
の
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
る。
A
タ
イ
プ
は
弥
生
時
代
の
住
居
跡
の
柱
穴
に
見
ら
れ
る
よ
う

な 、
直
径
二
O
側 、
深
さ
五
o
m
程
度
の
柱
穴
で
あ
る。
こ
の
柱
穴
に
は 、
柱
と

穴
の
壁
と
の
間
隙
に
石
を
詰
め
た
場
合
が
多
い 。

B
タ
イ
プ
は 、
直
径
四
OJ
五
O
m
で
深
さ
が
四
Om
程
度
の
規
模
を
持
つ
柱

穴
で 、
あ
ま
り
深
く
ない
底
部
に
平
坦
面
を
持
つ
石
が
置い
て
あ
る。
柱
穴
に
よ

っ
て
は
平
石
の
替
り
に
底
部
に
人
頭
大
の
川
石
を
四
J
五
個
雑
然
と
置
い
て
あ
る

場
合
も
あ
る。
こ
の
タ
イ
プ
は 、
礎
石
を
持
つ
家
屋
の
基
礎
部
を
そ
の
ま
ま
穴
を

掘
り
埋
め
こ
ん
だ
と
いっ
た
形
式
の
も
の
で
あ
る。

C
タ
イ
プ
は 、
直
径が
五
O
J一
o
o
m
前
後
で 、
円 、
楕
円 、
長
方
形
と
穴

の
形
状
に
定
型
が
な
く
掘
ら
れ
敷
石
等
を
持
た
ない
が 、
柱
聞
に
だ
け
は一
定
の

寸
法
を
持
つ
とい
う
形
式
の
も
の
で
あ
る。

こ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
以
外
は 、
基
礎
部
に
礎
石
を
有
す
る
形
式
で
あ
る。

こ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が 、
そ
れ
ぞ
れ
各
時
期
を
特
徴 事つ
け
る
も
の
か 、
同
時
期

に
併
行
す
る
も
の
で
あ
る
か 、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
ない 。
し
か
し
第一
棟

以
前
の
遺
構
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で 、
以
下
そ
の
各々
に
つい
て
述

- 32 一

べ
て
い
く 。

第一
棟
以
前
に
礎
石
を
持
つ
家
屋
が 、

こ
の
地
に
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
第一
棟
に
使
用
さ
れ
た
礎
石
に
柱

第
一

棟
以
前
の
礎
石
を
持
つ
家
屋

の
芯
を
とっ
た
十
文
字
の
刻
線
が
幾
重
に
も
刻
ま
れ、
ま
た
そ
れ
が 、ず
れ
て
お
り

第一
棟
建
設
の
際
に
刻
ま
れ
た
刻
線
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
さ
ら
に
第

一
棟
と
第
二
棟
の
聞
の
空
間
部
を
約二
Om
ほ
ど
掘
り
進
め
た
と
こ
ろ 、
同
様
の

や
や
大
型
の
礎
石
二
個
が
出
土
し
た 。

当
初 、
元
位
置
を
保っ
て
い
る
と
考
え
調
査
を
進め
た
が 、
調
査
の
最
終
段
階

に
なっ
て
こ
の
礎
石
を
取
り
上
げ
た
際 、
裏
側
に
や
は
り
柱
の
芯
を
取っ
た
十
文
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字
の
刻
線
が
発
見
さ
れ、
第一
棟
の
礎
石
が 、
こ
の
家
屋
の
礎
石
の
転
用
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た。
こ
の
移
動
し
て
い
る
礎
石
周
辺
か
ら 、
多
数
の
遺
物が
発

見
さ
れ
た
が 、
浜
の
館
全
盛
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。
た
だ
ニ
の
遺

物
を
伴
う
家
屋
の
規
模
に
つ
い
て
は 、
完
全
に
遺
構の
破
壊
が
な
さ
れ
て
い
る
た

め
把
握
でき
な
か
っ
た 。

第一
棟
下
部
の
柱
穴
を
有
す
る
家
屋

第一
棟
の
礎
石
を
取
り
除い
た
後 、

さ
ら
に一
O
m
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
結
果 、
東
西
に
一

直
線
上
に
走
る
六
個
の
穴
の

列
を
発
見
し
た 。
こ
の
穴
の
列
が
発
見
さ
れ
た
の
は 、
第一
棟
家
屋
の
棟
の
真
下

の
部
分
に
あ
た
る 。
形
状
は
楕
円 、
長
方
形 、
そ
の
他
と
混
り一
定
で
は
な
い 。

楕
円
の
長
径
は一
三
O
m 、
短
径
が
七
O
m 、
長
方
形
で
は
長
軸
が
九
O
m 、
短

軸
が
五
O
側 、
深
さ
五
O
m
位
の
穴
で
あ
る 。
列
を
な
す
他
の
穴
も
そ
れ
と
前
後

す
る
数
値
を
示
し
て
い
る 。
柱
聞
に、
二疋
の
規
則
性
を
持
つ
の
で 、
前
時
代の

柱
穴
列
に
間
違い
ない
と
思
わ
れ
る。

こ
れ
ら
の
柱
穴
の
柱
聞
を
知
るべ
く
穴
の
芯
か
ら
芯
を
追っ
て
み
る
と
約一
九

七
m
で 、
全
柱
穴
の
芯
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 、
桁
行
の
柱
聞
は一
九
七
m

前
後 、だっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

期
日
に
お
わ
れ
全
柱
穴
の
探
査
が
でき
ず 、
不
充
分
のき
わ
み
で
あ
る
が 、
梁

間
部
分
の
柱
穴
と
考
え
併
わ
せ
る
と 、
桁

行
は
第一
棟
と
同
様
七
聞
で
あっ
た
と

思
わ
れ
る。
梁
聞
は
明
確
で
な
い
が 、
や
は
り
四
間
程
度
だっ
た
と
思
わ
れ
る。

梁
間
の
全
長
は
七
五
O
m
で
あ
る
が 、
桁
行
と
異
な
り
各
柱
聞
で
数
値
が
異
なっ

て
い
る
よ
う
な
の
で 、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
判
ら
な
い 。

こ
の
家
屋
床
面
か
ら
は
瓦
質
土
器
片
多
数
と
天
目
茶
碗
片 、
銭
貨
数
枚 、
鉄
釘
等

の
出
土
が
見
ら
れ
た。

以
上
の
結
果 、
第一
棟
と
ほ
ぼ
同
様
の
建
物
が
同
所
よ
り
三
五
O
m
北
方
に

ず
れ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判っ
た 。

第一
棟
と
異
な
る
点
は 、
第一
棟
が
礎
石
を
有
す
る
建
物
で
あっ
た
の
に
対
し

て 、
こ
の
家
屋
の
基
礎
部
は
穴
を
持
つ
掘
立
で
あっ
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う 。
こ

れ
は
時
代
差
に
よ
る
特
色
と
し
て
把
握
でき
よ
う 。

第一
棟
下
部
よ
り
こ
の
よ
う
な
柱
穴
跡
が
出
土
し
た

そ
の
他
の
柱
穴
遺
構

た
め 、
さ
ら
に
第一
棟
東
側
に
三
つ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し 、
柱
穴
の
有
無
の
確

認
を
急い
だ 。
第一
ト
レ
ン
チ
は
幅
二一
O
m 、
長
さ一
三
m 、
で
深
さ
五
Om
ほ

ど
掘
り
下
げ
た
結
果 、
直
径
五
O
J
七
O
m
程
度
の
円
も
し
く
は
楕
円
形
の
柱
穴

八
個
を
確
認
し
た 。
試
掘
部
分
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
断
言
でき
ない
が 、
二一

o
m
前
後
の
間
隔
を
持
つ、
家
屋
の
柱
穴
と
思
わ
れ
る 。

こ
れ
ら
の
柱
穴
に
は 、
西
か
ら
順
に
番
号
を
付
し
た
が 、
そ
の
ほ
ぼ
全
部
の
穴

に
土
師
質
土
器
の
出
土
が
認
め
ら
れ
た。
特
に
恥
4
か
ら
完
形一
個 、
恥
5
か
ら

一一一
l
四
個
分
の
破
片
と
木
炭 、
肋
7
か
ら
も
や
は
り
四l
五
個
分
の
破
片
の
出
土

が
見
られ
た 。肋
7
か
ら
は
破
片
の
外
に、
用
余
不
明
の
鉄
製
品
が
落
込
ん
でい
た 。
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こ
れ
ら
の
柱
穴
内
か
ら
出
土
す
る
土
師
質
土
器
の
ほ
と
ん
ど
は 、
燈
明
皿
と
し

て
製
作
さ
れ
た
口
径
七
叩
前
後
の
小
型
の
皿
で 、
日
用
雑
器
と
し
て
飲
皿
に
供
し

た
も
の
は
認
め
ら
れ
ない 。
こ
れ
は
後
年
調
査
し
た
第
E
区
で
直
径一
二
O
叩
の

大
型
の
柱
穴
内
の
各々
に、
こ
れ
と
同
様の
燈
明
皿
が
納
め
ら
れ
て
い
た
事
実が

確
認
さ
れ
こ
の
謎
が
解
け
た
が 、
家
屋
の
棟
上
の
際 、
何
ら
か
の
儀
式が
行
わ
れ、

そ
の
時
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
柱
穴
に
こ
の
皿
が
意
識
的
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

AJ 。こ
の
こ
と
は 、
第一
ト
レ

ン
チ
の
北
壁
に
現
わ
れ
た
地
層
断
面
か
ら
も
窺い
知

る
こ
と
が
でき
る。
表
土
(
運
動
場)
面
か
ら
五
O
m
ま
で
は
運
動
場
造
成の
際

の
盛
土
で 、
山
よ
り
削っ
た
赤
土
が
のっ
てい
る
が 、
こ
の
下か
ら
の
層
序
は
黒



褐
色
士 、
黒
色
土 、
地
山
の
黄
色
土
と
続
く 。
こ
れ
ら
柱
穴
の
切
り
込
み
は 、
黒

色
土
層
上
面
か
ら
始っ
て
お
り 、
や
は
り
古い
時
期
の
建
物
の
柱
穴
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る。

引
き
続
い
て
南
北
に
約一
O
m
程
の
第
二
ト
レ
ン
チ 、
第
三
ト
レ
ン
チ
と
試
掘

を
続
け
た 。
し
か
し
第
二
ト
レ
ン
チ
に
は
南
端
部
に
大
き
な
落
ち
込
み
が
み
ら
れ、

土
師
質
の
耳
皿 、
完
形の
燈
明
皿
三
個
が
出
土
し
た
だ
け
で
柱
穴
は
認
め
ら
れ
な

かっ
た 。
こ
の
た
め
家
屋
は 、
第一
ト
レ
ン
チ
あ
た
り
を
南
端
と
し
て
そ
の
北
側

一
帯
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
ので
あ
ろ
う 。

以
上
の
外
に
家
屋
の
プ
ラ
ン
は
確
認
で
き
な
い
ま
で
も 、
先
に
掲
げ
た
各
形
式

の
柱
穴
が
I
区
内
に
散
在
し
て
わ
り
永
い
年
月
に
E
る
浜
の
館
の
存
続
を
推
察
せ

し
め
る
が 、
特
に
こ
れ
ら
の
柱
穴
跡
が
多
く
集
中
す
る
の
は 、
I
区
内
で
は
大
正

初
年
ま
で
野
中
氏
の
屋
敷
が
建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
北
東
部一
帯
で
あ
る。
野

中
氏
の
話
に
よ
れ
ば 、
こ
の
屋
敷
は
江
戸
中
期
頃
の
建
造
で
方
八
寸
の
柱 、が
地
中

に
埋
め
ら
れ
て
い
た
掘
立
式
の
家
屋
で
あっ
た
と
い
う 。
お
そ
ら
く
B
タ
イ
プ
の

柱
穴
を
持
つ
家
屋
で
あ
り 、
浜
の
館
家
屋
の
直
接
の
影
響
を
帯
び
た
建
物
で
あっ

た
と
思わ
れ
る
が 、
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い 。
野
中
氏
に
つ
い
て
は 、
大
西
氏

が
前
項
で
く
わ
し
く
述べ
ら
れ
てい
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が 、
い
ず
れ
に

せ
よ
こ
の
場
所
に
館
の
中
心
と
な
る
部
分
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は 、
こ
の
部

分
の
地
層
が
柱
穴
等
に
よ
り
本
来
の
層
序
が
確
認
で
き
な
い
ほ
ど
撹
乱
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る。

州ハ門
矢部の
対面所につい
て

阿
蘇文
書
(
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
二二)
に
「
矢
部
御
対
面
所
小
園
仁
片
手

被
仰
付
切
符
之
次
第」
と
??
天
文
二一
年
銘
の
文
書
が
あ
る。
対
面
所
造
営
に

関
し
て
の
料
木
の
注
文
で 、
当
時
の
建
物
の
規
模
や
用
材
の
寸
法
を
知
る
唯一
の

文
献
上
の
資
料
で
あ
る。
な
お、
矢
部
御
対
面
所が
浜
の
館
内
の
対
面
所
を
指
し

てい
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
事
実
で
あ
ろ
う 。

た
だ 、
こ
の
文
書
の
原
本
は 、
天
保
年
間
の
阿
蘇家
の
火
災
に
よっ
て
焼
失
し

て
お
り 、
現
存
す
る
文
書
は
火
災
以
前
に
筆
写
し
た
も
の
で
『
阿
蘇文
書
寝
第

二
三』
の
冊
子
の
な
か
に
収
載
さ
れ
てい
る。

『
阿
蘇文
書
寓
第
二
三』
に
は 、
こ
の
外
に
単
に
「
御
対
面
所
切
符
次
第」

と
外
題
の
あ
る
対
面
所
造
営
の
料
木
の
注
文
写
l(『
阿
蘇家
文
書
上

競』)
と
ま
た
別
に、
ほ
ぽ
同
様
の
内
容
を
持
つ
「
御
対
面
所
切
符
次
第」
の
二
つ

の
文
書
が
収
め
ら
れ
てい
る。
後
の
二
つ

の
文

書
に

つ
い
て
は
共
に、
校
註
者
に

よ
り
頭
註
に
「
阿
蘇社
対
面
所
造
営
料
木
切
符
次
第
寓」
と
記
さ
れ、

阿蘇
社
対

面
所
の
造
営
料
木
切符
と
さ
れ
てい
る
が 、
文
書
の
なか
に
は
阿
蘇社
の
対
面
所

と
い
う
記
載
は一
箇
所
も
見
られ
ない 。
校
註
者
が
当
然
阿
蘇社
の
対
面
所
と
考

え
詰
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う 。
便
宣
上 、
こ
の
三
通
り
の
文
書
に
A、
B、
C
の

記
号
を
付
し 、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
て
み
る
と
第一
表
の
と
お
り
と
な
る。 第

二
五
五
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次
に
文
書
と
し
て
の
形
態
か
ら
考
え
る
と、
A
文
書
は
御
対
面
所
切
符
次
第
の

外
題
お
よ
び
天
文一
四
年
の
年
号
が
付
さ
れ、
ま
た
文
書
末
に
は
中
司
権
大
宮
司

外
二
名
の
連
署
を
持
ち一
応
文
書
と
し
て
の
形
態
を
保っ
てい
る。

と
こ
ろ
が
B
の
文
書
は 、
御
対
面
所
切
符
次
第
の
題
名
は
持
つ
も
の
の、
年
号

や
文
書
末
の
連
署
は
持っ
て
い
な
い 。
こ
の
た
め
B
文
書
は
察
す
る
と
こ
ろ 、
A

文
書
の
起
案
の
際
の
草
稿
か 、
も
し
く
は
写
し
が
他
の
A
や
C
の
文
書
と
混
り
合

っ
て
天
保
以
前
の
書
写
の
際 、
一
文
書
と
し
て
取
扱
わ
れ
あ
た
か
も
あ
る
時
期
の

独
立
し
た
文
書
の
様
相
を
呈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
うか
と
思
わ
れ
る。

B
に
お
け
る
注
文
料
木
は 、
A
の
料
木
の
約
半
分
で
こ
の
分
量
の
み
で
は 、
A

に
見
ら
れ
る
規
模
の
家
屋
は
到
底
構
築
で
き
ない 。



第1 7圏 第一棟以前の遺構状況 (庭園部 と 家屋柱穴跡)
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A . B ・ C の三つの文書の主要部分比較表

記号 文 書 名 ( 外題 ) 冒 頭 の 地 区 わ り 文書末尾の 記載部分 年 月 日

南坂梨五十町 ・ 大山五町 以上 天文十四年 乙 巴 十 月 廿 日 !
紗四町 ・ 外二丹田 水六町 中司 権大宮司能憲花押

A 御対面所切符次第
六反参分 中司三太夫 宗 豊 岡

中司 九 祝経治 同

南坂梨五十町 ・ 浄土寺五町 な し 記 載 な し

御対面所切符次第
秒四町合而六十四町之内

B 
丹田 水六町六反別昏二

書分相浅五十七町四段之分

矢 部 小関江片手被仰付 以上 天文廿一年 壬子 九 月 吉 日

御対面所小閥仁片 天文廿一年九 月 吉 日
C 手被仰付切符之次第 中司権大宮 司能憲花押

中司二大夫 宗 豊 岡

中司 八 祝 経 治 同

第 1 表

各文書におけ る料木の比較表

記号 料 木 の 規 格 ( 冒頭 ) 自庸 考

っ き ノ 木 各部落へ の

A 1. 柱方六寸 、 長サー丈 四尺、 数三本 注文柱数

1. 扉柱方五寸、 長 サー丈二尺五寸 、 数五本 合計21本

1. 柱方六寸 、 長 さ 一文四尺、 数二本 各部落へ の
B 注文柱数

1. ひ さ し 柱方五す 、 長 さ ー 丈二尺、 数三本 合計12本

1. 柱方六寸、 長 さ ー丈四尺、 数 八本 注文柱数
C 

合計 8 本1. 縁の 柱方五寸、 長 さ ー丈二尺、 数十本

例 え ば各部落へ注文 し た 柱の数 を 各文書 ご と に 合計 し 比較す る と 、
A ( 21本 ) : B + C ( 20本 ) と な り ほ ぼ同数 に近 く な る 。
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第 2 表
C
の
文
書
は
矢
部
御
対
面
所
小
園
仁
片
手
被
仰
付
切
符
之
次
第」
と
題
名が
付

き、
先
の
A
・
B
の
文
書
で
は
単
に
「
御
対
面
所
切
符
次
第」
と
なっ
てい
た
の

が 、
こ
こ
で
は
じ
め
て
矢
部
御
対
面
所
と
はっ
き
り
場
所
が
明
示
さ
れ
て
い
る。

割
宛
対
象
地
区
は
題
に
記
載
が
あ
る
と
お
り 、
小
国に
対
し
て
の
注
文
の
み
で 、

料
木
の
項
目
は
四一
項
目
か
ら
なっ
て
い
る。

文
書
の
末
端
は「
以
上」
と
なっ
て
お
り 、
天
文
廿一
年
壬
子
九
月
吉
日
と
あ
り 、

中
司
権
大
宮
司
能
憲
外
二
名
の
連
著
が
見
ら
れ 、
こ
の
文
書
も一
応
ま
と
まっ
た

一
個
の
文
書
の
形
態
を
とっ
て
い
る。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
書
も
B
と
同
様
こ
の
文

書
に
記
載
さ
れ
た
料
木
の
み
で
の
家
屋
の
構
築
は
不
自
然
で
あ
り 、
到
底A
の
料



木
の
半
分
に
し
か
満
た
ない 。
こ
の
た
め
こ
の
文
書
も
小
国
の
分
の
み
残
し
て、

他
は
散
逸
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る。

ま
た 、
項
目
に
あ
る
「:・
小
国
仁
片
手
被
仰
付:・」
と
い
う
文
言
を
吟
味
す
る

と、
他
地
区
に
仰
付
け
た
料
木
注
文
の
内
の
片
手
(
あ
る
部
分)
を
小
国
に
仰
付

け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
に
取
れ
る。
こ

の
意
味
に
文
意
を
と
る
と、
小
国
の
外
に

他
地
区
に
仰
付
け
ら
れ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で 、
こ

の
事
実
を
精
査
す

べ
く
A
・
B-
C
の
三
通
の
文
書
に
記
載
さ
れ
た
各
部
落 、
グ
ル
ー
プへ
割
宛
注

文
し
た
料
木
の
合
計
数
の
別
紙一
覧
表
を
作
成し
て
み
た の

こ
の一
覧
表
に
現
わ
れ
た
主
要
用
木
の
各
地
区
割
宛
数
量
を
合
計
す
る
と、
対

面
所
を
建
築
す
る
た
め
の
料
木
の
総
量
が
で
て
く
る
の
で
A
の
文
書
に
つ
い
て
各

料
木
の
総
計
を
出
し
て
み
た 。
A
の
文
書
は
先
に
も
述べ
た
よ
う
に、
文
字
の
頭

初
の
外
題 、
文
末
の
三
名
の
中
司
の
連
著
等一
応
文
書
と
し
て
の
形
態
を
とっ
て

お
り 、
欠
落
部
分
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

A
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
料
木
の
数
量

を
阿
蘇社
対
面
所
の
必
要
用
材
と
仮
定
し
た 。
正
確
な
設
計
図
を
引い
た
訳
で
は

な
い
が 、
概
算
す
る
とこ
こ
に
注
文
さ
れ
た
用
材
で
充
分一
家
屋
の
建
築
は
可
能

だ
か
ら
で
あ
る。

A
文
書
の
用
材
量
に
よっ
て
構
築
さ
れ
る
対
面
所
と、
B-
C
文
書
の
対
面
所

と
そ
の
規
模
上
仮
に
差
異
が
あっ
た
と
し
て
も 、
用
材
の
数
量
の
差
異
は
更
に
そ

れ
を
上
回
る
現
象
を
さ
し
示
し
て
い
る。

各
文
書
に
現
わ
れ
た
立
柱
の
数
量
は 、
A
文
書
が
二一
本 、
B
文
書
が一
二
本 、

C
文
書
が
八
本
と
なっ
て
お
り 、
A
の
二一
本
と
C
の
八
と
で
は
あ
ま
り
に
差
異

一
間
×
三
間
程

が
大き
過 、ぎ
る。
C
の
立
住
八
本
で
は
二
間
×
二
聞
の
建
物
が 、

度
の
家
屋
し
か
想
定
でき
ず 、
は
た
し
て
阿蘇
氏
の
対
面
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

規
模
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る。

ま
た 、
こ
の
庇
柱
の
寸
法
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と、
A
文
書
で
高
五
寸 、

長
さ一
丈
二
尺
五
寸
で
あ
る
が
B
・
C
両
文
書
は
方
五
寸 、
長
さ一
丈
二
尺
と
な

っ
て
お
り 、
B
と
C
文
書
は
規
格
が
同一
と
なっ
てい
る。
ま
た
梁
に
つい
て
も

A
文
書
の
規
格
で
は 、
厚
さ
七
寸 、
高
さ
八
寸 、
長
さ
六
尋
三
尺
五
分
と
なっ
て

い
る
が
B
・
C
文
書
で
は
厚
さ
七
寸 、
高
さ
八
寸 、
長
さ
六
尋
四
尺
五
寸
と
なっ

て
お
り
A
文
書
と
B
・
C
文
書
と
の
聞
に
は
約一
尺
の
差
異
が
あ
る。

こ
の
事
実か
ら 、
B
文
書
と
C
文
書
と
の
聞
に
は
E
に
共
通
点
が
多
く 、
何
ら

か
の
関
係が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。
さ
ら
に
B
・
C
両
文
書
の
主
要
な
各
料
木

を
そ
れ
ぞ
れ
合
計
す
る
と、
A
文
書
用
材
数
量
分
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る。
こ
の
事

実か
ら
推
察
す
る
と、
B
文
書
に
場
所
の
記
載
は
ない
が 、
C
文
書
と
同
じ
く
矢

部
の
御
対
面
所
切
符
次
第
の一
部
分
で
あ
る
こ
と
は
間
違い
ない 。
こ
の
こ
と
は

C
文
書
の
「
矢
部
御
対
面
所
小
園
仁
片
手
被
仰
付
切
符
之
次
第」
の
小
国
仁
片
手

仰
付
の
文
言
で
も
知
るこ
と
が
でき
る。
矢
部
の
対
面
所
建
築
の
際
の
必
要
用
材

の
総
量
の
片
手
を
小
国へ
仰
付
け
た
の
で
あっ
て、
別
の
片
手
は
他
に
存
在
す
る

こ
と
に
な
り 、
それ
が
B
文
書
の
御
対
面
所
切
符
次
第
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。
っ

B
C
文
書
は
矢
部
対
面
所
(
浜
の
館)
用
材
注
文
と
し
て
同一
文
書
で
あ

巧iqJ

 

宇品
灼ノ 、

っ
た
も
の
が
伝
来
の
途
中
で
二
つ
に
分
割
さ

れ
た
も
の
で
あ
る。
ま
た 、
A
文
書

は
本
来
独
立
し
てい
た
も
の
で 、
や
は
り
阿
蘇
社
対
面
所
造
営
の
際
の
文
書
で
あ

ろ
う 。
A
文
書
と
C
文
書
と
の
記
銘
年
代
は
七
年
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
同
じ
対
面

所
の
造
営
時
の
文
書
と
は
考え
ら
れ
ない
か
ら
で
あ
る。

(
桑
原
憲
彰)



B 文 書 ( 御対面所切符次第 ) C 文 書 ( 矢 部御対面所 )

仮
使 用 単位 ( 丈 ・ 尋 ・ 尺 ・ 寸 ・ 分 ) 南 上 北 阿 古 手 竹 湯 合 小 B+C 

番 注 文 用 材 名 坂 i皮 坂 蘇 字 備 考
亨ロ7 用 材 規 格 梨 野 梨 品 津 野 原 j甫 計 図 合 計
l 柱 方六寸 長 さ ー丈 四尺 2 2 1  2 2 1  2 2 12 1 8 20 

2 ひ さ し 桂 方五寸 長 さ ー丈二尺 3 3 1  3 3 1  3 3 18 1 10 28 ひ さ
予
し
定
柱は縁の柱!- I百1

3 合 掌 口七寸 長 さ 五 ひ ろ 三尺 2 1 1 1 1 1 1 2 8 1 8  16 

4 か い 物 口 六寸 長 さ 囚 ひ ろ 四尺 1 1 1 1 1 1 4 1  2 6 

5 梁 あ っ き 七寸 高 さ J\寸 長 き 六尋四尺五寸 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1  4 10 

6 ぬ き 高 き 五寸 厚 さ 二寸 五分 長 さ 四尋五寸 3 1  2 1 1 3  2 1 3  3 1 3 32 20 1 í2 

7 ゑ ん の 抜 高 さ 四寸 厚 さ 二寸 長 さ 四 い ろ 五寸 2 2 1  2 1 1 2  2 1 2 13 1 ! 20 
7 

8 さ す か も い 高 さ 五寸 五分 厚 き 四寸五分 長 さ 八円 2 丁 丁 2 丁 3 1 3 16 丁 24 2 1 2 2 8 
9 大 床 方六寸 長 さ 四 ひ ろ 五寸 1 1 1 l 1 1 1 5 1 2  7 

10 小かへ板 ひ ろ さ ー尺二寸 庫 さ 八分 長 さ 六尺五寸 7 7 1  7 7 1  7 7 42 16 58 

1 1 登 居 そ り の か た 九寸 お の か た 六 1 1 1 1 1 1 1 1 1 7 1  2 9 
寸 厚 さ 五寸 長 さ い ろ

12 

13 な げ し 方五寸 長 さ 四尋五寸 l 1 1 1 1 1 1 2 7 1  5 12 一士四尺( 阿 ) 肱 本 ( 上 )

14 な げ し 方五寸 長 さ 一大四尺 2 3 3 1 3  3 14 1 5 19 か ゃあ い の 木(北坂 )

15 ゑ ん の な げ し 方四寸 長 さ 四尋五す 1 1 1 1 1 1 1 2 7 1 3  10 三 ま い

16 

17 角 木 む な の か た 高 さ 九す 尾 の か l 1 2 1  2 4 板間の板た 六寸 あ j掌 さ 五寸

18 37 

19 肱 木 方五寸 長 さ 三尺五寸 3 1  2 3 1  3 3 1  3 3 1 3  23 14 15 

20 肱木の桁 方五寸 長 さ 四尋五す 5 1 1 1 1 1 1 1 10 1 5 15 
小国 の 分 は 長 さ 3 尋
と な っ て い る 。

21 

22 縁の 大床 方四寸五分 長 さ 七尺五寸 2 2 1  2 2 1  2 2 12 8 20 

23 

24 

25 な る 木
あ っ き 一寸 む な

三
の
寸

か た 悶寸 16 16 16 16 16 1 16 96 50 149 さ す 鴨居(北坂 ) 指鴨居(上)五 分 台 の か た 一 五 分

26 う ら がわ の 板 厚 さ 一寸五分 贋 さ 四寸 長 さ 四尋 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 9 1 � 14 
5 

27 う だ っ ぬ き 厚 さ ー寸八分 長 さ 囚尋ー尺 廃 さ 四寸 2 2 1 2  2 1  2 2 12  15  3 

28 垂木の う ら 板 あ っ き 六分 虞 さ ー尺二寸 長 さ 七尺五寸 5 1 1 5 1  5 5 1  5 5 31 30 61 

29 板居の 木 方四す 長 さ 四尋五寸 l 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 3  9 
30 同板居 の 木 方 四 寸 長 さ ー丈四尺五寸 2 1 1 1 2 1  1 1 1 2  10 4 14 あ っ き 三す ー丈五寸

31 ゑ ん の板居 方三寸 長 さ 四尋五寸 3 1  2 3 1 3  3 1  3 3 20 1 1 21 垂木

32 

口百円d



第 3 表 A ・ B ・ C 三文 書に おけ る料木用材注文表

仮

番 注文 用 材 名

号

l 柱
2 屍 柱

3 合 掌

4 か い 物

5 梁
6 抜

7 抜

8 さ す か も ひ

9 大 床

10 抜 あ ひ の板

1 1 萱 居

12 茅 悶 之 木

13 な げ し

14 な け し

15 縁 の な け し

16 岡 な げ し

17 屯 み 木

18 縁の抜晶 ひの板

19 ひ ち 木

20 こ 見 け た

21 こ み け た

22 縁 の 大床

23 縁 の 抜

24 同 抜

251 t;: る 木

26 う ら か は の木

27 う た っ柱のぬ き

28 た る 木の う ら 板

29 い た ゐ の 木

30 岡 いた ゐの 木

1 31 縁の い た ゐ

32 同縁の 桜井

A 文 書 ( 外題 ・ 御 対面所切符次 第 )

使用単位 (大 ・ 尋 ・ 尺 ・ 寸 ・ 分) 震製グ 上

Jレ i皮
用 材 規 格 与 野

方六寸 ・ 長 さ ー 丈四尺 3 1 1 

方五寸 ・ 長 さ ー 丈二尺五寸 5 1 1 

口 七 寸 ・ 長 さ 五 い 3 二尺 2 

口 六寸 ・ 長 さ 四尋四尺 l 

あ っ き 七寸 ・ 高 き J\寸 ・ 長 さ 六尋三尺五寸 1 

高 さ 五寸 ・ あ っ き 二寸 五分 ・ 長 さ 四尋五寸 3 1 1 

高 さ 五寸 ・ 厚 さ 二寸五分 ・ 長 さ 一大四尺 2 

高 さ 五寸 五 分 厚 き 四 寸 五 分
長 さ 八 尺 五 寸 3 

方六寸 ・ 長 さ 四尋 五寸 1 

ひろ さ ー大二寸 ・ 厚 さ 八分 ・ 長 さ 六尺五寸 6 

厚
そ り

さ 六
の

寸
方 九

・
寸
長 さ

・
四
を の

尋
方
四

高
尺 五

さ 六
寸 ， 且

方五寸 ・ 長 さ 一大四尺五寸 1 

方五寸 ・ 長 さ 四尋 五寸 2 

方五寸 ・ 長 さ 一大 四尺 2 

方四寸 ・ 長 さ 四尋 五寸 2 

方四す ・ 長 さ 一大四尺五寸 1 

六む寸なの・ー昼か2た 高担さ辻九寸三量・ 尾主三の玄か四たN2
贋 さ ー尺二寸 ・ あ っ き 八分長 さ 六尺五寸 5 

方五寸 ・ 長 さ 一大一尺 2 

方 五 寸 ・ 長 さ 四尋ー尺 1 

方五寸 ・ 長 さ 三尋 1 

方五寸 ・ 長 さ 八尺 5 

北 古 赤 野 阿 手 井 上 湯

坂 宇 丹 蘇 竹

梨 j掌 田 中 品 野 手 原 浦

2 1  1 1 1 2  2 1  2 2 1 3 2 

。 。 。 。 。
1 1 2  2 1 3 3 1 3 3 1  3 3 

1 1 1 1 1 1 2 1  2 2 1  2 2 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

l、申 1 1 1 
l、申 1 1 1 箇 箇 1

1 1 1 1 1 2  2 1  2 2 2 

1 2 1 1 2 1 3  2 

ちょう ちょう ちょう
2 1 2  2 1 2 3 1 2  2 1  3 3 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

3 1 3  4 1 4  5 1 4  4 1 4  

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 2 1  2 1 1 2 1 2  

1 1 2  2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 

1 1 1 

1 1 2  3 1  3 3 1 2  3 1  3 

1 1 1 1 1 1 4 1  1 1 1 1 1 1 

1 1 3 1 1 1 1 1 

l 1 2 1 1 1 1 1 

3 1 3  3 1 3  3 1  3 3 1  3 1  3 

高 さ 四寸 ・ あ っ き 二寸 ・ 長 さ 四尋五寸 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

高 さ 凹寸 ・ あ っ き 二寸 ・ 長 さ 一大四尺五寸 3 1 2 1  2 2 1 2  2 1  2 

厚 さ 三寸 ・ む な の かた 四寸五分 ・ 尾の 方 20 15 1 15 15 1 16 16 1 16 16 1 16 16 

あ っ き ー寸五分 ・ ひ ろ さ 囲寸 ・ 長 さ 囚尋 3 1 1 1 1 1 1 2 1  1 1 1 2 121 
厚 き 一寸 五分 ・ 贋 さ 四寸 ・ 長 さ 四尋 3 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 

厚 さ 六分 ・ 粛 さ ー尺二寸 ・ 長 さ ヒ尺五寸 8 6 1 6  5 1  6 6 1  6 6 1 6 1 6  

方四寸 ・ 長 さ 四尋 五寸 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

方四寸 ・ 長 さ 一大四尺五寸 3 2 1 1 2 1  2 2 1  2 2 1  1 1 2  

方三寸 ・ 長 さ 四尋五す 3 1 1  1 1 1 1 1 1 2 1 2  1 1 2 1 2  

方 三 寸 ・ 長 さ ー丈 凶 尺 丘寸 4 2 1 2  2 1 2 1 1  2 3 1 3  3 

- 39 一

料
材

f緒 考d口h 
言十

21 

29 ひ ひ き u主 と あ る も の
16 

8 
10 

17 

13 

24 

9 

31 

8 
9 

15 

13 

11 

5 

4 す み ぎ

25 

14 

8 
8 
32 

12 

16 

16 1 

16 

12 

61 

10 

19 

17 

24 



B 文 書 ( !卸対面所切符次第 )

仮
使 用 単 位 ( 丈 ・ 尋 ・ 尺 ・ 寸 ・ 分) 南 上 北 阿 古 手 竹 湯

番 注文 用 材 名 坂 j皮 坂 蘇 字

号 用 材 規 絡 梨 野 梨 品 i幸 野 原 j甫

33 志、 ゆ 木 口 五す 長 さ 六尋 四 尺 1 l 

34 

35 

36 昭島 居 厚 さ 三寸 廃 さ 六寸 長 さ 六尺五寸 4 4 1  4 2 1  4 4 1  4 

37 

38 か す が い う っ た で 四寸 折 内 七 寸 か 1 1 す がい の せ い 厚 さ 五 分腐 六分

39 け た付かやいの釘 長 さ 六寸 25 33 1 33 25 1 35 35 35 

40 

41 う ら がわ の 釘 長 さ 二寸 50 50 1 50 切 切 50 

42 

43 板居 の く ぎ 長 さ 三寸 40 40 40 切 40 40 40 

44 な げ し く ぎ 長 さ 三 寸 五 分 2日 20 1 20 20 1 20 20 

45 ゑ ん の な げ U T 長 さ ( 三 寸 ) 6 6 1  6 3 1 6  6 

46 釘 長 さ 一寸 五 分 2ω 加 古田 耳目 2∞ 2ω 

柱 寄 方五寸 長 さ 六 尺 ( 五寸 ) 2 1 1 1 l 

ふ き 板 厚 さ 六分 廃 さ }尺二寸 長 さ 六尺五寸
枚 枚 枚 枚 枚

3 3 1  3 3 1 3 3 

板 厚 さ 八分 虞 さ ー尺 長 さ 六尺
枚 枚 枚 枚 枚

3 3 1  3 3 1 3  3 

垂 木 釘 長 さ 三寸 五分 40 40 40 (4日 40 40 50 

う だ っ 板 方五寸 長 さ ー丈 l 3 1  3 

っ か 往 方五寸 長 さ ー丈一尺 2 l 

主Ifし く ぎ ( 6 .t ) 2 

小釘 ( 6 、n 50 

同 け た プ'JIi.寸 長 さ 三尋 1 1 1 l 1 

け た 四 寸 五 分 長 さ 問尋ー尺 1 1 1 1 
つ ま け た 口 四寸 五分 長 さ 三尋三尺 2 1  2 

む 舗の 木 口 四寸 長 さ 四尋ー尺 2 

縁の小かへ板 庚 さ ー尺二寸 厚 き 八分 量 さ 六尺五 ー

同 か ゃ い の 木 高 さ 六寸 厚 さ 五寸 長 さ 四尋ー尺

お も け た 口 四 寸 五分 長 さ 四尋一尺

書士 居

- 40 一

合 小

計 国
2 1 2 

26 
』
7 

2 1  2 

221 60 

3∞ 100 

� ω 
120 40 

33 11 

1.ω。

5 1 2 

18 

18 

ぉ。 IDO 
7 1  2 

7 

2 

50 

4 

3 
4 

2 1 1 

10 

1 

3 

J 
7 

C 文 詩 ( 矢 部御対面所)

BtC 
{椅 考

合 2
4 込桁 ( 上 ) ( 湯 )

33 

4 板井の 本 ( 古 ) 板居の 木 ( 上 )

281 

400 

350 

160 

44 

7 

18 

18 

350 

敷 居 鴨 居之( 阿
板

) 
虞 さ ー 尺 ( 上 波 )

三枚

縁之板 井 ( 上波) 板居(上 )

9 方五寸 長 さ 三尋

3 

2 

50 

4 

3 ( 上波 )

4 

3 

10 縁の 小巾 I 板 と 同 じ 分

l 

3 

7 



A 文 書 ( 外 題 ・ 御 対 面 所 切 符 次 第 )

仮
使 用 単位 ( 丈 ・ 尋 ・ 尺 ・ 寸 ・ 分) 要撃 波上 北 古 赤 里子 阿 手 井 上 湯 料材

番 注文 用 材 名 坂 字 丹 霊草 竹 倫 考
用 材 規 格

3レ d言口h 十
号 与 野 梨 津 田 中 品 野 手 原 j甫

33 志 ゆ 木 ロ 五寸 長 さ 六尋四尺 l 1 1 1 1 1 1 4 

34 長 木 口 四寸 長 さ 四尋ー尺 2 3 1  3 3 1 3 3 1 2 3 1 2 2 26 

35 木取 な け し 方四寸 長 さ 四尋五寸 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

36 志 き か も ひ あっ き 三寸二分 ひ ろ さ 六寸 長 さ 六尺五寸 6 ① 4 1 4  4 1 4  4 1 5  4 1 4  4 43 が
上波

5 寸
野の

5 分
分

と
につ い て

い
は寸

る 。
法在 っ て

37 福 き 板 ひ ろ さ ー尺 あ っ き 八分 長 さ 六尺五寸 5 1 1 1 1 1 2 2 1 2 2 1 2 2 20 

38 か す が い う っ た て 四寸 折内七寸 l 1 1 1 1 4 

39 けた付茅 品 ひの釘 長 さ 六寸 28 20 1 20 20 1 24 23 1 23 24 1 24 M 230 

40 聞 か や井の釘 長 さ 四寸 26 15 1 15 15 1 23 23 23 23 1 23 23 209 

41 裏 か は の 釘 長 さ 二寸 43 20 20 1 20 33 33 33 33 33 33 301 

42 た る き 裏板の く き 長 さ 一寸 五 分 加。 130 1001 130 150 150 150 ISl 150 ISl Mω 
43 板井の釘 長 さ 三寸 100 65 65 1 65 68 68 68 68 68 68 703 

44 な け し の 釘 長 さ 三寸 五 分 10 1 2 6 1 6  6 1 6 7 1 6 6 1 6 6 67 

45 縁 の な け し の釘 長 さ 三寸 10 5 1  5 5 1 6  6 6 1 6 ⑫ 72 湯浦の23は 6 では な い か ?自由
46 往 ょ せ の く き 長 さ 一寸 五 分 50 20 20 1 20 23 25 n 23 23 23 240 

47 裏板の釘 長 さ 二寸 五 分

48 縁 の 桁 た か さ 四寸 あっ き 二寸 長 喜 一尋四尺五寸 1 1 1 2 

49 う た っ柱の くき あっ き 一寸五分 ひ ろ さ 四寸 長 さ 囚尋五寸 1 1 

50 桁 高 さ 五寸 晶 っ き 二寸五分 長 さ 四尺 1 1 2 ② 5 上竹原の 2 は寸法遣い か ?

51 桁 あ い の板 ひ ろ さ ー尺二寸 品 っ き 八分 長 さ 六尺五寸 3 3 

52 縁の桁 あ ひの板 ひ ろ さ ー尺三寸 あ っ き ^骨 量 き 六尺五寸 2 2 

( 活字 の 都合で変体仮 名 は仮名 に 改 め た 。 ま た 、 備 考欄 内 の ( ) は 地区名 で あ る 。 )

I I I I I I I I I I I I I I 
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一一
、

庭

園

付
発見の
動
機

第一
棟
の
礎
石
群
の
撤
去
の
後 、
更
に
落
ち
込
み
の
有
無
を
探
るべ
く
床
面
の

削
平
を
実
施
し
て
い
た
際 、
西
側
入
口
部
分
の
礎
石
横
に、
南
か
ら
北へ
走
る、
小

列
石
群
の
存
在
を
確
認
し
た 。
こ
の
た
め 、
こ
の
小
列
石
群
の
周
囲
を
掘
り
拡
め

た
と
こ
ろ
石
の
埋
没
部
分
は
更
に
ひ
ろ
が
り 、
ま
た
こ
の
列
石
を
境
に
し
て
西
側

一
帯
に
多
量
の
焼
土 、
木
炭
粒 、
灰
等
が
混
入
し
て
い
る
大
規
模
な
落
込
み
部
分

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た 。
こ
の一
帯
の
地
山
は
明
るい
黄
色
土
で
落
ち
こ

み
は
判
然
と
し
て
い
る
た
め 、
こ
の
落
ち
込
み
の
拡
が
り
を
追
跡
す
る
と
同
時
に

落
ち
込
ん
で
い
る
焼
土
類
の
排
土
に
着
手
し
た 。

。
出土し
た
庭園の
現況と
規
模

庭
園
部
が
発
見
さ
れ
た
場
所
は 、
旧
運
動
場
の
北
西
部
分
に
あ
た
り 、
旧
木
造
校

舎
(
定
時
制
校
舎)の
あっ
た
斜
面
を
利
用
し
て
造
園
さ
れ
て
い
た 。

丘
陵
の
末
端
の
斜
面
の
諸々
に
庭
石
を
配
し 、
緩
斜
面
が
平
坦
部
に
移
る
部
分

に
泉
水
を
掘
り 、
北
側
崖
下
の
湧
水
を
引い
た
小
規
模
の
庭
園
で
あ
る。

発
掘
終
了
後 、
庭
園の
規
模
を
ほ
ぼ
掴
む
こ
と
が
でき
た
が 、
当
庭
園
が
浜
の

館
終
罵
時
の
遺
構
で
な
く
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
り 、
更
に
そ
の
後 、
畑
地 、
水

田 、
宅
地 、
校
地
と
幾
多
の
変
遷
を
経
て
い
る
た
め
保
存
状
況
は
良
好
と
はい
え

ず 、
泉
水
の
東
側
の一
部 、
・お
よ
び
北
側
の
汀
線
部
分が
僅
か
に
残
存
し
て
い
る

程
度
で
あっ
た 。
大
型
の
庭
石
も
元
位
置
を
保っ
て
い
る
も
の
は
少
な
く 、
開
田

の
際 、
邪
鹿
に
なっ
た
た
め
か 、
地
山
に
穴
を
掘
り
埋
め
込
ま
れ
た
り 、
倒
さ
れ

た
り
し
て
い
る
も
の
が
多
かっ
た 。

し
か
し
な
が
ら
泉
水
自
体
が
地
山
深
く
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と 、
建
物
等
の

敷
地
と
な
り
に
くい
山
の
斜
面
部に
近い
場
所
に
存
在
し
た
こ
と

等
が
幸い
し

そ
の一
部
が
現
存
し
て
い
た
こ
と
は
幸
運
で
あっ
た 。

た
だ 、
東
側
の一
部
と
南
側一
帯
は
平
坦
部
分
が
多
く 、
建
物
の
敷
地
とし
て

何
度
も
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
破
壊
の
度
合が
激
し
く 、
泉
水
の
汀
線
の
痕
跡
も

認
め
ら
れ
ず

完
全

に
哩
滅
し
て
い
た 。

さ
て 、
発
見
さ
れ
た
庭
園
の
規
模
は
ど
の
程
度
の
も
の
だっ
た
の
で
あ
ろ
うか 。

普
通
庭
園
の
場
合
地
続き
の
裏
山
等
を
借
景
と
し
て
庭
園の一
部
と
み
な
す
場
合

が
多い
の
で 、
庭
園
の
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い 。
し
か
し
こ
の
庭

園
の
場
合
先
に
も
述べ
た
よ
う
に、
山
の
斜
面
と
そ
の
末
端
に
泉
水
を
掘っ
た
比

較
的
面
積
も
狭い
小
規
模
な
庭
園
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
室
町
期
の
館
等に
付

属
す
る
庭
園
は
比
較
的
小
規
模
な
も
の
が
多
い
が 、
こ
れ
は一
般
的
風
潮
の
よ
う

に
思
わ
れ
る。
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泉
水
の
大き
さ
は
東
西
に一
一
m
七
Om 、
南
北
は
南
側
部
分
汀
線
が
消
滅
し

て
い
た
た
め
実
数
は
不
明
で
あ
る
が 、
推
定
で
は
約
二ハ
m
程
度
深
さ
は
当
時の

地
表
面
か
ら
約
五
Om
程
度
の
泉
水
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
泉
水
の
北
側に
は

長
さ
三
m
深
さ
三
Om
程
度
の
構
状
の
窪
み
が
あ
る
の
で
こ
こ
が
崖
下
の
湯
水の

引
い
てき
た
水
の
取
入
口
で
あっ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る。
排
水
口
は
南
側
に
存
在

し
た
ら
し
く
そ
の
南
側
に
東
西
に
設
定
し
た
掘
溝
坑
の
中
央
部
に
北
か
ら
南に
走

る
溝 、
お
よ
び
溝
に
付
属
す
る
と
思
わ
れ
る
切
石
片
が
確
認
さ
れ
てい
る
の
で
こ

れ
が
泉
水
の
排
水
溝
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
排
水
溝
は
館
前
面
を
東か
ら
西へ

走
る
濠へ
流
れ
こ
ん
でい
た
の
で
あ
ろ
う 。

泉
水
部
は 、
地
山
の
黄
色
土
を
深
さ
五
O
叩
程
度
に
掘
り
下
げ
そ
の
周
辺
部に

連
続
し
て
や
や
小
ぷ
り
の
石
を
配
し
て
汀
線
部
を
形
成し
て
い
る。
こ
の
汀
線
部

の
保
存
状
況
が
き
わ
め
て
良
好
な
箇
所
は
東
汀
線
の一
部
で
あ
る。
構
築
方
法
は



安
定
性
の
あ
る
亀
甲
状
の
石
を
池
底
部
に
伏
せ
そ
の
上
に
石
を
立
て
隣
の
石
と
の

間
隙
を
少
く
し
て
漆
喰
状
の
白
粘
土
で
一
部
目
詰
め
が
施
さ
れ
て
い
たr

も
の
と
考
え
ら
れ
る。
ま
た、
泉
水
の
北
側
の
汀
線
部
と
北
側
列
石
と
の
聞
に
は

山
砂
が
二
m
程
度
の
厚
さ
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
が
浜
砂
利
を
意
味
す
る
も
の

汀
線
部
の
構
築
状
況
は
第
包
図
の
二
の
と
お
り
で
あ
る。
東
側
汀
線
部
の
外

は
す
ぐ
近
く
ま
で
家
屋
が
せ
まっ
て
い
た
と
見
え
黄
色
の
地
山
が
続
き
庭
石
等
の

で
あ
ろ
う
か。

散
乱
は
一
片
も
見
ら
れ
な
かっ
た。
こ
の
東
側
の
汀
線
を
形
成
す
る
列
石
は、
中

調
査
最
終
日
に
二
一
点
に
も
の
ぼ
る
阿
蘇
家
の
宝
物
を
出
土
し
た
落
ち
込
み
も

こ
の
泉
水
北
側
の
畔
の
部
分
に
存
在
し、
ま
た
泉
水
の
周
辺
部
分
に
は
大
小
さ
ま

ざ
ま
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
た
が、
こ
れ
ら
は
穴
の
底
の
部
分
が
不
定
形
と
な

途
で
汀
線
と
分
か
れ
北ヘ
五
m
ほ
ど
延
び
こ
の
部
分
か
ら
西へ
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が

り、
や
や
粗
に
な
り
な
が
ら
続
き
北
側
の
仕
切
り
と
なっ
て
い
る。
こ
の
列
石
の

外
側
に
も
や
は
り
関
連
す
る
庭
石
片
の
散
乱
は
見
ら
れ
な
い
の
で、
こ
の
L
字
形

を
な
す
列
石
は
や
は
り
家
屋
部
と
庭
園
を
隔
す
る
一
種
の
仕
切
り
の
役
目
を
持
つ

庭園部石組の状況第19図

っ
て
い
る
の
で
樹
根
の
跡
と
思
わ
れ
る。
・お
そ
ら
く
泉
水
周
辺
に
は
緑
な
す
松
の

大
木
等
が
枝
を
は
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

泉水の北側汀線部

庭園部 と 家屋部の境界石列

東方 よ り 見 た庭 園 の 一部
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日
庭
園
の
石
材
と
石
組

庭
園
を
形
成
す
る
石
材
は
種
々
の
石
が
混
り
合っ
て
お
り
一
定
で
は
な
い。
大

き
さ
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が、
全
般
的
に
見
る
と
汀
線
を
形
成
す
る
石
は
小

さ
く、
庭
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
よ
う
な
石
は
少
ない。

庭
石
に
使
用
す
る
目
的
で
集
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
型
の
石
は
七
個
程
し

か
存
在
し
な
い
が、
こ
の
程
度
の
石
材
で
は
庭
園
を
構
成
す
る
に
は
柳
か
数
が
少

な
く、
後
世
持
去
ら
れ
た
も
の
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る。
現
存
す
る

こ
れ
ら
の
大
型
の
石
は
作
庭
の
際
の
造
園
者
の
石
の
見
立
て
と
そ
の
配
置
に
よ
り

石
の
価
値
が
左
右
さ
れ
る
と
は
い
う
も
の
の
全
般
的
に
面
白
味
が
小
な
く
庭
石
と

し
て
第一
級
の
も
の
と
は
い
え
な
い。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
や
は

り、
現
存
す
る
石
は
取
り
残
し
と
見
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う。
小
型
の
石
は、
す

ぐ
横
の
轟
川
よ
り
採
集
し
て
来
た
と
思
わ
れ
る
角
の
と
れ
た
い
わ
ゆ
る
川
石
(
安

山
岩)
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
多
く、
こ
れ
も
庭
石
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
ろ
う。

庭
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
大
型
の
石
に
つ
い
て
は、
便
宜
上
番
号
を
付
し
矢
部

在
住
の
鉱
山
技
師
藤
森
忠
二
氏
(
七
O
才)
に
調
査
を
お
願い
し
た。
そ
の
結
果

を
組
め
た
の
が
第
4
表
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
庭
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
岩
石
は
安
山
岩
質
の
付
近
に
見
られ
る

一
般
的
な
石
で
奇
岩
珍
石
と
いっ
た
類
の
も
の
で
は
ない。し
か
し恥
7
か
ら
恥
9

ま
で
の
庭
石
は塩配
で
あ
る。
珪
石
に
は
青
珪
石
と
赤
珪
石
と
が
あ
り、
赤
珪
石

は
一
般
に
丹
波
石
と
呼
ば
れ
て
い
る。こ
の
庭
園
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
青
珪

石
で
こ
の
付
近
で
の
産
地
は
清
和
村
と
矢
部
町
の
内
大
臣
(
樟
留)
の
二
系
統
が

あ
る。
共
に
矢
部
浜
町
か
ら
は
相
当
の
距
離
が
あ
り
多
大
の
労
力
を
費
し
て
こ
こ

ま
で
運
ん
だ
も
の
で、
庭
石
の
目
的
を
持っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い。
こ
れ
ら
の
庭
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
巨
石
は、
現
存
す
る
も
の
よ
り
失
な
わ

れ
た
分
量
の
方
が
多
い
と
思
わ
れ 、
ま
た
現
存
す
る
庭
石
は
ほ
と
ん
ど
原
位
置
を

移
動
し
てい
る
の
で
正
確
な
石
組
の
復
元
は
不
可
能と
思
われ
る。
特
に
立
て
石
が

倒
さ
れ
てい
る
状
況
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る。

し
か
し、
恥
1
と
恥
7
の
石
組
は
原
形
を
保っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る。
恥
ー

の
庭
石
は
長
軸
が
一
三
七
m 、短
軸
が八
八
側 、
高
さ
が
約
九
Om
の
座
り
の
よ

い
長
方
形
の
安
山
岩
で
泉
水
の
ほ
ぼ
中
央
東
寄
り
の
箇
所に安

定
よ
く
据
え
ら
れ

て
い
た。
石
の
下
部
は
若
干
黄
色
土
層
に
埋
め
ら
れ
直
径
三
l

四
Om
程
度
の
石

が
根
堅
め
と
し
て
二
l

三
個
敷
か
れ
て
い
た。
こ
の
種
の
庭
石
を
造
園
上
浮
き
石

(註2}

と
呼
ん
で
お
り
庭
園
の
要
と
な
る
個
所
で
あ
る。

註
1

珪
石
は
日
仏
を
多
く
含
み
比
重
は
水
の
三 、
六
倍
で
風
化
に
強
く
水

註
2

に
摩
滅
す
れ
ば
最
適
の
庭
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
石
で
あ
る。
耐
火

性
が
あ
り
液
化
(
シ
リ
コ
ニ
ウ
ム)
し
て
物
に
塗
れ
ば
不
燃
性
と
な

る。
た
だ、
庭
師
の
い
う
山
石、
河
石
と
い
う
範
噂で
分
類
す
れ
ば

山
石
と
な
り
石
の
稜
線
等
に
摩
滅
が
見
ら
れ
な
い。

矢
部
在
住
の
庭
師
で
あ
る
村
山
秀
次
氏
(
故
人)
に
発
掘
後
の
遺
構

を
見
て
貰っ
た
が
そ
の
談
話
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る。

「
こ
の
遺
構
が
庭
園
で
あ
る
こ
と
は
間
違い
な
か
ろ
う。
東
側
も
し

く
は
東
南
の
方
向
か
ら
眺
め
る
座
観
式
の
庭
園
と
思
う 。
庭
石
類

に
つ
い
て
は
位
置
は
と
も
か
く
倒
れ
た
り
方
向
の
変っ
てい
る
も
の

が
多
い 。
な
お、
浮
き
石
と
し
て
蜘
1
の
巨
石
は
最
高
で
あ
ろ
う 。

ま
た、
水
の
取
入
口
は
北
側
の
砂
利
を
敷い
て
あ
る
場
所
付
近
で
は

な
か
ろ
う
か。
こ
の
庭
園
に
樹
木
が
植
わ
っ
て
い
れ
ば
ま
た
変
っ
た
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感
ピ
を
受
け
る
だ
ろ
う。」



第20図 庭園全体図 と 埋納遺物の 出 土位置

( A お よ び B 土壌 )
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第2 1 図 ( 1 ) 泉水南北断面図

市町玉
泉水廃棄後の土績

也事哩�明アτ
泉水廃棄後の土按

o 2 m  

第2 1 図 (2 ) 泉水東西断面図

O l 2 m 

第 4 表 庭 石 の 形 状 と 出 土 状 況

名 称 石 の 形 状 ( 上面部の み ) 岩 質 備 考

No. 1 長軸 130cm 短軸 85cm 安山鹿 泉 水 内 の捨石、 天端 が平 ら 、 庭石 と し て 好適 原位置

No. 2 ，，，， 97佃 X " 85佃 " 汀線の 石 と 思 わ れ る が移動 し て い る

No. 3 "" 137cm X " 90叩 " 斜 に倒 れ て い る

No. 4 "" 100cm X " 65cm " 庭石 と し て 好適 ・ 原位置で あ る か倒 れ て い る

No. 5 "" 100叩 X " 65cm " 黒の斑 点混 り ( 電気石 )倒 れ て い て 庭石 の 役 を 果 し て い な い

No. 6 "" 100cm X " 65cm " 倒れ て い る

No. 7 "" 125cm X " 80cm 法 石 育法 石 ・ 原位置

No. 8 ，，，， 70cm X " 58佃 " 青 白 珪 石 ( 白 珪石 に 青混 り )原位置 で な く 移動 し て い る

Nv. 9 "" 87cm X " 55cm " 育法石 " " 

( 鉱 山技師 藤森忠二 ( 70才 ) に よ る )

Fhd

 

Aq

 



四
泉
水
内
に
落
ち
込
ん
で
い
た
遺
物

ま
ず
泉
水
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
落
ち
込
み
の
範
囲
を
確
認
す
る
た
め、
ほ

ぽ
中
央
部
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
に
幅
二
m
長
さ
一
O
m
の
試
掘
溝
を
南
北
に
設
定

し
掘
り
さ
げ
た。
そ
の
結
果
試
掘
溝
北
側
寄
り
に
ト
レ
ン
チ
を
横
切
る
三
個
の
連

なっ
た
石
塊
を
発
見
し
た。
こ
の
三
個
の
石
を
境
に
北
側
は
ほ
と
ん
ど
撹
乱
さ
れ

な
い
地
山
の
黄
色
土
が
拡
が
り 、
石
よ
り
南
側
は
落
ち
込
み
と
なっ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た。
落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
焼
土、
白
粘
土 、
木
竹
炭
粒
等
で
こ
れ
ら

が
約
四
Om
の
深
さ
ま
で
し
ま
り
の
な
い
状
態
で
堆
積
し
て
い
た。
そ
の
下
はヘ

ド
ロ
状
の
白
粘
土
層
が
一
O
叩程
堆
積
し
最
下
部
に
は
鉄
分
の
沈
澱
が
見
ら
れ、

こ
の
下
に
泉
水
の
汀
線

の
外
側
に
見
ら
れ
た
地

山
の
黄
色
土
が
現
わ
れ

昭和初期頃の庭園部付近

た。
こ
の
池
底
部
ま
で

の
深
さ
は
汀
線
列
石
上

面
よ
り
ほ
ぼ
六
Om
ほ

ど
で
あ
る。
こ
れ
ら
池

へ
の
落
ち
込
み
は
焼
土

(
壁
土)
白
粘
土、
木

竹
炭
粒
を
主
体
と
す
る

第2掴

が、
そ
の
な
か
に
種
々

の
遺
物
の
混
入
が
見
ら

れ
る。日

用
雑
器
類
と
し
て

は、
燈
明
皿
と
し
て
使

用
さ
れ
た
小
型
の
土
師
質
土
器
や
備
前
の
大
曹 、
金
属
製
品
と
し
て
は
鉄
角
釘
六

本、
銅
銭
一
O
数
枚 、
万
子
の
鞘
部 、
銅
製
査
の
蓋
部
つ
ま
み
等
が
出
土
し
た。
ま

た、
直
径
一
O
m
前
後
の
鉄
浮
二
個
も
池
底
部
近
く
か
ら
発
見
さ
れ
た。

第23図 ( 2 ) 泉水中央部の方型土拡

第一様時代

自給土帯

白粘土帯
灰色土 (水田土)

泉水底部
黄色土

O 
池底部出土の備前 大豊富

復 元 し た 結果器高66. 5cm D 縁
部内径31. 5cm、 肩部の最大幅56
仰 を 数 え る 大愛で あ る 。 水饗 と
し て 使用 さ れ た も の で あ ろ う 。

第23図

山
黒色土

lO<km 
d 
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黄色土

O 
と

盤岩



一一
、

埋
納遺
物

現
矢
部
高
校
敷
地
は、
校
舎
建
設
の
際
に
大
幅
な
地
貌
の
改
変
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
が、
遺
物
の
散
乱
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い。
長
い
調
査
期
間
中
度
々
敷
地

内
を
歩
き
回っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
火
鉢
の
口
縁
部
と
思
わ
れ
る
瓦質
の
焼
物

片
を
一
片
採
集
し
た
の
み
で
あっ
た。こ
の
よ
う
に
遺
物
の
散
乱
が
見
ら
れ
な
い

た
め
に
当
遺
跡
が
遺
跡
台
帳
に
も
記
載
さ
れ
ず 、

認
め
ら
れ
な
かっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

い
わ
ゆ
る
周
知
の
遺
跡
と
し
て

試
掘・
予
備
・一

次
調
査
と、
過
去
四
度
に
百一っ
た
発
掘
調
査
に
お
い
て
は、

当
遺
跡
よ
り
多
数
の
遺
物
の
出
土
を
見
た。
紙
面
の
都
合
上
そ
の一
部
を
こ
こ
で

御
紹
介
し
た
L ミ。

浜
の
館
の
場
合
出
土
遺
物
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る。
ひ
と
つ
は
生
活
の
過
程
に

-お
い
て
無
意
図
の
う
ち
に
遺
跡
と
なっ
て
残っ
た
も
の、
他
方
は
意
図
的
に
埋
納

さ
れ
た
遺
物
で
あ
る。
前
者
は
家
屋
床
下
面
等
に
散
乱
す
る
陶
磁
器
片
類
で、
他

は
二
つ
の
穴
か
ら
出
土
し
た
阿
蘇
家
の
埋
納
し
た一
一一
点
に
も
の
ぼ
る
宝
物
類
で

あ
る。
こ
の
二
つ
の
性
格
の
異
な
る
出
土
遺
物
に
つ
い
て 、
そ
の
概
略
を
以
下
に

述
べ
る
こ
と
と
す
る。

こ
こ
で
扱
う
遺
物
は、
昭
和
四
九
年
二
月
二
二
日
浜
の
館
庭
園
跡
地
の
泉
水
の

北
西
汀
線
の
付
近
で
(
グ
リ
ッ
ド
番
号
日
l
ワ
と
臼
l
オ)
発
見
さ
れ
た
二
つ

の
落
ち
込
み
内
か
ら
出
土
し
た
埋
納
遺
物
に
つ
い
て
で
あ
る。
こ
れ
ら
二
つ
の
落

込
み
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
全
部
で
二
一
点
に
も
の
ぼ
る
が、
こ
れ
ら
は
生
活
遺

物
が
偶
然
に
層
と
なっ
て
地
下
に
埋
没
し
た
も
の
で
は
な
く、
明
ら
か
に
あ
る
意

図
を
持っ
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は、
遺
物
の
埋
納
さ
れ
て
い

た
落
ち
込
み
の
状
況
か
ら
も
明
白
で
あ
る。

埋
納
者
は、
浜
の
館
の
当
主
で
あ
る
阿
蘇
大
宮
司
で
あ
り、
時
期
は、
浜
の
館

が
島
津
氏
の
侵
入
に
よっ
て
落
去
す
る
一
五
八
四
年
(
天
正二
一
年)
前
後
で
あ

ろ
う
と
推
定
し
て
い
る。
出
土
し
た
遺
物
は、
すべ
て
当
時
で
は
宝
物
と
し
て
扱

わ
れ
た
も
の
が
大
半
で、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
外
来
の
陶
磁
器
を
主
と
す
る。

出
土
し
た
品
目
は、
第
一
土
壌
よ
り
黄金延

板
一
個、
白
磁
小
置
物
二
個、
破

璃
製
坂
三
個、
第
二
土
壊
か
ら
三
彩
鳥
型
水
注
二
対・
三
彩
牡
丹
文
瓶
一
対
・

緑

粕
瓶
一
対
・

緑
軸
陰
刻
牡
丹
文
水
注
一
対・
緑
軸
水
注
一
対
が
出
土
し
総
数
二
一

点
を
数
え
る。
こ
れ
ら
の
遺
物
は、
浜
の
館
の
家
屋
跡
よ
り
出
土
す
る
青
磁
染
付

(
青
花)
等
の
日
用
雑
器
と
異
な
り、
実
用
性
の
乏
し
い
軟
陶
を
主
体
と
し
た
焼

物
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
焼
物
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持っ
て
阿
蘇
大
宮
司
の
館

跡
に
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い。
し
か
し
そ
の
多
く
は、
若
干

の
大
小
の
差
を
持
つ
同一
器
型
の
もの
が

組
み
合
わ
さ
れ一
対
を
な
し、
し
か
も
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埋
納
施
設
を
作っ
て
納
め
ら
れ
てい
る
点
か
ら
す
る
と、
あ
る
特
別
の
意
図
を
持

っ
て
地
下
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う 。

と
く
に
鳥
型
水
注
等
は、
今
日
で
も
南
方
のボル
ネオ
島
で
は
伝
世
し
て
祭
器
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
の
で、
あ
る
い
は
阿
蘇
氏
が
大
宮
司

と
し
て
の
祭
杷
を
司
ど
る
用
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ

る
と

こ
ろ
で
あ
る。
と
に
か
く
も
実
用
性
の
と
ぼ
し
い
交
駈
焼
の
水
注
が
脆
弱
な
美
し

さ
ゆ
え
珍
重
さ
れ、
特
殊
な
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で

あ
る。今

回
の
調
査
結
果
は 、
こ
の
よ
う
な
中
国
明
時
代
の
三
軸・
緑
軸
と
いっ
た、
い

わ
ゆ
る
日
本
で
交
祉
と
呼
ん
で
い
る
軟
陶
の
製
作
時
期
を
考
え
る
目
安
と
も
な
り 、

ま
た
こ
の
出
土
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
交
祉
焼
の
特
殊
な
使
用
法
が
看
取
さ
れ

る
点
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う 。



第 2 土墳から出土 し た 三彩烏型水注第24図(2)阿蘇氏埋納遺物の出土状況

( 第二土横)込み( 第 一土壌)

第4図
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ハ門
出土状況

一
二
点
に
も
の
ぼ
る
遺
物
を
出
土
し
た
二
つ
の
土
績
は、
庭
園
の
泉
水
部
北
の

汀
線
に
治っ
て
位
置
し
て
い
た。
こ
の
部
分
は
東
側
に
泉
水
の
水
口
が
入
り
込
ん

で
い
る
た
め、
複
雑
な
汀
線
を
描
い
て
い
る。こ
の
汀
線
が
形
造
る
半
島
状
の
突

出
部
分
の
根
元
に、
人
頭
大
の
群
石
が
構
成
す
る
円
形
の
集
石
群
が
二
ケ
所
に
亘

っ
て
認
め
ら
れ
た。
(
第
担
図
参
照)

こ
の
二
つ
の
や
や
楕
円
を
な
す
集
石
が
土
墳
の
上
部
を
形
成
す
る
遺
構
で
あ
る。

下
部
遺
構
の
土
嬢
が
発
見
さ
れ
た
後
で、
南
寄
り
の
も
の
を
第一
土
壌、
北
側
寄

り
の
も
の
を
第
二
土
壌
と
命
名
し
た。

第
一
土
壌
の
集
石
は
東
西
に
一
二
五
師 、
南
北
に
九
O
m
の
や
や
楕
円
を
な
し

て
お
り、
そ
の
中
央
部
に
は
使
用
さ
れ
た
痕
跡
の
あ
る
土
師
質
の
燈
明
皿
が一
個

置
か
れ
て
い
た。
第
二
土
壌
の
集
石
は
東
西
に一
六
O
側 、
南
北
に一
一
O
mで

こ
の
集
石
も
や益
楕
円
状
を
呈
し
て
い
る。
こ
の
二
つ
の
集
石
の
周
辺
に
は、
一

面
に
粒
の
荒い
砂
と
小
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
てい
た。

こ
の
人
頭
大
の
川
石
を
取
り
除
く
と、
そ
の
下
に
ほJ
円
形
を
な
す
二
つ
の
土

墳
が
現
れ
た。
こ
の
土
墳
に
つ
い
て
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

第一
土
墳
土
墳は
東
西
に
一
五
五
倒 、
南
北
一
五
O
m
で
ほJ
円
形
を
呈
し

て
い
る。
落
込
み
の
西
壁
の
一
部
に
は
柱
穴
跡
と
思
わ
れ
る
直
径
四
五
仰
の
落
込

み
が
重
な
り
合っ
て
存
在
す
る。
土
壌
の
深
さ
は、
掘
込
み
の
始
ま
る
地
山
の
黄

色
土
上
面
よ
り
五
五
m
で
比
較
的
浅い
穴
で
あ
る
が、
当
時
の
表
土
面
か
ら
底
部

ま
で
の
深
さ
は
七
O
m
程
度
であっ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
こ
の
土
壌
内
に
は
腐
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植
土
と
思
わ
れ
る
黒
色
土
が
落
ち
込
ん
で
い
た。

こ
の
第一
土
壌
の
上
面
に
は
や
は
り
人
頭
大
の
川
石
が
遺
物
を
覆
い
か
ぶ
せ
る

よ
う
な
状
態
で
並
べ
ら
れ
て
い
た。
出
土
遺
物
は、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
黄
金



延
板
一
個、
白
磁
製
小
置
物
二
個 、
破
瑠
製
部
三
個
等
で、
阿
蘇
氏
が
大
宮
司
職

と
し
て
の
祭
杷
を
司
る
際
の
祭
杷
用
具
と
推
定
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る。
土

壌
内
に
は
焼
土
木
炭
の
混
入
が
認
め
ら
れ
た
が、
と
く
に
覆
石
の
東
側
に
は、
木

炭
と
焼
土
が、
西
側
に
は
焼
土
が
多
量
に
検
出
さ
れ
た。
こ
れ
ら
の
木
炭
・

焼
土

も
祭
杷
の
際
に
生
じ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い。

第
二
土
境
第
一
土
績
よ
り
北
東
部へ
約一
O
O
m
離
れ
た
所
に、
第
二
土
墳

が
存
在
す
る。
第
一
土
壌
と
同
様
穴
の
直
径
は
東
西
に一
一
五
師 、
南
北
に一
O

三
伽
で
ほJ
円
形
を
な
し
て
い
る。
地
山
か
ら
の
深
さ
も
四
七
聞
で
第
一
土
墳
と

録紬陰刻牡丹文水注第25図

同
規
模
で
あ
る。

出
土
遺
物
は、
鳥
型
水
注
を
含
め
た
二ハ
点
の
三
彩
類
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の

遺
物
は
ほJ
土
壌
の
南
東
部
分
に
か
た
まっ
て
出
土
し
た円
遺
物
の
置
か
れ
た
場

所
は、
穴
の
底
部
よ
り
一
o
m
ほ
ど
上
に
あ
がっ
た
と
こ
ろ
で、
ほ
と
ん
ど
が
地

圧
等
の
た
め
倒
れ
た
状
況
を
示
し
てい
た。
し
か
し
埋
納
時
は
整
然
と
並べ
ら
れ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
こ
の
よ
う
な
出
土
状
況
か
ら 、
元
来
木
箱
等
に
納
め

て
埋
納
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。

こ
れ
ら
の
遺
物
類
は、
第
一
土
壌
に
見
ら
れ
た
も
の
と
同
様
の
人
頭
大
の
川
石

で
上
面
を
覆
わ
れ
て
い
た
が、
第一
土
壊
に
比べ
る
と
こ
れ
ら
の
覆
い
石
群
が、
土

墳
の
中
程
ま
で
下っ
て
い
る
の
で、
あ
る
い
は
木
箱
等
の
空
聞
が
潰
れ
て
覆
い
石

が
下っ
た
結
果
な
の
か
も
知
れ
ない。
遺
物
・

覆
石
等
の
外・
土
壌
内
は
黒
色
土

が
詰っ
て
い
た。
第
一
土
績に
見
ら
れ
た
焼
土
・

木
炭
等
の
混
入
は
認
め
ら
れ
な

かっ
た。
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∞
出土遺物

第
一・
第
二
の
二
つ
の
土
境
よ
り一
二
点
に
も
の
ぼ
る
埋
納
遺
物
を
出
土
し
た

浜
の
館
は、
一
五
八
六
年
(
天
正
一
四
年)
前
後
に
島
津
軍
の
侵
入
に
よ
り
落
去

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が、
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
れ
ら
交
祉
三
彩
と

呼
ば
れ
る
明
代
後
半
の
軟
陶
の
製
作
年
代
の
下
限
が、
ほJ
お
さ
え
ら
れ
る
資
料

と
も
な
り
得
る
こ
と
を
意
味
す
る。

ま
た、
遠
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
で
伝
世
品
と
し
て
祭
杷
に
使
用

さ
れ
る
鳥
型
水
注
と
同
型
の
も
の
が 、
祭
杷
を
司
る
阿
蘇
大
宮
司
の
館
跡
か
ら
出

土
し
た
点
か
ら
す
る
と、
当
時
の
大
宮
司
の
司
る
祭
杷
が、
南
方
の
祭
杷
習
俗
と

一
脈
通
ピ
る
も
の
が
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る。

こ
れ
ら
交
祉
三
彩
の
破
片 、
も
し
く
は
一
個
体
と
し
て
の
出
土
は、
東
南
ア
ジ
ア



や
東
ア
ジ
ア
の
各
地
で
発
見
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が、
こ
の
よ
う
に一
カ
所
か

ら一
O
数
点
が
ま
と
まっ
て
出
土
し
た
例
は
な
い。
こ
の
た
め
各
焼
物
の
共
伴
関

係
が
把
握
で
き
る
有
力
な
遺
物
で
あ
る。
(
口
絵
l
・
2
参
照)

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら 、
県
の
教
育
委
員
会
で
は
出
土
仁
た
翌
年
の
昭
和
五
O

年
三
月
二
四
日
に
有
形
文
化
財
と
し
て、
出
土
し
た
二一
点
を一
括
県
指
定
と
し

た。
な
お
五一
年
に
到っ
て
文
化
庁
も
資
料
と
し
て
の
価
値
に
注
目
し、
国
の
工

芸
品
と
し
て
指
定
す
る
た
め
遺
物
調
査
に
技
官
を
派
遣
し、
現
物
を
文
化
庁へ
運

び、
五
二
年
現
在、
国
の
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
に
諮
問
中
で
あ
る。

以
下、
こ
の
二一
点
の
出
土
遺
物
の
各
々
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と

と
す
る。

三
彩
鳥
型
水
注

第
二
土
境
よ
り
四
個
出
土
し
た。
胎
土
の
厚
さ
が
0
・
四
佃
前
後
と
薄
い
の
で

一
個
だ
け
を
除い
て
他
の
三
個
は、
大
な
り
小
な
り
の
破
損
を
被っ
て
い
た。
こ

れ
ら
の
破
損
は
埋
納
時
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く、
埋
納
後
永
い
年
月
と
土
地
の

変
遷
に
よ
る
土
庄
の
変
化
等
に
よ
り
生
ビ
た
も

の
と
思
わ
れ
る。
こ
の
四
個
の
水

注
は、
そ
れ
ぞ
れ
僅
か
で
は
あ
る
が
大
小
の
差
が
あ
り 、
対
に
なっ
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う 。

水
注
と
し
て
の
構
造
は
単
純
で、
背
中
の
部
分
に
液
体
を
差
す
部
分
が
あ
り 、

や
や
頭
部
を
持
ち
あ
げ
た
鳥
の
喋
噛
の
部
分
に
孔
が
通っ
て
お
り 、
こ
こ
が
注
口

部
と
なっ
て
い
る。
水
注
と
は
呼ぶ
も
の
の
恐
ら
く
酒
等
を
差
し
た
も
の
で
あ
ろ

う 。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
結
婚
式
に
こ
の
水
注
が
使
わ
れ
る
と
い
う
が
明
ら
か
で

は
な
い。
こ
の
水
注
は
鳥
型
を
な
し
て
い
る
が、
水
鳥
を
モ
デル
と
し
た
も
の
で

羽
根
の
文
様
か
ら
見
る
と、
鴨
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
恐
ら
く
水
に
浮
ぷ
鴨
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
鳥
型
水
注
を
構
成
し
た
の
で
あ
ろ
う 。
ま
た
各
水
鳥
の
首
の
部

分
に
は、
親
鳥
の
翼
に
よっ
て
鹿
護
さ
れ
る
雛
鳥
の
頭
が
造
り
出
さ
れ
て
お
り 、

可
憐
な
感
ビ
を
漂
わ
せ
て
い
る。

従
来、
こ
の
鳥
型
水
注
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
より
出
土
し
て
い
る

が、
日
本
の
年
代
の
確
実
な
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
の
は、
今
回
が
初
例
で
あ
る。

伝
世
品
と
し
て
は、
こ
の
浜
の
館
出
土
の
も
の
と
寸
分
か
わ
ら
な
い
鳥
型
水
注
が

東
京
博
物
館
に
永
年
の
手
あ
か
と
汚
れ
で
黒
く
媒
け
て
存
在
す
る。

こ
れ
ら
の
三
彩
は
イ
ン
ド
シ
ナ
で
製
作
さ
れ
た
も
の
か、
中
国
で
製
作
さ
れ
た

も
の
か
明
ら
か
で
な
い
の
で、
交
駈
三
彩
ス
タ
イ
ル
と
で
も
呼
ん
だ
方
が
妥
当
か

と
も
思
わ
れ
る。
な
お
こ
の
三
彩
類
は、
素
地に
化
粧
が
け
が
な
さ
れ
て
い
る。

製
作
年
代
は一
六
世
紀
前
半
頃
と
推
定
さ
れ
る。

こ
れ
ら
四
個
の
鳥
型
水
注
は、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
で
は
あ
る
が
大
き
さ、
形
態
や

施
軸
が
異
なっ
てい
る
の
で
以
下
番
号
を
付
し、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
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る
こ
と
と
す
る。

下
部
に
黄
色
の
軸
が
僅
か
に
見
ら
れ
る
程
度
で、
全
体
が
露相

一
色
で
もっ
て
施
軸
さ
れ
て
い
る
の
で、正
確
に
は
緑
軸
烏
型
水
注
と
呼ぶ
べ
き

烏
型
水
注
1

で
あ
ろ
う 。

高
さ一
四
・

六
師 、
長
さ一
七
・
三
側 、
幅
九
・
五
m
あ
り 、
四
個
の
う
ち
背

高
が一
番
高
く、
唯一
の
完
形
品
で
あ
る。
注
口
部
分
橡
噛
が
や
や
上
向
き
に
な

っ
て
い
る。

烏
型
水
注
2
白
の
化
粧
が
け
を
し
た
後 、
緑
・

黒
・

黄
の
三
色
の
紬
を
施
し

て
い
る。
喰
鳴
を
緑
・

雛
の
峻
鳴
を
黒 、
羽
を
黄
・

緑
・

黒
と
こ
ま
め
に
ぬ
り
分

け
て
い
る。
高
さ
三
了
九
m
・

長
さ一
八
・
九
側 、
幅
八
・

七
仰
を
数
え一
番

小
型
で
あ
る。
注
口
部
と
な
る
喋
噴
は
水
平
に
つ
け
ら
れ
て
い
る。
破
損
し
て
出

土
し
た。



烏
型
水
注
S
こ
れ
も
2
と
同
様
白
の
化
粧
が
け
を
施
し
た
後 、
茶
と
緑
の
二

彩
を
もっ
て
ぬ
り
分
け
て
い
る。
頭
と
羽
の
部
分
に
緑
を
配
し
て、
喋
噛
お
よ
び

羽
の
一
部
を
茶
色
と
な
し
てい
る。
前
者
と
異
な
る
点
は、
雛
鳥
の
足
が
付
い
て

い
る
こ
と
や、
首
が
短
か
く
な
り
頭
の
喋
噛
部
分
が
下
向
き
に
なっ
て
い
る
点
な

ど
で
あ
ろ
う。
ま
た、
胴
の
部
分
が
極
端
に
薄
く
なっ
て
い
る
の
で
破
損
が
著
る

し
い。
背
の
高
さ
二ニ
・

二
側 、
長
さ
二
0
・
0
側 、
幅八
・八

m
を
数
え
る。

白
の
化
粧
が
け
の
上
に、
緑
・

黄
・

黒
の
三
色
が
施
軸
さ
れ
る。

頭
部
を
緑 、
除
噴
の
部
分
を
黒
と
し、
羽
を
黄
・

緑
・

黒
の
三
色
で
ぬ
り
わ
け
て

い
る。
し
か
し、
羽
の
上
で
の
各
色
の
ぬ
り
わ
け
の
意
図
が
はっ
き
り
せ
ず 、
各

型
烏
水
注
4

色
の
区
切
り
が
染
ん
で
雑
然
と
し
てい
る。
目
の
部
分
に
は
わ
ず
か
に
窪
み
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
が、
色
を
付
け
る
の
を
忘
れ
た
と
見
え 、
緑
一
色
で
塗
り
つ
ぶ
し

て
し
まっ
て
い
る。
親
鳥
の
橡
噛
は
下
向
き
か
げ
ん
に
付
け
ら
れ
て
い
る。
前
者

と
同
様、
雛
の
足
が 、
親
鳥
の
羽
の
下
か
ら
の
ぞ
い
て
い
る。
背
高
が
=
了
九

m
・
長
さ
が
一
九
・
五
側 、
幅
九
・

一
仰
を
数
え
る。

三彩牡丹文瓶

第
二
土
壌
よ
り
二
個
出
土
し
て
い
る
が、

は
完
形
で
あ
る
が
他
方
は、
破
損
し
て
お
り
一
部
破
片
が
失
な
わ
れ
て
い
る。
共

に
緑
と
茶
色
の
二
彩
か
ら
な
り、
緑
軸
を
地
に
茶
色
の
牡
丹
が
大
き
く
二
カ
所
に

描
か
れ
て
い
る。
牡
丹
を
表
わ
す
茶
色
は
箆
に
よ
る
無
造
作
な
沈
線
に
よ
り
縁
取

ら
れ
て
い
る
が、
茶
色
を
沈
線
を
こ
え
て
外へ
は
み
出
し
た
り、
緑
軸
が
入
り
込

ん
だ
り
し
てい
る
の
が
い
か
に
も
自
然
で
素
朴
な
美
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る。

一
対
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う。

方

用
途
は
瓶
な
の
でA7
で
い
う
徳
利
の
よ
う
な
役
目
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う。
以
下

二
個
の
杜
丹
文
瓶
の
各
々
に
つ
い
て
略
述
す
る。

牡
丹
文
瓶
1

こ
の
瓶
は
高
き
が
一
五
側 、
口
径
四
・
九
側 、
胴
径
九
・

O
m

で
徳
利
型
を
な
し
て
お
り、
完
形
で
出
土
し
た。
地
肌
と
な
る
緑
軸
に
は
濃
淡
の

む
ら
が
若
干
見
ら
れ 、
そ
れ
が
か
え
っ
て
民
芸
品
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
てい

る。
瓦
の
頚
部
に
は
牡
丹
の
花
弁
を
装
飾
化
し
た
反
花
状
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い

る
粧
丹
文
瓶
2

こ
の
瓶
は
高
さ
が
一
四
・
六
側 、
口
径
五
・

O
側 、
胴
径八

八
仰
で
1
の
瓶
よ
り
も
若
干
小
型
に
な
っ
て
い
る。
数
個の
破
片
と
なっ
て
出
土

し
た
が、
頭
部
と
胴
部
の
二
カ
所
の
破
片
が
不
足
し
てい
る。
1
の
瓶
に
比
べ
る
と

緑
軸
・

褐
軸
共
に
若
干
濃
く
なっ
て
お
り、
胴
部
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
文
様
は

1
の
瓶
に
描
か
れ
る
文
様
と
殆
ん
ど
同
ピ
箆
書
き
に
よ
る
社
丹
の
花
で
あ
る。

緑
柚
瓶

社
丹
文
瓶
と
同
型
の
瓶
に、
全
面
を
緑
軸
一
色
で
仕
上
げ
た
緑
軸
瓶
が
第
二
土

墳
よ
り
完
形
で
二
個
出
土
し
た。
や
は
り
化
粧
が
け
を
し
た
上
に
緑
軸
を
施
し
て

FD

 

い
る。緑

軸
瓶
1
高
さ
一
五
・
六
側 、口
径
五
・

一
側 、
胴
径
九
・

O
仰
を
数
え
る。

肩
部
に、
窯
に
入
れ
た
際
他
の
焼
物
と
接
触
し
て
付
い
た
長
さ
一
・

二
伽
程
の
傷

が
残っ
て
い
る。

緑
柚
瓶
2

の
緑
軸
瓶
よ
り
や
や
小
型
と
なっ
て
お
り
1
の
瓶
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う。

緑紬陰刻牡丹文水注

こ
の
水
注
も
第
二
土
壌
よ
り
二
個
出
土
し
た。
や
は
り
一
対
を
な
す
も
の
と
思

わ
れ
る
が、
同
型
で
あ
り
な
が
ら
一
方
に
は
胴
部
い
っ
ぱ
い
に
僅
書
き
に
よ
る
陰

刻
の
牡
丹
文
が
描
か
れ
る
が、
他
方
に
は
そ
れ
が
な
い。
こ
の
た
め
片
方
は、
緑

軸
水
注
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が、
対
を
な
し
てい
る
の
で
こ
の
項
で
述
べ

高
さ
一
五
・

六
畑 、
口
径
五
・

一
側 、
胴
径
九
・

一
仰
あ
り、
1

る
こ
と
と
す
る。
施
軸
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
緑
軸
一
色
で
あ
る。
こ
の
種
の



器
形
を
持
つ
も
の
は
別
名
三
彩
手
付
陶
と
も
呼
ば
れ、
こ
れ
ら
の
破
片
は
昭
和一

三
年
頃
沖
縄
県
の
首
里
城
よ
り
出
土
し
て
い
る。
一
般
に
は
南
蛮
手
と
総
称
さ
れ

る
も
の
の
ひ
と
つ
で、
製
作
年
代
は一
五
世
紀
末
頃
と
推
定
さ
れ
る。
元
来
蓋
が

付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
現
存
し
な
い。

緑
軸
陰
刻
牡
丹
文
水
注
1

高
さ
が一
三
・
四
師 、
長
さ
一
六
・

二
師 、
幅

0・
o
m
を
計
り、
中
心
と
な
る
瓶
に
取
手
と
注
口
部
が
つ
い
た
水
差
し
で
あ
る。

一
O
数
片
の
破
片
と
なっ
て
出
土
し
た。
緑
柑
は
濃
く
施
さ
れ
て
お
り
表
面
に
は

光
沢
が
あ
る。

緑
柚
陰
刻
牡
丹
文
水
注
2

一
了
三
畑 、
長
さ
一
五
・一二

m 、
幅一
0
・
三
仰
で
ー
よ
り
や
や
小
型
と
なっ
て

い
る
の
で
や
は
り一
対
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
ー
に
見
ら
れ
た
胴
部
の
陰
刻
の

ー
の
水
注
と
ま・っ
た
く
同
型
で
あ
る
が、
高
さ一

牡
丹
文
は
見
ら
れ
な
い。
器
形
全
体
に
緑
軸
が
施
さ
れ
て
い
る
が、
施
軸
が
薄
く

下
地
の
白
の
化
粧
が
け
が
す
け
て
見
え 、
全
般
的
に
白
け
て
光
沢
の
ない仕

上
が

り
と
なっ
て
い
る。
ま
た 、
注
目
部
が
な
だ
ら
か
な
曲
線
を
描
か
ず
急
激
に
折
れ

外
反
す
る
と
こ
ろ
な
ど
1
の
水
注
と
異
な
る
点
で
あ
ろ
う 。
完
形
品
と
し
て
出
土

し
た。

緑柚水注

同
ピ
く
第
二
土
壌
よ
り
出
土
し
た一
対
を
な
す
水
注
で
あ
る。
瓶
に
長
く
沓曲

す
る
注
口
部
と
飾
り
取
手
を
付
け
た
ス
マ
ー
ト
な
水
差
し
で、
ベ
ル
シ
ア
等
の
金

属
製
の
水
注
を
お
も
わ
せ
る
エ
キ
ゾ
チッ
ク
な
器
形
を
な
し
て
い
る。
曲
線
を
描

く
取
手
は
下
端
部
が
水
注
の
肩
部
に、
上
端
部
が
袋
状
口
縁
部
に
固定
さ
れ
る
が、

そ
の
突
端
は
更
に
鈎
状
の
飾
り
と
なっ
て
延
び、
水
注
の
頭
部
中
央
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る。こ
の
取
手
の
形
状
は
さ
な
が
ら
人
の
耳
形
に
類
似
し
て
い
る。

口
縁
部
は
袋
状
を
な
し
てい
る
が、
装
飾
を
兼
ね
る
と
同
時
に、
液
体
を
差
す

際 、
上
部
に
な
る
に
従い
頭
部
が
細
く
なっ
て
い
る
の
で、
液
体
が
急
に
あ
ふ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う 。
袋
状
口
縁
の
内
部
に

は、
黒
灰
色
の
膜
状
の
も
の
が
は
り
つ
い
て
い
る。
元々
漆
が
塗
付
さ
れ
て
い
た

も
の
か、
内
容
物
が
付
着
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
ない。
器
形
全
体
に
縁
軸
が
施

さ
れ
て
い
る。
線
刻
等
に
よ
る
文
様
等
は
見
ら
れ
ない。

緑
軸
水
注
1

注
口
部
・

頭
部・
取
手
部
等
出っ
ぱっ
た
部
分
が
折
れ
た
状
態
で
出
土
し
た。
全

体
に
施
さ
れ
た
緑
軸
は
濃
緑
で
ガ
ラ
ス
質
の
光
沢
を
持
つ。一

般
に
い
う
三
彩
の

緑
軸
と
は
一
寸
感
じ
が
異
な
る
の
で、
製
品
と
し
て
は
矢
敗
作
に
類
す
る
も
の
で

高
さ一
八
・
四
側 、
長
さ一
五
・

二
m 、
幅一
0
・

七
聞
で、

あ
ろ
う 。
注
口
部
・

肩
部
等
お
よ
び
胴
の一
部
に、
窯
内
で
他
の
製
品
と
接
触
し

て
つ
い
た
痕
が
残っ
て
い
る。

緑
柚
水
注
2

こ
の
水
注
は
高
さ
が
一
七
・

七
畑 、
長
さ一
四
・

七
聞 、
幅
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一
・

O
m
で
l
の
水
注
と
同
型
を
な
す
も
の
で
あ
る。
注
口
部
が
付
恨
の
部
分
よ

り
折
れ
て
い
る
の
み
で、
出
土
時
の
破
損
部
分
は
少
な
かっ
た。
器
形
全
体
に
緑

柑
が
施
さ
れ
て
い
る
が、
ー
の
水
注
に
較べ
る
と
光
沢
の
な
い
明
る
い
ザ
ラ
ザ
ラ

し
た
感
ピ
の
緑
色
で、
こ
れ
が
製
作
者
が
望
ん
だ
緑
軸
の
色
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る。

染付牡丹唐草文瓶

こ
の
染
付
瓶
も
や
は
り
第
二
土
壌
の
中
よ
り
二
個
の
出
土
を
見
た。
器
形
は、

先
の
徳
利
状
の
緑
軸
瓶
と
異
な
り
胴
部
の
ふ
く
ら
み
が
異
常
に
大
き
く、
直
径
の

最
大
値
を
示
す
箇
所
が
高
台
か
ら
近
い
部
分
に
置
か
れ
て
い
る。
こ
の
た
め
全
体

的
に
見
る
と
安
定
し
た
観
は
あ
る
が、
一
方
シ
ャ
ー
プ
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い。
胴

部
で
最
大
に
張
出
し
た
後
外
郭
線
は、
ゆ
る
や
か
な
斜
線
で
もっ
て
肩
部
を
形
造

り
な
が
ら
頚
部
で
束
ね
ら
れ
た
後 、
ラ
ッ
パ
状
に
聞
い
て
口
縁
部
を
形
造っ
て
い



る。
二
個
と
も
胴
部
お
よ
び
肩
部
に
か
け
て、
暗
い
藍
色
で
唐
草
文
が
描
か
れ
る。

胴
部
と
肩
部、
頚
部
の
境
は、
各々
大
小
二
本
の
線
で
区
切
ら
れ、
胴
部
と
肩部

に
は
唐
草
文
が、
頭
部
で
は
内
部
が
藍
色
で
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
剣
先
蓮
弁
と
呼
ば

れ
る
文
様
が
縦
に
描
か
れ
て
い
る。
こ
の
線
は
口
縁
部
直
下
に
一
本、
高
台
部
に

一
本
施
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
唐
草
文
の
デ
ザ
イ
ン
は、
荒っ
ぽ
く
表
面
的
写
し
の
気
分
が
強
く 、

特
に
頚
部
の
剣
先
蓮
弁
な
ど
に
は
オ
リ
ジ
ナル
的
な
も
の
が
見
ら
れ
な
い。
焼
も

あ
ま
く 、
景
徳
鎮
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る。
中
国
の
南
部
あ
た
り
で
一
六

世
紀
前
半
頃
焼
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る。
中
国
南
部
関
係
の
陶
磁
器
を
研
究

す
る
上
で
の
資
料
的
価
値
は
高
い
と
思
わ
れ
る。

染
付
瓶
1

口
径
五
・
三
m 、
胴
部
が
一
0
・
九
m
を
数

え
る。
肌
面
の
ガ
ラ
ス
質
の
部
分
に
無
数
の
小
ひ
び
が
走っ
て
い
る。
完
形
品
と

高
さ
一
四
・

一
m 、

し
て
出
土
し
た。

染
付
瓶
2
高
さ
が一
四
・
四
聞 、
口
径
五
・

六
側 、
胴
部
一0・
九
m

で、

数
値
は
瓶
1
と
殆
ど
変
ら
な
い 。
胴
部
を
巡
る
唐
草
文
の一
部
が 、
明
る
い
青

色
を
呈
し
て
い
る
が、
こ
の
色
が
染
付
の
理
想
の
色
と
思
わ
れ
る。
口
縁
部
に
二

カ
所
庇
が
見
ら
れ
る
が
発
掘
時
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

青磁童
子(蓋物)

他
の
遺
物
は
殆
ど
対
を
な
し
てい
た

が、
こ
の
盆
子
は
単
独
で
出
土
し
た。

金
子
は
蓋
部
と
身
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る。
全
高
が
一
0
・

六
側 、
蓋
部
の
高

さ
が
四
・

c
m 、
口
径
九
・一

倒 、
最
大
径
一
一
・

七
仰
で
あ
る。
身
部
は
高
さ

が
七
・
O
側 、
口
径一
0
・
四
畑 、
最
大
径
が一
一
・
八
仰
を
計
る。
身
部
の
底

部
に
は
高
台
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が、
削
り
出
し
の
高
台
で
あ
る
た
め
外
見
だ
け

で
は
判
り
に
く
い 。
こ
の
高
台
の
部
分
に
は
軸
が
施
さ
れ
て
い
な
い 。
ま
た
蓋
部

と
接
す
る
身
の
口民阿
部
は、
口
は
げ
が
見
ら
れ
る。

文
様
は
蓋
部
の
つ
ま
み
の
周
辺
に
箆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
円
が
認
め
ら
れ
る
ほ

か、
身
部
の
肩
の
部
分
を
流
水
文
が
巡
り 、
こ
れ
に
平
行
し
て
胴
部
を
二
条
の
線

が
櫛
目
状
に
なっ
て
巡っ
て
い
る。
ま
た
胴
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
は、
0
・

七

四
程
度
の
間
隔
で
縦
線
が
底
部
に
向っ
て
無
造
作
に
施
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
線
は
胎
土に
箆
で
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が、
こ
の
上
か
ら
施

糊
さ
れ
て
い
る
た
め、
沈
線
の
な
か
に
軸
が
詰
ま
り
肌
面
に
文
様
の
凹
凸
は
表
れ

な
い。
し
か
し
軸
の
薄
厚
が
色
の
濃
淡
と
なっ
て
施
さ
れ
た
文
様
を、
僅
か
に
浮

き
立
た
せ
て
い
る。

こ
の
盆
子
の
色
か
ら
判
断
す
れ
ば 、
青
磁
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
青
白
磁
に
近
い

も
の
で
あ
る。
基
本
は
宋
風
で
あ
る
が
明
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

一
五
世
紀
末
か
ら一
六
世
紀
初
め
頃
に
か
け
て
中
国
で
焼
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

黄金延板

第
一
土
壌
よ
り
出
土
し
た。
重
さ一
0
9
で
三
枚
の
延
板
の
組
合
せ
よ
り
構
成

さ
れ
る。
内
部
に
あ
る
折
り
曲
げ
ら
れ
た
延
板
に
直
交
し
て、
帯
状
に
か
け
ら
れ

た
掛
け
金
の
役
目
を
持つ
延
板
を
は
ず
す
と、
左
右
末
端
が
交
互
に
折
り
曲
げ
重

ね
ら
れ
た
延
板
が
現
れ
る。
こ
の
延
板
の
内
部
に
は、
さ
ら
に
次
の
折
り
曲
げ
ら

れ
た
延
板
が
包
み
込
ま
れ
て
い
る。
こ
の
一
番
内
部
に
包
み
込
ま
れ
てい
る
延
板

の
折
り
曲
げ
ら
れ
た
両
末
端
を
伸
す
と、
全
長
は
八
・
四
畑 、
幅
は一
・

五
五
聞

を
数
え
る。
両
末
二
・

五
聞
は
内
に
折
り
曲
げ
ら
れ、
内
部
に
納
め
ら
れ
た
物
が
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露
出
し
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る。

こ
の
黄
金
延
板
の
組
合
せ
は、
竹
の
皮
で
包
ん
だ
に
ぎ
り
飯
の
包
み
方
と
酷
似

し
て
い
る。
一
番
内
部
の
包
み
に
は
何
も
存
在
し
な
かっ
た
の
で、
す
で
に
腐
植

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
た
だ
僅
か
じ
和
紙
の
繊
維
と
思
わ
れ
る
も
の
が
付
着
し



て
い
た
の
で、
あ
る
い
は、
何
ら
か
の
文
字
の
書
か
れ
た
紙 、が
納
め
ら
れ
て
い
た

の
か
も
知
れ
な
い。

こ
の
黄
金
延
板
の
包
み
が、
何
を
意
味
す
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が、
日
常

生
活
の
必
需
品
で
な
く
何
か
特
別
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る。
第
二
土
壌
よ
り
供
伴
し
て
出
土
し
た
遺
物
は、
白
磁
製
の
唐
獅
子
や
猿
・
破

璃
の
部
な
ど
祭
杷
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る。
ま
た
猿
は

そ
の
背
中
に
線
香
を
立
て
る
た
め
と
思
わ
れ
る
筒
を
背
おっ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど

か
ら 、
こ
の
黄
金
延
板
は
阿
蘇
大
宮
司
等
が
神
事
を
司っ
た
時
に
杷っ
た
御
正
体

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る。
恐
ら
く、
内
部
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
は、
紙
に

書
か
れ
た
護
符
あ
た
り
で
は
な
かっ
た
ろ
う
か。

白磁製小置物

白
磁
製
小
置
物
と
し
て、
唐
獅
子
お
よ
び
猿
の
二
つ
が
第一
土
壌
内
よ
り
出
土

し
た。
特
に
唐
獅
子
の
方
は
明
時
代
の
万
暦
様
式
の
狛
犬
に
酷
似
し
て
い
る。
こ

の
手
の
も
の
は
一
般
に
無
地
の
も
の
が
多い。
焼
物
の
外
に
白
色
や
青
白
色
の
ガ

ラ
ス
製
品
も
見
ら
れ
る。
浜
の
館
の
落
去
間
近
い
一
六
世
紀
の
後
半
頃 、
中
国
の

福
建
省
付
近
の
窯
で
焼
か
れ
た
製
品
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。

唐
獅
子
高
さ
九
・

六
側 、
最
大
幅
六
・

五
側 、
台
座
の
奥
行
三
・

二
佃
で
小

型
の
白
磁
製
の
唐
獅
子
の
置
物
で
あ
る。
台
座
の
上
に
玉
と
戯
れ
る
獅
子
の
姿
を

造
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
が、
作
り
は
形
式
化
さ
れ
平
板
的
で
迫
力
は
な
い。
目

鼻
孔
は
針
状
の
も
の
で
突
い
た
穴
を
もっ
て
こ
れ
に
あ
て
て
い
る。
一
種
の
置
物

と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が、
置
物
と
し
た
以
外
に
沖
縄
等
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
魔
除
け
と
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い。
万
暦
の
狛
犬
等
に
相
通
じ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が、
全
般
的
に
見
る
と、
造
り
は
正
面
か
ら
見
る
こ
と
を
意
図
し
て

製
作
さ
れ
て
お
り、
側
面
お
よ
び
裏
面
は
極
度
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る。
獅
子
の

足
や
台
座
の
角
等
に
は、
ヘ
ラ
で
胎
土
を
荒
く
そ
い
だ
跡
が
残
る
が
あ
る
い
は
大

量
生
産
品
で
あっ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

濃(ばく)
高
さ
八
側 、
最
大
横
幅
八
聞 、
台
座
の
奥
行
三
聞
で
唐
獅
子
の

置
物
よ
り
若
干
小
型
の
白
磁
製
の
置
物
で
あ
る。
やh
青
味
が
かっ
た
白
磁
で、

鼻
の
部
分
を
見
る
と
豚
の
よ
う
で
あ
る
が
尻
尾
が
豚
と
異
なっ
て
い
る
の
で、
東

南
ア
ジ
ア
に
生
息
し
夢
を
喰
う
と
い
わ
れ
る
摸
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

先
の
唐
獅
子
と
異
な
る
点
は、
台
座
に
の
せ
ら
れ
た
獲
が
そ
の
背
に
簡
を
背
負

っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う 。
こ
の
筒
が
何
ら
か
の
物
を
立
て
る
用
途
を
な
す
も
の
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が、
筒
の
な
か
に
施
さ
れ
た
穴
が
直
径
0・
七
側 、
深
さ

は、
先
が
極
端
に
細
く
なっ
て
い
る
部
分
ま
で
加
え
て
一
・

一
m
程
度
の
も
の
で

あ
る
こ
と
も
考
え
併
わ
せ
る
と
立
て
た
も
の
も
限
定
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う 。
筆

立
て
も
し
く
は、
線
香
立
て
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か、
台
座
部
分
の
装
飾
の
施

し
方
か
ら
考
え
る
と、
こ
の
置
物
も
正
面
か
ら
見
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
お
り、

- 54 -

獲
の
鼻
の
部
分
が
左
側
に
く
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る。

な
お、
先
の
唐
獅
子
が
頭
を
右
側
に
向
く
よ
う
に
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考

え
併
せ
る
と、
前
か
ら
見
る
た
め
に
は
向っ
て
左
側
に
唐
獅
子 、
右
側
に
猿
と
い

う
配
置
と
な
り、
や
は
り
何
ら
か
の
祭
壇
を
飾
る
た
め
左
右
に
置
か
れ
た
置
物
で

は
な
かっ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る。

破瑠製杯

第
一
土
嬢
よ
り
三
個
出
土
し
た。
三
個
の
う
ち一
個
は
完
形
品
で、
他
の
二
個

は
破
損
と
腐
蝕
が
著
し
い。
一一
一
個
と
も
に
口
径
は
八
・
三
側 、
高
さ
一
・
九
仰
の

ガ
ラ
ス
製
の
杯
で、
全
面
腐
蝕
の
た
め
乳
灰
色
と
な
り
真
珠
と
同
様
の
光
沢
を
帯

び、
ガ
ラ
ス
と
し
て
の
透
明
部
分
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い。
掌
に
乗
せ
る
と
ずっ

し
り
と
重
量
感
が
あ
り、
中
国
の
玉
杯
を
努
髭
と
さ
せ
る。
恐
ら
く
中
国
で
い
う



玉
杯
も
こ
の
よ
う
な
破
瑠
製
の
杯
で
は
な
かっ
た
か
と
思
わ
れ
る。

底
部
に
は
線
刻
に
よ
る
文
様
が
見
ら
れ
る
が 、
龍
を
彫っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る。
強
い
光
線
に
透
し
て
見
る
と、
こ
の
線
刻
を
さ
ら
に
克
明
に
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る。
杯
の
底
部
に
沿っ
て
円
状
に
回っ
て
い
る
の
で、
高
松
塚
等
に
見
ら
れ

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば 、
青
竜
は
五

る
青
竜
を
形
取っ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る。

行
思
想
で
東
ま
た
は
春
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で、
大
変
お
め
で
た
い
文

様
を
持
つ
杯
と
い
う
こ
と
に
な
る。
ま
た
三
は
普
か
らめ
で
た
い
数
字
と
い
わ
れ

て
お
り 、
今
度
の
場
合 、
三
個
一
組
で
出
土
し
て
い
る
点
が
こ
れ
を
裏
付
け
る
も

複
塩
か
ら
な
る
鉛
ガ
ラ
ス
と
思
わ
れ
る。

の
か
も
知
れ
な
い。
こ
の
杯
の
素
材
と
な
る
ガ
ラ
ス
は、
酸
化
鉛
と
炭
酸
カ
リ
の

白磁小置物 と破瑠製I不

一番手前 の 黄金延板 は祭紀の際の 御正体で あ
っ た と 思 わ れ る 。 3 枚の延板の組合 わ せ か ら
な り 重 さ は約lOg あ る 。

第25図(2)

四
生
活
遺
物

生
活
遺
物
と
し
て
の
出
土
品
目
を
大
別
す
る
と、
土
師
質
土
器 、
須
恵
質
土
器

瓦
質
土
器 、
陶
磁
器
(
青
磁
・
白
磁
・

染
付) 、
妬
器 、
金
属
製
品
(
鉄
製
品 、

銅
製
品) 、
石
製
品
(
石
鍋
・

硯
・

砥
石) 、
炭
化
物(
木
炭・
竹
炭
・

萱
炭
化
物) 、

猷
骨
・
貝
殻
類
(
ほ
ら
貝)
等
の
項
目
に
分
類
で
き
る。

ハ門
陶
磁
器
類

戦
国
末
の
天
正
年
間
ま
で
存
在
し、
遺
跡
と
し
て
は
中
世
で
は
一
番
新
し
い
時

期
の
も
の
で
あ
る
た
め
か、
陶
磁
器
類
の
出
土
は
多
い 。
完
形
品
は
見
ら
れ
な
い

が
青
磁
・
白
磁
・

染
付
と
ほ
と
ん
ど
当
時
の
製
品
は
出
揃っ
てい
る。
生
活
遺
構

内
よ
り
一
番
数
多
く
出
土
す
る
の
は
青
磁
(
碗
・

皿
類)
で、
次
に
白
磁
(
碗)

染
付
(
碗
・

皿)
な
ど
が
続
き、
陶
器
(
碗
・

皿) 、
瓦
質
土
器(
火
鉢・
摺
鉢) 、
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妬
器
(
大
型
翠
・

大
型
査)
も
相
当
量
出
土
を
み
る。

青

磁

土
師
質
土
器
に
つ
い
で
多
く
出
土
し
た
の
が
陶
磁
器
類
で
は
青
磁
片
で
あ
る。

遺
跡
全
域
か
ら
出
土
し
て
い
る
が 、
特
に
集
中
し
て
い
た
の
は
第
一
棟
の
北
側
一

帯
と
北
東
部
で
あ
る。
北
東
部
か
ら
青
磁
大
皿
片
が
数
多
く
出
土
し、
調
査
員
を

驚
嘆
さ
せ
た。
こ
の
区
域
に
館
の
厨
房
的
性
格
を
も
っ
建
物
が
存
在
し
てい
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る。
出
土
す
る
青
磁
は
主
と
し
て
明
代
末
頃
の
竜
泉
窯
で
焼
か

れ
た
も
の
が
多
い
が、
そ
れ
以
前
の
南
宋
や
元
時
代
の
青
磁
も
若
干
出
土
し
てい

る。
器
形
か
ら
み
る
と
碗
が
多
い
が、
日
用
雑
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め

か、
すべ
て
小
破
片
と
なっ
て
出
土
し
完
形
は
一
個
も
見
ら
れ
な
かっ
た。
取
り

上
げ
ら
れ
た
青
磁
片
は
五
O
O
点
余
に
も
の
ぼ
る
が、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
こ
こ

で
は
主
な
る
も
の
の
み
を
掲
げ
た
い。



碗

類

青
磁
器
片
で
は
青
磁
碗
の
占
め
る
割
合
が
一
番
多い 。
試
掘
調
査
か
ら
第
二
次

調
査
に
い
た
る
聞
に
発
掘
し
た
碗
の
破
片
は
口
縁
部
の
み
で
も一
O
O
点
前
後
を

数
え
る。
勿
論
こ
の
破
片
は
殆
ど
別
個
体
の
も
の
で
同
一
個
体
の
も
の
は
含
ま

れ
な
い。
碗
類
は
文
字
通
り
日
常
茶
飯
時
に
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
か、
完
形
品

の
出
土
は
一
点
も
み
ら
れ
ず 、
殆
ど
三
m
×
三
m
程
度
の
小
破
片
と
なっ
て
お

り 、
器
形
を
完
全
に
復
元
で
き
る
も
の
は
な
かっ
た。

た
だ
器
に
施
さ
れ
た
文
様
に
つ
い
て
は
①無
文
の
物
⑦語
造
り
の
蓮
弁
の
描
か

れ
る
も
の
③口
縁
部
直
下
に
口
縁
と
平
行
し
て
波
状
の
文
様
を
描
き、
そ
の
下
に

縦
に
沈
線
を
施
し
た
も
の
④
口
縁
部
直
下
に
平
行
し
て
一
条
な
い
し
二
条
の
線
が

巡
る
も
の
⑤
幅
一
m
程
度
の
縦
の
窪
み
を
持っ
て
文
様
と
す
る
も
の
⑥口
縁
部
に

直
下
に
幅
一
・

五
l

二
・

O
m
幅
で
長
方
形
の
入
組
文
(
雷
文)
が
帯
状
に
走
る

も
の
な
ど
六
種
類
ほ
ど
に
大
別
で
き
る。

出
土
す
る
青
磁
碗
を
時
代
別
に
み
た
場
合 、
当
遺
跡
が
戦
国
末
の
天
正
一
四
年

(
一
五八
六)
ま
で
存
続
し、
か
つ
阿
蘇
氏
が
肥
後
武
士
団
の
棟
梁
と
し
て
繁
栄

を
き
わ
め
た
時
期
が
天
正
年
間
で
あ
る
た
め、
出
土
す
る
青
磁
等
の
製
作
年
代
も

ほJ
明
代
の
後
半
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い。
出
土
す
る
ほ
と
ん
ど
の
青
磁
類

が 、
暗
緑
色
を
な
し
ガ
ラ
ス
分
が
多
く
ギ
ラ
ギ
ラ
光
る、
俗
に
七
官
青
磁
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
主
流
を
な
す。
た
だ
こ
の
中
に
混
じっ
て、
龍
泉
窯
の
南
宋
頃
の
わ

が
国
で
砧青
磁
と
呼
ば
れ
る
も
の
や、
元
代
の
粕
色
が
黄
緑
色
を
な
す
も
の
な
ど

も
若
干
見
ら
れ
る。
ま
た
製
作
地
不
明
の
破
片
も
多
い 。

ま
ず 、
南
宋
代
の
碗
片
と
し
て
は、
第
お
図
の
ー
か
ら
9
が
あ
げ
ら
れ
る。

ー
の
碗
は
庭
園
の
下
層
部
か
ら
出
土
し
た
碗
で、
古
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
物
語っ
て
い
る。
軸
色
は
美
し
い
粉
青
色
を
な
し、
胴
部
に
は
鏑
造
り
の
蓮

弁
が
施
さ
れ
て
い
る。
蓮
弁
の
幅
は
細
く
先
端
は
尖っ
て
お
り 、
笹
葉
状
に
近い 。

後
世
の
蓮
弁
に
比べ
る
と、
彫
が
深
い
た
め
か
蓮
弁
が
際
立っ
て
お
り 、全
体
的

に
鋭
さ
が
漂
う 。
そ
し
て
蓮
弁
は
腰
部
ま
で
整
然
と
施
さ
れ
る。
口
縁
部
は
外
に

向っ
て
反
り 、
外
面
直
下
で
は
や
や
厚
め
で
折
返
し
状
を
呈
す
る。
内
面
に
文
様

は
見
ら
れ
な
い
が、
見
込
部
近
く
に
二
条
の
線
が
僅
かに
う
ね
る
の
が
認
め
ら
れ
る。

同
様
の
こ
と
が
2
・
3
・
4
・
5
・
6
の
各
碗
の
破
片
に
つ
い
て
も
い
え
る。

7
・
8
も
南
宋
時
代
の
も
の
で、
我
国
で
は
一
般
に
砧
青
磁
と
呼
ば
れ
てい
る
も

の
で
あ
る。
庭
園
の
泉
水
部
内
の
落
ち
込
み
か
ら
出
土
し
た。
器
形
は、
口
縁
が

あ
ま
り
外
に
聞
か
ず
肩
部
分
に
張
り
を
も
た
せ、
や
や
内
写
気
味
に
厚
手
の
口
縁

部
を
形
成
す
る
碗
で
あ
る。
外
面
胴
部
に
施
さ
れ
る
文
様
は、
先
と
異
な
り 、
上

下
に
走
る
幅
一
・

一
m
の
窪
み
に
よっ
て、
先
端
の
丸
い
蓮
弁
状
の
文
様
を
形
造

っ
て
い
る。
こ
の
文
様
は
鈍
い
鋪
状
の
線
に
よ
り
隣
接
す
る
文
様
と
区
別
さ
れ
て
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い
る。
胎
土
は
い
ず
れ
も
白
色
を
呈
す
る。

こ
の
外 、
や
は
り
南
宋
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
に、
第
一
棟
床
面
よ
り
出

土
し
た
9
の
碗
が
あ
る。
内
面
に
櫛
目
文
を
施
し
た
も
の
で、
一
般
に
珠
光
青
磁

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る。
口
径
が
一
八
・
八
四
で
高
さ
が
七
・
五
叩
も
あ
ろ
う

か
と
推
定
さ
れ
る。
薄
づ
く
り
で
平
形
の
大
茶
碗
で
あ
る。
軸
は
透
明
質
の
淡
暗

黄
色
を
な
し、
胎
土
に
は
僅
か
に
鉄
分
が
見
ら
れ
る。

こ
の
碗
の
場
合 、
口
唇
部
が
折
返
さ
れ
ず
外へ
水
平
に
尖っ
て
い
る
の
が
特
徴

と
い
え
る。
外
面
胴
部
に
施
文
は
見
ら
れ
な
い。

元
代
の
も
の
と
し
て
は、
暗
褐
色
を
な
す
碗
の
口
縁
部
が
二
1

三
片
認
め
ら
れ

た。
他
に
破
片
も
若
干
あ
る
が
全
体
で
占
め
る
割
合
は
少
な
い。

以
上
の
外 、

叩
l

泣
ま
で
の
碗
は
施
文
・

軸
色
は
異
去っ
て
い
て
も
すべ
て、

明
代
の
漸
江
省
竜
泉
窯
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る。
内
に
は
朽
葉
色
を
な
す
も
の
も



第26図 出土遺物実測図 (青磁碗類)
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み
ら
れ
る
が
酸
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う o
m
l

u
ま
で
の
青
磁
は、
い
ず
れ
も
灰

色
が
かっ
た
緑
色
の
施
軸
が
か
け
ら
れ、
内
外
共
に
軸
に
小
ひ
び
が
走
り
施
文
は

見
ら
れ
な
い。
器
肉
は
三
・

o
m
前
後
と
薄
く、
胎
土
は
黒
色
で
あ
る。
口
縁
部

が
直
下
で
急
激
に
外へ
反
り
返
る
の
を
特
色
と
す
る。

U
の
破
片
は、
淡
い
緑
色
に
白い
灰
状
の
噴
出
物
が
肌
面
に
浮
か
び
上っ
て
い

る
が 、
窯
変
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。
口
縁
部
が
厚
く、
口
唇
部
も
ま
ろ
や
か
な

楕
円
を
描
い
て
い
る。
先
年
調
査
し
た
竹
崎
城
か
ら
も
同
様
の
青
磁
片
が
出
土
し

て
い
る
の
で、
こ
の
破
片
も
一
五
O
O
年
前
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

日
も
m
l

u
と
同
様
器
肉
が
薄い。
軸
色
は
淡
暗
黄
色
で
ガ
ラ
ス
質
の
ギ
ラ
ギ

ラ
し
た
施
柑
が
み
ら
れ
る。
内
面
に
劃
花
文
・
外
面
に
は
箆
に
よ
る
無
造
作
な
縦

線
が
施
さ
れ
て
い
る。
一
見
す
る
と
珠
光
青
磁
に
酷
似
し
てい
る
が 、
や
は
り
明

代
の
竜
泉
窯
の
製
品
で
あ
ろ
う 。

日
の
碗
も
胎
土
が
灰
色
で
あ
る
こ
と
と、
外
面
が
無
文
で
あ
る
こ
と
を
除い
て

は、
日
と
同
様
の
も
の
で
あ
る。
口
か
ら
辺
ま
で
は、
第
一
棟
よ
り
さ
ら
に
下
部

の
柱
穴
を
持
つ
建
物
の
床
面
お
よ
び
泉
水
内
か
ら
出
土
し
た
碗
の
破
片
で
あ
る。

こ
の
た
め、
第
一
棟
床
面
出
土
の
青
磁
よ
り
若
干
古い
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

こ
れ
ら
一
連
の
碗
の
口
縁
部
直
下
外
面
に
は、
幅
一
・

五
仰
の
聞
に
沈
線
に
よ
る

入
組
文
が
帯
状
に
巡
ら
さ
れ
て
い
る。
直
線
を
主
体
と
し
た
迷
路
状
の
入
組
文(
雷

文)
は、
箆
に
よ
る
沈
線
で
描
か
れ
る
た
め
軸
が
流
れ
込
み、
凸
凹
の
少い
や
わ
ら

か
な
仕
上
げ
と
なっ
て
い
る。
わ
が
国
の
中
世
の
火
舎
口
縁
等
に
普
遍
的
に
見
ら

れ
る
菊
花
文
と
同
様 、
当
時
の
中
国
人
に
好
ま
れ
た
文
様な
の
で
あ
ろ
う 。

施
柑
は
美
し
い
淡
緑
色
で、
胎
土
は
白
色
を
な
し
焼
き
も
良い 。
明
代
で
も
後

半
の
も
の
で
あ
ろ
う 。

M
は
庭
園
泉
水
部
の
東
汀
線
石
の
基
底
部
よ
り
出
土
し
た
破
片
で、
復
元
す
れ

ば
錆
造
り
の
連
弁
を
外
面
胴
部
に
もつ
口
径
の
大
き
い
椀
と
な
る。
こ
の
時
期
に

な
る
と
蓮
弁
も
幅
が
広
く、
先
端
部
も
尖
り
が
少
な
く
な
り 、
全
体
的
に
鋭
さ
を

欠
き、
平
板
的
と
なっ
て
く
る。
ま
た
蓮
弁
も
腰
部
近
く
で
は
消
え
て
し
ま
う o

m-
幻
の
文
様
を
持
つ
碗
類
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る。

却
の
鏑
造
り
の
連
弁
の
文
様
が
さ
ら
に
変
化
し
た
の
が、
お
等
に
見
ら
れ
る
文

様
を
も
っ
碗
類
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
こ
の
碗
に
な
る
と
鏑
は
な
く
な
り 、
箆

に
よ
る
幅
一
・

五
m
前
後
の
沈
線
が
約
0
・

五
m
程
度
の
間
隔
で
無
造
作
に
上
か

ら
下へ
施
さ
れ
て
い
る。
口
縁
部
直
下
に
は
蓮
弁
の
先
端
部
の
尖
り
を
象
徴
す
る

と
思
わ
れ
る
鋸
歯
状
の
沈
線
が
巡っ
て
い
る
が、
売
の
上
下
に
走
る、沈
線
と
セ
ッ

ト
さ
せ
て
蓮
弁
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う 。
内
面
に
文
様
は
見
ら
れ

な
い。
軸
色
も
暗
緑
色(
草
色)
と
な
り
施
軸
の
厚
さ
も
薄
く
なっ
て
い
る。
器
型

は、
高
台
上
の
腰
部
か
ら
丸
く
内
琴
し
な
が
ら
立
上
が
り 、
外へ
聞
か
ず
内へ
ま

と
ま
る
よ
う
に
し
て、や
が
て
や
や
厚
ぼっ
た
い
口
縁
部
を
形
成す
る。
こ
の
文
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様
と
器
型
を
も
っ
青
磁
碗
は、
戦
国
末
期
頃
の
城
跡
等
か
ら
発
見
さ
れ
る
の
で、

明
代
で
も
後
半
の
竜
泉
窯
の
製
品
と
み
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う 。

お
・

初
等
の
口
縁
部
破
片
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る。
な
お
こ
の
碗

の
外
面
腰
部
・
内
面
見
込
部
に
は、
茶
渋
状
汚
れ
が
付
着
し
て
お
り
永
年
の
使
用

を
思
わ
せ
る。

却
も
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
が、
軸
色
は
お
と
同
様
の
暗
緑
色
を
な
し、
施

軸
が
薄
く
な
り
肌
に
は
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
ガ
ラ
ス
質
の
光
沢
が
強
く
見
ら
れ
る。
口

縁
部
直
下
に
は
げ
か
ら
n
の
口
縁
部
に
み
ら
れ
た
雷
文
が
施
さ
れ
てい
る
が、

こ
の
碗
に
な
る
と
口
縁
部
を
巡
る
上
下
二
つ
の
線
の
引
き
方
も
粗
雑
と
な
り 、
そ

の
な
か
に
描
か
れ
て
い
た
雷
文
も
箆
に
よ
る
長
さ
二
l
三
仰
の
単
な
る
三
本
の

引
掻
線
に
変
り 、
そ
の
意
図
を
留
め
る
だ
け
と
なっ
て
い
る。
こ
の
文
様
部
分
に



窯
内
で
付
着
し
た
と
思
わ
れ
る
石
英
粒
等
が
軸
に
数
か
所
付
着
し、
肌
面
の
庇
と

な
っ
て
い
る
が、
い
か
に
も
下
手
物
と
い
っ
た
感
じ
を
強
く
う
け
る。

こ
の
外
に、
製
作
地
不
明
の
末
期
碗
片
が
数
点
あ
る
が
省
略
し
た。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
当
遺
跡
の
主
流
を
な
す
も
の
は、
明
代
後
半
の
龍
泉
窯
の
製
品
で、

製
作
年
代
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
が
一
番
多い。

こ
れ
ら
の
出
土
し
た
碗
類
に
は、
永
年
の
使
用
に
よ
る
茶
渋
状
の
汚
れ
が
付
着

し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る。
と
く

に、
南
宋
代
の
砧
青
磁
片
に
は
内
外
共
に
黒

い
汚
れ
が
つ
い
て
お
り 、
伝
世
期
間
の
長
さ
を
想
像
さ
せ
て
興
味
深
い 。

皿
類

三
つ
の
破
片
と
なっ
て
出
土
し
た
が、

青
磁
大
皿
l

口
緑 、
胴 、
高
台
部
共
に

揃っ
て
お
り
復
元
可
能
で
あ
る
た
め
図
上
で
復
元
し
た。
皿
の
口
径
は
三
四
m 、

深
さ
六
・
五
仰
で
一
般
の
中
世
遺
構
か
ら
の
出
土
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
豪
華

な
大
型
の
皿
で
あ
る。
色
は
暗
緑
色
を
な
し
了
五
聞
の
厚
さ
の
施
軸
が
認
め
ら
れ

る。
軸
は
高
台
の
畳
付
部
お
よ
び
外
底
部
に
ま
で
及
ぶ。
胎
土
は
白
に
近
い
灰
白

色
で
あ
る。

文
様
は
僅
か
に
口
縁
部
内
側
を
唐
草
の
退
化
し
た
と
思
わ
れ
る
箆
書
き
の
文
様

が
と、ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
か
す
か
に
走っ
て
い
る
の
み
で
他
に
は
内
外
共
に
見
ら
れ
な

ぃ。
皿
の
内
部
の
内
沓守
す
る
胴
部
に
は
胎
土
に
菊
の
花
弁
状
の
窪
み
が
縦
に
施
さ

れ
て
器
の
内
部
を
回っ
て
い
る。
阿
蘇
氏
で
あ
れ
ば
ご
そ
持
ち
得
た
大
皿
で
あ
ろ

ぅ 。
明
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

こ
の
外
同
形
の
大
皿
の
高
台
部
破
片
が
出
土
し
て
い
る
が、
色
は
明
る
い
緑
色

を
呈
し
てい
る。
製
作
後
火
に
遭っ
て
お
り 、
破
砕
面
に
煤
が
付
き
二
次
的
な
施

軸
の
溶
解
が
認
め
ら
れ
る。
破
片
は
弓
状
の
割
れ
口
を
呈
し
て
お
り 、
相
当
高
温
の

火
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
他
に
三
l
四
個
体
分
の
同
形
大
皿
の
破

片
が
見
ら
れ
る。

青
磁
大
皿
口
縁
2
部(
破
片)
口
径
が
四
五
m
以
上
も
あ
り
胴
部
の
厚
さ
も
一、

六
m
前
後
あ
る
の
で
1
の
も
の
よ
り
更
に
大
型
の
皿
と
思
わ
れ
る。
口
唇
部
に
ゆ

る
や
か
に
う
ね
る
波
状
の
凹
凸
が
施
さ
れ
て
い
る。

色
は
黄
味
が
かっ
た
淡い
緑
色
を
呈
し
て
五
酬
の
厚
さ
の
施
軸
が
見
ら
れ
る。

胎
土
は
白
色
で
あ
る。
文
様
は
な
い
が
胴
部
の
内
外
に
幅
三
・

O
m
の
窪
み
が
縦

に
走
り
飾
り
と
なっ
て
い
る。
窪
み
の
部
分
は
窯
内
で
軸
薬
が
変
化
し
た
の
が
緑

が
消
え
ク
リ
ー
ム
色
状
を
呈
し、
盛
り
上
り
突
出
し
た
部
分
の
み
が
淡
い
緑
色
と

し
て
残っ
て
い
る。
出
土
地
点
は
泉
水
底
部
近
く
で
あ
る
の
で
他
の
大
皿
よ
り
更

に
古い
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

青
磁
大
皿
口
縁
部
3
(
破
片)

図
上
復
元
に
よ
る
口
径
は
約
三
四
?の
り 、
ー

と
同
様
の
大
型
の
皿
で
あ
る。
外
に
向っ
て
聞
き
な
が
ら
-立
上っ
た
胴
部
は
口
縁
部

近
く
で
稜
線
を
描い
て
折
れ
わ
ず
か
に
傾
斜
を
持
ち
な
が
ら
水
平
方
向
に
向っ
て

延
び
幅
二
・

五
m
程
度
の
帯
状
の
口
縁
を
形
造
る。
内
外
の
胴
部
お
よ
び
帯
状
を

な
す
口
縁
部
に
は
箆
で
か
す
か
に
描
か
れ
た
流
れ
る
よ
う
な
唐
草
文
が
全
体
に
大

き
く
う
ねっ
て
い
る。
施
軸
は
明
る
い
緑
色
を
呈
し
てい
る。
な
お
高
台
部
は
な

ハヨFD

 

い
が
器
高
は
六
l

七
仰
で
あっ
た
と
推
定
さ
れ
る。

青
磁
大
皿
口
縁
部
4

器
形
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
3
と
同
様
と
思
わ
れ

る。
異
な
る
点
は
ほ
ぼ
水
平
に
近
い
状
況
で
外
へ
聞
く
口
縁
の
口
唇
部
に
長
さ
約

三
・
五
m
間
隔
の
波
状
の
飾
り
が
付
い
て
い
る
こ
と
と、
内
外
の
胴
部
に
約
二
仰

程
度
の
わ
ず
か
な
窪
み
が
縦
に
飾
り
と
し
て
施
さ
れ
てい
る
こ
と
位
い
で
あ
ろ
う。

(
破
片)

施
軸
の
色、
文
様
共
に
3
と
変
る
と
こ
ろ
は
な
い。

青
磁
大
皿
口
縁
部
5
(
破
片)

こ
の
大
皿
の
器
形
も
基
本
的
に
は
3
と
同
様
と
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思
わ
れ
る
が、
口
唇
部
に
ゆ
る
や
か
な
波
状
の
飾
り
が
施
さ
れ
て
い
る。
軸
色
は

暗
緑
色
を
呈
し
文
様
は
見
ら
れ
な
い
が
内
面
に
は
幅一
m
程
度
の
わ
ず
か
な
窪
み

が
縦
に
施
さ
れ
て
い
る。
器
面
全
体
の
軸
に
間
隔
の
粗
な
ひ
び
が
走っ
て
い
る。

青
磁
大
皿
口
縁
部
6
(
破
片)

図
上
復
元
す
れ
ば
口
径
二
七
・

o
m
程
度
の
中

型
の
皿
で
あ
る。
4
・
5
の
大
皿
と
同
様
口
唇
部
に
は
波
状
の
飾
り
が
施
さ
れ
て

い
る
が
異
なっ
て
い
る
点
は、
波
上
の
盛
上っ
た
頂
上
部
が
曲
線
を
描
く
部
分
と

稜
線
を
描
く
部
分
と
交
互
に
口
唇
部
を
巡っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る。

こ
の
口
唇
部
の
内
側
直
下
に
は
こ
の
波
状
の
飾
り
と
平
行
し
て
箆
で
描
か
れ
た

同
様
の
文
様
が
口
縁
部
を
巡っ
て
い
る。
器
内
外
に
唐
草
文
等
の
文
様
は
見
ら
れ

な
い
が、
3
・
4
と
同
様
胴
部
の
内
側
に
は一
m
前
後
の
窪
み
が
飾
り
と
し
て
縦

に
走っ
て
い
る。

車問
磁
大
皿
口
縁
部
7
(
破
片)

こ
の
皿
は
図
上
復
元
で
は
口
径
二
五
l

六
m
の

中
型
の
皿
と
な
る。
口
唇
部
そ
の
他
は
5
と
同
様
で
あ
る
が、
異
な
る
点
は
他
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
口
縁
部
で
の
水
平
方
向へ
の
立
上
り
の
変
化
が
見
ら
れ
な
い。

こ
の
た
め
高
台
か
ら
立
上っ
た
胴
部
は
そ
の
ま
ま
外へ
向っ
て
内
琴
し
な
が
ら
立

ち
上
が
り
直
ち
に
口
縁
部
を
形
成
し
て
い
る。
口
縁
部
を
除い
て
は
軸
色、
文
様

等
まっ
た
く
5
の
大
皿
と
同
様
で
あ
る。

青
磁
大
皿
口
縁
部
8
(
破
片)

図
上
で
は
口
径
が
二
五
仰
程
度
の
中
皿
が
復
元

で
き
る。
1
の
大
皿
と
同
様
の
器
形
で
立
上っ
た
胴
部
は
口
縁
部
直
下
の
と
こ
ろ

で
稜
線
を
え
が
い
て
外
に
折
れ
帯
状
の
口
縁
を
形
成
す
る。
軸
は
暗
緑
色
で
あ
る。

中
皿
口
縁
部
9
(
破
片)

六
片
の
破
片
か
ら
な
る
が
復
元
す
れ
ば
口
径
が
二
四

側 、
器
高
は
四
・

五
m
程
度
の
中
皿
と
思
わ
れ
る。
器
形
は
内
習
し
な
が
ら
外へ

向っ
て
立
上
り
胴
部
を
成
し 、
口
縁
部
間
近
で
軽
く
外
反
し
厚
ぼっ
た
い
口
縁
部

を
形
成
す
る。
色
は
白
け
た
暗
緑
色
で
器
形
に
文
様
は
認
め
ら
れ
な
い。
全
体
の

軸
薬
上
に
ひ
び
が
走っ
て
い
る。

中
皿
口
縁
部
叩
(
破
片)

胎
土
の
厚
さ
も
0
・
四
五
m
と
薄
く
口
径
が
約
二
O

m
程
度
の
中
皿
で
あ
る。
高
台
よ
り
内
寧
し
な
が
ら
外へ
向っ
て
立
上っ
た
胴
部

は
口
縁
部
近
く
で
稜
線
を
作っ
て
外へ
折
れ、
内
写す
る
段
を
もっ
て
口
縁
部
と

な
る。
軸
色
は
白
け
た
暗
緑
色
と
い
っ
た
感
じ
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
青
白
磁
に

近
い 。

小
皿
口
縁
部
日
(
破
片)

こ
の
皿
も
胴
部
で
内
雪
し 、

口
縁
部
の
直
径
が
約
一
五
m
程
度
の
小
皿
で
あ
る。

口
縁
部
近
く
で
外へ
急
に
そ
ね
口
縁
部
を
形
成
す
る。

胴
部
断
面
は
い
わ
ゆ
る
ゆ
る
や
か
な
S
字
形
を
描
く。
紬
薬
は
光
沢
の
ない
ザ
ラ

ザ
ラ
し
た
感
じ
の
緑
色
で
あ
る。
接
合
で
き
な
い
二
片
の
同
様
の
特
徴
を
備
え
た

口
縁
部
が
あ
る
が
同
一
個
体
の
も
の
と
思
わ
れ
る。

以
上
の
外
青
磁
大
皿
の
底
部
と
思
わ
れ
る
高
台
付
が
五
l

六
個
出
土
し
て
い
る。

大
皿
底
部
1
(
破
片)
高
台
部
の
直
径
が
一
六
m 、
底
部
の
厚
さ
が
一
・

七
m
外

唱'ムnb

 

部
で
の
高
さ
が
一
・
二
m
あ
り、
か
な
り
の
大
皿
の
高
台
部
と
思
わ
れ
る。
畳
付
部

お
よ
び
底
裏
面
部
中
央
に
も
施
糊
さ
れ
て
い
る。
口
縁
部
の
2
や
3
の
大
皿
の
高

台
部
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る。
二
次
的
な
火
に
遇い
柚
薬
の
溶
解
が
認
め
ら
れ 、

煤
の
付
着
が
見
ら
れ
る。
色
は
淡
い
緑
色
を
呈
す
る。

中
皿
底
部
2
(
破
片)

高
台
部
の
直
径
が
九
・

六
側 、
高
さ
が
外
側
で
0・
五

m
あ
り
底
部
の
厚
さ
が
一・五
m
あ
り
形
式
だ
け
の
高
台
で
あ
る。
畳
付
部
断
面
は

や
や
丸
味
を
お
び
施
軸
さ
れ
てい
る。
軸
色
は
暗
緑
色
を
呈
す
る。
中
型
の
皿
の

底
部
で
あ
ろ
う 。

中
皿
底
部
3
(
破
片)

高
台
の
畳
付
部
で
の
直
径
が
八
・

七
畑 、
高
台
の
高
さ

が
外
部
で
0
・

七
側 、
底
部
の
厚
が
一
・
五
m
を
数
え
る。
高
台
の
畳
付
部
外
側
は

箆
で
角
を
そ
そ
い
で
お
り
畳
付
部
は
僅
か
二
m
程
度
で
施
軸
は
な
い。
底
部
に
も



施
粕
は
見
ら
れ
ない。
胴
部
分
で
の
胎
土
の
厚
さ
は
0・
四
m
程
度
で
胎
土
は
白

灰
色
を
呈
す
る。
柑
色
は
白
け
た
暗
緑
色
で
あ
る。

中
皿
底
部
4
(
破
片)

高
台
の
直
径
が
六
・

七
聞
で
高
さ
が
外
部
で
一
・一

m

底
部
の
厚
さ
が一
・

一
倒
あ
る。
軸
色
は
暗
緑
色
で
畳
付
部
に
も
柚
が
か
か
る
が

底
部
裏
面
に
は
見
ら
れ
な
い 。
畳
付
部
に
は
窯
入
の
際
針
金
等
で
器
を
支
え
た
と

思
わ
れ
る
さ
び
の
跡、が
残
る。

中
皿
底
部
5
(
破
片)

高
台
の
直
径
が
七
側 、
高
さ
が
外
部
で
一
m 、
底
部
の

厚
さ
が
一、
五
仰
を
数
え
る。
色
は
朽
葉
色
で
あ
る
が
僅
か
に
緑
色
も
見
ら
れ
る。

内
側
底
部
に
大
き
な
圏
界
線
が
描
か
れ 、
胴
部へ
の
立
上
り
が
ゆ
る
や
か
な
の
で

や
は
り
器
形
は
皿
と
思
わ
れ
る。

高
台
部
の
破
片
が
小
さ
い
の
で
直
径
は
不
明
で
あ
る
が、

大
型
の
皿
の
高
台
と
思
わ
れ
る。
外
部
か
ら
の
高
台
の
高
さ
は
一
・一

m 、
底
部

の
厚
さ
は一
・

一
仰
を
数
え
る。
色
は
緑
色
で
畳
付
部
に
は
施
粕
が
見
ら
れ
な
い。

大
皿
底
部
6
(
破
片)

文
様
は
な
く
胎
土
は
白
色
を
呈
す
る。

以
上
の
外
に
大
皿
の
底
部
と
思
わ
れ
る
破
片
が
数
個
出
土
し
て
い
る。

青
白
磁
金
子

出
土
し
た
の
は
半
壊
し
た
蓋
の
部
分
で
あ
る。
復
元
す
れ
ば

口
径
が
約
五
倒 、
深
さ
が
一
仰
の
小
型
の
盆
子
で
あ
る。
蓋
の
表
面
に
は
盆
子
に

み
ら
れ
る
特
有
の
蓮
弁
状
の
凹
凸が
七
個
施
さ
れ 、
そ
の
中
心
部
に
は
蓮
子
状
の

小
突
起
八
個
が
付
い
て
い
る。
表
面
に
は
青
白
色
の
施
柑
が
見
ら
れ
る
が、
口
縁

部
の
一
部
と
口
唇
部
お
よ
び
裏
面
に
は
そ
れ
が
な
い。

超
小
型
で
あ
り 、
器
形
は
江
戸
末
か
ら
明
治
頃
に
見
ら
れ
た
紅
皿
に
似
て
い
る

の
で、
用
途
は、
薬
品
も
し
く
は
化
粧
用
薬
物
を
収
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
製

作
は
南
宋
時
代
に
景
徳
鎮
の
窯
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

青
白
磁
小
査
蓋
片

第
一
棟
床
下
よ
り
出
土
し
た。
出
土
し
た
の
は
小
査
の

蓋
部
の
一
部
で、
復
元
す
る
と
直
径
が
一
一
・
八
畑 、
高
さ
が
二
・

二
聞
で
つ
ま

み
を
入
れ
て
も
三
m
程
度
の
器
高
を
有
す
る
蓋
で
あ
る。
胎
土
は
白
色
で
表
面
に

は
施
粕
が
み
ら
れ
る
が
裏
面
に
は
な
い。
青
磁
と
い
う
よ
り 、
青
白
磁
と
呼ぶ
ベ

き
も
の
で
あ
ろ
う 。
明
代
の
焼
物
で
一
五
世
紀
か
ら一
六
世
紀
に
か
け
て
製
作
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

陶
器
類

天
目
茶
碗

ま
で
続
き
一
片
の
破
片
で
あ
る
の
で、
石
膏
で
復
元
を
試
み
た。
こ
の
碗
は、
口

径
が一
0
・
八
側 、
器
高
が
六
・一

畑 、
高
台
の
直
径
が
三
・
四
町 、
高
台
の
高

全
体
の
三
分
の一
程
の
出
土
で
あ
る
が、
口
縁
部
か
ら
高
台
部

さ
が
三
仰
と、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
小
型
の
茶
碗
に
属
す
る。
腰
か
ら
高
台
に
か

け
て
の
二
仰
を
除い
て
は、
器
全
体
の
内
外
に、
ガ
ラ
ス
質
の
光
沢
に
富
む
暗
褐

色
の
い
わ
ゆ
る
天
目
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る。
特
に
腰
部
の
軸
際
の
な
だ
れ
の
部

円4no

 

分
で
は、
黒
褐
色
粕
が
た
ま
り
0
・
三
m
程
度
の
厚
さ
に
なっ
てい
る。
こ
の
軸

際
に
若
干
薄
柿
色
の
軸
が
残
る
の
で、
下
軸
を
施
し
た
上
に
暗
褐
色
の
上
軸
が
施

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う 。
こ
の
柑
際
よ
り
下
は、
白
色
の
素
土
が
現
わ
れ
てい
る。

胎
土
も
ま
た
白
色
で
あ
る。
こ
の
天
目
も
や
は
り 、
室
町
末
頃
瀬
戸
か
美
濃
で
焼

か
れ
た
和
物
と
思
わ
れ
る。

天
目
茶
碗
片

口
縁
部
四
片 、
底
部一
片
の
計
四
個
体
分
の
破
片
が
出
土
し

て
い
る。
出
土
地
点
は、
浜
の
館
第
一
棟
床
面
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
あ
る。
そ
の

う
ち
一
片
は
南
宋
の
頃、
福
建
省
の
建
窯
あ
た
り
で
焼
か
れ
た。

片
は
瀬
戸
天
目
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
こ
の
唐
物
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は、
表

面
に
褐
色
の
膜
が
か
かっ
た
よ
う
に
な
り 、
天
目
特
有
の
光
沢
の
あ
る
漆
黒
褐
色

の
出
色
が
見
ら
れ
な
い。
ま
た、
口
縁
部
等
の
柚
が
光
沢
を
失っ
て
お
り
永
年
の

使
用
を
思
わ
せ
る。
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胎
土
は
四
片
の
う
ち
二
片
が
粒
の
荒
い臼
色
で、
他
の
二
片
は
灰
色
・お
よ
び
薄

赤
色
を
呈
し
て
い
る。
胎
土
の
白
い
和
物
と
み
ら
れ
る
天
目
は、
調
子
が
荒っ
ぽ

く
建
窯
タ
イ
プ
で
は
な
い。
型
は
中
国
の
姿
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
が、
瀬
戸
か

美
濃
で
焼
か
れ
た
可
能
性
が
強
い。
お
そ
ら
く
天
文
か
ら
天
正
頃
に
か
け
て
製
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

底
部
の
み
で
あ
る
が
二
片
第
一
棟
の
床
面
よ
り
出
土
し
た。
同

唐
物
茶
入

一
個
体
の
も
の
で
あっ
た
の
で
接
合
で
き
た。
図
上
復
元
す
る
と、
高
さ
が
約
九

側 、
桐
部
の
直
径
が
五
・
五
聞
で
茶
入
と
し
て
は
小
型
の
部
類
に
属
す
る。
腰
か

ら
畳
付
部
に
か
け
て
曲
線
を
描
き、
い
わ
ゆ
る
丸
底
手
に
なっ
て
い
る。
底
の
直

径
は
二
・
五
m
で
茶
入
の
底
と
し
て
は
小
さ
い。
底
は
糸
切
と
なっ
て
い
る。

全
体
に
白
け
た
茶
褐
色
を
帯
び
る
地
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る
が、
腰
の
部
分
に

素
地
を
残
さ
な
い
で
ほ
と
ん
ど
底
近
く
ま
で
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る。
こ
の
軸
の

上
に
さ
ら
に
白
色
の
な
だ
れ
軸 、が
か
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
く、
底
部
近
く
に
二
つ

の臼
い
な
だ
れ
が
認
め
ら
れ
る。

胎
土
は
薄
赤
色
を
帯
び
て
お
り、
粒
子
が
小
さ
く
焼
き
も
硬
く、
胴
部
の
厚
さ

は
一
・
五
m
l

二
・
O
m
と
比
較
的
薄
く
なっ
て
い
る。
器
形 、
施
軸
そ
の
他
か

ら
見
て、
元
も
し
く
は
明
代
頃 、
中
国
で
焼
か
れ
た
渡
来
品
と
思
わ
れ
る。
た
だ

下
手っ
ぽ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
瀬
戸
の
上
物
の
可
能
性
も
残
さ
れ
る。

妬器類・
その
他

浜
の
館
内
で
は
一
番
新
し
い
時
期
の
第一
棟
に
伴
う
査
で、
第
一

。
中
型
壷

棟
床
面
と
同レ
ベ
ル
の
当
時
の
表
土
面
か
ら
出
土
し
た。
出
土
箇
所
は
第
一
棟
の

南
側
に
あ
た
る
侃
j
ネ
の
部
分
で、
破
片
は
一
箇
所
に
集
中
し
て
い
た。
口
縁
部

が
失
わ
れ
て
全
体
の
身
丈
は
不
明
で
あ
る
が、
約
四
五
仰
の
高
さ
を
持
つ
小
型
の

査
で
あ
ろ
う。
底
部
は
曲
線
を
もっ
て
外
に
向っ
て
立
上
り、
底
部
よ
り
二
七
m

の
胴
部
で
最
大
幅
約
四
四倒
を
示
し、
後
曲
線
を
描
い
て
肩
部
を
形
成
し
口
縁
を
も

っ
て
こ
の
曲
線
は
ま
と
め
ら
れ
る。
口
縁
部
は
損
わ
れ
て
い
る
が
立
上
り
部
分
が

僅
か
に
残っ
て
い
る
の
で、
直
径
一
四
m
前
後
の
口
縁
が
付
い
て
い
た
と
推
定
で

き
る。胎

土
は
白
け
た
小
豆
色
を
な
し
胎
土
内
に
黒
色
の
一
m
前
後
の
砂
が
意
識
的
に

混
入
さ
れ
て
い
る。
器
形
に
は
暗
緑
色
の
軸
が
全
体
に
施
さ
れ
てい
る
が、
胎
土

に
含
ま
れ
る
黒
砂
の
部
分
だ
け
は
軸
が
は
じ
け
て
軸
面
に
小
さ
な
あ
ば
た
を
つ
く

り、
こ
れ
が
一
種
独
得
の
色
調
を
醸
し
出
し
て
い
る。
底
部
か
ら
六
m
位
ま
で
は

柑
が
か
け
ら
れ
て
お
ら
ず 、
素
地
が
露
出
し
て
い
る
が、
緑
色
を
な
す
軸
の
た
れ

て
が
見
ら
れ
る。
内
外
共
に
同
様
の
施
軸
が
見
ら
れ
る。

底
部
の
直
径
は
約
二
O
m
で、
外
側
か
ら
見
る
と
平
底
状
に
見
え
る
が、
底
部

中
央
部
で
は
一
・一

m
の
高
さ
ま
で
内
部
に
む
かつ
て
そ
り
上っ
てい
る。

底
部
か
ら
外
に
向
かっ
て
立
上
る
腰
部
断
面
に
は、
腰
部
を
巡
る
六
条
ほ
ど
の

帯
状
の
窪
み
が
見
ら
れ
る
が、
製
作
時
の
輪
積
み
の
跡
と
思
わ
れ
る。
ま
た
肩
部

に
は
二
条
に
Eっ
て
帯
状
の
窪
み
の
跡
が
見
ら
れ
る。
上
段
が
六
ケ
所、
九
m
下

っ
た
下
段
に
は
七
カ
所
認
め
ら
れ
る
の
で、
二
回
に
亘っ
て
窯
入
れ
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か。
軸
色
は
異
な
る
が、
形
状、
そ
の
他
か
ら
古
唐
津
も
し
く
は
古

唐
津
の
影
響
を
受
け
た
焼
物
と
思
わ
れ
る。
製
作
年
代
は
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一

-64-

七
世
紀
初
頭
頃
と
推
定
さ
れ
る。

浜
の
館
庭
園
部
の
泉
水
内
の
落
ち
込
み
と
共
に
池
底
か
ら
一

括
破
片
と
し
て
出
土
し
た。
復
元
し
た
結
果 、
器
高
六
六
・
五
畑 、
口
縁
部
内
径

備
前
風
大
嚢

二
二
・
五
畑 、
肩
部
の
最
大
幅
五
六仰
を
数
え
る
大
要
で
あ
る。
費
全
体
は
い
わ

ゆ
る
備
前
風
の
茶
褐
色
を
示
し、
施
軸
は
見
ら
れ
な
い。
肩
部
に
は
黄
灰
色
の
か

び
状
を
し
た
自
然
軸
が
見
ら
れ
る。
器
面
全
体
に
箆
に
よ
る
器
面
調
整
の
痕
が
み



ら
れ
る。
腰
部
で
は
な
で
あ
げ
て
お
り
胴
部
か
ら一
部
に
か
け
て
は、
横
な
で
を

主
と
し
て
い
る。
輪
積
み
に
よっ
て
器
形
を
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
が、
整
形
が

完
全
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず 、
器
面
全
体
に
凹
凸
が
残っ
て
い
る。
胎
土
内
に
は、

0
・

五
m
前
後
の
小
石
が
相
当
量
混
入
し
て
お
り、
こ
れ
が
焼
成
時
に
は
じ
け
て

小
石
を
中
心
と
す
る
放
射
状
の
ひ
び
割
れ
を
器
面
全
体
に
残
し 、
備
前
特
有
の
地

肌
を
呈
し
て
い
る。
口
縁
部
は、
一
伽
幅
ほ
ど
の
頭
部
を
経
た
後 、
折
返
し
口
縁

を
形
成
し、
口
唇
部に
到
る。
折
返
し
口
縁
の
断
面
は、
内
側
で
ほ
ぼ
直
立
し、

外
側
は
か
ま
ぼ
こ
状
に
半
円
を
描
き
頚
部
に
続い
て
い
る。

製
作
年
代
は 、
こ
の
破
片
の
出
土
が
泉
水
底
部
か
ら
出
土
し、
二
次
的
な
煤
の

付
着
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や、
第一
棟
建
築
以
前
の
遺
構
に
伴
う
も
の
で
ある
こ

(註l)

と
な
ど
か
ら 、
一
六
世
紀
前
半
頃
備
前
で
焼
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

(註2)

こ
の
曹
は、
水
饗
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

三
彩
類

三
彩
小
査

な
お

-
区
の
北
東
部
の
青
磁
大
皿
等
と
同一
場
所
よ
り
出
土
し
た。

出
土
し
た
の
は、
小
査
の
口
縁
部
か
ら一屑
部
に
か
け
て
の
三
分
の
一
位
で、
胴
部

・お
よ
び
腰
部
は
失
わ
れ
て
い
る。
復
元
す
れ
ば
器
高
が
約
一
O
側 、
口
縁
部
直
径

が
五
・

七
聞
で
約
一聞
の
直
立
し
た
口
縁
部
を
持つ 、
お
そ
ら
く
高
台
を
備
え
肩

部
に
は
り
の
あ
る
小
査
で
あっ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る。

胎
土
は
土
師
と
同
様
ム赤
褐
色
を
呈
す
る
が、
き
め
が
細
か
く
日
本
で
採
収
し
た

土
で
は
な
か
ろ
う 。
口
縁
部
の
立
上
る
際
か
ら 、
長
さ
一
・

O八
側 、
幅
0
・
五

聞
の
四
六
の
花
弁
状
の
造
り
出
しが
口
縁
部
を
取
り
巻
い
て
い
る。
こ
の
花
弁
状

の
造
り
出
し
は、
菊
の
花
弁
に
も
似
て
い
る
の
で
あ
る
い
は
菊
座
と
呼
ば
れ
る
飾

り
か
も
知
れ
ない。
胴
部
に
は、
白
磁
盆
子
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
中
高
に
なっ
た

幅
一
・

O
一
側
程
度
の
花
弁
状
の
飾
り
が
上
下
に
走っ
て
い
る。
口
唇
部
か
ら
三

-
五
m
下
の
鯛
部
に
は
製
作
の
際、
胴
部
と
口
縁
部
と
を
別
々
に
つ
く
り、

ぎ
合
せ
た
継
ぎ
目
の
線
が
胴
部
に
沿っ
て
水
平
方
向
に
認
め
ら
れ
る。

こ
れ
ら
の
半
円
状
に
造
り
出
さ
れ
た
飾
り
の
上
に
は 、
化
粧
が
け
し
た
と
思
わ

ーコ
な

れ
る
白
色
軸
の
跡、が
残っ
て
い
る。
こ
の
上
に
さ
ら
に
鮮
か
なス
カ
イ
ブ
ル
l
の

ガ
ラ
ス
質
の
多
い
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る。
ま
た
口
唇
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て

は
紫
色
の
軸
が
か
け
ら
れ
て
い
る
が、
外
側
か
ら
見
る
と
口
縁
部
を
ま
わ
る一
本

の
線
と
なっ
て
な
が
め
ら
れ
る。

こ
の
小
壷
も
低
温
で
焼
か
れ
た
焼
物
で、
第
二
土
壌
よ
り一
括
出
土
し
た
他
の

三
彩
同
様、
交
祉
焼
で
あ
ろ
う 。
た
だ
先
の
も
の
よ
り
上
物
と
思わ
れ
る
が、
製

作
時
期
等
は
や
は
り
一
六
世
紀
前
半
頃
で
あ
ろ
う。

緑
柚
陶類

緑
軸
陶
片

- 65 一

長
さ
三
・
三
側 、
幅
一
・
八
仰
の
小
片
で
あ
る
が、
黄
緑
の
軸

が
か
かっ
て
い
る。
器
物
で
は
な
く 、
何
か
物
を
形
造っ
た
置
物
の
破
片
と
思
わ

れ
る。
第
一
棟
の
床
面
に
貼
り
付
い
た
状
態
で
出
土
し
た。
当
遺
跡
よ
り
出
土
し

た
唯
一
の
緑
柑
陶
片
で、
時
代
・お
よ
び
製
作
地
は
不
明
で
あ
る。

瓦
質
土
器

-
区
・
E
区
等
全
調
査
区
よ
り
出
土
し
た
瓦
質
土
器
片
は、
約
三
O
O
片
に
も

の
ぼっ
て
い
る。
こ
の
う
ち 、
補
修
に
よ
り
接
着
で
き
る
部
分
も
出
て
来
て、
現

在
二
O
O
片
ほ
ど
の
大
破
片
に
なっ
て
い
る
が 、
完
形
品
は一
個
も
な
く
石
膏
復

元
で
き
る
ほ
ど
の
破
片
の
も
の
も
見
ら
れ
な
い。
これ
らの
破
片
を
器
形
別
に
分
類

す
る
と、
火
鉢
と
摺
鉢
が
そ
の
大
部
分
を
占
め 、
こ
の
外
若
干
費 、
こ
ね
鉢
の
破

片
が
含
ま
れ
て
い
る。
こ
の
破
片
は、
基
本
的
に
は
低
温
で
焼
い
た
瓦
質
の
土
器

片
で
あ
る
が、
焼
き
方
に
よっ
て
胎
土
が
須
恵
質
に
なっ
て
い
る
も
の、
瓦
質
の



も
の、
土
師
質
に
近
く
変
質
し
て
い
る
も
の
な
ど
あ
り
一
定
し
な
い。
色
も
須
恵

器
の
色
を
も
つ
も
の
や
灰
色
の
も
の
黒
色
の
も
の
檀
色
の
も
の
と
変
化
が
多
い。

火
鉢

口
縁
部
の
み
で
一
七
個
体
分
あ
る。
器
形
は
一
般
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
高
さ
四
O
m 、
口
径
四
五
佃
前
後
の
火
鉢
が
殆
ど
で、
一
個
だ
け
背
丈
の
低
く 、

胴
が
極
端
に
張
り
出
し
た
盟
状
の
も
の
が
混っ
て
い
た。

な
お
こ
れ
ら
の
底
部
は
平
底
と
なっ
て
お
り、
三
足
の
付
く
の
が
多
い
よ
う
で

あ
る。
火
鉢
の
口
縁
部
に
は
全
国
の中
世
瓦
器
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
種
々
の
文

様
が
み
ら
れ
る。
当
遺
跡
出
土
の
瓦
質
土
器
の
口
縁
部
の
文
様
も
細
分
す
れ
ば
数

多
く
な
る
が、
主
な
る
系
統
は
七
種
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る。

山
口
縁
部
に
折
返
し、
も
し
く
は
口
縁

部
直
下
に
一
条
の
突
帯
が
巡
る
の
み
で、

無
文
の
も
の。
(
無
文)

nL

 
口
縁
部
折
返
し
と
肩
部
を
巡
る
突
帯
の
聞
に、
右
三
つ
巴
文
が
二
個一
組
と

なっ
て
数
カ
所
に
陰
刻
さ
れ
た
も
の。
(
右
陰
三
つ
巴
文)

口
縁
部
に
菊
花
文
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の。
(
菊
花
文)

口
縁
部
に
円
も
し
く
は
菊
花
を
芯
に、
周
囲
を八
角
形
の
沈
線
で
囲っ
た
文

6 ) (5) (4 ) ( 3 
様
が
施
さ
れ
る
も
の

口
縁
部
に
×
印
を
重
ら
せ
て
陰
刻
し
た
も
の
(
菱
垣
を
表
し
た
も
の
か)

口
縁
部
に
正
方
形
を
小
か
ら
大
ま
で
四
重
に
陰
刻
し
た
も
の
で、
そ
の
四
角

に
は
対
角
線
が
×
印
状
に
施
さ
れ
て
い
る
も
の。
(一
種
の
雷
文
か)

川
口
縁
部
に
花
弁 、
も
し
く
は
草
葉
を
図
案
化
し
た
文
様
が
施
さ
れ
た
も
の。

(
草
花
文)

間
口
縁
部
を
巡
る
二
条
の
突
端
の
聞
に
横
幅
0
・
三
m
程
度
の
沈
線
を
縦
に、

こ
な
い
し
三 、
も
し
く
は
四
本
を
一
組
と
し
て
束
ね 、
口
縁
部
を
巡
る
も
の。

口
縁
部
が
破
片
の
場
合、
口
唇
部
は
ほ
と
ん
ど
水
平
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
が

多
い
の
で、
こ
の
口
唇
部
の
状
況
を
もっ
て
胴
部
の
張
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

ま
た
脚
部
は、
四
個
出
土
し
て
い
る
が、
そ
の
横
断
面
が
円
の
場
合
と
器
の
円
周

に
沿っ
て
横
長
く
なっ
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る。
時
期
の
差
か 、

作
者
の
好

み
に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る。
四
個
の
う
ち
の
一
つ
に
は、
脚
部
の
付
根
の
両

端
に
沈
線
に
よ
る
右
渦
巻
き
が
装
飾
と
し
て
施
さ
れ
て
い
る。

摺
鉢

出
土
破
片
は、
全
部
で
一
五
個
体
分
ほ
ど
で
あっ
た。火
鉢
と
同
様、

須
恵
質
・

瓦
質
・

土
師
質
の
各
傾
向
を
帯
び
た
も
の
に
分
れ
る。
摺
鉢
お
よ
び
こ

ね
鉢
の
破
片
と
思
わ
れ
る
が、
片
口
と
なっ
て
い
る
も
の
が
一
個
見
ら
れ
る。
須

恵
質
の
も
の
は、
摺
鉢
と
し
て
の
機
能
を
果
し
得
ょ
う
が、
焼
き
の
悪い
土
師
質

の
も
の
は
果
し
て
そ
の
機
能
を
果
し
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。
し
か
し
土
師
質
の

胎
土
の
も
ろ
い
摺
鉢
に
も、
内
側
の
底
部
か
ら
立
上
り
に
移
り
変
る
角
の
部
分
に

摺
鉢
の
溝
が
消
滅
す
る
程
の
摩
滅
が
み
ら
れ
る。
こ
の
部
分
は
極
端
に
薄
く
なっ

て
い
る
の
で
こ
の
摩
滅
が
破
損
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

こ
れ
ら
の
使
用
痕
は
底
部
よ
り
立
上
る
部
分
に
の
み
集
中
し、
鉢
全
体
に
は
及

ん
で
い
な
い。
こ
の
変
換
部
分
は、
角
を
な
し
て
折
れ
曲
る
も
の
と、
現
代の
摺
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鉢
同
様
な
だ
ら
か
な
曲
線
を
な
す
も
の
と
二
種
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る。

出
土
し
た
摺
鉢
の
平
均
的
な
器
形
は、
器
高
一
一
側 、
口
径
二
七
m
前
後
で
底

部
一
二
1

三
m
程
度
の
も
の
が
一
番
多
い。

こ
の
外
備
前
特
有
の
様
相
を
呈
す
る
摺
鉢
片
が
二
片
出
土
し
て
い
る。
口
縁
部

の
折
返
し
の
状
況
等
か
ら
や
は
り
室
町
末
頃
備
前
で
焼
か
れ
た
摺
鉢
と
思
わ
れ
る。

以
上
の
摺
鉢
の
外
に
同
様
の
瓦
質
土
器
の
口
縁
が
五
個
体
分
あ
る。
こ
の
う
ち

四
個
は
口
径
が
四
七
m
前
後 、
器
高
が
一
五
m
前
後
の
た
ら
い
状
の
器
で
あ
る。

こ
れ
ら
も
底
に
は
三
足
を
持つ
器
で
あ
ろ
う 。
摺
鉢
と
同
様、
口
縁
部
直
下
に
菊

花
等
の
文
様
が
施
さ
れ、
二
条
の
三
角
状
の
突
帯
が
巡っ
てい
る。
胴
部
の
形
状



第29図 出土遺物実測図 (瓦質 土器 と 妬器類)

一 -i三J

4 

1 4  

司iro

 

7

TU
8

 



第30園 出土遺物実測図 (瓦質土器)
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と
し
て
は、
底
部
か
ら
わ
ず
か
に
内
密守
し
て
外
に
聞
き
口
縁
を
形
成
す
る
も
の、

立
上
り
か
ら
大
き
く
外
に
聞
き
口
縁
直
下
で
立
上
り
が
急
に
な
り、
口
縁
部
を
形

成
す
る
も
の
等
に
分
け
ら
れ
る。
共
に
物
洗
い 、
洗
顔
等
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る。

こ
の
外
口
径
が
四
三
m
前
後
の
曹
の
口
縁
部
が
出
土
し
て
い
る。
瓦
質
と
い
う

よ
り
須
恵
質
に
近
い
焼
き
で
内
部
は
黒
色、
外
部
は
灰
色
を
な
し
外
側
の
器
面
全

体
に
0
・
八
伽
方角の

格
子
目
が
幾
重
に
も
た
た
き
付
け
ら
れ
て
い
る。
胴
部
の

張
り
が
激
し
い
の
で
全
体
的
な
器
形
は、
背
の
低
い
胴
部
の
極
端
に
は
り
出
し
た

費
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
水
曹
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

須
恵
器
お
よ
び
須
恵
質
土
器
発
掘
区
域
の
全
域
に
亘っ
て
二
五
片
の
須
恵
器

片
の
出
土
を
見
た。
査
や
費
片
が
多
い
が、
裏
面
に
青
海
波
等
の
た
た
き
文
が
見

ら
れ
る
純
然
た
る
須
恵
器
は
少
な
く 、
た
た
き
目
の
な
い
破
片
が
多
い 。
器
形
は

外
に
杯
蓋
部、
査
口
縁
部
等
が
見
ら
れ
る。

こ
の
外 、
底
が
直
底
で
立
上
り
が
二
m
程
度
の
須
恵
質
の
盤
も
見
ら
れ
る
が、
須

恵
器・
須
恵
質
土
器
共
に
比
較
的
新
し
い
時
期
の
も
の
が
多
い。

註
1

土
師
質
土
器

註
2

製
作
地
は
備
前
と
思
わ
れ
る
が、
こ
の
費
が
か
な
り
大
型
で
重
量

も
あ
る
し
矢
部
の
山
中
ま
で
運
ぶ
た
め
に
相
当
の
労
力
を
用
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る
時 、
未
発
見
で
は
あ
る
が
地
元
に
備
前

系
の
焼
物
を
製
作
す
る
地
窯
が
存
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。

福
井
県
一
乗
谷
の
朝
倉
氏
家
臣
の
館
で
は
警
の
胴
部
を
地
中
に
埋

め
こ
み
水
費
と
し
て
使
用
し
て
い
る。

遺
跡
内
の
い
た
る
所
か
ら
多
量
の
出
土
を
見
る
の
が
土
師
質

土
器
で
あ
る。
そ
の
殆
ど
破
片
で
あ
る
が、
数
度
に
亘
る
調
査
期
間
中
出
土
し

た
破
片
は、
四
六
m
×
六
二
m
×
一
九
仰
の
農
業
用
の
収
穫
箱
に
三
個
分
は
あ
り、

調
査
後
の
建
設
工
事
中
に
も
相
当
量
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
の
で、
そ
の
総
量

は
莫
大
な
も
の
と
思
わ
れ
る。
収
納
し
た
こ
れ
ら
の
破
片
を
復
元
す
れ
ば、
お
そ

ら
く
数
千
個
に
も
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
が、
整
理
の
都
合
上
三
分
の
一
以
上
の
器

身
を
残
す
も
の
二
O
O
個
を
選
び
出
し
復
元
を
試
み
た。

こ
れ
ら
の
破
片
は
す
べ
て
皿
型
の
土
器
で、
他
の
器
形
を
有
す
る
も
の
は
殆

ど
見
ら
れ
な
い。
土
師
質
土
器
の
分
類
に
つ
い
て
は
種
々
の
方
法
が
あ
ろ
う
が、

製
作
法、
製
品
の
用
途
を
知
る
た
め
に
こ
の
二
O
O
個
の
土
師
質
皿
に
つ
い
て
口

径
で
分
類
し
て
み
た。
分
類
の
目
盛
り
は、
六
伽
か
ら
五
醐
刻
み
で
一
園
田
ま
で

と
し、
そ
の
各
々
の
数
値
に
近
い
箇
所
に
そ
の
個
数
を
記
入
し
た。
た
だ 、
口
径

の
計
測
に
つ
い
て
は
復
元
時
や
計
測
箇
所
に
よ
る
誤
差 、
中
間
数
値
を
示
す
も
の

の
四
捨
五
入
等
に
よ
り
若
干
の
誤
差
は
ま
ぬ
が
れ
ない
と
思
わ
れ
る
が、
大
方
の

傾
向
は
把
握
で
き
よ
う 。

- 69 ー

第
5
表
に
よ
る
と、
最
大
の
口
径F
有
す
る
の
は
二二
・
八
m
の
皿
で
あ
る
が、

こ
れ
は
器
形
が
他
と
比べ
る
と
ず
ば
抜
けて大
き

い
の
で、他
の
皿
と
性
格
を
異

に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
こ
の
た
め、
こ
れ
を
除
く
と
浜
の
館
出
土
の
土
師
質

土
器
の
口
径
は、
六
m
か
ら
一
二
・
五
m
ま
で
の
聞
に
納
ま
る
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う 。
六
仰
の
口
径
し
か
持
た
な
い
四
個
の
皿
は、
深
さ
も
浅
く 、
燈
明
皿
に
も

飲
食
に
も
不
適
で
あ
り、
そ
の
用
途
は
不
明
で
あ
る。
し
か
し、
四
個
の
う
ち一

個
は
耳
皿
で
あ
る
の
で、
あ
る
い
は
他
も
こ
れ
に
類
似
す
る
用
途
を
持
つ
器
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る。

特
大
と
極
小
の
口
径
を
持
つ
も
の
を
除
く
と、
好
ん
で
製
作
さ
れ
た
口
径
は、

小
皿
で
七
l
八
畑 、
大
皿
で
一
0
1

一
一
聞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
た
め

器
の
形
は、
ほ
ぽ
大
と
小
の
二
種
で
用
途
を
達
し
得
た
よ
う
で
あ
る。

こ
の
う
ち
燈
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
油
煙
痕
の
残
る
器
が、
二



土師質土器 口径一覧表

口径数値 個 数 i由短痕の あ る も の 備 考
13. 8cm 1 特(特大殊口な径、ものの皿か }
13. 5 砂

13. 0 "  

12. 5 砂 1 

12. 0 "  4 

11 .  5 砂 4 

11 . 0 "  25 1 

10. 5 "  29 1 

10. 0 "  14 1 

9. 5 "  4 

9. 0 "  3 

8. 5 "  14 

8. 0 "  35 8 

7. 5 "  31 7 

7. 0 " 26 8 
6. 5 " 5 1 

6. 0 " 4 内 1 個 は耳皿

極小 口 径 の皿

合 計 200個 27 

0
0
個
中
二
七
個
認
め
ら
れ
る。
こ
れ
らの
皿
は
第
1
表
で
見
ら
れ
る
と
お
り、

口
径
が
七
!八

聞
の
小
皿
に
集
中
し
て
い
る。
ま
た、
欠
損
部
分
の
多
い
皿
の
場

合、
油
煙
痕
の
部
分
が
失
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で、
燈
明
皿
と

し
て
使
用
さ
れ
た
皿
は、
こ
の
表
よ
り
さ
ら
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
口

径
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ、
油
煙
痕
の
付
着
す
る
も
の
は
減
少
し
て
く
る
の
で、

大
皿
は、
日
用
雑
器
と
し
て
飲
食
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
大
皿
に
も
油

煙
痕
の
付
く
も
の
が
三
個
み
ら
れ
る
が、
こ
れ
ら
は
共
に
形
状
が
い
び
つ
に
なっ

て
い
る
も
の
や、
焼
成
が
悪
く
地
肌
が
は
げ
て
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
物
等 、
飲
食

用
と
し
て、
不
適
当
な
も
の
が
燈
明
皿
に
転
用
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
燈
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
に
は、
油
煙
痕
が
み
ら
れ
る
が、

第 5 表

一
個
体
に
残
る
油
煙
痕
の
数
は
第
6
表
の
と
お
り
で
あ
る。
こ
の
数
も
一
回
の
使
用

に
よ
り
一
箇
所
油
煙
痕
が
つ
く
と
仮
定
し
て
の
計
算
で
あ
る
が、
実
際
同
ピ
箇
所

で
燈
芯
を
引
き
上
げ
使
用
し
た
場
合
も
あ
ろ
う
し、
数
え
方
に
も
問
題
が
あ
る
の

で、
こ
の
数
が
即 、
使
用
回
数
と
は
限
ら
な
い
が、
比
較
的、
使
用
回
数
が
少
な
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燈明皿i由煙痕一覧表

油 煙 痕 数 個 数

1 か 所 9 

2 " 5 

3 " 6 

4 " 1 
5 " 

6 " 1 
7 " 1 
8 " l 

9 " 

10か所以上 3 

iロ』 計 27 

かっ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る。
し
か
も
破
損
し
て
い
な
い
燈
明
皿
も
相
当
出
土
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら 、
廃
棄
さ
れ
る
理
由
は
破
損
と
は
別
に、
例
え
ば、
内
部
の

燈
油
の
染
み
出
し
等
に
あっ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

そ
の
他、
燈
明
皿
や
雑
器
と
し
て
使
用
し
た
以
外
に、
特
殊
な
器
形
を
な
す
皿

の
両
端
を
内
に
折
り
曲
げ
た
土
師
質
の
皿
が
あ
る。
口
径
六
仰
の
小
型
の
皿
で、

一
般
に
耳
皿
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が、
従
来
箸
置
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

第 6 表

て
い
る。
同
形
を
な
す
も
の
が、
同
時
期
の
朝
倉
居
館
跡
か
ら
も
出
土
し
てい
る。
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自
確

青
磁
に
次
い
で
相
当
量
の
白
磁
片
の
出
土
を
見
た。
器
形
か
ら
分
類
す
る
と
碗

お
よ
び
小
皿
斤
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が、
な
か
に
は
大
皿
や
湯
呑
み
と
思
わ
れ
る

竹
筒
状
の
器
形
を
な
す
も
の、
波
状
口
縁
の
鉢
状
の
器
形
を
な
す
も
の
等
も
若
干

含
ま
れ
る。
時
代は
明
代
の
白
磁
が
多
く、
南
宋
代
の
も
の
も
2、
3
片
見
ら
れ

る
ー
は 、
口
径一
五
1
二ハ
佃
前
後
と
思
わ
れ
る
碗
の
高
台
部
で
あ
る。
南
宋
代

の
も
の
で
福
建
で
焼
か
れ
た
白
磁
で
あ
ろ
う。
胎
土
は
白
で
腰
部
お
よ
び
高
台
部

を
残
す
の
み
で
あ
る。
内
部
に
は一
面
に
小
貫
入
が
認
め
ら
れ
る。
高
台
部
裏

面
に
「
子
母」
も
し
く
は
「
子
女」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
が、
浜
の
館
内
で
書
き

込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
子
母
用
と
い
う
意
味
で
使
用
者
を
限
定
し
た
も
の
か、

神
事
を
司
る
際
の
役
職
名
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い。

2
は、
口
縁
部
に
幅一
・
四
佃
程
度
の
折
返
し
の
付
く
口
径一
五
i一占ハ

側
程

度
の
碗
で
あ
ろ
う。
3
1
4
の
白
磁
片
も
口
径
二ハ
m
前
後
の
薄
手
の
碗
で
あ
る。

4
は
全
体
的
に
器
肉
が
0
・

二
冊
と
薄
〈 、
独
得
の
様
相
を
呈
す
る
碗
で
内
外
の

肌
面
に
粉
状
の
黒
点
が
見
ら
れ
る。

以
下、
肌
面
が
白
灰
色
お
よ
び
白
麦
色
を
帯
び
る
碗
皿
類
が
多
い
が全
般
的
に
器

肉
が
薄
い
も
の
が
多
い。
口
縁
端
を折
返
し
た
厚
手
の
碗は
こ
の
白
磁
碗
の
み
で、

他
は
高
台
が
高
く
器
肉
は
薄
く
口
縁
端
付
近
が
い
ち
り
る
し
く
外
反
す
る
碗
類
が

多
い。
こ
れ
ら
は
明
代
の
後
半
民
窯
で
焼
か
れ
た
雑
器
類
で
常
用
器
と
し
て
多
量

に
輸
入
さ
れ
た
も
の
の一
部
と
思
わ
れ
る。

ま
た、
口
径一
一
・
三
m
高
さ
二
・
三
仰
の
割
高
台
を
な十
小
皿
二
個
が
見
ら

れ
る。
胎
土
は
荒
く、
淡
黄
色
に
近
い。
器
面
は
ガ
ラ
ス
分
の
な
い
白
紬
が
ザ
ラ

ザ
ラ
し
た
器
肌
に
施
さ
れ
て
い
る
が、
恐
ら
く
生
が
け
し
た
軸
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る。
庭
園
部
の
恥
3
巨
石
周
辺
よ
り
出
土
し
て
お
り、
一
五
世
紀
後
半
頃
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
が
製
作
地
等
は
不
明
で
あ
る。
ま
た
李
朝
白
磁
片
も一
O
数
点

発
見
さ
れ
た。

こ
の
外、
白
磁
と
呼
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
が、
白
軸
を
塗
布
し
た
低
温
で

焼
か
れ
た
陶
器
片
や、
ぬ
の
越
し
し
た
胎
土
を
持
ち
白
軸
を
塗
布
し
た
土
師
質

の
器
類
が
出
土
し
て
い
る。
産
地
等
は
不
明
で
あ
る
が
共
に
館
内
で
祭
杷
に
使
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

染付(青花)
青
磁、
白
磁
に
比
べ
る
と
染
付
の
出
土
は
少
な
い
が、
約
四
O
片
ほ
ど
の
出
土

が
あ
る。
完
形
品
は
少
な
い。
そ
の
殆
ど
が、

碗
お
よ
び
皿
等
日
用
雑
器一
片
が

多
い。
時
代
で
の
区
分
で
は、
明
代
末
ご
ろ
の
も
の
が
最
も
多
く、
清
代
初
期
も

の
や、
元
代
の
染
付
も
若
干
認
め
ら
れ
る。

元
代
の
染
付
は
第一
棟
西
側
の
下
部
遺
構
床
面
よ
り
出
土
し
た
も
の
で、
こ
れ

は
第一
棟
時
代
以
前
の
家
屋
の
柱
穴
に
伴
な
う
も
の
で
あ
る。
第
沼
図
の
1
お
よ

び
2
で
長
さ
五佃
前
後
の
破
片
と
なってい
る
が、
瓶の
肩
部
で
同一
個
体
の
破
片
と

思
わ
れ
る。
外
面
の
胴
か
ら
肩
部
に
か
け
て
や
や
青
味
が
かっ
た
自
の
素
地
に
黒

ず
ん
だ
車
色
で
文
様
が
描
か
れ
て
い
る。
上
下
二
か
所
に
走
る
二
条
の
線
の
聞
に

渦
巻
き
文
が
連
続
し
て
巡っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が、
破
片
の
た
め
に
何
の
文
様

か
は
っ
き
り
し
な
い。
し
か
し
地
肌
の
色
と
黒
ず
ん
だ
藍
色
の
文
様は、
元
代
の
染

付
の
持
つ
特
有
の
感
じ
を
よ
く
表
し
て
い
る。
内
面は
口
縁
か
ら
肩
部
に
か
け
施

軸
が
認
め
ら
れ
る
が
胴
部
に
は
見
ら
れ
な
い。
こ
の
二
片
の
外、
皿
の
底
部
片
が

出
土
し
て
い
る
が
文
様
は
不
明
で
あ
る。

ηL

 

司t

明
代
の
染
付
は
第
認
図
の
3
i

日
ま
で(
8
を
除
く)
の破
片
で
こ
れ
ら
は
明
代

の
後
半
頃
景
徳
鎮
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
肌
が
灰
白
色
が
かつ
て
お
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り、
描
か
れ
る
文
様
の
藍
色
は
槌
色
し
た
よ
う
に
淡
い
色
調
を
帯
び
る。
皿
の
破

片
が
多い。

清
代
初
期
の
染
付
片
も
五
1
六
片
出
土
し
て
い
る。
第
辺
図
の
白
か
ら
却
に

該
当
す
る
も
の
で
や
は
り
碗
皿
等
の
日
常
雑
器
類
の
破
片
が
主
な
も
の
で
あ
る。

素
地
は
や
や
青
昧
が
か
っ
た
澄
ん
だ
白
色
を
な
し
藍
色
が
明
代
の
も
の
に
く
ら
べ

明
る
く
鮮
か
に
なっ
て
い
る。
皿
等
に
見
ら
れ
る
文
様
は
前
代
の
唐
草
の
文
様
を

踏
襲
し
た
も
の
も
あ
る。
小
ま
め
な
斑
点
状
の
意
味
の
はっ
き
り
し
な
い
文
様
が

多
く
な
り、
口
縁
部
や、
高
台
部
等
の
内
外
に
は
好
ん
で
数
条
の
線
が
巡
ら
さ
れ

れ
て
い
る。
製
作
地
は
はっ
き
り
し
な
い
が
恐
ら
く
広
東
省
か
福
建
省
付
近
で
焼

か
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

特
に
8
と
加
は
共
に
碗
の
口
縁
部
で
あ
る
が、
器
肉
の
厚
さ
も
二
・
五醐
と

薄
く
な
り
色
も
白
に
近
く
な
め
ら
か
で、
光
沢
を
帯
び
た
肌
合
と
なっ
て
い
る。

鯛
部
に
施
さ
れ
た
文
様
も
消
え
口
縁
部
の
内
外
お
よ
び
見
込
部
を
巡
る
圏
界
線
だ

け
と
なっ
て
い
る。
こ
れ
ら
は
清
代
で
も
更
に
時
代
の
下
る
染
付
と
思
わ
れ
る。

製
作
地
は
不
明
で
あ
る。

鉄
製
品

鉄
釘
当
遺
跡
よ
り
約
六
五
本の
出
土
を
見
て
い
る。
遺
跡全
体
か
ら
出
土
が

見
ら
れ
る
が、
第一
棟
床
面 、
第
二
棟
の
下
部
遺
構
部
分 、
庭
園
泉
水
部
落
ち
込

み
内等
か
ら
は
特
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
た。

出
土
個
所
が
過
去 、
水
田
と
し
て
代
用
さ
れ
た
た
め
か全
般
的
に
腐
蝕
が
激
し

い。
釘
の
長
さ
と
出
土
本数
は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
が、
腐
蝕
等
に
よ
り折
れ

た
り
曲
っ
た
り
し
て
い
る
部
分
も
含
ま
れ
る
の
で
若
干
の
誤
差
は
あ
ろ
う。
出
土

し
た
釘
で一
番
多
い
の
は一
寸
五
分
か
ら
二
寸
程
の
釘
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
鉄
釘
は
す
べ
て
断
面
が
四
角
形
を
呈
す
る
角
釘
で
頴
の
部
分
は
ほ
ぼ

鉄釘の規格

名 称 長 さ 数 備 考

角 釘 4 寸 5 内全部
2

折本
は
れ

破
曲

片
っ て い る 。

" 2 寸 5 分 3 
" 2 寸 6 

" 1 寸 5 分 17 

" 1 寸 5 分 9 

" 1 寸 2 分 4 

，ア ワ 21片 判定の つ か な い も の

第 7 表

直
角
に
打
ち
曲
げ
ら
れ

た
と
め
の
部
分
が
施
さ

れ
て
い
る。

釘
の
規
格
か
ら
考
え

る
と
第一
棟
家
屋
跡
か

ら
出
土
し
た一
O
数
本

の
釘
は
二
寸
前
後
の
も

の
が
多
く、
四
寸
釘
は

第一
棟
下
部
よ
り
発
見

さ
れ
た
前
時
代
の
柱
穴

家
屋
に
伴
な
う
も
の
で

あ
る。
四
寸
釘
は
す
べ

- 74 -

て
中
途
で
折
れ
曲っ
た

状
態
で
出
土
し
た。
こ

れ
は
長
さ
が
四
寸、
頭

部
直
下
の
断
面
が一
m
角
も
あ
る
大
型
の
釘
で
あ
る
の
で
使
用
の
際折
れ
曲
が
る

か
ら
で
あ
ろ
う。

こ
の
外、
長
さ
五
・一二

m
幅
三
・

五
m
厚
さ
四
仰
の
用
途
不
明
の
鉄
片
や
長
ぎ

四
仰
の
万
子
片、
ま
た
第一
棟
家
屋
か
ら
は
短
万
万
身
が
出
土
し
て
い
る。
他
に

用
途
不
明
の
鉄
棒
や
鉄
浮
三
個
が
I
区
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る。

銅
製
品
お
よ
び
飾
り
金
具

予
備
調
査
の
際
に
I
区
か
ら
太
万
の
鯉
口
部
分
の
金
貝
・お
よ
び
菊
花
文
を
形
取

っ
た
金
具
が
出
土
し
たP

鯉
口
部
は
幅
が
三
・
六
側 、
長
さ
が
二
m
程
度
の
残
欠
で
あ
る。
菊
花
文
は
直



径
二
・一

仰
の
円
形
を
な
す
も
の
で
中
心
部
に
0
・
六
×
0
・
四
m
の
長
方
形
の

孔
が
有
り、
こ
の
部
分
か
ら
放
射
状に
花
弁
が
手
彫
り
さ
れ
て
い
る。
太
万
の
飾

り
金
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
共
に
銅
の
素
地
に
金
を
張っ
た

も
の
で
緑
舗
の
間
よ
り
金
張
り
の一
部
が
の
ぞ
い
て
い
る。
こ
の
外、
長
さ
八
・

八
畑 、
幅
0
・
四
個
の
棒
状
の
銅
製
品
の
残
欠
が
出
土
し
た
が、
雄官
片
で
あ
ろ
う

か、
ま
た
金
張
り
の
銅
製
容
器
片
や
摘
み
の
つ
い
た
銅
製
の
容
器
の
蓋
片
が、
庭

園
池
底
部
よ
り
出
土
し
て
い
る。
ま
た
第一
棟
北
側
か
ら
は
銅
製
の
奔
が
発
見
さ

れ
た。
元
は
金
張
り
で
あっ
た
ら
し
く
渡
金
の
跡
が
僅
か
に
見
ら
れ
る。

方

耳
描
き
が
付
い
て
お
り、
他
方
は
欠
損
し
て
い
る
が、
全
般
的
に
古
い
型
式
を
持

つ
奔
で
あ
る。

こ
の
外 、
銅
製
品
と
し
て
は
洪
武
銭 、
永
楽
銭
を
始
め
と
す
る。

銅銭
三
O
数
枚

が
出
土
し
て
い
る。

そ
の
他
の
遺
物高

台
部
の
直
径
が
六
・
三
個
の、
内
部
の
み
が
黒
色
を
呈
す
る
碗

の
高
台
部が一
個
出
土
し
て
い
る。
畳
付
部
は
幅
0
・
四
佃
の
平
坦
部
分
を
つ
く

り
外
部
へ
反
る。
胴
部
に
や
や
丸
味
が
見
ら
れ
器肉
は
薄い。
平
安
時
代
後
期
頃

の
製
作
と
見
ら
れ、
直
接
浜
の
館
に
伴
な
う
遺
物
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る。

黒
色
土
器

陶
質
仏
花
器
口
縁
部
径
が
五
咽 、
器
高
が一
三
個
程
度
と
推
定
さ
れ
る。
口

縁
部
お
よ
び
肩
部
の一
部
を
残
す
陶
器
片
が
出
土
し
た。
口
縁
部
は
折
返
し
状
を

な
し、
肩
部
で
五
個
程
度
外
へ
は
り
出
し、
や
や
底
部
に
向つ
で
す
ぼ
ま
り
な
が

ら
竹
筒
状
を
形
成
す
る。
二
・

二
叩
幅
の
頭
部
か
ら
肩
部
へ
控
え
目
に
装
飾
を
兼

ね
た
耳
状
の
つ
ま
み
が
左
右
対
称
に
付
属
し
て
い
る。
肌
面
に
は
黒
褐
色
の
鉄
柑

が
施
さ
れ
て
い
る。
仏
花
器
も
し
く
は
花
瓶
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

鉄
津
の
付
着
し
た
土
器
片
厚
さ
0
・
九
叩
の
破
片
で
あ
る
が、
元
々
は
腕
状

i rmt 
司・・v

第33図 j柱穴 7 ・ 柱穴41 のふ た つ 1
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石
製
硯
片
七
・
三
個
×一
・

七
叩
ほ
ど
の
破
片
と
なっ
て
出
土
し
た。
硯
の

右
側
手
前
の
角
の
部
分
で
あ
る。

れ
る
が、
時
代
そ
の
他
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る。

石
鍋
浜
の
館
の
泉
水
内
の
落
ち
ご
み
内か
ら
焼
土
に
混っ
て
三
点
の
石
鍋
の

破
片
が
採
集
さ
れ
た。
い
ず
れ
も
滑
石
製
の
石
鍋
で
あ
る。
第
沼
図
の
却
は一
一
・

四
四
×
五
・

七
佃
の
破
片
と
なっ
て
お
り、
帯
状
突
起
が
造
り
出
さ
れ
て
い
る。

一
般
に
見
ら
れ
る
長
方
形
の
硯
の
破
片
と
思
わ

第
mM
図
お
も
同
様
の
破
片
で
あ
る。
二
六
のもっ
とも
薄い
部
分
は
0
・
九
佃
で
底

部
に
近
い
個
所
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
三
点
と
も
厚
さ 、
色
調
な
ど
異
な
る
の

で
別
個
体
の
破
片
で
あ
ろ
う。
帯
状
突
起
は
肩
部
に
設
け
ら
れ
て
お
り、
室
町
期

に
多
く
見
ら
れ
る
土
製
羽
釜
等
に
類
似
し
た
形
態
を
持
つ
石
鍋
で
あ
ろ
う。
再
加

工
は
行わ
れ
て
い
な
い。



第34図 出土遺物 (鉄製品 と 銅製品の一部)

z f � � � z � 
� @ 

� 図 � � 四

却①- り@
Gl 22 

3 

O 

縮尺 1 : 20 

23 

� 

盆==1
5 cm  

ζ� 

4 - 8 6 5 

25 

po

 

弓d



第35図 柱穴底部の根石の状況 ( 1 区)
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第

一次調査(E区)

章
第

、

発掘区の概況

ハ門
旧
地
形
の
復
元

浜
の
館
の
遺
跡
は、
地
形
上
か
ら
見
て
も
現
在
の
矢
部
高
校
の
敷
地
と
ほ
ぼ
重

な
り
合っ
た
範
囲
で
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が、
四八
年
か
ら
四
九
年
に

か
け
て
実
施
し
た
一
次
調
査
区
域
と
は
二
O
O
咽
程
の
段
差
が
あ
り、
こ
の
段
差

部
分
の
石
垣
に
よっ
て
現
在
も
校
舎
部
分
と
運
動
場
部
分
と
はっ
き
り
区
画
さ
れ

て
い
る
た
め、
そ
れ
に
従い
遺
跡
も
運
動
場
部
分
を
I
区、
校
舎
部
分
を
E
区
と

区
別
し
て
調
査
を
進
め
て
来
た。
今
回
の
調
査
は
E
区
の
校
舎
部
分
に
つ
い
て
の

発
掘
調
査
で
あ
る。

こ
の
部
分
の
地
形
に
つ
い
て
は 、
矢
部
農
林
学
校
の
建
設
以
前
の
地
形
と
現
況

で
は
相
当
の
地
形
の
変
貌
が
予
想
さ
れ
る
の
で、
周
辺
に
住
む
古
老
達
の
話
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
い 、
学
校
建
設
以
前
の
地
形
の
復
元
を
行っ
た。
幸い
な
事

に
学
校
建
設
以
前
の
地
形
は、
明
治
初
年
の
地
形
図
上
に
残っ
て
い
る
の
で
こ
れ

を
元
に
作
業
を
進
め
た
が、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
大
西
教
哲
氏
の
詳
細
な
地
形
の

考
証
が
別
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い。

さ
て、
こ
れ
ら
の
旧
地
形
の
復
元
図
に
よ
れ
ば、
現
在
矢
部
高
校
の
校
舎
の
並

ぶ
地
区
は
裏
手
の
矢
村
神社
の
存
在
す
る
丘
陵
の
斜
面
が
北
か
ら
南
に
の
び
て
お

り、
現
在
の
第
二
校
舎
・お
よ
び
定
時
制
校
舎
部
分
は、
こ
の
斜
面
部
分
を
削
平
し

平
坦
部
を
造
成
し
な
が
ら
校
舎
を
建
設
し
て
き
て
い
る。
こ
の
こ
と
は、
現
校
舎

建
設
以
前
の
矢
部
農
林
学
校
時
代
の
校
舎
配
置
を
写
し
た
卒
業
ア
ルバ
ム
の
写
真

で
も
はっ
き
り
確
認
で
き
る。
こ
の
事
実
か
ら
H
区
に
おい
て
遺
構
の
存
在
が
予

想
さ
れ
得
る
の
は、
第
一
校
舎
敷
地
部
分
か
ら
玄
関、
泉
水
等
を
含
め
た
前
庭
部

の
み
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る。

こ
の
た
め
第
一
校
舎
敷
地
を
も
含
め
た
前
庭
部
に
グ
リッ
ド
を
設
定
し、
調
査

の
鍬
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た。
た
だ
こ
の
第
一
校
舎
は
管
理
棟
と
なっ
て
お
り、

玄
関
テ
ラ
ス
部
分
・
泉
水
・
そ
の
他
とコ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打っ
た
部
分
が
多
く 、

仮
に
遺
構
が
存
在
し
て
も
相
当
の
破
壊
を
こ
う
むっ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た

が、
こ
の
部
分
が、
周
囲
民
家
よ
り
一
段
高
く
なっ
た
部
分
で
あ
り、
す
ぐ
土
手

の
下
を
昔
日
旧
道
が
東
西
に
走っ
て
い
た
こ
と
や 、
昔
か
ら
民
間
信
仰
の
対
象
と

柱穴に残る工具痕

なっ
て
い
る
弾
正
さ
ん

と
呼
ば
れ
る
五
輪
の
塔

の
散
乱
し
て
い
た
箇
所

の
存
在
等
が
あ
り
、
そ

口百句i

れ
ら
の
事
実
を
総
合
し

て
こ
の
部
分
を
E
区
の

発
掘
区
域
と
し
た。

第
一
校
舎
跡
の
東
側

部
分
か
ら
ほ
ぼ
二
m
間

第37図

隔
で
発
掘
を
開
始
し
た

が、
E
区
の
層
序
関
係

は
別
図
の
と
お
り
で
あ

る
第
一
層
は、
黄
色
土

と
黒
色
土
が
混
り
合
つ
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た
土
で
厚
さ
が
二
八
佃
あ
る。
旧
校
舎
時
代
の
運
動
場
部
分
に
あ
た
り、
運
動
場

造
成
の
際
の
盛
土
と
思
わ
れ
る。
第
二
層
は、
水
田
に
見
ら
れ
る
灰
色
の
粘
土
状

を
呈
す
る
水
田
土
で
厚
さ
が
二
O
m
あ
る。
こ
の
地
域
が
水
田
と
なっ
て
い
た
時

代
の
土
と
思
わ
れ
る。
こ
の
水
田
土
の
な
か
か
ら
瓦
器
片一
片
が
は
じ
め
て
検
出

さ
れ
た。

ま
た、
こ
の
面
の
発
掘
を
進
め
て
い
く
う
ち 、
地
籍
図
に
見
ら
れ
る
水
田
時
代

の
睦
が
現
わ
れ、
地
籍
図
の
位
置
と
現
地
形
で
の
住
置
が
始
め
て
確
認
さ
れ
た。

第
三
層
は、
や
は
り
赤
黄
色
・

黒
色
土
混
り
の
土
で、
前
時
代
の
客
土
と
思
わ
れ

る。こ
の
層
が一
八
叩
程
続
い
た
下
には
こ
の一
帯
に
拡
が
る
地
山
の
明
るい
黄
色

土
が
第
四
層
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る。

こ
れ
ら
四
つ
の
層
は、
こ
の
箇
所
の
土
地
利
用
の
変
遷
を
年
代
的
に
物
語っ
て

い
る。
第一
層
の
黄
・

黒
色
土
混
り
の
土
は 、
旧
校
舎
建
設
の
際
の
土
地
造
成
を

物
語っ
て
い
る
し、
第
二
層
は
そ
れ
以
前
の
水
田
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
時
代

を
示
し
て
い
る。
第
三
層
は
畑
地
か
ら
水
田へ
と
地
目
が
変
遷
さ
れ
た
時
の
土
地

造
成
を
示
し
て
い
る。
こ
の
時
期
は 、
・お
そ
ら
く
浜
の
館
が
遺
棄
さ
れ
た
時
期
か

ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
江
戸
時
代
の
中
期
あ
た
り
と
思
わ
れ
る。
こ
の
こ
と
は
第
三
層

に
含
ま
れ
る
陶
磁
片
が
物
語っ
て
い
る。

元
禄
期
の
畑
地
か
ら
水
田へ
の
転
換
時
に
は、
水
を
は
る
関
係
上
相
当
大々
的

な
地
形
の
改
変
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し、
こ
の
浜
の
館
跡
地
が
周
辺
よ
り
高
地

と
な
っ
て
い
る
点
な
ど
か
ら、
周
辺
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
用
水
路
の
完
成
と
相

侠っ
て
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

遺
物
の
出
土
状
況
を
I
区
と
E
区
で
比
較
す
る
と、
E
区
に
お
け
る
出
土
は

き
わ
め
て
少
ない。
こ
の
こ
と
は、
現
矢
部
高
校
の
校
地
の
主
要
部
を
な
す
ふ
た

つ
の
平
坦
部
の
形
成
が
I
区
で
は
埋
立
て 、
E
区
で
は
削
平
に
よ
り
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
物
語っ
て
い
る。
H
区
で
遺
物
の
少
な
い
の
は、
第
四
層
の
地
山
で
あ

る
黄
色
土
上
に
のっ
て
い
た
遺
物
包
含
層
が、
元
禄
期
頃
に
行
わ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
水
田
造
成
の
際
に
飛
ば
さ
れ
て
し
まっ
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る。

こ
の
よ
う
に
度
々
の
地
形
の
変
還
を
経
て
い
る
た
め、
遺
構
の
存
在
は
不
可
能

か
と
絶
望
し
か
け
た
が、
館
の
設
置
時
に
も
小
規
模
な
削
平
が
行
わ
れ、
地
山
の

一
部
が
当
時
表
土
と
し
て
露
出
し
て
い
た
た
め
か、
も
し
く
は
家
屋
の
掘
立
柱
の

住
穴
を
異
常
に
深
く
掘
り
さ
げ
た
の
が
幸い
し
た
た
め
か、
第
四
層
の
黄
色
土
に

際
立っ
た
黒
色
で
柱
穴
が
確
認
さ
れ、
当
時
の
家
屋
の
プ
ラ
ン
の
復
元
に
可
能
な

遺
構
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た。

こ
れ
ら
の
柱
穴
群
は
地
山
の
黄
色
土
に
く
っ
き
り
と
深
く
掘
り
こ
ま
れ
て
い
る

た
め、
古い
時
代
の
住
居
跡
と
異
な
り、
柱
穴
を
見
落
し
た
り、
判
定
に
苦
し
む

こ
と
も
な
く 、
過
去
数
回
に
百一っ
て
掘
り
込
ま
れ
た
住
穴
の
ほ
ぼ
全
部
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た。
こ
の
た
め、
以
後
重
な
り
合っ
た
家
屋
の
プ
ラ
ン
の
把
握
が

完
全
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た。
ま
た
こ
の
住
穴
群
か
ら、
こ
の
場
所
に
少
な

一 79 -

く
と
も
三
回
に
百一
っ
て
家
屋
の
建
て
替
え
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
実
と
なっ

た。当
時
の
遺
物
も、
柱
穴
の
掘
り
込
み
部
周
縁
や、
柱
穴
内
部
に
残っ
て
お
り、

遺
構
の
年
代
判
定
が
よ
り
可
能
と
なっ
た。

な
お
発
掘
の
結
果 、
黄
色
土
の
地
山
は
高
校
の
北
側
の
第二
校
舎
お
よ
び
定
時

制
校
舎
で
は、
す
で
に
表
土
と
し
て
現
わ
れ
て
お
り、ま
た
第一
校
舎
の
西
側
一

帯
で
も
表
土
と
なっ
て
お
り、
校
舎
周
辺
部
を
除
き
E
区
で
遺
構
が
存
在
す
る
の

は、
第一
校
舎
前
庭
部
の
み
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。



一一
、

発見された遺構

形
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る。
お
そ
ら
く 、
こ
の一
段
高
く

不
明
で
あ
る。

な
っ
た
箇
所
に
も
何
ら
か
の
建
物
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
が
睡
滅
し
て
し
まっ
て

家

E
区
で
遺
構
が
存
在
し
た
の
は、
第一
校
舎
の
玄
関
部ち
よ
び、
前
庭
部
を
中

心
と
し
た一
帯
で、
第一
校
舎
と
第
二
校
舎
の
聞
の
中
庭
に
近
く
な
る
と、
地
山

←) 

屋

発
掘
の
結
果 、
前
庭
部
よ
り
発
見
さ
れ
た
遺
構
の
主
な
も
の
は、
大
小
さ
ま
ざ

ま
の
住
穴
と、
二
つ
の
長
方
形
を
な
す
土
拡 、
そ
れ
に
付
随
す
る
小
溝
な
ど
が
あ

る。
以
下
順
を
追っ
て
こ
れ
ら
の
遺
構
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る。

で
あ
る
黄色
土
が
表
土
に
せ
ま
り
第
二
校
舎
で
は
表
面
化
し
て
い
る。
こ
の
中
庭

の
東
方一
帯
は、
地
元
古
老
の
話
に
よ
る
と
周
辺
よ
り
約
一
間
ほ
ど
高
く
な
っ
た

水
田
が
存
在
し
て
い
た
と
い
い、こ

の
水
田
の
範
囲
は
旧
地
籍
図
に
よ
っ
て
も
確

柱..." ^ 
柱
穴
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で、
今
回
の
調
査
対
象
地
の
E
区
で
は
約五
O
O穴
ほ
ど

認
す
るこ
と
が
で
き
る。
こ
の
た
め、
中
庭一
帯
が
学
校
設
置
の
際
に
大
幅
な
地

発見 さ れた各種の柱穴第39図

( u 区)柱 と 柱穴 と の 間 隙 に 石 を 詰め た も の

( II 区)底部 に平石 を 敷 き 、 間 隙 に 石 を 詰め た も の

( II 区)
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巨大 な 柱穴 ( 直径13ûcm)



発
見
さ
れ
た
が、
そ
の
柱
穴
の
構
成
す
る
家
屋
の
個
々
に
よ
り
規
格
が
異
な
っ
て

い
る。
し
か
し
平
均
す
れ
ば
直
径
三
五
側 、
深
さ
七
Om
前
後
(
地
山
面
よ
り)

の
も
の
が一
般
的
で
あ
る。
現
在
図
上
で
新
旧
六
つ
の
家
屋
の
柱
穴
が
重
な
り
合

っ
て
存
在
し
て
い
る
の
が
判
明
し
て
い
る。
新
し
い
順
に
A
・
B
・
C-
D-
E

等
の
符
号
を
つ
け
て
呼
べ
ば、
B
棟
の
柱
穴
は
殆
ど
が
直
径
一
O
O
畑 、
深
さ
一

二
O
α
程
度
の
巨
大
な
柱
穴
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
巨
大
な
柱
穴
は
別
と
し
て
も、

先
に
のベ
た一
般
的
な
柱
穴
は
深
さ
が
地
山
に
掘
り
込
ま
れ
た
分
だ
け
で
も
七
O

佃
も
あ
り、
排
土
す
る
に
も
困
難
を
極
め
た。
こ
れ
ら
の
柱
穴
の
壁
に
は
親
指
大

の
小
溝
が
縦
に
二
m
程
度
の
間
隔
を
も
っ
て
残っ
て
い
る
の
で
山
芋
掘
り
に
似
た

特
殊
な
用
具
を
使っ
て
掘っ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。(
第
訂
図
参
照)

な
お、
こ
れ
ら
の
柱
穴
の
掘
り
込
み
部
分
に
直
径一
O
l一

五
m
大
前
後
の
礁

が
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
が
相
当
数
確
認
さ
れ
た
が、
こ
れ
は
柱
と
柱
穴
と
の
間
隙

に
か
ま
せ
た
石
で
あ
ろ

う 。
こ
れ
ら
の
石
の
存
在
に
よ
り、
使
用
さ
れ
た
柱
が
掘

ら
れ
た
住
穴
よ
り
若
干
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
判
る
し、
ま
た
当
時
の
表
土
が
現
地

山
の
黄
色
土
面
よ
り
や
や
高い
所
に
存
在
し
た
こ
と
も
推
定
で
き
る。
ま
た
こ
れ

ら
の
喋
と
は
別
に
住
穴
の
底
部
に
平
坦
面
を
持つ
石
が
敷
か
れ
て
い
る
の
が
数
例

見
ら
れ
た
が、
こ
れ
は
柱
の
沈
む
の
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
と
い
え
よ
う 。
こ
の
例

は
新
し
く
掘っ
た
穴
が
旧
住
穴
と
重
な
っ
た
箇
所
に
見
ら
れ
る。
ま
た
大
き
さ
の

等
し
い
柱
穴
が
落
花
生
状
に
重
な
り
合っ
て一
間
ご
し
に
続い
て
い
る
の
が
あ
る

が、
こ
れ
ら
は
新
旧
二
つ
の
家屋の
柱
穴
が
重
な
り
合っ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り

床
下
の
根
太
受
け
等
に
利
用
さ
れ
た
同一
家
屋
の
柱
穴
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う

な
例
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
柱
穴
内
に
詰っ
て
い
る
土
は、
黒
褐
色
を
帯
び
た
腐
植
土
で
あ
っ
た。

お
そ
ら
く
掘
立
住
の
腐
植
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が、
木
柱
の
根
部
の
残
存
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た。

以
上
の
よ
う
に、
E
区
に
お
い
て
は
掘
立
桂
を
納
め
る
た
め
の
柱
穴
だ
け
で、

礎
石
は
存
在
し
な
か
っ
た。
浜
の
館
に
お
け
る
家
屋
の
基
礎
部
に
つ
い
て
の
主

流
を
な
す
も
の
は
や
は
り
掘
立
で
あ
り、
-
区
で
見
ら
れ
た
礎
石
を
使
用
す
る
も

の
は
異
例
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い 。
し
か
し
E
区
の
建
物
群
が
阿
蘇

大
宮
司
の
神
殿
で
あ
り、
-
区
の
礎
石
を
持つ
家
屋
が
居
館
で
あっ
た
と
考
え
れ

ば、
神
事
を
司
ど
る
E
区
の
建
物
群
が
伊
勢
神
宮
と
同
様 、
掘
立
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
り
得
るこ
と
で
あ
る。

各
棟
の
プ
ラ
ン

A
棟
柱
穴
プ
ラ
ン
校
門
部
分
か
ら
見
て
第一
校
舎
玄
関
の
す
ぐ
西
側
か
ら
発

見
さ
れ
た
家
屋
跡
で
住
穴
跡
か
ら
復
元
す
る
と
三
間
四
方
の
正
方
形
を
な
す
建
物

で
あ
る。
各
柱
聞
が一
六
o
m
で一
辺
の
長
さ
が
四
二
Om
を
数
え
る。
建
物
の

各
面
は、
東
西
南
北
の
方
向
に
ほ
ぼ一
致
し
一
二
本
の
立
柱
か
ら
構
成
さ
れ
る
建

物
で
あ
る。
柱
穴
の
深
さ
は
九
O
m
前
後
で
西
側
の
肋
2
と
4
の
柱
穴
底
部
に
は

敷
石
の
設
備
が
見
ら
れ
る。
こ
の
三
間
四
面
の
内
外
に
は
小
柱
穴
跡
が
見
ら
れ
る

が、
こ
の
建
物
に
直
接
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
認
め
ら
れ
ない。
従っ
て 、

こ
の
建
物
は一
二
本
の
立
住
か
ら
な
る
建
物
と
い
う
こ
と
に
な
り、
そ
の
特
殊
な
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プ
ラ
ン
か
ら一
般
の
家
屋
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ない 。
・お
そ
ら
く 、
館
内
に
存
在

し
た
大
宮
司
が
祭
杷
を
司っ
た
神
殿
関
係
の
建
物
で
は
な
か
ろ
う
か。
一
見
す
れ

ば
近
世
に
見
ら
れ
る
観
音
像
等
を
安
置
す
る
小
堂
宇
の
感
ピ
が
す
る
が、
遺
構
に

伴っ
て
出
土
す
る
遺
物
は
中
世
に
見
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る。

な
お
C
の
測
定
で
は
四
四
O
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
七
五
U
(
四
三
O
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
七
五
U)
と
な
り、
西
暦
一
五一
O
年
と
い
う
結
果
が
で
て
い
る。
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B
棟
を
構
成
す
る
柱
穴
跡
は
三
三
個
あ
る。
す
べ
て
立
柱

跡
と
思
わ
れ
る
が、
こ
の
柱
穴
を
元
に、
こ
の
建
物
の
プ
ラ
ン
を
復
元
す
る
と、

桁
行
七
問 、
梁
間
四
聞
の
長
方
形
の
平
の
部
分
を
南
面
さ
せ
る
建
物
で
あ
っ
た
こ

B
棟
柱
穴
プ
ラ
ン

と
が
判
る。
一
聞
の
柱
聞
は、
桁
行
・

梁
間
共
に二
O
O仰
を
数
え
る。
い
ず
れ

も
柱
の
芯
か
ら
芯
ま
で
の
数
値
で
あ
る
が、
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
本
間
用
の

一
間
と
ほ
ぼ
等
し
い。
桁
行、
梁
間
共
に
同
数
値
の
一
聞
を
取
り、
他
の
各々
の

住
聞
を
同
数
値
と
し
て
い
る
こ
と
は、
畳
等
の
縦
横
自
由
な
敷
替
え
を
可
能
な
ら

し
め
て
お
り、
こ
の
こ
と
か
ら
内
法
柱
間
法
の
採
用
が
考
え
ら
れ
る。

こ
の
建
物
の
総
坪
数
は
二八
坪
で
あ
り、
-
区
で
調
査
し
た
礎
石
を
持
つ
第
一

みま

棟
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
模
の
建
物
で
あ
る。
三
聞
か
ら
なっ
て
い
る
が
西
・お
よ
び
北

側
は
縁
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

こ
の
建
物
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
の
は
先
に
見
ら
れ
た
A
建
物
と
同
様
の
プ
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ラ
ン
を
持
つ
三
間
四
方
の
部
分
で
あ
る。
こ
の
部
分
の
柱
穴
は
き
わ
め
て
大
き
く

直
径
が
一
o
o
m
・

深
さ
が
一
二
O
仰
を
計
る
巨
大
な
穴
で
あ
る。
柱
穴
の
底
部

は、
地
山
の
黄
色
土
を
う
が
ち 、
黄
色
土
に
小
磯
の
混
り
始
め
る
個
所
に
ま
で
達

し
て
い
る。
こ
の
事
実
か
ら、
相
当
巨
大
な
柱
が
立
並
ん
で
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
得
る
が、
こ
れ
程
巨
大
な
立
柱
を
必
要
と
す
る
建
物
は
知
伺
な
る
性
格
を
帯
び

た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か。

こ
の
三
間
四
方
の
正
方
形
の
部
分
は
こ
の
建
物
の
な
か
で
は
西
側
寄
り
に
設
け

ら
れ
て
お
り、
東
に
は
こ
の
部
分
に
付
属
し
て
二つ
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
る。

西
か
ら
北
側
に
か
け
て
は
こ
の
三
間
四
方
の
方
形
の
部
分
を
取
巻
く
よ
う
に、
鈎

状
に
縁
が
巡っ
て
い
る。
こ
の
周
辺
を
巡
る
柱
穴
列
は
方
形
部
分
の
柱
穴
よ
り
や

や
小
規
模
と
な
り、
直
径
が
七
0
2別
後 、
深
さ
が
八
Om
程
度
と
なっ
て
い
る0

・お
そ
ら
く、
阿
蘇
文
書
等
に
あ
る
ひ
さ
し
柱
ゃ、
軒
柱
と
呼
ば
れ
る
柱
が
立
て
ら



れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
出
入
口
は
間
取
り
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
東
側
の
妻

の
部
分
に
あっ
た
と
思
わ
れ、
-
区
の
第
一
棟
と
同
様
奏
入
り
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る。
瓦
が
出
土
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら 、
屋
根
は
萱
葺
も
し
く
は
桧
皮
葺
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う。

な
お、
こ
の
建
物
は
先
の
A
棟
と
や
や
方
向
に
ぶ
れ
を
持っ
て
重
な
り
合っ
て

い
る
が、
A
・
B
二
つ
の
柱
穴
の
重
な
り
合っ
て
い
る
部
分
が
一
か
所
あ
る
た
め

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
精
査
し
た。
こ
の
結
果 、
B
の
住
穴
に
A
住
穴
が
掘
込
ま
れ

て
お
り、
B
柱
穴
の
跡
に
は
地
盤
が
軟
弱
な
た
め、
改
め
て
小
磯
等
が
投
入
さ
れ

て
い
る
事
実
が
判
明
し
た。
こ
の
こ
と
か
ら 、
B
棟
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
減

失
し
た
後 、
A
棟
が
B

昭和初期頃の第二区の状況

棟
に
見
ら
れ
た
付
属
の

二
聞
を
消
失
し、
三
間

四
方
の
主
要
部
の
み
に

な
り
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

位
置
も
変
ら
ず
B
棟
の

上
に
重
なっ
て
再
建
さ

れ
た
こ
と
が
解
る。
た

だ、
再
建
さ
れ
た
A
棟

は
B
棟
と
同
ピ
三
間
四

第41 図

方
の
プ
ラ
ン
を
と
り
な

が
ら
一
聞
の
長
さ
が
二

c
o
m
-か
ら
一
六
O
m

へ
と
短
か
く
なっ
て
お

り、
之
の
た
め、
全
般

的
に
B
棟
よ
り
小
規
模
と
な
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
る。

小
規
模
に
な
り
な
が
ら
も
三
間
四
方
の
き
わ
め
て
特
殊
な
間
取
り
を
引
き
継
ぎ

し
か
も、
ほ
ぽ
同
じ
場
所
に
重
な
り
合っ
て
再
建
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
考
え

る
と、
こ
の
建
物
は
何
か
き
わ
め
て
伝
統
的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あっ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
得
る0
・お
そ
ら
く 、
阿
蘇
大
宮
司
が
館
内
で
神
事
を
司
る
建
物
の

ひ
と
つ
だっ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
な
お、
C
の
測
定
で
は
五
二
O
プ
ラス
マ

イ
ナ
ス
八
O
(
五
一
O
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
七
五)
と
い
う
結
果
が
出
た
が、
こ
れ

は
西
暦
一
四
三
O
年
に
あ
た
る。

C
建
物
柱
穴
プ
ラ
ン

在
し
た
桁
行
三
問 、
梁
間
三
間
(
推
定)
の
南
北
に
長い
建
物
で
あ
る。
二
O
本

の
住
(
内
一
本
は
不
明)
か
ら
構
成
さ
れ
る
建
物
で
桁
行
の
中
聞
が
二
O
Om
で

全
長
が
一
O
m、
梁
聞
の
全
長
は
五
三
O
m
で
住
聞
は
はっ
き
り
し
な
い。
た
だ 、

東
側
の
桁
行
に
沿っ
て
六
つ
の
柱
穴
が
走っ
て
い
る
が、
こ
の
柱
列
の
柱
聞
は一

四
om
で
桁
行
の
住
間
よ
り
短
く
なっ
て
い
る。
お
そ
ら
く 、
こ
の
部
分
は
縁
の

板
張
り
部
分
で
あっ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

B
棟
の
柱
穴
プ
ラ
ン
の
東
半
分
に
重
な
り
合っ
て
存
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以
上
に
か
か
げ
た
他
に
も
こ
の
E
区
に
は、
多
数
の
住
穴
か

ら
構
成
さ
れ
る
新
旧
の
家
屋
が
数
棟
重
な
り
合っ
て
存
在
す
る
の
が
確
認
さ
れ
た。

家
屋
の
プ
ラ
ン
が
ほ
ぼ
つ
か
め
る
の
が
こ
の
他
に
少
な
く
と
も
三
棟
は
存
在
し
て

い
る。
な
お、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
住
穴
の
落
ち
こ
み
が
地
山
の
黄
色
土
に

そ
の
他
の
家
屋

掘
り
込
ま
れ
て
お
り、
柱
穴
の
確
認
が
比
較
的
容
易
に
で
き
た
た
め、
掘
ら
れ
た

柱
穴
の
見
落
し
は
発
掘
区
域
内
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
ない 。
ま
た、

二
O
分
の
一
実
測
図
作
成
に
充
分
の
時
間
を
か
け
精
密
を
期
し
た
こ
と
か
ら 、
今

後
の
図
面
上
で
の
家
屋
復
元
が
充
分
に
可
能
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り、

そ
の
各々
に
つ
い
て
の
記
述
は
省
略
す
る。
な
お
柱
穴
プ
ラ
ン
の
実
測
図
は
第
却



図
に
掲
げ
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い 。

各々
の
確
認
さ
れ
た
家
屋
の
プ
ラ
ン
の
特
色
と
し
て
は 、
家
屋
の
棟
に
平
行
す

る
両
端
に一
五
O
ない
し一
七
Om
程
度
の
幅の、
平
行
す
る
柱
列
を
持
つこ
と

が
あ
げ
ら
れ
る。
こ
の
住
列
聞
は
板
張
り
の
縁
も
し
く
は
廊
下
部
分
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
が 、
H
区
だ
け
で
も
三
つ
の
棟
に
こ
の
施
設
が
見
ら
れ
る。こ
の
よ
う
な

{

註
)
1

家
屋
の
構
造
は
中
世
土
豪の
家
屋
に一
般
に
見
ら
れ
る
手
法
と
思
わ
れ
る

A
土
地
E
区の
柱
穴
以
外に、
見
ら
れ
る
掘
り
込
み
に、
長
方
形
を
な
す
土

培
が
こ
か
所
あ
る。
ひ
と
つ
は
B
棟
北
側
で 、
他
は
弾
正
さ
ん
の
西
側
で
発
見
さ

れ
た 。

A
土
埴
は
B
棟
の
西

側
と
北
側
の
角
に
位
置

す
る
も
の
で
B
棟
の
軒

B 棟北側に付属す る A 土地

住
列
に
ほ
ぼ
平
行
し
て

掘
り
込
ま
れ
て
い
る
の

で 、
B
棟
に
付
属
す
る

遺
構
で
あっ
た
と
思
わ

れ
る。
こ
の
土
地
は
東

西
に
三
O
Om
南
北
に一

三
Om 、
深
さ
約
九
O

期2図

仰
の
長
方
形
を
呈
す
る

穴
で 、
そ
の
掘
り
込
み

の
面
は
締
麗
に
整
形
さ

れ
て
い
る。
内
部
に
は

白い
灰
状
の
土
が
詰
ま

っ
て
お
り 、
土
砿
上
面
東
寄
り
の
箇
所
に
青
磁
の
大
皿
の
底
部二
片
が
出
土
し
た 。

落
ち
込
み
の
内
部
は
壁
面か
ら
底
部
に
か
け
て
白
色
土
が
U
字
状
に
約
三
Om

の
厚
さ
で
落ち
こ
み 、
そ
の
上
に
あ
ん
こ
状
に
四
Om
程
に
Eっ
て
黒
色
の
白
土

混
ピ
り
の
土
が
の
り 、
そ
の
上
を
灰
色
土
が
約二
Om
の
厚
さ
で
覆っ
てい
た 。

遺
物
は
先
に
も
述べ
た
よ
う
に
上
面
の
灰
色
土の
な
か
に
明
代の
青
磁
皿
の
高

台
部
が
見
ら
れ
る
程
度
で 、
内
部か
ら
は
何
も
検
出さ
れ
な
かっ
た 。
た
だ 、
底

部
に
近い
部
分
に
人
頭
大
の
礁
が
固
まっ
て
置か
れ
てい
た 。

こ
の
巨
大
な
穴
が
何
の
意
図
を
持っ
て
掘
ら
れ
た
の
か 、
A7
の
と
こ
ろ
不
明
で

あ
る。
し
か
し 、
こ
の
土
坊
の
周
辺
に
柱
穴
が
見
ら
れ
るこ
と
と 、
土
紘
の
北
東

角
の
部
分
に
溝が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら 、
水
に
関
係
する
遺

構のよ
う

に
思
わ
れ
る。
こ
の
土
拡
に
流
れ
こ
む
溝
も 、
地
山
の
黄
色
土
に
わ
ずか
に
そ
の

底
部
と
思
わ
れ
る
く
ぼ
み
が
残
り 、
黒い
腐
植
土
と
思
わ
れ
る
土
が
認め
ら
れ
る

だ
け
で
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
に
し
得
ない 。
土
城
周
囲
に
見
ら
れ
る
小
型
の
柱
穴

は
こ
の
土
城
を
お
お
う
覆
屋
の
柱
穴
跡
で
あ
ろ
う 。
土
地
の
底
部
は 、
地
山
の
黄

色
土
を
つ
き
ぬ
け
て
粘
土
に
小
石
の
混
じ
る
か
た
い
岩
盤
状の
地
層
ま
で
達
し
て

お
り 、
降
雨が
あ
れ
ば
水
を
湛
え
る
の
で 、
あ
る
い
は
B
棟に
付
属
し
た
水
屋
の

(

註
)
2

跡
か
と
も
考え
ら
れ
る。

註
1
鹿
本
郡
菊
鹿
町
所
在
の
隈
部
館
の
第一
棟
は
桁
行
七
間
梁

間
五
聞
の
家
屋
で
共
に
一

聞
が一
九
六
個
を
数
え
る。
し
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か
し
家
屋
の
両
端
は
共
に一
六
O
咽
と一
聞
の
数
値
が
せ

註
2

ま
く
な
り
縁
で
あっ
た
可能
性
が
す
こ
ぶ
る
強い。

矢
部
周
辺
で
見
ら
れ
る
水を
引
き
物
洗
い
等
を
す
る
た
め

粗
末
な
小
屋
が
け
を
し
た
洗
い
場。

B
土
城
弾
正
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
百
日
紅
の
老
樹の
西
方
六
m
の
場
所
で
発
見



さ
れ
た
土
地
で、
東
西
に
二
三
O側 、
南
北
に
九
五
仰
の
長
方
形
を
呈
す
る
土
地

で
あ
る。
深
さ
は
最
深
部
で
地
山
面
よ
り八
五
聞
を
数
え
る。
長
軸
の
方
向
は
南

北
で、
こ
れ
は
A
土
培
と
同
様
で
あ
る
が 、
全
般
的
に
A
土
拡
よ
り
や
や
小
規
模

と
なっ
て
い
る。

土
域
内
部
に
は
西
側
に
三
段 、
東
側
に
一
段
の
階
段
が
設
け
られ
て
お
り、
底
部

の
中
央
部
に
は
南
北
に
二
O
m
程
度
の
浅い
小
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る。
落
ち
込
ん

で
い
る
土
は
全
部
排
土
し
て
内
部
を
精
査
し
た
が、
何
ら
の
遺
物
の
出
土
も
見
ら

れ
な
か
っ
た。
こ
の
た
め、
こ
の
土
地
の
時
代
判
定
は
困
難
で
あ
る
が、
戦
時
中、

防
空
濠
を
掘っ
た
記
憶
も
な
く 、
前
校
舎
時
代
に
掘
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
塵
捨

て
場
と
も
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら 、
や
は
り、
浜
の
館
当
時
に
掘
ら
れ
た
土

地
と
思
わ
れ
る。
何
の
意
図
の
も
と
に
掘
ら
れ
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い。

弾
正
杉
跡
E
区
の
発
掘
区
域
内
に
は、
幾
多
の
重
な
り
合っ
た
柱
穴
群
の
合

聞
を
縫っ
て
大
小
多
教
の
樹
根
跡
発
見
さ
れ
た。
新
旧 、
大
小 、
深
浅
と
そ
の
樹

根
跡
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が、
そ
の
な
か
で
直
径
四
m
の
巨
大
な
樹
根
跡
が、
弾

正
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
百
日
紅
の
老
樹
か
ら
北へ
五
五
O
m
の
場
所
か
ら
発
見
さ
れ

た。
こ
の
樹
根
跡
の
東
半
分
は
幅
一
m
深
さ
約
七
四
m
の
半
円
状
の
窪
み
と
なっ

て
お
り、
こ
の
な
か
に
は
江
戸
時
代
の
陶
磁
器
片
を
含
む
黒
褐
色
土
が
落
ち
こ
ん

で
い
た。
ま
た、
直
径
四
m
を
な
す
樹
幹
跡
か
ら
周
辺
に
向っ
て
延
び
る
小
根
跡

が
確
認
さ
れ
た。
円
形
を
な
す
樹
幹
直
下
に
は
根
跡
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず 、
周
囲

に
延
び
る
小
根
跡
が
多
く
見
ら
れ
た。
昔
日
こ
の
場
所
に
巨
木
が
お
い
繁っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う 。

こ
の
大
木
に
つ
い
て
は
肥
後
国
誌
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る。「
演ノ
館

迩ノ
南
ノ
方ニ
弾
正
杉
ト

云
ル
大
木
ノ
杉
ノ
株
ア
リ 、
里
俗
阿
蘇
弾
正
殿ノ
古
墳

也
ト

云
碑
石
ナ
シ
何
レ
ト

比
ト

云
事
不
知
l

以
下
略」
今
回
の
調
査
に
よっ
て
確

認
さ
れ
た
樹
根
跡
は
肥
後
国
誌
に
云
う
弾
正
杉
の
跡
と
思
わ
れ
る。
出
土
遺
物
等

か
ら 、
江
戸
時
代
末
頃
ま
で
弾
正
さ
ん
の
名
称
で
信
仰
の
対
象
と
なっ
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う 。

。
出
土
遺
物

E
区
は
I
区
と異
な
り
削
平
に
よ
り
現
地
形
を
形
成
し
て
い
る
の
で、
造
成
時

に
遺
物
包
含
層
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り、
当
時 、
窪
地
を
な
し
てい
た

場
所
や
住
穴
内
に
落
ち
込
ん
で
い
た
遺
物
の
み
が
残
存
し
てい
た。
こ
の
た
め、

遺
物
の
出
土
量
は
I
区
に
く
ら
べ
少
な
か
っ
た
が、
-
区
と
ほ
ぼ
同
様
の
遺
物
の

出
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
た。

遺
物
で一
番
多
い
の
が
土
師
質
土
器 、
次
い
で
瓦
質
土
器 、
陶
磁
器
片
で
外 、

鉄
釘
・

鉄
浮・
銅
銭
等
の
出
土
が
あ
っ
た。
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燈
明
皿
・お
よ
び
日
用
雑
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
土
師
質
土
器
片
は、
整
理
後
の

現
在
で
も
一
O
五
片
の
多
く
を
数
え
る。
床
に
散
乱
す
る
破
片
は、
口
径
が一
o

m
前
後
の
土
師
質
皿
の
な
か
で
は
大
型
の
部
類
に
属
す
る
も
の
が
多い
の
で、
日

用
雑
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
土
師
質
土
器
と
し
て
は、
こ
の
外

に
柱
穴
の
な
か
か
ら
出
土
し
た
小
型
の
皿
が
あ
る。
特
に
方
型
の
プ
ラ
ン
を
な
す

A
棟
の
直
径
一
二
O
側、
深
さ
一
o
o
m
の
巨
大
な
一
二
個
の
各
柱
穴
か
ら
燈
明

皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
小
型
の
土
師
質
皿
が
出
土
し
た 。
自
然
に
落

ち
込
ん
だ
も
の
で
な
く 、
意
図
的
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は、
例
外
な

く
各
柱
穴
か
ら
出
土
す
る
こ
と
や、
完
型
で
ほ
ぼ
上
向
き
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
等か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る。
お
そ
ら
く 、
家
屋
の
棟
上
の
際
に
何
ら
か
の
儀
式

が
取
り
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
一
昨
年
調
査
し
た
I
区
の
東
拡
張
部
の
各



柱
穴か
ら
も
同
様
の
皿
が
出
土
し
てい
る
の
で 、
柱

穴
に
皿
を
納
め
る
こ
と
は
一

六
世
紀
頃
矢
部
地
方
で
行
わ
れ
た一
種
の
建
築
儀
礼
だっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

青
磁
片
は
接
着
作

業
終

了
の
現
在
一

八
片
を
数
え
る。
そ
の
内
訳
は 、
碗
破
片

が一
二
片一
二
個
体
分、
大
皿
破
片
が
四
片
四
個
体
分、
A晶
子
の
身
部
破
片
が一

片
で
あ
る。
碗
は
南
宋
代
の
折
江
の
も
の
と
思
わ
れ
る
碗
片
を
除い
て、
他
は
全

部
明
代
後
半
の
竜
泉
窯
の
も
の
で
あ
る。
変っ
た
も
の
と
し
て
は 、
見
込
み
部
分

に
施
軸
の
認
め
ら
れ
な
い
班
が
あ
る。
こ
の
見
込
み
部
分
に
は
杜
丹
も
し
く
は
唐

草の
文
様 、が
陰
刻
さ
れ
て
い
る。
故
意
に
紬が
施さ
れ
な
かっ
た
の
か
偶
然
な
の

か
判
ら
ない 。
同
様の
文
様
が
瓦
質
火
舎
口
縁
部
等
に
施
文
さ
れ
て
い
る
が 、
こ

れ
ら
中
国
青
磁
の
文
様
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

大
皿
は
二
個
体
分
あ
る。
-
区か
ら
出
土
し
た
大
皿
と
同
様の
器
形
を
持つ
も

の
で
あ
る。
高
台
畳
付
部
ま

で
施
糊

さ
れ
て
お
り 、
高
台
部
各
所
に
赤
し
ぶ
の
跡

が
見
ら
れ
る。
高
台
部
はき
わ
を
立
て
ず 、
胴
部か
ら
な
だ
ら
か
に
形
成さ
れ
る

の
で
そ
の
存
在
が
外
部
か
ら
は
あ
ま
り
目
立
た
ない 。

中
皿
が一
個
体
分
あ
る。
胴
部か
ら
の
立
上
り
が
口
縁
部
直
下
で
逆
く
の
字
状

を
呈
す
る
も
の
で
、

内
部
に
は
箆
に
よ
る
縦
線
が
密
に
施さ
れ
て
い
る。
小
皿
は

口
径一
三
m
程
度
の
高
台
の
付
く
も
の
で 、
口
縁
部
が
外へ
大き
く
反
り
返
る
の

を
特
色
と
す
る。
内
外
と
も
に
施
文
は
見
ら
れ
ず
軸
面
に
小
ひ
び
が
走っ
てい
る。

大
皿
・
小
皿
共
に
明
代
竜
泉
窯
の
製
品
と
思
わ
れ
る。

そ
の
他
青
白
磁
と
し
て
は
金
子
片
が
あ
る。
口
径一
O師 、
器
高一
-
五
m
程

度の
金
子
身
部
で 、
底
部・立
上
り
部
分・お
よ
び
蓋
部
と
の
合
口
部
に
は
施
軸が
認

め
ら
れ
ない 。

口
径一
五
m
程
度の
小
片・お
よ
び
碗の
高
台
部
が
出
土
し
た 。

ま
た 、
灰
白
粕
の
か
か
っ
た
碗
片が
二
片 、
施
軸の
あ
る
陶
器
高
台
片二
片 、
明

白
磁
と
し
て
は 、

代
の
染
付
碗
高
台
部一
片 、
そ
の
他
が
柱
穴
周
辺
よ
り
出
土
し
てい
る。

天
目
茶
碗
の
破
片
は二
片
出
土
し
た 。
胎
土
は一
方
は
白
色 、
他
方
は
灰
色
を

な
す
が
共
に
国
産
品
で
あ
ろ
う 。

瓦
質
土
器
と
し
て
は 、
口
径一
五
側 、
器
高六
m
前
後
で
平
底
と
推
定
さ
れ
る

焼
物が
発
見
さ
れ
た 。
何
か
の
容
器
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
そ
の
他

口
縁
部
に
五
弁の
花
文
と
二
条
の
突
帯
を
持つ
警
の
口
縁
部
や 、
三
本の
突
帯
を

持つ
円
筒
状
の
褐
色
を
帯
び
た
素
焼
の
破
片 、
火
鉢
の
破
片が
二
個
体
分
ほ
ど
あ

λv 。そ
の
外 、
摺
鉢
片
が
五
片
出
土
し
た 。
備
前
風
摺
鉢
片
が一
個
体 、

須
恵
質
摺

鉢
片が
二
個
体 、
瓦
質
問
鉢
片
が
二
個
体
と
なっ
てい
る。
備
前
風
の
摺
鉢
は 、

口
縁
部
片
で
あ
る
が 、
口
縁
部
が
内へ
く
の
字
状
に
折れ
曲
る
独
特の
口
縁
部
を

形
造っ
て
い
る。
胎
土
内
に
は
小
石
英
を
多
く
含
ん
で
お
り 、
肌
面
に
焼
成の
際

PO

 

OB

 

は
じ
け
た
跡
が
見
ら
れ
る。

摺
鉢
以
外
に
備
前
の
特
色
を
備
え
た一
七
の
婆
片が
出
土
し
た 。
口
縁
部
は
備

前
特
有
の
部
厚い
折
返
し
口
縁
と
なっ
て
い
る。
断
面
上
で
こ
の
折
返
し
の
状
況

が
よ
く
観
察さ
れ
る。
水
警
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

菱
形
を
な
す
銅
製
の
飾
り
金
具
三
個
と
環
状
金
具一
個が
出
土
し

た 。
菱
形
金
具
は
三
個
共
に一
部
欠
損
し
てい
る
が
全
長二
・
五
m
と
推
定
さ
れ

銅
製
品

る。
表
面
に
は
花
状の
文
様
が
凹
凸
状
に
打
出さ
れ
て
い
る。
環
状
金
具
は
全
長

が一
・
七
叩
あ
り 、
一
本の
針
金
を
折
り
曲
げ
環
状と
し
た
もの
で
先
端
が
尖っ

て
お
り 、
木
質
の
も
の
に
打
ち
こ
ん
で
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
環
の
直
径

は
0
・
五
仰
で
環
の
根
部
に
は
受
け
金
が
装
着
さ
れ
てい
る。
鎧
も
し
く
は
調
度

品
の
飾
り
金
具
と
思
わ
れ
る。
銅
製
品
と
し
て
は 、
銅
銭
が
二
l
三
枚
検
出
さ
れ

た 。
腐
蝕が
激
し
く
文
字
は
判
読
でき
な
い 。
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発
足会れ氏、。

E
F

除問仏乃は
赤
趨
告や

趨
邑
撃の

胎
土に

暗
黄
色や

白 、
ち〆
i
t
ぐ

は
灰

- 87_ 

白
告の

掃をか
け、

腹
部に

葉駒田を
i
を

脅す
碗の

高
台
郵
挙が
容
。

J
SL 《

磁
器
件染

品川

片
撃が
主:
J

司
と
をつ
?=ーし

答 。
発に

近
世
中

期か
G
愛かご・当

1
1L

44
け
での

もの
で、

弾

正彰とL?
￡
?

(
て

土
佐の

書
mつ
T(

と￡
第
二
校
舎
L恥
持
れ
持マの遺物と
忠われ

否。

，
Z
Lふだ

ご一
首

所のこJO
O句

×

二
O
O句

のグ
リyfF-および宕季H

制
校
舎

跡か
5
t
Z
と

は
造
物の

泊
土は

男、られ
を

かっ
と。

姑川
崎
造
成の

療の
駒
平に
kzd

り
失わ

れ
をtu
y
色の

と
思わ

れ
否。(

築
山知
図

参
照)な

さ、批判ωかi2!
i-〆
4M

む
ま
での

グ
リyfιfに耐空ペ

O句の
謙が

実に
句コ話七で傾

科L
で

・そ6hソ
MP
EI

t
x

硲
認され

々。
議の

底
部が

種か泊
に

建hmす'Q
EF
Je

え
げ
で
み
えωの

で
ぞの

如何様や
性
格
寺ピ
コ、。倫
一
Lで

は
不
明であえ刷。

ヘ桑原意彰」



第
三
章
文献上からみた阿蘇大宮司館

一
、

中世
阿蘇大宮司居館の推移

阿
蘇社
の
大
宮
司
職
が
何
時
頃
成立
し 、
又 、
「
惟」
を
通
字
と
し
て、「
宇
治」

を
称
す
る
氏
(
い
わ
ゆ
る
阿
蘇
氏)
に
独
占
さ
れ
て
行っ
た
で
あ
ろ
う
過
程に
つ

い
て
明
ら
か
に
で
き
ない
が 、
本
来
大
宮
司
職
に
任
期
が
存
在
し
て
い
た
痕
跡
は

鎌
倉
初
期
の
史
料
か
ら
も
う
か
が
わ日
μ 。

こ
の
大
宮
司
職
を
得
て
い
た 、
い
わ
ゆ
る
阿
蘇氏
惣
領
家
は 、
少
く
と
も
平
安

時
代
末
に
は
神
社
の
鎮
座
す
る
北
部
阿
蘇谷
で
は
な
く 、
火
口
原
南
部
の
南
郷
谷

に
居
住
し 、
鎌
倉
時
代
に
は
火
口
原
や
外
輪
山
山
麓
に
開
発
し
た
村々
を 、
相
伝

の
所
領
と
し
て
北
条
氏
か
ら
安
堵
さ
れ
て
い
る。
北
条
得
宗
家
は 、
鎌
倉
時
代
は

じ
め
よ
り
阿
蘇本
社
領
及 、び
甲
佐 、・
健
軍・
郡
浦
の
末
社
領
の
地
頭
職
を
有
し 、

預
所
職
も
有
し
てい
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が 、
こ
れ
ら
は
源
平
争
乱
に
よ
る

平
氏
与
力
勢
力
の
没
官
分
で
は
な
かっ
た
か
と
思
わ
れ
る。

建
久
六
(一
一
九
五)
年 、
北
時
時
政
は
阿
蘇
社
司
・
神
宮
ら
に
下
文
を
与
え

て、
ー--，

可
早
為
別
納
究
済
所
当
物
南
郷
事

右
郷 、
阿
蘇太
郎
惟
次
依
令
申
往
古
屋
敷
之
由 、
為
別
納

続」

と 、
阿
蘇惟
次
の
南
郷
は
阿
蘇氏
往
古
の
屋
敷
で
あ
る
と
い
う
申
出
を
認
め 、

別
納
の
地
と
し
て
彼
の
沙
汰
に
任
せ
る
こ
と
を
指
示
し
てい
る。
墾
田
永
世
私
財

法
施
行
以
来 、
新
た
に
聞
か
れ
た
耕
地
に
は
私
権
が
発
生
し
た
が 、
屋
敷
と
は
ま

さ
に
開
拓
の
拠
点
で
あ
り 、
土
居
の
内
の
耕
地
は
勿
論 、
そ
の
周
辺
の
門
田・
門

畠
を
も
含
め
て
最
も
強
固
な
私
権
の
地
と
し
て
検
注
の
免
除
は
通
例
で
あっ
た 。

一
一
世
紀
の
中
頃
発
せ
ら
れ
た
寛
徳
の
荘
園
整
理
令
は 、
開
拓
に
よっ
て
生
U
た

耕
地
の
荘
園
寄
進
化
を
防
ぐ
た
め
に、
国
衛
に
直
結
し
た
別
納
方
式
を
と
る
別
名

制
を
認
め
た
と
云
わ
れ
る。
こ
れ
ら
別
名
で
は
雑
役
が
免
除さ
れ 、
そ
の
行
政
官

に
任
じ
ら
れ
た
の
は 、
開
拓
を
主
導
し
た
在
地
の
有
力
者
で
あっ
た 。
阿
蘇
惟次

が
南
郷
を
往
古
の
屋
敷
で
あ
る
と
い
う
主
張
は 、
阿
蘇氏
によ
る
同
郷
の
開
発
が

行
わ
れ
て
来
た
とい
う
実
績
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
てい
る
が 、
一
方 、

建
久
段
階
で
は
同
郷
が
阿
蘇社
領
公
郷
と
し
て
行
政
組
織
の
中に
佐
置
し
て
い
て、

特に
彼
の
私
的
権
利
は
認
め
ら
れ
て
い
な
かっ
た
こ
と
を
示
し
てい
る。
惟
次
は

そ
の
実
績
を
具
体
的
な
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
るこ
と
を
求め 、
別
納
と
い
う
形

で
領
家
に
対
す
る
直
納
権
を
得
た
が 、
又 、
こ
の
こ
と
は
南
郷
に
お
け
る
彼
の
荘

園
制
的
支
配
権
の
確
認
で
も
あっ
た
とき守え
よ
う 。

さ
て、
こ
の
史
料
は
惟次
が
南
郷
に
居
住
し
てい
た
こ
と
を
直
接
示
す
も
の
で

は
な
い 。
し
か
し 、
惟
次
は
北
条
義
時
の
下
文
に
よ
れ
ば
「
南
郷融取」
と
さ
れ

てい
る。
北
条
氏
は
阿
蘇社
領
の
預
所
兼
地
頭
職
で
あっ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら 、

惟
次
の
地
位
は
そ
の
下
の
小
地
頭
で
あっ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
鎮
西
に
お
け
る
東

国
下
り
の
惣
地
頭
に
対
し
て、
在
地
の
本
領
主
ら
は
小
地
頭
と
し
て
把
握
さ
れ
て

い
る
こ
と 、
更
に、
こ
れ
に
さ
か
の
ぼっ
て
源
平
合
戦
に
際
し 、
菊
池
に
与
同
し

て
平
氏
に
背い
た
鎮
西
の
豪
族
の
中
に
惟
次
の
父
の
惟
泰が
「
南
郷
大
宮
司」
と

註
(
4
)

『
吾
妻
鏡』
に
記
さ
れ
てい
る。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
惟
泰・
惟
次
の
親
子
が
南

郷
谷
に
本
拠
を
か
ま
え
てい
た
こ
と
は 、
ま
ず
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。
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現
在
の
南
郷
は
南
郷
谷
と
い
う
広
域
の
呼
称
と
なっ
てい
る
が 、
本
来
は
南
郷

谷
内
の
本
郷
と
し
て、
ご
く
狭い
地
域
を
指
す
も
の
で
あっ
た
ら
し
い 。
そ
れ
は 、

多
分
火
口
丘
南
麓
の
白
川
右
岸
火
口
原
中
央
部
の
開
拓
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら



発
展
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が 、
集
落
で
云
え
ば 、
火
口
丘
南
麓
と
火

口
原の
接
点
に
お
け
る
松
本
・
中
村
か
ら
吉
田
に
か
け
て
の
線
上
の
地
で
は
な
か

っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る。
つ
ま
り 、
こ
の
地
が
現
在
の
南
郷
谷
で
は一
番
最
初
に
聞

か
れ
て 、
『
和
名
抄』
の
郷
に
代
り
新
し
い
郷
が
成
立
し
た
際
に、
現
阿
蘇
谷
側

の
東
・
西
・
北
郷
に
対
し
て 、
南
郷
と
し
て
設
定
さ
れ
た
と
考え
ら
れ、
こ
こ
を

中
心
に、
現
南
郷
谷
及
び
周
辺
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
そ
し
て 、

そ
の
開
発
に
阿
蘇大
宮
司
家
が
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る。

さ
て 、
時
代
は
降
る
が
元
弘
の
変
(一
コ
ヲ
二
年)
に
お
い
て 、
楠
木
正
成の

千
早
城
攻
め
に
参
障
の
途
中 、
備
後
輔
の
樟
で
護
良
親
王
の
令
旨
を
得
た
大
宮
司

惟
直
や
そ
の
義
理
の
兄
弟
と
み
ら
れ
る
惟
澄
ら
は 、
帰
国
し
て
日
向
の
鞍
岡
に
楯

寵っ
て
探
題
の
討
伐
軍
規
矩
高
政
勢
と
戦っ
て
い
る
こ
と
が
『
正
慶
離散寄
そ

の
他
に
み
ら
れ
る
が 、
こ
の
中
に
大
宮
司
館
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。

「
廿
七
日
自
規
矩
殿
早
馬
到
来
頚一
持
来 、
去
廿
五
日
大
宮
司
館ニ
攻
寄
之
圏

付
火
終
以
不
焼 、
鷹ニ
シ
テ
守
護
之
間
恐
退
畢 、
固テ
召
取
案
内
者
被
寄
之

慮 、
大
宮
司
領
阿
蘇内
在
家
等
ヲ
焼
梯
鞍
岡
山ニ
引
篭 、
其
道
間ニ
ス、
レ

コ
へ 、
ハ
ネ
キ
ヤ
ウ 、
マ
メ
ア
シ
此
等
難
所
也 、
日
向
道ヨ
リ
揚
手
ノ
案
内

者
ヲ
被
申
之
問 、
仰
日
向
国
柴
原
・
桑
内
二
人ニ
仰
テ
進
案
内
者 、
同
日
彼

等
下
人
下
向
云
々 、
城
内
勢
兵
五
十
余
人 、
以
上
ノ
勢
五
百
人
計
也 、
其
外

隠
レ
村
ヲ
大
宮
司
知
行
之
問 、
其
所ニ
引
退
ナハ
不
可
被
打
之
由
披
露
之」

正
慶
二
(一
三
三
三)
年
三
月一
三
日
菊
池
武
時
が
探
題
館
に
討
入っ
て
戦
死

し
た
後 、
探
題
側
で
は
同
日
菊
池
城
に
討
手
を
差
向
け
た
が 、
阿
蘇大
宮
司
も
菊

池
氏
に
与
力
と
聞
え
る
と 、
二ハ
日
規
矩
高
政
を
将
と
し
て
肥
後
国
御
家
人
ら
を

率い
さ
せ
て
阿
蘇へ
向
わ
せ
た 。
二
五
日
大
宮
司
館
に
攻
寄
せ 、
小
競
合い
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
(
頚一
つ
送っ
て
い
る) 。
し
か
し 、
大
宮
司
館
に
火
を
か
け
よ

う
と
し
た
け
れ
ど
焼
け
な
かっ
た
の
で 、
一
日一
退
い
て
改
め
て
攻
寄せ
た
と
こ
ろ 、

大
宮
司
は
領
内
の
所々
を
焼
払い
鞍
岡
山
に
楯
龍っ
た
とい
う
の
で
あ
る。
鞍
岡

と
い
う
と 、
外
輪
山
西
南
麓
の
日
向
境
で 、
阿
蘇南
郷
谷か
ら
も
相
当
な
距
離が

あ
る
が 、
一
つ
に
は
鎌
倉
期
の
阿
蘇社
領
に
は
北
条
氏
の
地
頭
代
の
在
駐
の
可
能

性
が
あ
り 、
南
郷
に
お
い
て
は
大
宮
司
私
領
を
分
断
す
る
形
で 、
吉
田
・
白
川
・
色

見
・
山
鳥
の
四
ケ
村
地
頭
職
が
北
条
領
と
な
り 、
領
家
源
定
房
の
子
孫
に
避
進
さ

れ
てい
る
も
の
の、
代
官
職
は
北
条
氏
方
の
手
に
あっ
た
と
み
ら
れ
る
の
で 、
南
郷

内
の
防
禦
に
不
利
で
あ
る
こ
と 、
又
寄
手
の
到
達
に
出
来
る
だ
け
時
日
を
か
け
さ

せ
よ
う
と
い
う
作
戦
で
あっ
た
と
み
ら
れ
る。
こ
れ
ら
の
条
件か
ら
推
測
す
る
に、

鎌
倉
末
の
段
階
に
も 、
大
宮
司
館
は
惟
泰
・
惟
次
以
来
の
南
郷
の
地
に
存
続
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
阿
蘇谷
側
に
は 、
鎌
倉
後
半
以
来 、
北
の
小
国
郷に

北
条
氏
の
勢
力
が
根
付
い
て
い
て 、
更
に
動き
に
くい
条
件
下
に
あっ
た
と
考え

ら
れ
る。
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建
武
政
権
が
く
ず
れ
て 、
足
利
尊
氏
方
(
北
朝)
と
後
醍
醐天
皇
方
(
南
朝)

の
争い
の
初
期 、
菊
池
武
敏
と
共
に
尊
氏
の
九
州
西
下
を
迎
え
撃っ
て
多
々
良
浜

の
戦
に
敗
れ
た
大
宮
司
惟
直
兄
弟
が 、
帰
途
肥
前
で
討
死
す
る
と 、
尊
氏
の
要
請

に
応
ピ
て 、
一
族
が
坂
梨
孫
熊
丸
を
大
宮
司
に
擁
立
し
てい
た
時
期
が版記 。
こ

の
間 、
中
央
に
出
兵
し
て
後
醍
醐
天
皇
方
と
し
て
戦っ
て
い
た
父
の
前
大
宮
司
惟

時
は 、
帰
国
し
た
後
は
南
郷
城
に
あっ
て
阿
蘇谷
・
南
郷
谷
を
抑
え
てい
た
北
朝

方
の
坂
梨
孫
熊
丸
方
の
勢
力
の
及
ん
でい
ない
地
に
本
拠
を
求め
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が 、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

た
も
の
は 、
阿
蘇社
の
末
社
と
なっ
て
い
た

肥
後
国二
宮
の
甲
佐
社
で
あっ
た 。

現
在
上
益
城
郡
甲
佐
町
に
鎮
座
す
る
同
社
は 、
主
神
を
甲
佐
大
明
神
と
称
し 、



阿
蘇社
主
神
の
健
盤
龍
命
の
子
で
あ
る
と
さ
れ
る
が 、
同
じ
く
健
盤
龍
命
の
子
で

阿
蘇氏
の
祖
の
惟
人
の
父
と
さ
れ
る
十一
宮
速
瓶
玉
命(
国
造
大
明
神)
と
は
異
母

註(7)

弟
で
あ
る
と
い
う
神
系
図
に
佐
置
付
け
ら
れ
て
い
る。
第
二
神
に
は
健
盤
龍
命 、

第
三
神
に
郡
浦
大
明
神
を
祭
り 、
甲
佐
巌
を
上
宮
と
称
し 、
山
麓
社
殿
を
下
宮
と

呼
び 、
山
上
に
は
衆
徒
の
寺
坊
も
あっ
た
と
み
ら
れ
る。
社
領
は
社
地
周
辺
の
御

内
郷
を
中
心
と
し
て、
小
北
・
砥
用
・
堅
志
田
・
津々
良
・
守
富
・
勾
野
・
北
小

川
・
南
小
川
・
海
東
な
ど
を
有
し
てい
た 。
甲
佐
社
が
阿
蘇社
の
末
社
と
な
る
の

は 、
平
安
時
代
も
後
期、
末
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が 、
祭
神
に
郡
浦
大
明
神
を
含

む
こ
と
か
ら 、
阿
蘇社
の
末
社
化
す
る
以
前
に
宇
土
郡
郡
浦
社
を
末
社
と
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る。
同
社
が
肥
後
国
第
二
宮
と
し
て
の
勢
力
の
小
さ
く
な
かっ

た
こ
と
は 、
神
系
図
に
お
け
る
主
神
の
立
場、
社
領
の
規
模
に
み
ら
れ、
本
来
甲

佐
巌
の
山
岳
神
仰
に
発
す
る
寮
杷
様
式
を
有
し 、
同
様
に
阿
蘇山
の
山
岳
神
仰
に

発
す
る
阿
蘇社
と
対
等
の
勢
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あっ
た 。
こ

れ
を
惟
時
は
前

大
宮
司
の
権
威
で
益
城
地
域
に
自
己
の
勢
力
を
扶
植
す
る
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
も

の
と
思わ
れ
る。

『
肥
後
国
誌』
益
城
郡
甲
佐
手
永
豊
内
(
ト
イ)
村
の
「
障
の
内」
は 、
惟
時

館
跡
の
伝
承
を
有
し
て
い
る
が 、
山
上
の
平
地
に
二
0
0メ
ー
トル
余
の
方
形
の

註
(
8
)

郭
の
遺
構
が
残っ
て
い
る。

又 、
多々
良
浜
の
戦
で
生
残っ
た
惟
時
の
女
婿
と
み
ら
れ
る
惟
澄
に
つ
い
て
も 、

正
平
初
(一
三
四
六)
年
頃
ま
で
甲
佐
に
近
い
緑
川
流
域
に
本
拠
を
有
し
てい
た

位(9)

の
では
な
い
か
と
「
恵
良
惟
澄
軍
忠
状」
な
ど
の
彼
の
行
動か
ら
推
測
さ
れ
る。

た
だ
し 、
帰
国
後
の
惟
時
は
積
極
的
に
南
北
両
朝
の
争
い
に
加
わ
ろ
う
と
せ
ず 、

南
朝
方
の
惟
澄
と
も
対
立
関
係
を
生
じ
た
こ
と
も
あっ
た 。
正
平
七(一
三
五
二)

註
(
叩
)

年
の
「
阿
蘇殿
等
造
営
選
宮
以
下
日
記」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る。

「
其
時
の
さ
い
も
くハ
こ
れ
お
き
こ
れ
す
み
の
中
た
か
い
ニ
よ
て
河
よ
り
こ
な

た
の
領
内ニ
か
つ
か
つ
あ
た
る。
是
ま
で
こ
れ
お
き
の
御
さ
い
そ
く
な
り 。」

こ
の
史
料
は
甲
佐
社
司
の
筆
写
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り 、
内容
か
ら
み
て
阿
蘇本

社
で
は
な
く 、
甲
佐
社
の
遷
宮
等
の
記
録
で
あ
る
が 、
こ
の
と
き「
惟
澄」
と
「こ

れ
お
き」
の
不
和
に
よっ
て
河
よ
り
こ
な
た
の
領
内に
材
木
を
賦
課
し
た
と
い
う

の
で
あ
る。
正
平
の
段
階
で
惟
澄
と
の
対
立
関
係
を
生ピ
得
る
と
す
れ
ば
惟
時
の

み
で
あ
り 、
本
来 、
川
の
こ
な
た
も
対
岸
も
「こ
れ
お
き」
の
沙
汰
す
る
と
こ
ろ

で
めっ
た
と
い
う
な
ら 、
「こ
れ
お
き」
が
惟
澄
の
支
配
権
を
も
包
摂
し
てい
る
わ

け
で 、
「こ
れ
お
き」
と
は
「
惟
時」
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
ない 。

従っ
て
正
平
七
年
段
階
で
は 、
緑
川
右
岸
(
甲
佐
社
側
かり
言
わ
せ
る
と
「こ
な

た」)
を
惟
時
が
支
配
し 、
左
岸
は
惟
時
が
支
配
し
てい
た
と
推
測
さ
れ
る
わ
け
で 、

豊
内
村
の
「
陳
の
内」
の
惟
時
館
祉
の
伝
承
は 、
充
分
検
討
に
値
す
る
と
言
え
よ

惨「ノ。
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文 、
矢
部
に
も
惟
時が
居
住
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。
矢
部
は
『
倭
名

抄』
の
益
城
郡
八
郷
の
う
ち
に
「
宅
部
郷」
と
さ
れ
る
も
のが
そ
の
は
じ
ま
り
と

な
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る。
天
養
元
(一
一
四
四)
年
高
野
山
文
書
「
肥
後
国

司
解
写」
と
み
ら
れ
る
前
欠
・
後
欠
文
書
の
中
に、

「(
前
略)
日
中
押
園
貢
御
所
野
部
山
専
当
近
包
宿
所 、
運
取
貢
御
甘
葛
之
後 、

註
(
U
)

直
令
殺
害
近
包
身
了」

と
野
部
山
専
当か
ら
貢
上
さ
るべ
き
甘
葛
が
広
実
に
よ
り
強
奪
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る。
倭
名
抄
的
郷
体
制
崩
壊
後 、
収
取
対
象
は
人
よ
り
土
地
に
変
り 、

境
界
を
明
か
に
し
た
郷
の
発
生
と
共
に、
山
・
浦
・
島
等 、
そ
の
地
域
的
ま
と
ま

り
と
そ
の
生
産
条
件
に
合っ
た
生
産
物
を
収
取
す

る
方
式
が

と
ら
れ
る
よ
う
に
な

註
(
ロ
)

っ
た 。
こ

の
広
実
の
子
孫
と
み
ら
れ
る
木
原
兼
実
も 、
後
年
甲
佐
社へ
小
北
・
砥



註
(
日
)

用
の
両
山
を
寄
進
し
て
い
る
が 、
矢
部
も
山
を
中
心
と
す
る
生
産
物
が
所
当
貢
物

と
し
て
収
取
さ
れ
る
体
制
が 、
具
体
的
に
地
域
を
固
定
し
た
「
野
部
山」
と
い
う

形
で
形
成さ
れ
てい
た
の
で
あ
る。
平
安
後
期一
一
世
紀
後
半
に
は
阿
蘇
郡
は
ほ

ぼ一
郡
が
社
領
と
し
て
認
め
ら
れ、
元
弘
の
勅
裁
で
も 、
阿
蘇社
四
至
堺
が
社
領

註(M)

域
と
し
て
再
確
認
さ
れ
てい
る
が 、
甲
佐
社
領
は
益
城
の
平
坦
部ヘ
拡
が
り 、
矢

部
が
甲
佐
社 、
阿
蘇社
の
社
領
で
あっ
た
痕
跡
を
南
北
朝
時
代
以
前
に
見
出
す
こ

と
は
で
き
ない 。
延
元
二
(一
三
三
七)
年
六
月 、
惟
澄
は
矢
部
山
に
押
寄
せ 、

越
前
守
頼
顕
代
の
平
四
郎
兵
衛
を
追
落
し 、
上
下
数
百
人
を
討
取っ
た
と
述べ
て

註
(
日
)

い
る
と
こ
ろ
か
ら 、
南
北
朝
初
期
に
は
武
家
方
他
氏
の
支
配
下
に
あっ
た
矢
部が

南
朝
方
阿蘇
氏
の
支
配
下
に
入っ
た
の
は
こ
の
頃
の
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る。

興
国
四
(一
三
四
三)
年
惟
時
が
武
家
方
と
なっ
た
時 、
惟
澄
は
矢
部
城
を
押
取

っ
た
と
「
恵
良
惟
澄
軍
忠
状」
の
中
で
述べ
てい
る
こ
と
か
ら 、
こ
の
時 、
矢
部

註
(
凶
)

城
が
惟
時
の
居
城
と
なっ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る。
興
国
六
二
三
四
五)
年
征

註
{
口
)

西
府
は
惟
澄
に
砥
用
山
と
共
に
「
矢
部
山
事 、
為
料
所
如
元
被
知
行
者」
と
そ
の

知
行
を
承
認
し
てい
る。
こ
の
よ
う
に
し
て
矢
部
が
阿
蘇氏
の
支
配
下
に
名
実
共

に
加
え
ら
れ
てい
き 、
正
平
五
(一
三
五
O)
年
大
宮
司
惟時
が
外
孫
に
当
る
惟

澄
の
長
子
惟
村
を
嫡
子
と
し
て、
阿
蘇
・
健
軍
・
甲
佐
・
郡
浦
の
四
ケ
社
領
と
共

に、
矢
部
・
砥
用
・
津
守
保
・
筑
前
下
座
郡
惣
領
分
・
豊
後
大
佐
井
郷
地
頭
職
を

註
(
問
)

註
(
印
)

ゆ
ずっ
た
の
に
は
じ
ま
り、
同
じ
く
惟
澄
か
ら
惟
村へ
の
譲
状
に
も 、
四
ケ
社
領

と
並
ん
で
矢
部
山
が
記
さ
れ
ている
が 、
同
状
に
お
い
て、
社
領
は
「
神
事」
を

専
ら
に
「
修
造」
を
先
と
し 、
其
外
の
所
領
は
「
軍
忠」
を
致
し
て
知
行
すべ
き

で
あ
る
と
述べ 、
矢
部
山
が
本
来
社
領
に
由
来
す
る
も
の
で
な
く 、
内
乱期
の
戦

功
に
よっ
て
獲
得
・
承
認
さ
れ
た
所
領
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。
こ
の
矢

註
(
初
)

部
の
中
に
郷
・
村
が
現
わ
れ
る
の
は
正
平
九
(一
三
五
四)
年
の
注
文
に
見
られ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が 、
そ
の
内
容
は
団
地
の
坪
付
や
斗
代
で
は
な
く 、
各
郷
村mv，

銭
納
で
示
さ
れ
てい
る
と
こ
ろ
か
ら 、
畠
地
や
山
の
生
産
物
を
主
と
す
る
も
の
で

あっ
た
伝
統
が
続
い
てい
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る。

前
述
の
知
く
惟
時
は
外
孫
惟
村
を
嫡
子
と
し
て
そ
の
跡
を
ゆ
ずっ
た
が 、
彼
の

一
族
の
勢
望
は
父
の
惟
澄
に
あっ
た
の
で 、
自
然
惟
澄
の
大
宮
司
職が
認

死
後 、

め
ら
れ、
北
朝
方
の
惟
村
は
永
く
山
中
に
潜
居せ
ざ
る
を
得
な
かっ
た 。
従っ
て 、

惟
澄
が
惟
時
の
死
後 、
甲
佐
豊
内
か
矢
部
に
移
り 、
惟
時の
地
位
を
継
承
し
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る。
す
で
に、
惟
時
の
在
世
中
に、
惟
澄の
働
き
に
よっ
て
南
郷

城
を
本
拠
と
し
て
い
た
坂
梨
孫
熊
丸
ら
北
朝
大
宮
司
勢
力
は
滅
さ
れ
て
い
る
の
で 、

鎌
倉
の
末
ま
で
の
阿
蘇
氏
の
本
貫
の
地
で
あっ
た
南
郷
谷
を
含め
て、
阿
蘇・
上

益
城
両
郡
は
大
宮
司
の
支
配
下
に
あ
り 、
惟
時
も
惟
澄
も
再
び
南
郷
を
本
拠
と
す

れ
ば
で
き
た
の
で
あ
る
が 、
彼
ら
が
南
郷
を
本
拠
と
し
た
ら
し
い
形
跡
は
み
ら
れ

守E4nHd

 

力静
い 。矢

部
の
地
は
上
益
城
郡
山
中
に
あっ
て
広
い
耕
地
に
は
恵
ま
れ
てい
ない
が 、

阿
蘇
郡
と
益
城
郡
の
中
間
に
あ
り 、
他
勢
力
の
侵
入
の
困
難
な
地
で
あ
る
の
み
な

ら
ず 、
肥
後
中
央
部
や
南
部へ
の
進
出
も
可
能
で
あ
り 、
日
向
・
豊
後
に
も
近
く 、

九
州
諸
方へ
の
連
絡
の
便
を
有
し
てい
る
と
い
う
利
点
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
で
あ
ろ
う 。

惟澄
は
正
平一
九
(一
三
六
四)
年 、
日
頃
代
官
に
遣し 、
後
継
者
と
目
し
て

い
た
惟
武
が 、
病
中
惟澄
を
残
し
て
菊
池
ら
南
朝
方
の
加
勢
に
参
陣
し
た
こ
と
を

怒
り 、
北
朝
方
に
属
し
てい
た
惟
村
に
大
宮
司
職
を
ゆ
ずづ問 。
惟
村
は 、
「
阿
蘇

東
殿」
と
呼
ば
れ、
前
述
の
如
く 、
永
く
北
朝
方
と
し
て
父
惟
澄
と
は
別
れ
て
山

中
に
潜
居
し
て
い
た
が 、
こ
れ
に
よっ
て
惟
澄
の
遺
跡
を
継い
で
矢
部
又
は
甲
佐

一
方
征
西
府
か
ら
大
宮
司
に
任

に
居
住
す
る
よ
う
に
なっ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。



じ
ら
れ
た
惟
武
は 、
正
平二
四
(一
三
六
九)
年
兄
惟
村
が
伝
来
の
文
書
を
渡
さ

な
い
と
征
西
府
に
訴
え 、
惟
村
は
所
有
し
な
い(
紛
失)
と
称
し 、
近
隣
の
領
主
名

和
顕
興
(
八
代)
と
宇
土
道
光
(
宇
土)
に
対
し 、
征
西
府
か
ら
実
否
を
た
ず
ね

註{詑)
ら
れ
てい
る
が 、
彼
ら
が
惟
村
の
近
隣
の
領
主
と
す
る
な
ら 、
惟
村
は
益
城
郡
の

矢
部
か
甲
佐
に
館
を
か
ま
え
て
い
た
可
能
性
が
強い 。
康
安二
(一
三
六
二)
年

註(お)

と
み
ら
れ
る
斯
波
氏
経
書
状
で
は 、
矢
部
・
支
知
(
砥
用)・鞍
岡
の
者
共が
武
家

方
(
惟
村)
の
味
方
を
し
て
い
る
と
述べ
て
い
る
し 、
康
暦
元
(一
三
七
九)
年

と
み
ら
れ
る
今
川
了
俊
書
状
は 、
菊
池
城
に
悉
く
宮
方
が
集
り 、
惟
武
の
子
惟
政

も
「(
略)
あ
そ
の
南
郷
も
あ
る
ほ
と
の
せ
い
の
の
ふ
し
め
し
く
し
候
て 、
菊
池ニ

加
リ
候
な
る
問 、
南
郷
辺
の
事
を
も 、
そ
れ
よ
り
御
せ
い
つ
か
ひ
候ハ
\
か
た

き
い
た
み
候へ
く
候
か
と
存
候
(
略)」
と 、
惟
政
が
南
郷
の
ほ
と
ん
ど
の
武
士
ら

を
動
員
し
て
菊
池
簡
城
に
加
わっ
た
の
で 、
A7
南
郷へ
兵
を
送
れ
ば 、
惟
武
方
は

打
撃
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
と
述べ
て
い
る。
こ
の
こ
と
は
惟
政
の
本
拠
が
南
郷
谷

に
あ
り 、
惟

村
の
本
拠
が
矢
部 、
文
は
甲
佐
に
あっ
た
こ
と
を
示
し
てい
る
が 、

そ
れ
は 、
そ
の
ま
ま
惟
村
系 、
惟
武
系
の
子

孫
の

本
拠
と
し
て
引
継
が
れ
て
行
く

の
で
あ
る。

惟
村
の
あ
と
は
惟
郷・
惟
忠
と
続
き 、
惟
武
の
あ
と
は
惟
政 、
惟
兼 、
惟
歳 、

惟
家
と
続
く 。
南
北
朝
合一
以
後 、
惟
郷
と
惟
兼
は
大
宮
司
職
を
争っ
て
武
力
を

も
辞
さ
ぬ
情
勢
と
なっ
た
の
で 、
九
州
探
題
の
仲
介
に
よ
り
幕
府
の
裁
定
に
ゆ
だ

ね
ら
れ、
結
果
と
し
て
は
惟
時 、
惟
澄 、
惟
村
の
譲
状
を
有
し
て
い
る
惟
郷
が 、

更
に
北
朝
方
忠
節
を
強
調
し
て
幕
府
か
ら
大
宮
司
と
認
め
ら
れ
る
が 、
一
方
の
惟

兼
が
こ
れ
に
対
抗
し
得
た
の
は 、
彼
が
阿
蘇郡
及 、び
阿
蘇社
を
抑
え 、
惟
村
は
甲

註(お)

佐
社
の
み
知
行
と
い
う
現
実
で
あ
り 、
更
に
は
惟
兼
に
対
し
て・
は 、
共
に
南
朝
方

と
し
て
行
動
し
て
い
た
因
縁
に
よ
る
菊
池
氏
の
陰
に
陽
に
の
援
護
が
あ
り 、
し
か

も 、
そ
の
菊
池
氏
が
守
護
で
あっ
た
とい
う
肥
後
国
の
特
殊
事
情
と
も
関
係
が
深

註(お)

ぃ 。
こ
の
間
惟兼
が
「
水
口
城」
を
本
城
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が 、
同
城

は
『
国
郡一
統
志』
に
よ
れ
ば 、
南
郷
の
松
木
村
に
あ
る
城
祉
が
「
水
口
城」
と

呼
ば
れ
てい
る。
以
後 、
宝
徳(
一

四
四
九
l一
四
五
三)
年
間
に
惟
兼
は
惟
郷
・

註(訂)

惟
忠
父
子
と
和
睦
し 、
そ
の
惟
歳
が
養
子
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て 、
彼
ら

に
大
宮
司
職
が
継
承
さ
れ
る
が 、

は
な
かっ
た 。

い
づ
れ
も
南
郷
を
本
拠
と
す
る
こ
と
で
は
変
り

一
方
惟村
の
子
の
惟
郷
は
矢
部
に
館
を
か

ま
え

て
い
た
とい
う
史
料
は
見
出せ

ない 。
阿
蘇惟
歳
の
二
通
の
書
状
は
次
の
よ
う
に
述べ
てい
る。

「(
略)
豊
後ニ
公
方
様
御
越
候
時
十
く
わ
ん
文
御
借
用
候ハ泳 、
菅
よ
り
御
返

註(犯)
あ
るへ
く
候」

(借カ)

註(却)

「(
略)
大
上
様
豊
州へ
御
出
候
時 、
御
惜
候
御
神
物
も 、
公
方
様へ
申
談」

こ
れ
ら
か
ら 、
惟
歳
が
公
方
様
と
称
す
る
の
は
養
父
と
なっ
た
大
宮
司
惟
忠
で

あ
り 、
大
上
様
と
は
そ
の
父
惟
郷
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
ない 。そ
の
惟
郷
は
豊
州へ

行
く
時
阿
蘇山
上
造
営
料
と
し
て
備
蓄
の
神
物
の
う
ち
十
貫
文
借
用
し
た
が 、
そ

円Lnヨ

れ
は
「
菅」
か
ら
返
却
す
る
と
い
う
の
で
あ
る。

次
い
で
小
陣
惟長室田
状
は
こ
れ
を
受
け
て

「(
略)
古
上
様
菅
よ
り
豊
後へ
御
出
候
御
振
舞
之
た
め
に、(
略)
彼
大
太
万
事

十
貫
文ニ
御
請
可
然
之
由
被
仰
候
問 、
上
様
十
貫ニ
被
召
候
事 、
無
其
隠
候 、

註
(
お
)

(
略)
矢
部
辺
面々
多
分
存
知
之
事
候」

と
述べ 、
こ
れ
よ
り 、
古
上
様
(
惟郷)
は
菅
に
住
ん
でい
た
こ
と
が
明
か
で

あ
り 、
質
に
置
い
た
大
太
刀
を
上
様
(
惟
忠)
が
十
貫
文
で
請
出
し
た
こ
と、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
矢
部
の
人
々
は
知っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら 、
菅
と
惟
忠

の
住
ん
でい
る
矢
部
と
は
別
の
地
で
あ
る
と
言
え
る 。
文
明
七
(一
四
七
五)
年



註{羽)

の
「
阿
蘇
山
本
堂
造
営
料
足
日
記」
に
よ
れ
ば、
「
公
方
様」
(
惟
議
カ) 、
「
野
部

公
方
様」
(
惟
忠) 、
「
古
上
様」
(
惟
郷)
と
呼
ば
れ、
あ
る
時
期
に
は
菅
の
惟郷

の
館 、
矢
部
の
惟
忠
の
館 、
南
郷
の
惟
兼
・

惟
歳
の
館
が
併
立
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る。

文
明
六
(
一
四
七
四)
年
と
み
ら
れ
る
「
小
陣
惟
長
奉
書」
は
阿蘇
山
本
堂
造

営
料
足
の
保
管
に
つ
い
て 、

「
即
山
上ニ
可
有
御
登
せ
処 、
A7
程
当
国
雑
説
時
分
候
問 、
御
神
物
事
南
郷
公

方
様
よ
り
す
け
方
へ
御
あ
つ
け
あ
る
へ
き
由 、
一
日
被
仰
候 、
此
料
足
も
定

而
可
為
同
前
候
問 、
(
略) 、
適
御
域
共
候
問 、
佐
渡
方
へ
御
あ
つ
け
候
て 、

詮{担)

世
上
無
為ニ
も
候
者、
定
造
営
あ
る
へ
く
候」

と
述
べ
て
い
る。
こ
れ
に
よっ
て
も
「
菅」
は
世
上
の
争
乱
の
折
も、
南
郷
や

矢
部
よ
り
も
安
心
で
き
る
要
害
堅
固
の
地
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ、
館
と
共
に

城
も
存
在
し
て
い
た
こ
と、
「
御
城」
と
呼
ば
れ
て
い
る
故
に
惟
郷
の
城
も
あっ
た

と
み
ら
れ、
佐
渡
氏
が
城
番
と
し
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。『
肥
後
国
誌』

に
よ
れ
ば、
上
益
城
郡
矢
部
手
永
菅
村
は、
園・
皿
木・
中
尾
・

大
薮・
笈
石
・

上
菅
・

鳥
原・
白
谷
・

竹
の
谷
・

大
平
の
小
村
を
含
み、
五
万
分
の
一
地
図
に
こ

れ
ら
地
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。
こ
の
地
は
背
後
に
矢
筈
撤 、
内
大
臣
山、

天
主
山
に
至
る
山
地
を
負
い、
緑
川
上
流
の
左
岸
に
治っ
て
存
在
し、
対
岸
北
東

へ
直
線
距
離
に
し
て
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
の
地
点
に
あ
る
矢
部
と
は
独
立
し
た
環

境
を
形
成
し
て
い
る。
こ
の
村
に
も
「園
村」
な
る
地
名
の
小
村、
又
「
屋
形
ノ

原」
と
い
う
地
名
を
有
す
る社
地
が
あっ
て 、
小
松
内
大
臣
重
盛
の
館
祉
の
伝
承
を

を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
が
実
は
惟
郷
の
館
城
を
指

し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る。

惟
忠
は
子
供
に
恵
ま
れ
な
かっ
た
の
で、
従
来
対
立
関
係
に
あっ
た
惟
兼
の
子

話{沼)

惟
歳
を
宝
徳
三
(
一
四
五
二
年
養
子
に
迎
え
た
の
で
は
あっ
た
が 、
こ
の
こ
と

は、
阿
蘇
社
管
領
を
称
し
て
実質
的
に
阿
蘇
郡
を
抑
え
て
い
た
惟
兼
系
の
支
配
権

を
と
り
込
ん
で、
阿
蘇
・

益
城
両
郡
の一
円
領
主
権
を
獲
得
す
る
と
い
う
政
治
的

効
果
を
も
た
ら
し、
惟
忠
の
居
館
矢
部
の
地
は
全
大
宮
司
領
の
政
治
的
中
心
と
し

て
そ
の
地
位
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る。
以
後
大
宮
司
職
が
埠直
系
の
惟歳
・
惟

家
と
伝
え
ら
れ
で
も、
な
お
健
在
な
惟忠
が
政
治
的
実
権
を
保
持
し、
矢
部
の
政

治
的
重
要
性
は
低
下
し
て
い
な
い。
文
明
一
五
(
一
四八
三)
年
ま
で
惟家
の
大

宮
司
と
し
て
の
行
動
が
推
測
さ
る
れ
が、
文
明
一
六
(
一
四八
四)
年
に
は
惟忠

睦『捻d

は
「
今
度
弓
矢
我
々
無
誤
候
慮 、
重
朝
・

惟歳
・

惟家
よ
り
不
快
候」
と、
守
護

菊
池
重
朝
と
同
盟
し
た
惟
歳
・

惟方
と
の
武
力
対
立
を
述
べ
て
い
る
が、
こ
の
間

に
惟忠
の
大
宮
司
再
任
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
結
果
は
文
明
一
七
(
一
四

八
五)
年
幕
の
平
の
合
戦
で
惟
歳
・

惟
家
方
は
破
れ
る
が、
同
年
中
に
惟忠
も
病

死
し、
惟
憲
が
大
宮
司
と
・なっ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
惟
憲
は
系
図
に
よ
れ
ば

註{担)
「
宮子
惟
乗」
と
記
さ
れ、
文
明
(
一
四
六
九
1

一
四八
七)
長
享
(
一
四八
七

l
一
四八
九)
の
一
連
の
権
大
宮
司
家
文
書
な
ど
に
「
惟憲」
・「
惟
乗」
の
署
名

註(惜同d

例
が
あ
る
の
で、
後
年
惟
乗
と
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
i。
又
『
新
撰
事
蹟
通
考』

系
図
は
惟識
の
子
で
惟忠
の
後
嗣
と
なっ
た
と
説
明
し
て
い
る。し
か
し、

惟歳

・
惟家
の
没
落 、

惟忠
の
死
去
は、
結
果
的
に
南
朝
系・
北
朝
系
大
宮
司
の
対
立

を
解
消
し、
又 、
そ
の
前
段
階
と
し
て
の
妥
協
の
産
物
で
あっ
た
大
宮
司
職
と
家

督
の
分
化
を
も
解
消
し
た
こ
と
に
な
り、

惟憲
は
再
び
家
督
と
大
宮
司
の
地
位
を

一
身
に
継
承
し、
阿
蘇
・
甲
佐
・

健
軍・
郡
浦
四社
の
支
配
権
と、

阿蘇
・

益
城

両
郡
の
在
地
領
主
ら
の
統
率
者
と
し
て
の
地
位
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
なっ
た。
明

応
七
(
一
四
九八)
年 、

阿蘇
谷
に
お
け
る
阿蘇
社
の社
務
執
行
者
で
あ
る
中
司

住{お)

に
よっ
て
作
製
さ
れ
た
「
野
部
御
侍
御
番
次
第」
に
よ
る
と、

阿蘇
谷
の
在
地
領
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一
部
社
家
を
も
含
め
て
一
七
番
に
編
成
さ
れ
て
野
部
館
に
詰
め
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る。
こ
の
こ
と
は
阿
蘇
大
宮
司
に
よ
る
両
郡
の
在
地
領
主

の
封
建
的
結
合
が
組
職
化
さ
れ
て
い
る
こ
と、
又 、
そ
の
中
心
が
矢
部
に
所
在
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き、

惟忠
・

惟憲
の
矢
部
館
が
大
宮
司
館
と
し
て
定
着
し

て
来
て
い
る
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る。

惟憲
の
子
が
惟
長
と
惟
豊
で
あ
る。
惟
長
の
文
献
上
の
初
見
は 、
文
亀
元
(
一

五
O
一)
年 、
将
軍の
御
内
書
白日に
応
ず
る
と
答
え
た
請
文
に「
従
四
位
惟
長」

註
(
訂
)

と
署
名
し
て
い
る。
菊
池
能
運
の
死
後 、
一
族
か
ら
菊
池
宗
家
は
継
い
だ
政
権
と

菊
池
氏
治
下
の
城
北
の
諸
侍
の
一
部
と
の
対
立
が
生
じ 、
永
正
二
(
一
五
O
五)

年
九
月、
彼
ら
は
惟
長
の
指
南
を
求
め 、
隈
府
の
政
隆
と
の
絶
縁
を
明
か
に
し
た

起
請
文
を
送培問 。
惟
長
は
こ
れ
を
受
け
て 、
大
友
・

相
良
と
の
連
け
い、
菊
池

註
(
羽
)

治
下
の
諸
侍
の
一
味
誘
い
か
け
を
指示
し
て
い
る
が、
そ
の
働
き
か
け
は
成
功
し

た
と
み
ら
れ、
同
年
一
二
月
に
は
城
・
隈
部
・

赤
星
ら
老
臣
層
を
は
じ
め
と
し
た

城
北
の
諸
侍
八
四
人
は
起
請
文
を
送
り、

「(
略)
当
国
之
事 、
惟
長
様
可
有
御
格
護
之
由 、
各
申
定
候 、
於
自
今
以
後 、

柱(ω)

無
二
心
野
心
之
儀 、
順
逆
可
奉窓
外
無
蝕
儀
候
(
略)」

と、
政
隆
に
代っ
て
惟
長
を
守
護
職
に
推
戴
す
る
こ
と
を
申
入
れ
て
い
る。
こ

れ
に
よっ
て
惟
長
は
出
兵
し、
政
隆
を
追っ
て
隈
府
を
占
領
し
て
い
た
と
み
ら
れ

註
(
姐
)

る
が、
永
正
三
(
一
五
O
六)
年
段
階
で
は
ま
だ
惟
長
の
名
で
宛
行
状
が
出
さ
れ

て
い
る。
彼
が
武
経
と
改
め
て
菊
池
氏
を
継
ぐベ
く 、
大
宮
司
職
を
弟
の
惟豊
に

ゆ
ず
る
の
は
永
正
四
(
一
五
O
七)
年
も
末
の
こ
と
で
あっ
た
よ
う
で、
「
武
経」

と
署
名
す
る
書
状
の
端
に
阿
蘇
山
衆
徒
年
行
事
豪
宣
が
注
記
し
て、
「
惟
長
様
守

殻(位)

護ニ
御
成
候
て、
永
正
四
年
d
十
二
月
十
三
日
隈
部へ
御
社
参
候
(
略)」
と
述

註
(
必
)

べ
て
い
る
こ
と、
惟豊
加
冠
状
に
永
正
五(
一
五
O
八)
年
の
例
が
み
られる
か
ら、

主
ら
は 、

註(叫)

正
式
の
大
宮
司
の
継
承
は
永
正
四
年
の
後
半
の
時
点
で
あっ
た
の
で
あ
ろ
う 。

惟
長
の
あ
と
を
継
い
だ
惟豊
が
矢
部
の
館
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は 、
大
友
親
治

・
同
義
長
の
書
状
写
の
奥
に
「
永
正
五
年
同
七
月
廿
三
日、
於
矢
部
到
来、
大
友

註
(
伍
)

殿
之
状、
御
使
小
国
満
願
寺
喜
多
坊
・
同
宿
安
養
寺」
と
あ
る
例
を
は
り
め
と
し

て、
多
く
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
た
だ、
菊
池
氏
を
継
い
で
守
護
職
を

得
た
惟
長
(
武
経)
は 、
そ
の
地
位
に
永
く
と
ど
ま
り
得 、ず 、
隈
府
を
捨
て
て、

阿蘇
に
帰
り、
大
宮
司
の
地
位
に
復
さ
んと、

惟
豊
を
追っ
て
一
時
矢
部
館
を
占

拠
し
て
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る。
能
運
死
後
の
菊
池
氏
・
阿
蘇
氏
の
動
向
に
は、

隣
国
豊
後
を
は
じ
め
北
九
州
に
領
域
を
の
ば
し
は
じ
め
た
戦
国
大
名
大
友
氏
の
影

響
を
無
視
で
き
ぬ
が、
菊
池
の
三
老
臣
家
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
衆
ら
の
独
自
の

領
主
化
の
方
向
と
能
運
以
来
の
菊
池
氏
本
宗
と
し
て
の
領
主
制
の
指
向 、
諸
侍
の

統
率
と
が、
政
隆
の
場
合
も、
武
経
の
場
合
も
矢
敗
し
た
わ
け
で、
又 、
こ
れ
を

助
長
す
る
形
で
大
友
氏
の
働
き
か
け
が
考
え
ら
れ
る。
惟
長
に
追
わ
れ
た
惟
豊
は 、

日
向
国
臼
杵
郡
鞍
岡
に
の
が
れ、
こ
の
地
の
領
主
ら
を
頼
り、
甲
斐
親
宣
の
助
力

を
得
て
矢
部
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
る。
こ
の
地
は
高
知
尾
庄
に
属
す
る
と
み
ら

れ、
同
庄
の
在
地
領
主
ら
は
南
北
朝
期
よ
り
阿
蘇
氏
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ、
文

註(必)

明
一
三
(
一
四
八
ご
年
の
記
請
文
に
よ
れ
ば、
三
田
井
附
近
の
領
主
ら
は
大
宮

司
の
支
配
下
に
忠
節
を
誓っ
て
い
る。
鞍
岡
の
場
合
も
元
弘
の
変
で
阿
蘇
氏
が
楯

龍っ
た
由
緒
を
持
ち 、
惟
豊
を
助
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
こ
の
惟
長
(
武
経)

・
惟
前
父
子
の
矢
部
攻
略 、
惟
豊
の
鞍
岡
潜
居
か
ら
矢
部
回
復
前
後
の
争
い
は
永

正
九
(
一
五
一
二)
年
頃
よ
り
同
一
四
l

一
五
(
一
五
一
七
l

一
五
一
八)
年
ま

で
の
事
件
と
み
ら
れ、
そ
の
後 、
惟
前
は
矢
部
を
の
が
れ
て
益
城
郡
堅
志
田
城
を

格
護
し
て、
同
地
を
中
心
と
す
る
緑
川
左
岸
地
域
に
影
響
を
与
え
て
い
た
が、
天

文
一
二
(
一
五
四
三)
年
堅
志
田
を
陥
さ
れ、
相
良
氏
を
頼
り、
そ
の
後 、
そ
の
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子
惟
賢
は
薩
摩
の
島
津
氏
を
頼っ
た 。

以
後 、
惟
豊
は
大
永
・
享
禄
・
天
文
と
長
期
に
わ
たっ
て
大
宮
司
の
地
位
に
あ

り 、
天
文一
三
(一
五
四
四)
年
に
は
「
正
三
位」 、
同一
八
(一
五
四
九)
年
に

匙(円引)

は
「
従
二
住」
を
朝
廷
か
ら
授
け
ら
れ
てい
る
が 、
こ
れ
ら
勅
使
を
迎
え
た
の
も

矢
部
の
館
で
あっ
た
と
み
ら
れ
る。
『
八
代
日
記』
の
記
事
の
中
か
ら
関
係
部
分
を

挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

「
矢
部ヨ
リ
年
頭
祝
義
と
し
て
中
間
遣
候」
(
天
文一
五
・
五
・
二
四)

「
矢
部ヨ
リ
な
つ
れ
石
方
小
河
知
行」
(
天
文一
五
・
八
・
二
四)

「
入
国
没
落
候
市 、
矢
部ノ
コ
ト
ク
落
候畑嗣咽刊醐腕」
(
天
文一
九
・
三
・
二)

「
矢
部
惟
豊
岩
尾
城
火
事」
(
天
文一
二
・
三
・
五)

「
矢
部ニ
長
福
寺
被
遣
候 、
廿
七
日ニ
帰
宅 、
阿
そ
殿
・
相
良
殿
和
融
之
儀」

(
弘
治二
・
正
・一
八)

「
矢
部
・
宇
土
ヨ
リ
八
代ニ
両
使 、
始
テ
被
着
候」
(
弘
治二
・
六
・
二ハ)

こ
れ
に
よっ
て
阿
蘇氏
の
本
拠
が
矢
部
で
あ
る
こ
と
が 、
相
良
氏
側
の
史
料か

ら
も
確
認
で
き
る
が 、
特
に
惟
豊
の
本
城
で
あ
る
岩
尾
城
の
存
在
を
当
時
の
記
録

か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る。
こ
れ
は
惟
豊
の
館
が
当
然
そ
の
近
所
に

存
在

す
る

こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て、
浜
の
館が
惟
豊
の
館
で
あっ
た
と
み
て
よ

い
史
料
と
し
て
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。

そ
の
後
大
宮
司
は
惟
豊
の
子
惟
将
が
継
ぐ
が 、
天
正一
一
(一
五
八
三)
年
に

死
去
し 、
弟
惟
種
が
継
承
す
る
も
の
の
翌一
二
(一
五
八
四)
年
に
死
去 、
そ
の

子
惟
光
が
幼
少
に
て
跡
を
う
け
た 。
こ
の
間
に
島
津
氏
の
圧
迫
が
加
わっ
て
下
益

城
郡
の
所
領
を
失
い 、
阿
蘇勢
力
を
支
え
て
い
た
甲斐
宗
運
が
天
正一
三
(一
五

八
五)
年
に
死
去
す
る
と、
更
に
隈
座
・
御
船
・
木
山
な
ど
を
失っ
た 。
し
か
し 、

こ
の
間
阿
蘇氏
の
本
拠
が
矢
部
か
ら
移
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
気
配
は
史
料
の
上
で

は
見
当
ら
ない
し 、
島
津
方
の
『
土
井
覚
兼
日
記』
の
中に
も 、
「
矢
部
質
人
五

人」 、
「
即
書
状
矢
部へ
遣
候」 、
「
従
矢
部 、
甲
斐
大
和
守
参
上」
とい
う
よ
う
に、

天
正一
三
(一
五
四
四)
年
九
月
ま
で 、
矢
部
が
阿
蘇勢
力
の
政
治
的
中
心
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る。

以
上 、
阿
蘇大
宮
司
館
と
し
て
の
矢
部
館
は 、
南
北
朝
期
の
惟
時
の
時
に
そ
の

可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き 、
続
く
惟
澄
・
惟
村
の
館
も
矢
部
に
存
在
し
た
可

能
性
が
大
き
い 。
惟
郷
は
菅
に
館
を
か
ま
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り 、
一

方
惟
武
・
惟
政
・
惟
兼
・
惟
歳
・
惟
家
と
続
く
南
朝
系
大
宮
司
は
南
北
朝
・
室
町

期
を
通
ピ
て
南
郷
を
本
拠
と
し
てい
た 。

惟
郷
の
子
の
惟
忠
が 、
文
献
の
上
で 、
明
ら
か
に
野
部(
矢
部)
に
館
を
か
ま

え
てい
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
初
例
で
あ
る。
こ
の
矢
部の
館
は 、
宝
徳
年
間{一

四
四
九
l一
四
五
二)
の
惟
兼
と
の
和
平
に
よ
り 、
阿
蘇・
益
城
両
郡
を
は
じ
め

と
す
る
統一
さ
れ
た
阿

蘇大

宮
司
支
配
勢
力
圏
の
政
治
的
中
心
と
し
て
の
位
置
を

占
め
る
こ
と
に
な
る。
但
し 、
こ
の
惟
忠
の
館が
発
掘
の
浜
の
館が
ど
う
か
と
い

う
こ
と
は
文
献
上
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ない 。
惟
忠
の
あ
と、
惟
憲
・
惟
長

・
惟
豊
と
続
く
が 、
特
に
惟
豊
の
本
城
が
岩
尾
域
で
あ
る
と
い
う
『
八
代
日
記』

の
記
述
か
ら
す
れ
ば 、
こ
の
岩
尾
城
と
結
び
付
く
館
は 、
浜
の
館
で
あ
る
と
比
定

す
る
こ
と
が
最
も
自
然
な
理
解
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ない 。

以
後 、
惟
将
・
惟
種
・
惟
光
と
続
く
聞
に、
館
の
移
動
を
示
す
史
料
は
見
当
ら

な
い
の
で 、
少
く
と
も
惟
豊
を
含
め
た
四
代
の
大
宮
司
の
館
は
浜
の
館
を
動い
て

い
ない
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
し 、
又
そ
の
よ
う
な
条
件
は
兄
の
惟
長
の
代
ま
で

認
め
ら
れ
で
も
よ
い
し 、
更
に
は
惟
憲
・
惟
忠
の
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
の
で
は

ない
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

FHM
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一
、

矢部浜の館の終末

阿
蘇大
宮
司
の
最
後
の
館
で
あっ
た
矢
部
の
浜
の
館
跡
の
発
掘
の
結
果 、
館
祉

の
家
屋
数
棟
分
の
火
災
に
よ
る
倒
壊
の
状
態
が
推
定
さ
れ
て
い
る材開 、
焼
失
し

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
又
二
O
余
点
に
及ぶ
舶
載
の
陶
磁
器
や
金
の
延
板
等

起(日明)

が
池
の
脇
の
穴
か
ら
ま
と
まっ
て、
ほ
ぽ
完
型
で
出
土
し
た
こ
と
は 、
貴
重
品
の

火
急
の
隠
と
く
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り 、
平
常
時
に
お
け
る
失
火
と
は
考
え
が

た
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。

こ
の
矢
部
の
浜
の
館
の
終
末
と
そ
の
時
期
を
直
接
語
る
史
料
は 、
阿
蘇文
書
を

は
じ
め 、
知
ら
れ
てい
る
中
世
文
書
の
中
か
ら
は
何
ら
見
出
す
こ
と
は
で
き
ない 。

従っ
て、
そ
の
史
実
に
せ
ま
る
た
め
の
史
実
を
確
認
す
る
と
い
う
間
接
的
な
方
法

か
ら 、
こ

の
間
題
を
考
え
ね
ば
な
ら
ない 。
そ
の
た
め
の
第一
の
史
料
は 、
当
時

の
動
向
を
当
時
記
録
し
た
も
の
と
し
て
の
『
上
井
覚
兼
日
記』
で
あ
り 、
も
う一

つ
は 、
後
代
の
記
録
の
う
ち 、
浜
の
館
に
関
す
る
記
録
を
含
む
最
も
古い
も
の
が

『
拾
集
昔
語』
で
あ
る。
前
者
は
島
津
義
久
の
老
者
衆
の一
人
で
あ
り 、
日
向
国

の
守
護
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
島
津
家
久
の
補
佐
役
で
あっ
た
宮
崎
城
主
の

土
井
覚
兼が 、
義
久
の
肥
後
経
略
の
中
で 、
度々
動
員
さ
れ 、
日
向
の
諸
勢
を
指

揮
し
て
肥
後
・
肥
前
・
筑
前に
出
兵
し 、
或
は
鹿
児
島
で
枢
機
に
参
画
し
た
こ
と

を
含
む
天
正
二
(一
五
七
四)
1一
四
(一
五
八
六)
年
(
中
欠
を
含
む)
の
日

記
で
あ
り 、
そ
の
聞
に
阿
蘇氏
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る。
一
方 、
『
肥
後
文

献
業
書』
所
収
の
『
拾
集
普
語』
は 、
上
益
城
郡
甲
佐
早
川
の
社
司
渡
辺
玄
察
の

記
録
で
あ
る。
彼
は
寛
永
九
(一
六
三
二)
年
に
生
れ 、
正
徳
四
(一
七一
四)

年
ま
で
生
き
た
人
で 、
こ
の
記
録
は
元
禄
五
(一
六
九
二)
年 、
子
孫
の
た
め
に

先
祖
以
来
の
所
伝
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。
内
容
は
阿蘇
大
宮
司
治
下
の
在
地

領
主
(
早
川
城
主)
で
あっ
た
先
祖
の
勲
功
と、
大
宮
司
の
支
配
を
周
辺
の
諸
国

衆
の
動
向
と
共
に
記
録
し
てい
て、
閉
じ
頃
の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
阿
蘇古
老
日

記』
が
失
わ
れ 、
引
用
部
分
等
に
そ
の
片
鱗
を
残
し
てい
る
に
過 、ぎ
ぬ
現
在 、
阿

蘇・
益
城
に
お
け
る
大
宮
司
支
配
下
の
様
子
を
伝
え
る
ま
と
まっ
た
史
料
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う 。
従っ
て
「
新
撰
事
蹟
通
考」
の
編
年
通
史
篇 、
及
び
系
図 、

又 、
『
肥
後
国
誌』
、

『
古
城
考』
の
考
証
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る

が 、
そ
の
内
容
は
彼
と
は一
世
代
を
・お
い
た
祖
父
の
時
代
の
こ
と
に
属
し 、
伝
承

と
彼
の
解
釈
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
誤っ
てい
る
部
分
や 、
一
面
的
な
理
解
も
あ

る
の
で一
応
吟
味
し
て
利
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ない 。

玄
察
は 、
同
書一 、「
中
古
以
来
阿
蘇之
大
宮
司
惟
種
公
迄
益
城
之
内
矢
部に
被

遊
御
在
館
に
付
色
々
之
事」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述べ
てい
る。

「
彼
岩
尾
之
御
城
は
御
要
心
能
域
と
御
座
候
雨
、

従
阿
蘇被
成
御
座
候
市 、
中

古
よ
り
天
正
の
年
中
迄
惟
種
公
も
彼
御
地へ
被
成
御
座
候 、
夫
故
に
御
家
老

衆
替
る
替
る
に
御
城
番
被
勤
候
市 、
神
主
公
は
彼
御
城
辺
に
御
陣
之
内
と
も 、

浜
の
御
殿
と
も 、
浜
の
御
所 、
浜
の
御
屋
形
共
候
所
に
被
遊
御
在
館
て
被
成

po

 

nヨ

御
座
候」

「
惟
種
公
迄
古
之
通
に
彼
所
に
被
遊
御
在
館 、
被
成御
早
世
其
侭
其
制
令
乱

国
候
ゆ
ゑ 、
彼
域
も
天
正
中
つ
比
致
落
去
候」

と
江
戸
前
期
の
伝
承
の
中
に
浜
の
館
の
存
在
が
確
認
で
き
る
が 、
そ
の
終
末に

か
か
わ
る
記
述
と
み
ら
れ
る
も
の
は 、
同
書
二
の
「
惟
種
公
後
室
併
惟
光
公 、
惟

善
公
を
隠
し
奉
る
事」
の
中
に
次
の
よ
う
に
述べ
ら
れ
て
い
る。

「一 、
阿
蘇の
御
家
臣
甲
斐
氏
仁
田
水
氏
初
発
に
薩
摩江
令
帰
伏
候
故 、
其
外

下い
つ
れ
も
同
前
に
て
惟
種
公の
後
室
両
若
御
達
浜
の
御
所江
被
成
御
座
候

て
は 、
当
分
御
家
人
を
先
と
し
て
他
は
申
に
不
及 、
無
心
元
候
と
て、
元
来



金
石
の
御
家
人
に
南
郷・
矢
部・
両
高
森・
男
成・
早
川
の
城
主
兄
弟
渡
辺 、

甲
佐・
中
山
の
田
上 、
砥
用
上
島
の
田
上 、
北
里・
下
城・
坂
梨・
西・
北

迫 、
此
人
一々
同
に
申
談
候
は 、
御
後
室
は
小
宰
相
と
云
大
女
臆
と
能
き
隠

居
の
在
所へ
供
奉
仕 、
御
心
安
可
被
成
御
座
候 、
御
代々
の
御
文・
論
旨・

御
宝
物
は
男
成明
神
の
御
宝
殿
に
奉
隠 、
一
大
夫
守
護
可
仕
候 、
其
内
論
旨

・
口
宣
文
書
は
坂
梨
氏
背
負
可
申
候 、
此
外
の
御
宝
物
は
浜
の
御
所江
人
し

(下図)

ら
さ
る
穴
蔵
有
之
候
に
隠
置 、
迫 、
井
手
両
頭
在
番
仕 、
与
風
御
母
子
様
共

に
被
成御
上
京
と
申
ふ
ら
し 、
鳥
居
之
大
門
を
た
て 、
小
門
を
聞
き 、
注
連

を
引
廻
し 、
諸
人
出
入
令
禁
制
可
罷
有
候 、
御
両
若
君へ
は
坂
梨
氏
孫
太
郎

西
源
兵
衛 、
渡
辺
軍
兵
衛
此
三
人
供
奉
仕 、
砥
用
矢
部
境
の
奥
田
丸
の
深
山

幽
谷へ
忍
ひ
隠
れ
守
仕 、
時
分
を
待
可
申
旨
申
合 、
(
略)」

即
ち 、
玄
察
は
島
津
の
侵
攻
に
よっ
て
老
臣
の
甲
斐・
仁
田
水
が
薩
摩
に
帰
伏

し
た
の
で 、
大
官自同
兄
弟
が
浜
の
館
に
あっ
て
は
危い
と
す
る
諸
氏
が
す
す
め
て 、

館
を
捨
て
て
目
丸
の
山
中
に
隠
れ
た
と
述べ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が 、

館
の
焼
亡

に
つい
て
は
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い 。

島
津
義
久
は
天
正
八
(一
五
八
O)
年
宇
土
半
島
の
阿蘇
方
矢
崎
城
攻
略
に
は

ビ
ま
り 、
翌
九
(一
五
八
二
年
水
俣
を
攻
撃
し
て
相
良
義
陽
を
降
し 、
芦
北
郡

を
入
手 、
更
に
義
陽
を
阿
蘇攻
撃
に
向
わ
し
め

て 、

彼
が
打
死
す
る
と
天
正一
O

(一
五
八
二)
年
に
は
嗣
子
忠
房
に
は
球
磨
の
み
を
与
え
て
八
代
を
も
領
し 、
弟

義
弘
を
守
護
代
と
し
た 。
以
後
八
代
を
根
拠
地
と
し
て
島
津
氏
の
肥
後
経
略 、
海

路
か
ら
の
肥
前
進
出
が
活
発
と
な
り 、
こ
こ
に
阿
蘇氏
は
直
接
島
津
勢
力
と
接
触

す
る
こ
と
に
なっ
た 。

『
上
井
覚
兼
日
記』
に
よ
れ
ば 、
同一
O
年一
一
月 、
八
代
に
集
合
し
た
島
樟

勢
は 、
肥
後
中
央
部
の
経
略 、
肥
前
有
馬
の
渡
海
の
件
と
共に、
堅
志
田
攻
撃
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
が 、
一
応
阿
蘇家
の
帰
伏
を
求め
る
方
向
で
名
和
氏

を
通
ヒ
て
働
き
か
け 、
阿
蘇氏
を
代
表
す
る
甲
斐
宗
運
も
応
じ
た
の
で
和
平
と
な

っ
た
が 、
こ
の
時 、
宗
運
は
和
平
条
件
に
海
東・
小
川・
網
田・
郡
浦
の
返
還
問

題
を
持
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら 、
一
O
年一
一
月
の
段
階
で 、
従
来
阿
蘇勢
力

圏
内
に
あっ
た
こ
れ
ら
の
地
域
は 、
す
で
に
島
津
方
に
移っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る。
こ
の
島
樟
と
の
和
平
も
同一
一
(一
五
八
三)
年
九
月
に
は
不
安
定

な
状
態
を
示
し 、
島
樟
勢
の
堅
志
田
城
攻
撃
が
行
わ
れ
た
が
落
城せ
ず 、
一
方
花

の
山
城
が
築
城
さ
れ
て
島
樟
方
の
前
線
拠
点
と
なっ
た
も
の
の、
再
び
和
平 、
休

戦
の
状

態
と
な

っ
た 。
同一
二
(一
五
八
四)
年
は
島
津
氏が
肥
後
北
部
の
攻
略

を
進
め
て
い
て 、一
応
平
穏
で
あっ
た
が 、一
二
月
に
至っ
て 、
「
三
船・
隈
座
御

弓
箭
之
事」
が
問
題
と
なっ
て
い
る
も
の
の
実
動
に
は
至っ
てい
ない
よ
う
で
あ

る。
こ
の
間 、
阿
蘇氏
内
部
で
は一
一
年
に
惟
将
の
死 、
二一
年
に
は
そ
の
跡
を

嗣い
だ
弟
の
惟
種
の
死
に
よ
り 、
そ
の
子
惟
光
が
幼
児
で
大
宮
司
と
な
る
と
い
う

不
運
を
生
じ
て
い
た
が 、
更
に
同一
三
(一
五
八
五)
年
七
月
に
は
阿
蘇勢
力
を

一
手
に
ま
と
め
て
い
た
甲
斐
宗
運が
死
去
し 、
島
津
氏

》阿蘇
方
と
の
合
戦
が
行

わ
れ
た 。
こ
の
原
因
を
「
拾
集
普
語」
は
「
益
城
郡
小
熊
野
花
の
山
城
根
本弁
落

去
之
事」
で
は 、
宗
連
の
死
後 、
阿
蘇方
の
花
の
山
攻
撃
が
そ
の
理
由
で
あ
る
よ

う
に
記
し
て
い
るが 、
『
上
井
覚
兼
日
記』
に
お
け
る
同城
落
城
は
八
月
で
あ
り 、

そ
れ
以
前
の
七
月一
六
日 、
宗
運
の
死
去
が
確
認
さ
れ
た
段階
で 、「
就
夫
従
阿
蘇

家
も
申
来
候 、
又
者
宇
土
殿
取
成
を
以
隈
庄
可
差
出
之
由
申
候へ
共 、
御
遠
慮
共

被
成
事
候
て
未
落
着
候」
と、
す
で
に
宗
運
死
去
前
後
に
お
い
て
事
件
は
生
じ
て

い
る 。
こ
れ
に
は 、
多
分
宗
運
晩
年
に
途
絶
え
て
い
た
大
友 、
阿
蘇と
の
連
けい

が
復
活
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
問
題
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る 。
八
月
の
花の

山
城
落
城
の一
方 、
島
津
氏
は 、
甲
佐
城・
竪
志
田
城・
萩
の
尾
城・
木
山
城・
津
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守
城
を
落
城
さ
せ 、
隈
庄
城・
田
代
城
は
降
伏 、

甲斐
親
乗
は
御
船
城
を
捨
て
て

退
却
し
た
の
で 、
益
城
郡
平
野
部
に
お
け
る
阿
蘇勢
力
は
閏
八
月
の
う
ち
に
ほ
と

ん
ど
島
葎
の
勢
力
下
に
入っ
た 。

し
か
し 、
未
だ
矢
部
は
島
津
方
の
勢
力
の
及
ぱ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り 、
閏
八
月一

九
日
に
は
矢
部
に
使
僧
が
遣
わ
さ
れ
て
和
平
と
な
り 、
本
営
と
なっ
た
御
船
城
に

阿
蘇方
の
重
臣
の
子
弟が
質
人
と
し
て
送
ら
れ 、
甲
斐
親
英
は
誓
書
を
提
出
し
た 。

次い
で
九
月
に
は
親
英
が
御
船

に
来
城
し
て
官
途
を
懇
望
し 、
仁
田
水
方
も
阿
蘇

殿
使
者
と
し
て
来
城
す
る
な
ど 、
益
城
平
坦
部
を
勢
力
圏
と
し
てい
る
阿
蘇家
老

臣 、
奉
行
衆
は
和
平
を
推
進
す
る
方
向
を
み
せ
た
の
に
対
し 、
渡
辺
玄
察
の
言
う 、

高
森・
坂
梨・
田
上・
西・
北
迫・
渡
辺
ら
は 、
こ
れ
に
批
判
的
で
あっ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か 。

九
月
二
五
日 、
御
船
城
の
島
津
勢
本
営
に
出
向い
た
甲
斐
大
和
守
親
英
に
対
し 、

島
津
方
は

「
今
度
熟
談
被
成、
阿
蘇家
御
幕
下
被
参 、
静
誼
之
綜
候 、
唯
然 、
頃
諸
方
よ

り
申
来
候
者 、
義
統
小
国
堺へ
被
居 、
諸
方
計
策
最
中
候 、
然
者
阿
蘇殿ハ

幼
稚
之
仁
と
聞
得
候 、
悉
親
英
下
知
ま
で
の
阿
蘇家
と
聞
得
候
問 、
此
節
者

八
城へ
碇
親
英
勘
忍
被
成侯
可
然
候」

と 、
惟
光
に
代っ
て
実
質
的
に
阿
蘇家
を
動か
し
てい
る
甲
斐
親
英
が 、
豊
後

の
大
友
義
統
の
働
き
か
け
に
応
ず
る
こ
と
を
警
戒
さ
れ
て
押
送
さ
れ
て
し
まっ
た 。

こ
の
報が
阿
蘇方
に
伝
わ
る
と 、
親
英
の
弟
の
右
京亮
重
嘗
は 、
同
月
三
O
日
豊

後
境
の
野
尻へ
退
去
し
た 。
こ
れ
に
よっ
て
阿
蘇家
中
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
状

態
と
な
り 、
老
臣・
奉
行
衆
の
薩
摩
帰
伏
に
対
す
る
批
判
的
な
立
場
が
台
頭
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ 、
大
友
方
と
結
ん
で
薩
摩の
攻
撃
を
受
け
た
高
森
氏
や 、
惟
光

ら
を
目
丸
山
中
に
隠
し
た一
派
と
なっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

一
一
月
ま
で
の
問 、
『
上
井
覚
兼
日
記』
に
は

阿
蘇
方
の
動
き
は
日
記
に
述べ
ら
れ
て
い
ない 。
一
O
月 。
覚
兼
は
肥
後
を
は
な

れ
て
日
向
宮
崎
に
帰
陣
し
てい
る
の
で 、
肥
後
に
お
け
る
小
さ
な
動
き
が
記
さ
れ

な
かっ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が 、
一
応
小
康
状
態
に
あっ
た

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
と
こ
ろ
が一一一
月
も
下
旬
に
な
る
と 、
日
向
国
に
属

す
る
が 、
阿
蘇と
は
境
を
接
し
て
い
る
高
知
尾
か
ら 、
日
向
守
護
代
の
補
佐
役
で

あ
る
覚
兼へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
は 、
阿
蘇家
中
で
南
郷
高
森
の
城
主
の
高
森
惟
直

が
大
友
方
と
なっ
た
と
い
う
情
報
で
あっ
た 。
続
い
て一
二
月
二
五
日
の
記
事
は

「
阿
蘇高
森
手
替
之
様
子ハ 、
稲
富
新
介・
仁
田
水・
村
上
を
城へ
呼
入 、
仁

田
水ハ
生
害
さ
せ 、
村
山
は
親
類
に
で
候
つ
る
問
生
捕 、
新
介
も
生
害
さ
せ

候
す
る
校
量
に
て
候
つ
れ
共 、
何
分
に
て
候
哉 、
彼
方へ
被
落
延
候
由
也」

と 、
島
津
方
の
稲
富
新
介
と
阿
蘇方
の
奉
行
人
と
み
ら
れ
る
仁
田
水・
村
山
が

翻
意
を
う
な
が
し 、
島
津
方
に
つ
な 、ぎ
と
め
るべ
く
人
質
の
交
渉
を
含め
て
高
森

ま
で
出
向い
た
と
こ
ろ 、
村
山
は
捕
え
ら
れ、
仁
田
水
は
殺
さ
れ 、
稲
富
は
殺
さ

れ
る
と
こ
ろ
を 、
危
う
く
逃
げ
の
び
た
と
い
う
の
で
あ
る。

し
か
し 、
そ
れ
以
後
の一
O
月 、

-9.8-

こ
の
あ
と 、
翌
天
正一
四
(一
五
八
六)
年
正
月
二
八
日
の
記
事
は

「
先
日
彼
手
の
衆 、
野
尻
方
館へ
被
指
越
候
処ニ 、
難
儀
之
様
に
候 、
然ニ
能

(柏原有閑){逆瀬豊前)

時
分、
柏
周・
逆

畳I

高
知
尾へ
拙
者
遺
候 、
其
衆
見
次
故 、
無
何
事 、
大

口
衆
如
三
船
被
帰
候
礼
也 、
高
森
方
可
打
果
為 、
近々
可
被
打
立
之
由
共
也」

御
船
城
番
に
当っ
て
い
た
新
納
忠
元
の
率い
る
大
口
衆が
国
境
の
野
尻
館
を
攻

め
た
時 、
日
向
国
側
か
ら
覚
兼
が
輩
下
の
地
頭
衆
を
派
遣
し
て
後
詰
し
た
の
で 、

無
事
御
船へ
帰
陣
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
が
着い
た
と
い
う
内

容
で 、
上
記
の
事
件
は 、
記
事
の
二
八
日
よ
り
早い
正
月
中
旬
以
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る。
野
尻
は
豊
後
に
も
近
く 、
前
に
も
述べ
た
甲
斐
親
英
の
弟
の



重
賞
が
退
去
し
て
反
島
津
勢
力
の
拠
点
と
なっ
て、
高
森
方
と
相
呼
応
し
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う 。
無
事
御
船
に
帰
障
で
き
た
と
い
う
表
現
の
中
に、

し
て
は
島
津
氏
に
は
属
し
てい
る
と
は
い
え 、
阿
蘇勢
力
に
対
す
る
警
戒
の
念
が

感
U
ら
れ
る。
高
森
攻
撃
は
二
月
五
日
行
わ
れ、
高
知
尾
よ
り
覚
兼へ
の
報
告
に

一
応
大
勢
と

よ
れ
ば 、
{新納忠元)

「
新
武
州
を
始
と
し
て、
各
彼
館へ
馳
向 、
即
時ニ
討
伐
被
成
候 、
(
略)
殊
高

森
入
道 、
高
知
尾
衆
討
取
由
也」

御
船
か
ら
の
新
納
忠
元
の
大
口
衆
と、
日
向
高
知
尾
か
ら
の
高
知
尾
衆
に
よっ

て
高
森
攻
撃
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は 、
先
の
正
月二
八
日
以
前
の
野
尻
攻
撃
は

そ
の
前
提
で
あっ
た
こ
と
を
示
し
てい
る。
新
納
忠
元
は
自
己
の
手
勢
と
日
向
の

島
津
方
武
士
の
み
を
動
員
し 、
阿
蘇方
の
兵
を
動
員
し
てい
ない
よ
う
に
見
え
る

こ
と
は 、
阿
蘇方へ
の
不
信
と
阿
蘇
方
内
部
の
分
裂
で
あ
り 、
表
面
は
全
体
と
し

て
反
島
津
を
示
し
て
い
ない
阿
蘇
方
を
動
員
に
よっ
て
刺
激さ
せ
る
こ
と
は
不
利

と
判
断
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

以
後 、
天
正一
四
年
の
島
津
氏
の
関
心
は 、
豊
後
・
筑
前
・
筑
後
に
移
り 、
日

記
末
尾
の
同
年一
O
月
ま
で
の
聞
に
は
阿
蘇氏
の
動
向
に
関
す
る
何
ら
の
記
述
も

み
ら
れ
な
い 。
又 、
天
正一
五
(一
五
八
七)
年
四
月 、
秀
吉
は
豊
前
に
下
着
し

て 、
そ
の
月
の
う
ち
に
隈
本
城
に
入
り 、
島
樟
を
降
伏
さ
せ
た
翌
月
に
は
佐々
成

政
に
肥
後
を
与
え
て
い
る。

先
の
天
正一
三
年
間八
月
の
島
樟
方
と
阿
蘇方
の
最
後
の
合
戦
以
後 、
天
正一

五
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
大
宮
司
惟
光
の
発
し
た
こ
と
の
確
か
な
文
書
は 、
見

出
さ
れ
ない 。
こ
の
間
に
惟
光
・
惟
善
兄
弟
の
目
丸
山
中
逃
避
も
あ
る
は
ず
で
あ

る
が 、
そ
の
逃
避
行
の
は
じ
ま
り
が 、
閏
八
月
の
対
島
樟
戦
に
お
け
る
益
城
平
坦

部
諸
城
落
城
直
後
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
後
代
の
記
述
・
伝
承
と一
致
す

る
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
ない 。
は
じ
め

に
述べ

た
よ
う
に
九
月
二一
日
段
階
ま
で

矢
部
は
健
在
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
更
に一
二
月
に
は
阿
蘇方
の

奉
行
衆
と
み
ら
れ
る
仁
田
水
・
村
山
ら
が 、
島
津
方
使
者
と
高
森
惟
直
の
説
得 、

翻
意
の
た
め
に
南
郷
高
森
ま
で
出
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て、
こ
の一
二
月
末

ま
で
は
九
月
に
定
め
ら
れ
た
和
平
の
状
況
は一
応
維
持さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る

を
得
ない 。
と
す
れ
ば 、
浜
の
館が
天
正一
三
年
末
ま
で
に
焼
失
す
る
よ
う
な
非

常
の
事
態
が
生
り
てい
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ない 。
又 、
天
正一
四
年
五
月
以
降 、

島
津
氏
は
筑
前
・
豊
後
攻
略
を
意
図
し 、
こ
れ
を
逆
の
ば
る
こ
月
五
日
の
高
森
攻

撃
以
後 、
『
上
井
覚
兼
日
記』
か
ら
阿
蘇
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
く
なっ
て
し

ま
う 。
少
く
と
も
阿
蘇氏
の
本
拠
が
島
津
勢
に
攻
撃
さ
れ、
焼
失
し
た
な
ら
ば 、

地
元
の
伝
承
に
もっ
と
鮮
明
に
残っ
て
し
か
るべ
き
で
あ
る
し 、『
土
井
覚
兼
日
記』

の
中
に
も
記
録
さ
れ
て
よ
い
重
要
事
件
で
あ
る。
し
か
る
に
館が
焼
失
し 、
宝
物

類
は
池
の
脇
の
穴
の
中
に
隠
さ
れ
た
ま
ま
と
なっ
た
と
い
うこ
と
は 、
や
は
り
あ
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る
非
常
事
態
を
考
え
ざ
る
を
得
ない
と
す
れ
ば 、
や
は
り
惟
光
兄
弟
の
目
丸
逃
避

の
問
題
を
天
正一
四
年
以
後
の
事
件
と
結
び
つ
け
て
そ
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
み

る
心
要が
あ
る。

先
に
も
述べ
た
通
り 、
天
正一
三
年
間
八
月
以
来
島
津
に
属
す
る
こ
と
に
よっ

て、
表
面
上一
応
安
定
し
て
い
た
阿
蘇勢
力
は 、
そ
の
内
部
に
お
い
て
は 、
甲
斐

親
英
が
八
代
に
抑
留
さ
れ
た
後
は
統
制
力
が
低
下
し 、
仁
田
水
・
村
山
ら
奉
行
衆

の
島
津
協
力
派
と
『
拾
集
昔
語』
の
言
う
田
上
・
北
里
・
坂
梨
・
西
・
渡
辺
・
高

森
ら
の
反
島
津
派
が
生
む 、
更
に
反
島
津
派
は 、
高
森
・
甲斐
重
嘗
(
野
尻)
の

よ
う
に
大
友
方
と
結
ん
で
の
抵
抗
派
と
大
友
氏
を
も
頼
ら
ず
目
丸
に
惟
光
を
隠
す

こ
と
に
な
る
自
主
派
を
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
更
に
大
宮
司
の
地
位
を
争

っ
て
矢
部
を
奪い 、
後
堅
志
田へ
移
り 、
薩
摩へ
亡
命し
てい
た
惟
長
系
の
惟
賢



の
阿
蘇家
中
に
対
す
る
働
き
か
け
も
考え
ら
れ
る。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
中
で
天

正一
四
年
正
月一
八
日
の
新
納
忠
元
の
野
尻
館
攻
撃
を
検
討
し
て
み
よ
う 。
こ
の

事
件
は
前
に
も
述べ
た
よ
う
に
御
船
城
番
の
新
納
忠
元
の
率い
る
大
口
勢
が 、
島

樟
に
背い
た
高
森
方
を
攻
撃
す
る
た
め
に
日
向
高
知
尾
勢
の
協
力
を
確
保
し 、
高

森
方
を
孤
立
さ
せ
る
た
め
の
作
戦
で
あっ
た
と
解
さ
れ
る。
こ
の
た
め
島
津
勢
が

御
船
か
ら
野
尻
ま
で
兵
を
動
か
す
と
す
れ
ば 、
矢
部
を
経
由
す
る
の
が
最
も
順
当

な
経
路
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
時 、
惟
光
兄
弟
が
浜
の
館
を
捨
て
て
目
丸

山
中
に
隠
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
阿
蘇方
と
し
て
は
大
友
と
結
ん
で
反
抗
し

よ
う
と
す
る
高
森
方
説
得
の
た
め
に
島
津
方
の
稲
津
新
介
と
共
に
高
森
へ

出
向
き 、

村
山
は
捕
え
ら
れ、
仁
田
水
は
殺
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
を
含
め
て
協
力
の
態
度
を

示
し
て
い
た
つ
も
り
で
あっ
た 、が 、
島
津
の
野
尻
攻
め
の
真
意
を
は
か
り
か
ね 、

疑
心
暗
鬼
を
生
む
た
こ
と 、
島
津
協
力
派
の
村
山
・
仁
田
水
が
捕
え
ら
れ
た
り 、

殺
さ
れ
た
り
し
て
発
言
力
が
低
下
し
た
こ
と 、
特
に
前
年
九
月
に
重
臣
甲
斐
親
英

の
八
代
押
送
の
例
か
ら 、
浜
の
館
側
で 、
惟
光
を
島
津
方
の
手
に
抑
え
る
こ
と
に

よっ
て
阿
蘇家
中
の
反
島
津
勢
力
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に、
口
実
と
し
て
野
尻
出

兵
が
行
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
危
倶
を
生
じ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い 。
こ
の
よ

う
な
事
情か
ら 、
急
に
惟
光
の
浜
の
館
脱
出
が
反
島
津
派
家
臣
の
手
に
よっ
て
行

わ
れ
た
と
い
う 、
阿
蘇氏
方
の一
方
的
に
発
し
た
事
件
だ
と
す
れ
ば 、『
上
井
覚
兼

日
記』
に
何
ら
浜
の
館
に
つ
い
て
の
記
事
が
な
い
こ
と
も
説
明
で
き
る
の
で
は
な

い
か 。
島
津
義
久
は
阿
蘇氏
攻
撃
に
対
し
て
は
「
神
敵
と
な
る
お
そ
れ
あ
り」
と

註{切)

し
て、
再
三
考
慮
し
てい
る
こ
と
が
み
ら
れ、
そ
の
意
を
う
け
て
い
る
島
樟
方
に

も
と
も
と
浜
の
館
襲
撃
の
意
図
は
な
かっ
た
の
で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る。
他
に

二
月
五
日
の
高
森
城
攻
撃
の
折
と
関
係
な
い
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が 、
御
船
・

高
森
聞
の
経
路
は
矢
部
を
経
由
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
こ
と 、
次
に
島
津
に
対
し

て
疑
心
を
生
む
る
条
件
が 、
野
尻
攻
め
の
場
合
以
上
に
つ
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
な

材
料が
考
え
ら
れ
ない
こ
と 、
と
す
れ
ば
後
の
高
森
攻め
よ
り 、
事
件
の
発
生
は

前
の
野
尻
攻
め
の
時
の
方
が
可
能
性
が
大
き
い
とい
え
よ
う 。

た
だ
し 、
浜
の
館
焼
失
に
つい
て
は 、
惟
光
ら
の
脱
出
時
に
火
をか

け
た

の
か 、

そ
の
後
の
こ
と
が
断
定
で
き
ない 。
貴
重
品
を
池
の
脇
の
穴
に
隠
し
た
と
い
うこ

と
は
火
災
を
予
知 、
前
提
と
し
た
の
か
も
知
れ
ない
と
い
うこ
と
が
でき
る。
一

方
『
拾
集
昔
語』
は 、
島
津
撤
退
後 、
惟
光
は
矢
部
の
館
に
帰っ
た
と
述べ 、
又 、

透
吉
の
目
付
が
浜
の
館
の
鳥
居
門
の
こ
と
を
秀
吉
に
注
進
し
た
と
述べ
て
い
る
が 、

こ
れ
の
解
釈
次
第
で
は 、
館
は
ま
だ
健
在
で
火
災
に
あっ
て
い
ない
と
も
言え
る

し 、
帰
館
し
て
も 、
鳥
居
門
が
あっ
た
と
し
て
も 、
館
の
家
屋
の
焼
亡
の
有
無
を

直
接
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
反
論
を
も
生
む
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
天
正一

五
年
五
月
秀吉の

九州平定
以
後 、
惟
光
は
秀吉か
らよ
う
や
く
阿
蘇巳

えδ
余町の

安
堵
を
受
け 、
隈
本
城
の
佐々
成
政
に
保
護
さ
れ
て
城
内
で
生
活
し 、
加
藤
・
小

西
の
時
代
に
は 、
惟
光
・
惟
善
兄
弟
は
熊
本
(
隈
本)・宇
土
に
分
れ
て
預
け
ら
れ、

矢
部
に
居
住
す
る
こ
と
は
な
かっ
た 。
従っ
て
天
正一
五
年
後
半
以
降
の
矢
部
浜

の
館
の
存
在
価
値
は
考
え
ら
れ
ない 。
故
に、
浜
の
館
の
焼
亡
を
惟
光
兄
弟の
目

丸
逃
避
事
件
と
直
接
結
び
付
け
ない
と
し
て
も 、
そ
の
時
期
は
天
正一
四
年か
ら

同一
五
年
に
か
け
て
の
間
と
推
測
さ
れ
る 。
又 、
島
津
撤
退
後
も
館
の
健
在が
考

え
ら
れ
た
と
し
て
も 、
同一
五
年
後
半
に
発
し
た
肥
後
国
人一
携の
混
乱
の
中に、

そ
の
焼
亡
を
考
え
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
こ
の
場
合
も
天
正一
五
年
の
う
ち

と
み
て
よ
い
わ
け
で 、
い
ず
れ
に
し
て
も 、
浜
の
館
は
中
世
阿
蘇大
宮
司
の
政
治
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生
命
と
前
後
し
て
消
滅
し
た
と
言
う
こ
と
が
でき
よ
う 。

以
上 、
浜
の
館
の
終
末
に
は 、
直
接
こ
れ
に
触
れ
た
史
料
は
見
当
ら
ない
が 、

最
後
の
大
宮
司
で
あっ
た
幼
少
の
惟
光
の、
島
津
氏
を
さ
け
た
目
丸
山
中
逃
避
事



件
と
関
係が
あ
る

(
5)

 

現阿蘇神社楼門
番 時 思
可 期 わ
能 に れ
f生 つ るカf ぃ 。
大 て そき ー の

(
6)

 

の
で
は
ない
か
と

(
7)

 

(
8)

 

い
の
は 、

(
9)

 

天
正

図必UT期

城
詰
島
津
勢
の
野

尻
攻
め
で
あ
り 、
矢
部
が
そ
の
経
路
故
に
浜
の
館
方
の
疑
心
を
生
み 、
一
方
的
に

発
生
し
た
事
件
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
し
か
し 、
こ
の
目
丸
逃

避
事
件
が 、
自
・
他い
ず
れ
の
放
火
と
し
て
も 、
即
館の
焼
亡
と
断
定
でき
る
史

料
は
な
く 、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が 、
島
津
撤
退
後
も
健
在
で
あっ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
得
る。
し
か
し
な
が
ら 、
天
正一
五
年
五
月
の
秀
吉
の
九
州
平
定
後 、
肥

後
国
は
佐々
成政
に
与
え
ら
れ、
も
し
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
矢
部
の
浜
の
館

は
惟
光
の
居
住
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず 、
阿
蘇・
益
城
両
郡
に
君
臨
し
た
大
宮
司

四
年一
月
の
御
船

館
と
し
て
の
政
治
生
命
は
失
わ
れ
て
し
まっ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ない 。
以
上
の

ケ
年
の
聞
の
こ
と
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る。

こ
と
を
考
慮
し
て、
浜
の
館
の
焼
失
時
期
は
天
正一
四
年
か
ら
天
正一
五
年
の
二

(
阿
蘇品
保
夫)

註(
l)

 
阿
蘇家
文
書
(
阿
蘇文
書一
を
指
す)一
三
号

同
右
六
号

同
右
二
O
号

(
2)

 

(
3)

 

(
4)

 
『
香
奏
鏡』

養
和
元
年
(
治
承
五)
二
月
二
九
日
条

『
続
史
籍
集
覧』
第一
冊

阿
蘇文
書
二
l一
四
九
頁 、
同一
四
O
頁

『
肥
後
国
誌』
下 、
甲
佐
手
永 、
甲
佐
三
宮
大
明
神
社 、
甲
佐
洞

『HUa--ロ
大
田
幸
博
氏
の
御
教
示
に
よ
る。

阿
蘇家
文
書一
二
二
号

(
叩)

(
日
)

(
ロ)

(
臼)

(
M)
 

(
日)

(
日)

同
右
二
六
四
号

同
右一
二
二
号

た
と
え
ば 、
「
宇
佐
大
鏡」
に
具
体
例
が
み
ら
れ
る。

阿
蘇家
文
書
三
号

阿
蘇神
社
文
書
六
号

『
平
安
遺
文』
四
七一
九
号

惟
時
は
つ
と
め
て
惟
澄
と
の
対
決
を
避
け 、
大
宮
司
の
伝
統
的
権

威
で 、
支
配
領
域
の
最
高
支
配
者
の
地
位
を
内
外
に
示
す
立
場
を
と

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て、
惟
澄
と
は
離
れ
た
矢
部
に

館
を
移
し
て
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(口)(問)(叩)(却)(
幻)

(
泣)

(
お)

(
M)

 
い
る
可
能
性
も
あ
る。

阿
蘇文
書
二
l一
O
二
頁

同
右
二
七
五
頁

同
右二
七
八
頁

阿蘇
家
文
書一
五
O
号

阿
蘇文
書
二
l
二
七
九
頁

阿
蘇家
文
書一
八
三
号 、
同一
八
四
号

阿
蘇文
書
二
|一
五
九
頁

同
右一
六
五
頁



(
お)

(
お)

(
幻)

(
お)

(
却)

(
却)

(
訂)

(
担)

(
お)

(担)(お)(部)(訂)(謁)(却)(ω)

 

(叫)(
位)

(
必)

(
叫)

同
右
二
九
七
頁

阿
蘇
家
文
書
二
四
六
号

西
厳
殿
寺
文
書
七
四
号
(
『
熊
本
県
史
料
中
世
こ
所
収)

下
西
厳
殿
寺
文
書
は
すべ
て
同
書
に
よ
る。

以

(
伺)

(
必)

(
幻)

(
伺)

(
却
)

右
同
七
五
号

右
同
六
二
号

右
同
八
六
号

右
同
八
五
号

阿
蘇
文
書
二・
二
八
九
頁

(
印)

同
右
三
四
六
頁

同
右
六
六
九
頁

同
右
三
四
七
頁 、
同
三
四
八
頁

同
右
三
二
六
頁

同
右
三
O
三
頁

同
右
二
五
九
頁

同
右
三
O
四
頁

同
右
二
六一
頁

同
右
六
五
三
頁

西
厳
殿
寺
文
書一
五
八
号

阿
蘇
文
書
二・
六
六
六
頁

永
正
四
年
八
月 、

惟
長
が
ま
だ
武
経
を
称
し
て
い
ない
段
階
で 、
権
大
宮
司
宛
の
衆
徒

領
下
原
検
断
に
関
す
る
惟
豊
の
指
示
が
み
ら
れ
る
の
は 、
惟
長
の
領

外
在
陣
(
政
隆
攻
撃)
の
聞
の
社
会
支
配
代
行
が
行
わ
れ
てい
る
も
の

と
理
解
す
るc

阿
蘇
文
書
二
|一一一
一
頁 、
同
二一
二
頁

同
右
二
五
七
頁

阿
蘇
家
文
書
三一
一
号 、
同
三
二ハ
号

浜
の
館
「
元
冠・
南
北
朝・
浜
の
館
展」
解
説

同
右

『
土
井
覚
兼
日
記』
天
正一
一
年一
O
月
朔
日
条 、
同一
二
年一
二
月

七
日
条
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第
四
章
関
連
遺
跡
の
調
査

一
、

小一
領神社

小
市
領
大
明
神
社
氏
神
也
阿
蘇
末
社
ト
云
社
記
日
当
社
旧
云
柳
本
大
明
神
阿

蘇
第
一
宮
輔
繍
第
二
宮耽榊大
第
十
一
宮咽輸大
ヲ
合
セ
勧
請ス
天
文
年
中
御
船

阿
波
守
房
行
逆
心ニ
依
テ
阿
蘇
千
寿
丸
惟
将
十
三
歳ニ
テ
追
討ノ
為
当
所
出

陣
ノ
時
当
社ニ
参
詣
祈
願
シ
テ
着
替ノ
鎧
一
領
ヲ
寄
進ス
因
ヲ
小
サ
キ
鎧
一

領
ト

云
意
ニ
テ
小
一
領
大
明
神
ト
構ス
千
寿
丸
遂ニ
房
行ニ
勝
テ
凱
陣ノ
時

直ニ
当
社ニ
妻、ン
軍士
ニ
兵
糠
握
飯
ヲ
与へ
賜
フ
此
遺
風
吉
例
ト
シ
テ於
今

祭
礼ノ
日
握
飯
ヲ
神
前ニ
持
出
テ
氏
子ニ
興
右ノ
鎧A7ハ
無
シ
天
正
ノ
始
薩

州
ヨ
リ
探
リ
侵
シ
又
小
西
行
長
領
分
ノ
時
其
臣
結
城
弥
平
次
神
社
寺
院
ヲ
焼

払
ヒ
神
宝
寺
器
ヲ
奪
却セ
シ
時ニ
紛
失
ス

浜
町
仲
町
の
本
通
り
か
ら
五
O
m
ほ
ど
南
に
入
り
こ
ん
だ
山
の
根
元
に
あ
る
小

一
領
神
社
は、
現
在
の
新
町
が
も
と
宮
原
と
呼
ば
れ
た
地
に、
寛
仁
二
年
(
一
O
一

八)
阿
蘇
大
宮
司
友
仲
が
創
立
し
た
と
云
わ
れ
柳
本
大
明
神
と
称
し
て
い
た。
肥

後
国
誌
の
浜
町
の
項
に

福王寺関連遺跡第45図

阿蘇氏歴代 の 菩提所 (福王寺 )

福王寺境内 の足手荒神

福王寺裏 手 の 墓地
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と
記
さ
れ
て
い
る。

御
船一房
行
の
反
は
天
文
五
年
ご
五
三
六)
の
こ
と
で 、
父
大
宮
司
惟
豊
の
命

に
よ
り
千
寿
丸
は
甲
斐
宗
運
を
従
え
て
霜
月
十
日 、
柳
本
大
明
神
の
前
庭
に
軍
勢

を
揃
え
て
点
検
し
戦
勝
祈
願
を
行っ
た 。
そ
の
時
庄
司
井
手
清
左
衛
門
が
出
陣
の

祝
に
と
沢
山
の
酒
肴 、
赤
飯
の
握
飯
を
献
上
し
た
の
で
千
寿
丸
は
大い
に
喜
び
丘

士
に
之
を
分
ち
与
え
た
が 、
宗
運
は
興
に
乗
じ
て

い
で
や
井
手
御
船
の
城
の
敵
の
首
わ
が
手
の
う
ち
に
握
り
め
し
か
な

と
即
興
の
歌
を
う
た
い 、
軍
扇
を
聞い
て
三
度
舞い
士
気
を
鼓
舞
し
て
直
ち
に
出

発 、
翌
十一
日
夜
襲
に一房
行
を
討
取
り
帰
陣
し
た
と
伝
え
ら
れ
てい
る。

戦
勝
の
お
礼
と
し
て
社
領
八
O
町
を
新
に
寄
進
さ
れ 、
社
号
も
小一
領
神
社
と

改
め 、
軍
神
と
し
て
厚
く
尊
崇
さ
れ
毎
年
の
大
祭
に
は
大
宮
司
自
ら
数
十
人
の
供

奉
を
従
え
社
参
さ
れ
る
ほ
ど
で
あっ
た 。

現
在
も
十一
月
十
日
に
は
祭
礼が
行
わ
れ
故
事
に
し
た
がっ
て
赤
飯
の
握
飯
が

配
ら
れ
てい
る
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る。

阿
蘇家
落
去
の
後
結
城
弥
平
次
に
よっ
て
焼
き
払
わ
れ
数
十
年
の
間
荒
廃
し
て

い
た
が 、
元
和
七
年
(一
六
二
二
矢
部
郷
大
庄
屋
井
手
元
藩
允
豊
活
に
よっ
て

現
在
の
地
に
遷
宮
再
建
さ
れ 、
そ
の
後
安
永
八
年
(一
七
八
五)
に
改
築
さ
れ
て

今
日
に
至っ
て
い
る。

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
を
う
け
て
い
る
妙
見
の
大
棒
の
下
の
湧
水
は
往
時
の

東
の
御
手
洗
で
あっ
た
と
も
云
わ
れ
て
い
る。
阿
蘇大
宮
司
矢
部
に
在
館
時
代
東

の
男
成
神
社
と
と
も
に、
岩
尾
城
の
守
護
神
と
し
て
最
も
尊
崇
さ
れ
た
神
社
の一

つ
で
あっ
た 。

一一
、

阿蘇家の菩提寺

福
王
寺
阿
蘇
家
歴
代
位
牌

阿
蘇
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
福
王
寺
は 、
現
在
矢
部
高
校
の
西
約一
O
Om
ほ
ど

の
所
に
あ
る。
「
肥
後
国
誌」
片
平
村
の
項
に

福
王
寺
医
音
山
伍
知
院
台
宗
叡
山
延
暦
寺
末
或
云
正
覚
院
末
寺
山
号
或
記
医

王
山
云
々
福
王
寺
村ニ
ア
リ
天
長
年
中
俊
養
法
印
開
基ニ
テ
阿
蘇大
宮
司
代

々
内

方
ノ

菩
提
寺
ト
云一
説ニ
ハ
大
宮
司
菩
提
所
ト
云
文
禄
年
中
大
宮
司
惟

大宮司

光
迄
寺
領
等
ア
リ
シ
モ
及
退
転
年
貢
地
也
嘗
寺ニ
阿
蘇惟
郷
惟
忠
惟
豊

惟
将
惟
前

惟
種
惟
富
等
ノ
位
牌
ヲ
今
存ス
境
内ニ
墳
墓ハ
無
之

と
書
か
れ
て
い
る。
か
つ
て
は
片
平
村
の
北
側
の
山
の
中
腹 、
現
在
畑
地
に
なっ

て
い
る
所
に
建っ
て
い
て
十
五
坊
を
備
え 、
寺
領八
O
町
を
有
し 、
春
秋二
回
の

祭
葉に
は
必
ず
大
宮
司
が
参
拝
さ
れ
る
な
ら
わ
し
と
なっ
て
い
た
ほ
ど
隆
盛
を
極

め
て
い
た 。
然
し
阿
蘇家
落
去
後
小
西
領
時
代 、
愛
藤
寺
城
代
結
城
弥
平
次
の
兵

火
に
焼
か
れ
て
荒
廃
し
て
し
まっ
た 。
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嘉
永
元
年
(一
八
四
八)
改
築
の
際
の
供
養
板
に
依
れ
ば 、
寛
文
三
年(一
六

六
三)
寺
院
の
廃
頚
を
慨い
た
豪
堅
法
印
が
志
を
立
て 、
八
方
手
をつ
く
し
て
現

在
の
地
に
再
興
し 、
そ
の
後
更
に
衰
微
し
た
の
を
常
寿
院
弘
海が
改
築
を
発
願 、

次
の
住
職
十
乗
房
弘
全
に
至っ
て 、
嘉
永
元
年
成
就
し
た
と
なっ
てい
る 。
そ
の

後
も
度々
改
築
補
修が
行
わ
れ
現
在
に
及
ん
でい
る。

寺
院
の
内
陣
の
右
手一
画
が
阿
蘇家
累
代
の
位
牌
を
祭っ
た
処
で
あ
る 。
中
央

に
阿
弥
陀
加
来
の
坐
像
を
安
置
し 、
そ
の
周
囲に
沢
山
の
位
牌
や
木
像が
並
ん
で

い
る。
大
て
い
は
幅
九
m
高
さ
七
五
仰
の
台
付
の
位
牌
で
あ
る
が 、
惟
豊・
惟
持

・
惟
種
の
も
の
は
特
に
大
き
く
幅一
五
m
高
さ一
O
Om
と
なっ
てい
る。
黒
漆



塗
り
で
次
の
様
に
彫
り
込
ん
で
あ
る。

阿
蘇前
大
宮
司
正
三
位
宇
拍握
郷
朝
巨

大
神
儀

帰
真
阿
蘇
前
大
宮
司
忠
光
院
殿
宇
治
朝
臣
惟
忠
神
儀

帰
真
阿
蘇
前
大
宮
司
従二
位
宇
治
惟
豊

神
儀

阿
蘇
前
大
宮
司
従
四
位
下
宇
治惟
長
朝
臣

神
儀

前
阿
蘇三
社
大
宮
司
四
位
字
治
朝
臣
惟
将
大
神
儀
位

阿
蘇
三
社
前
犬
宮
司
宇
治
朝
臣惟
種
郷

大
神
儀

阿
蘇宇
治
惟
前
朝
臣

神
祇

尚
こ
の
佐
牌
の
外
に、
惟
豊
・
惟
将
・
惟
種

の
木
像
三
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る。

何
れ
も
衣
冠
束
帯
に
身
を
か
た
め
た
坐
像
で 、

高
さ

は
台
上
回
三
聞
で
あ
る。

一一一
、

阿
蘇
家
関
係
墓
地

惟種公宝陸印培

矢
部
に
お
け
る
最
後
の
大
宮
司
と
も
云
うべ
き
惟
種
は
惟
豊
の
二
男
で
あっ
た 。

兄
惟
将
大
宮
司
に
子
供が
な
かっ
た
の
で 、
そ
の
あ
と
を
継い
で
天
正一
O
年(一

五
八
三)
冬
大
宮
司
の
職
に
就い
た
が
あ
く
る
天
正一
二
年
八
月
に
亡
く
なっ
て

し
まっ
た 。
そ
の
墓
地
が
浜
の
館
の
東 、
川
向
う
の
畑
山
の
麓
に
あ
る。
普
通「
お

た
っ
ち
よ
さ
ん」
と
呼
ん
で
い
る。

墓
は
幅
五
m
奥
行
六
旦晶
さ
七
O
佃
の
石
垣
の
基
壇
の
上
に
小
砂利
を
敷
き
つ

め 、
そ
の
奥
の
方
に
幅二
m
奥
行一
・
六
m
の
玉
垣
を
造
り 、
中
に
宝
健
印
塔
が

建っ
て
い
る。
高
さ
約一
・
五
m
で
刻
み
の
浅い
九
輪
が
目
立っ
て
大
き
く
長
い

塔
で
あ
る。
塔
身
の
正
面
中
央
に
党
字
の
阿
弥
陀
加
来
の
種
子 、
右
側
に

「
前
大
宮
司
宇
治惟
種
神
儀
住」

左
側
に

「
天
正
十二
年
甲
申
八
月
十
三
日」

と
い
う
刻
銘
が
あ
る。
矢
部
で
の
阿
蘇
家
の
墓
と
し
て
は 、

っ
てい
る
唯一
つ
の
も
の
で
あ
る。

一
応
完
全
な
形
で
残

畑
村
の
福
田
光
男
氏
が
管
理
し
て
い
る。

上
屋敷
墓
地

浜
の
館
の
北
東 、
川
向
う
の
今
村
に
上
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
地
域が
あ
る。
も
と

阿
蘇
家
の
別
邸
の
跡
と
考
え
ら
れ
る。
現
在
は
田
圃
に
なっ
てい
る
が 、
そ
の
う

ち
の一
枚
の
田
圃
の
畔
に、
小
さ
な
板
碑
が
三
基
と
宝
匿
印
塔が一
基
あ
る。
宝

匿
印
塔
は
基
礎
や
九
輪
こ
そ
完
全
で
な
い
が
塔
身
や
笠
は
立
派
に
し
てい
る。
そ

の
塔
身
に
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「
桂
殿
林
月
大
姉

永
禄
元
成
午
八」

の
刻
名
が
あ
る。
今
村
の
人
た
ち
は
惟
種
公
の
う
ば
で
あっ
た
人
と
言い
伝
え
て、

普
通
桂
林
さ
ん
と
呼
ん
で
時
折
神
酒
を
供
え
て
祭っ
てい
る。
阿
蘇家
で
ど
ん
な

地
位
に
あっ
た
人
で
あ
る
か
はっ
き
り
し
な
い
が 、
福
王
寺
に
は
飾
を
施
し
た
黒

漆
塗
の

「
揖
黛
桂
殿
林
月
大
姉
憂
婆
夷
尊
霊
位」

と
彫
ら
れ
た
立
派
な
位
牌が
あ
る。
こ

の
墓
塔
や
位
牌か

ら
考
え

る
と
相
当
重
要

な
方
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。

も
と
も
と
こ
の
墓
は
田
圃
の
中
央に
あっ
た
も
の
を
耕
作
の
邪
魔
に
な
る
とい

う
の
で
現
在
の
地
点
に
移
し
た
とい
う
こ
と
で
あ
る。
当
時
掘
り
上
げ
た
瓶の
中



に
は
人
骨
や 、
穴
あ
き
の
古
銭が
相
当
入
れ
で
あっ
た
の
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ

で
あ
る。

と
で
あ
る。
そ
れ
ら
は
そ
の
まh
現
在
の
墓
塔
の
下
に
埋
め
て
お
い
た
と
の
こ
と

る。
すっ
か
り
荒
れ
て
し
まっ
て
完
全
な
墓
塔
は一
つ
も
見
当
ら
ない 。
宝
僅
印

塔
や
五
輪
の
塔
の
笠
や
九
輪 、
宝
珠
な
ど
の
散
在
し
てい
る
の
が
見
受
け
ら
れ
る 。

阿
蘇
家
数
代
の
墓
所
で
あ
る
が
片
平
村
で
共
同
管
理
し
て
い
る
聞
に
村
の
墓
地
と

なっ
て
し
ま
い 、
中
心
部
に
も
周
辺
に
も
個
人
の
墓
が一
ば
い
作
ら
れ
てい
る。

福
王
寺
裏
墓
地

福
王
寺
の
西
北
方
裏
手
に
当
る
処
に
裏
蔵
寺
跡
と
い
う
台
地
が
あ
る。
そ
こ
に

は
巨
大
な
板
碑
が
数
個
建っ
て
い
る
の
が
特
に
目
を
ひ
く 。
台
地
上
に
は
よ
く
見

る
と
石
垣
で
築
き
上
げ
た
方
三
m
乃
至
四
m
の
基
壇
が
南
北
に
二
列
に
並
ん
で
い

る
の
が
見
え
る。
基
壇
は
間
隔
を
、お
い
て
東
側
に
二
個 、
西
側
に
四
個
残っ
て
い

阿蘇大宮司墓所第46図

た
だ
南
の
端
の
畑
の
畦
に、
新
し
く
建
て
替
え
た
と
思
わ
れ
る
「
正
三
位
阿
蘇

前
大
宮
司
宇
治
朝
臣
惟
忠
郷
之
墓
文
明
十
七
年乙
巳
五
月
朔日」
と
刻
ま
れ
た
墓
石

一
つ
の
基
壇
に
あ
る
宝
鑑
印
塔
の
残
欠
の
塔
身
に

と
「
口
光
院
殿
神
儀
位

天
正
十一
年
奨
未
十二
月
上
旬」

惟種 の宝箆印塔

上屋敷桂林 さ ん

御廟
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と
あ
る
こ
と
に
よっ
て 、
阿
蘇
家
の
墓
所
で
あ
る
こ
と
を
偲
ば
せ
る 。
隆
盛
で
あ

っ
た
頃
は
さ
ぞ
か
し
立
派
な
も
の
で
あっ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が 、
現
在
は
荒
れ

で
わ
び
し
い 。

御
廟

岩
尾
城
祉
や
通
潤
橋
の
西、
轟
川
をへ
だ
て
た
下
市の
杉
山
の
ふ
も
と
に 、

本の
古い
大
銀
杏
の
木の
あ
る
広
さ
約
五
O
o
d
ほ
ど
の
墓
地
が
あ
る 。
「
御
廟」

と
呼
ば
れ
て
い
る 。

此
処
が
阿
蘇
家
矢
部
在
館
中
最
も
隆
盛
を
極
め
た
大
宮
司
惟
豊の
墓
所
で
あ
る 。

惟
豊
は
大
永 、
永
禄に
か
け
て
の
室
町
末
期 、
肥
後
の
中
央
部
を
阿
蘇 、
益
城 、

託
麻 、
宇
土
そ
の
他
豊
後 、
日
向 、
或
は
薩
摩
な
ど
の一
部
を
も
領
有
し
三
十
数

万
石
の
武
士
の
棟
梁
と
し
て
勢
威
を
張っ
て
い
た 。

天
文一
三
年
(一
五
四
四)
時の
後
奈
良
天
皇
は
わ
ざ
わ
ざ
烏
丸
中
納
言
光
康

を
こ
こ
矢
部
の
里
に
つ
か
わ
せ
ら
れ 、
阿
蘇
神
社
に
は
心
経
を
奉
納 、
惟
豊
に
震

翰
並
び
に
松
風
の
香
炉
を
賜
わ
り 、

住
階
を
進
め
て
内
裏
修
理
費
の
献
上
を
勧
奨

せ
ら
れ
てい
る 。

後
奈
良
天
皇
論
旨

上
階
事

所清一大
憐官
禁
中
御
修
理
方
別
西
抽-芯
節清
重
猶
円被-想
省

之
由
輪
命

河候也何執抑件
九
月
十
六
日

阿
蘇
大
宮
司
館

左
中
排
(
花
押)

後
奈
良
天
皇
口
宣
案

天
文
十
三
年
九
月
十
六
日

正
四
位
下
宇
治
惟
豊
宿
祢

宜
叙
従
三
位

宣
旨

蔵
人
頭
在
中
排
兼
近
江
権
介
藤
原
国
光
奉

惟
豊
は
その
叡
慮
に
応
ゆ
る
た
め 、
戦
乱
疲
弊
の
中 、
百
方
手
をつ
く
し
て
金

一
万
匹
を
得 、
天
文一
八
年
(一
五
四
九)
之
を
献
上
し
た 。
後
奈
良
天
皇
は
惟

豊
の
忠
誠
を
大い
に
嘉
賞
せ
ら
れ
て 、
居
な
が
ら
に
し
て
特
に
従
二
佐
に
晃
叙の

恩
典
を
賜
わっ
た
ほ
ど
で
あっ
た 。

後
奈
良
天
皇
口
宣
案

天
文
十
八
年
八
月
十
四
日
賞一回日

正
三
位
宇
治
宿
祢

宜
叙
従
二
位

蔵
人
頭
右
近
衛
権
中
将
源
重
保
奉

然
し
そ
の
残
後
天
正
年
間
に
至っ
て
薩
摩
の
侵
攻
に
よ
り
阿
蘇
家
は
没
落の
悲

運
に
遭い 、
矢
部
落
去
の
後
は
こ
の
墓
地
を
守
る
人
も
乏
し
く 、

昔
日
の
面
影
は

失
わ
れ 、
現
在
付
近
の
下
市
組
の
人
々
に
よっ
て
か
ろ
う
じ
て
管
理
さ
れ
てい
る

程
度
で
あ
る 。
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墓
地
は
南
北
に
長
く 、
東
側
は
県
道
白
糸
線
に
そっ
て
民
家
が
建
ち
な
ら
ぴ
出

入
口
も
分
ら
ない
ほ
ど
で
あ
り 、
西
北
側
は
杉
山
が
追っ
て
い
る 。
現
在
北か
ら

南
に
な
ら
ん
で
石
垣
で
築い
た
方
二・
五
m
ほ
ど
の
基
壇
が
三
個
あ
り 、

宝
僅
印

塔
の
不
完
全
な
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
残っ
て
い
る 。
特に
三
番
目
の
基
壇
は
少
し

奥

まっ
て
墓
地
の
中
央に
当っ
て
お
り 、
四
角
な
長い
大
き
な
九
輪
の
み
が
残っ
て

い
る 。
こ
れ
が
惟
豊
の
墓
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
が 、
大
方
は
上
の
山
か
ら
く

ず
れ

落
ち
た
砂
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る 。

惟
豊
の
墓
の
南
横
に 、
東
西
に
幅
二
m
長
さ
五・
五
m
高
さ
五
O
m
ほ
ど
の
基

壇
が
あっ
て 、
そ
の
す
ぐ
南
隣
り
に
大
き
な
銀
杏
の
木が
高々
と
そ
び
え
てい
る 。

そ
こ
に
は
宝
盤
印
塔
が
二
基 、
無
縫
塔
が一
基
な
ら
ん
で
立っ
て
い
る 。
墓
石
の



文
字
も
欠
け
た
部
分
が
多
く
中々
はっ
き
り
と
読
み
と
れ
ない 。た
だ
二
の
塔
身

か
ら
は
「
盛
安
妙
栄
大
O 、
天
正
参
巳
亥
O
O」
と
い
う
文
字
が
見
ら
れ
る。

そ
の
外
に
も
墓
塔
の
残
欠が
点々
と
見
ら
れ
る。
最
南
端
に
は
板
碑が
二
基
あ

る
が 、
こ
れ
は
刻
銘
に
よっ
て
逆
修
塔
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

五老ケ滝
岩
尾
城
祉
の
南
の
谷
に
「
五
老
ケ
滝」
が
あ
る。
矢
部
に
は
渓
谷
が
多
く
従っ

て
滝
も
四
十
八
を
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
が 、
中
で
も
最
も
身
近
に
眺
め
ら
れ
て
素

晴
ら
し
い
景
観
を
示
し
て
い
る
の
が
こ
の
五
老
ケ
滝
で
あ
る。
高
さ
五
Om 、
そ

そ
り
立
つ
柱
状
岩
塊
を
ど
う
ど
う
と
音
を
た
て
て
飛
び
落
ち
る一
本
の
飛
濃は
実

に
見
事
な
眺
め
で
あ
る。

こ
の
滝
は
嘗
て
天
文一
三
年
(一
五
四
四)
は
る
ば
る
辺
地
の
矢
部へ
勅
使
と

し
て
下
向
し
た
烏
丸
中
納
言
光
康の
旅
情
を
慰
め
る
た
め 、
時
の
大
宮
司
惟
豊
が

観
覧
に
供
し
た
と
い
う
由
緒
あ
る
滝
で
あ
る。
こ
の
故
事
に
よっ
て
「ご
覧
に
な

っ
た」
が

「ご
ろ
う
じ
た」
と
転
誰
し 、
「
五
老
ケ
滝」
と
なっ
た
と
云
わ
れ
て
い

る。
地
蔵
坂

「
南
郷
往
還ニ
ア
リ
此
街
道
昔ハ
南ノ
谷ニ
有
シ
ヲ
近
世ニ
至
リA7ノ
道
ヲ
開

ク
ト
云
宝
暦
九
年
此
坂
路
傍ノ
岸
崖レ
テ
其
中ニ
穿タ
ル
穴
ア
リ
中ニ
万
木
鎧
拝

轡一
掛
有
シ
ト
云」
と
「
肥
後
国
誌」
の
畑
林
の
項
に
書
か
れ
て
い
る。
こ
の
地

蔵
坂
は
浜
の
館
の
東
川
向
う
の
旧
日
向
街
道
の
登
り
口
で
あ
る。
登
り
は
む
め
る

と
や
が
て
右
側
に一
軒
の
民
家
が
建っ
てい
る。
そ
の
裏
に
横
穴
が
三
個
ほ
ら
れ

て
い
る。
山
の
根
元
の
俗
に
「
と
う
ぐ
う」
と
云
わ
れ
る
軟
質
の
熔
岩
層
の
崖
に

ほ
ら
れ
た
横
穴
は 、
左
二
個
は
鍵
形
に
連っ
て
い
て
幅二
m
高
さ一
・
五
m
奥
行

各
六
m
ほ
ど
で 、
右
端
の
は
奥
行
三
m
ほ
ど
で
あ
る。
A7
は
そ
の
家
の
塵
捨
て
場

に
なっ
てい
て、
種々
の
不
用
物
が
投
げ
込
ま
れ
てい
る。

付
近
の
人
の
話
で
は 、
戦
前
に
砂利
の
代
り
に
使
う
た
め
山
を
掘
り
く
ず
し
た

際 、
そ
の
広
く
なっ
た
場
所
に
家
が
建っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
横
穴
も一
部

く
ず
し
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が 、
残っ
てい
る
所
が
更に
加
工し
た
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
はっ
き
り
し
な
かっ
た 。

「
肥
後
国
誌」
に
穴
の
中
に
あっ
た
と
い
う
武
器
類
に
つい
て
「
私
案
天
正ノ

始
大
宮
司
惟
種
袈
後
惟
光
惟
善
幼
稚
ノ
日
前ノ
大
宮
司
惟
前
薩
州へ
内
通
シ
薩
兵

屡
当
地
ヲ
侵
掠ル
時
大
宮
司ノ
重
宝
等
ヲ
男
成
宮ノ
神
殿
ニ

潜
シ
散
在
セ
シ
時
土

ニ
埋
ミ
蔵セ
シ
武
器ニ
ハ
非ス
ヤ」
と
書
い
て
い
る。
惟
光
兄
弟が
薩
兵か
ら
の

が
れ
て
目
丸
に
か
く
れ
る
時
の
こ
と
に
つ
い
て
「
拾
集
物
語」
に
は
重
宝
類
を
男

成
神
社
に
か
く
し
た
こ
必
は
勿
論
の
こ
と、
「
此の
外の

御室説明
は
浜の
御
所
江
人

し
ら
さ
る
穴
蔵
有
之
候
に
隠
置」
と
い
う
様
な
処
置
を
し
た
こ
と
も
書
か
れ
てい

る。
今
次
の
浜
の
館
跡
の
調
査
で
地
中
に
か
く
し
てい
た
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
遺

品
が
数
多
く
発
見
さ
れ
出
土
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て、
館か
ら
も
更
に
上
屋

敷
か
ら
も
ほ
ど
近い
こ
の
山
の
中
の
地
蔵
坂
に、
横
穴
を
掘っ
て
武
器
な
ど
を
か

く
し
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
断
U
て
い
る
肥
後
国
誌
の
書
き
方
は
十
分
う
な
ず
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使 わ ず地面 ま た は地面 を 掘 り く ぽめ た と こ ろへ木ま た は枝類 を 積み重ね て 点火 し 、 燃 え つ く
と 笹 な どで、上を 覆 っ て 蒸 し焼 き に し て つ く っ た。 炭 質 は柔 く 、 松 ・ 栗 ・ 栃 ・ 杉が良 い と さ れ
た 。

⑥ ヴ ス タ イ ト (Wus tite ) FeO と 酸素 ま た は鉄 と の固溶体を ヴ ス タ イ ト と い い 、 普通Fe l 一
xO で示 さ る る 。 す な わ ち FeO は純粋体では な く 、 常 に酸素 ま た は鉄 を 固溶 し て い る 。 し
た がっ て ヴ ス タ イ ト を冷却す れば570・ C で分解 し 、 Fe 30 4 と 酸素飽和のα 鉄 と の共析晶 に変
化す る 。

⑦ フ ァ イ ヤ ラ イ ト (Fayalite ) 2 FeO ・ S iO 2 。 古代製鉄では、 、 砂鉄 と 木炭 を 原料 と し 、 こ
れ に炉材粘土中 の珪酸 が反応 し て 次の様に な る 。

Fe 30 4 + C → 3 FeO + CO 一一一一一 ( 1 ) 
(砂鉄 木炭 ) (Wustite ) (一酸化炭素)

2 FeO + S iO 2 → Fe 2 S iO 4 (2 ) 
(珪酸 (Fayalite ) 

金属鉄に な る 過程で FeO の一部は (2) 式で示 さ れ る よ う な還元不能 な珪酸鉄 (Fayalite ) 
に な り 、 こ れが鉱津の主成分 に な る 。
⑧ 湊秀雄 ・ 佐々 木稔 「 タ タ ラ 製錬鉱j宰の鉱物組成 と 製錬条件J た た ら 研究 . 第14号 . 1968。
⑨ 窪田蔵郎 「古代製鉄 に も 媒洛剤は用い ら れて い た」 日 本金属学会会報. 第15巻. 第 6 号.

1976。
⑩ 大津正己 「福岡平野 を 中心に出土 し た鉱浮の分析J r広石古墳群J 所収. 福岡市教育委員会.

1977. 
⑪ 松本健郎氏の御教示 に よ る 。

Table 1 鉄 j宰 の 化 学 組 成 (% ) 

全 鉄 金属鉄 酸化事 l 鉄 酸化事 2 鉄 二酸化荏薫 酸 化 酸化 マ酸グネ化ンウム 酸 化ガ
符 号 試 料 履 歴 (M;'I:IIiC) 7ル ミ ニウム カ ル シ ウ ム マ ン ン

(T，..' Fe )  (FeO )  (F e  ，03 ) (S iO， ) (AI，03 )  (CaO )  (MgO ) (MnO ) 

3 K- 6 浜 の館鉄淳 、 庭 園 都池底 67. 20 0 .06 64. 19  24. 66 5 .75 2 . 18 1 .01 0 .34 0 .05 出 土 ( 椀形浮 )
宇土郡三 角 田I中村柳迫出 21 . 22 0 . 14 9 .05 20. 07 36. 30 12. 75 3 . 15 1 . 86 0 . 8 土製錬浮 ( 古代 )

参考値 玉 名 市春 日 六段出 土 製錬
1 .42 i宰 ( 中 世 )

一酸化 酸化ヲ ロ ム 硫黄 燐 炭素 1\ナゾウム 銅 造津成分 T i0 2 
チ タ ン 造浮成分 文献
(T iO ， )  (C r，03 ) ( S )  ( p )  ( C )  ( V )  (Cu )  TOlal Fe Total Fe 

0 . 13 0 .01 l 0 .04 0 .245 0 . 113 0 .008 0 .004 9 .28 0 . 138 O .∞2 ※ 

8 . 16 0 . 13 0 .07 0 .5 54. 06 2 .54 0 .38 ③ 
14. 52 ⑨ 

※ 分析 は 新 日 鉄八幡製鉄所で行 な っ た 。

造j宰成分 Siû 2 +A1 2û 3 + Caû +Mgû 
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註

① 大鍛冶。 和銑 ま た は鍋を 原料 と し 、 こ れ を 半熱半融 し 、 脱炭 し て鍛冶 し 、 錬鉄 を 製造す る
方法。
鍋 ( け ら ) 。 日 本古来の直接製鋼法 と も い う べ き 鍋押 し (和銅製造法) に お け る 粗製品で、
成分上 は 、 各種品質の鋼の集合体。

② 球磨郡多良木町大字黒肥地字蓮花寺。

③ 球磨郡多良木町大字黒肥地字黒肥地。
②③ 出土の鉄津は各 3 個ず、つ鉱物組成 ・ 化学組成 を 調査 し て 、 そ の結果 を 報告書 に ま と め

て 熊本県教育委員会に提出 し て い る 。 近 日 中 に報告書は刊行 さ れ る 予定。
④ 玉名市教育委員会 「玉名市の文化財j 第 4 輯18頁。
⑤ 小炭 ( こ ずみ ) 。 古来の鍛冶作業 に 用 い た木炭。 大炭 (製錬用 の炭 ) と ち がっ て 、 炭窯 を

第47図 ( Photo 1 浜の館出 土鉄湾の顕微鏡組織 )

鉱 物 組 成 X l00 

一 1 10-

鉄 津 の 外 観 x -t  



⑦ 
イ ト (Fayali te : 2 FeO ・ S iO z ) の灰色棒状の結晶で 占 め ら れて い る 。 鍛冶浮は再製錬の た め 。

W�s ti te の発生が大 き な も の に な る n

c ) 化学組成
分析結果 をTable 1 に示す。 全鉄分 (Total Fe ) は67. 20% と 非常 に 多 く 、 こ の う ち 、 酸化

第 1 鉄 (FeO) の 占 め る 割合は大 き く 64. 19%であ り 、 造j宰成分 ( SiO z+Al z仏+CaO +MgO)
は9 .28% と 反対 に 少 な 目 で あ る 。 ま た 、 二酸化チ タ ン (TiOz ) 0 . 13% 、 パナ ジ ウ ム ( V ) 0 .008 
% と 非常 に低 目 で あ る 。

浜の館出土鉄津 を 参考値に比較す る と 、 例 え ば柳迫の製錬淳は 、 全鉄分 (Tota! Fe )21. 22% 、
酸化第 1 鉄 (Fe 0 )  9 .05% 、 造津成分 (S iO z+Al z0 3+CaO 十MgO ) 54. 06% 、 二酸化チタン
(TiO z )  8 . 16%等 と 極端 な差異が認め ら れ、 此の二者の 聞 か ら 鍛冶津の違 い が明確 に わ か る 。
す な わ ち 、 鍛治津は 、 ま だ不純物 を 多 く 含有 し た還元鉄や銑鉄 を 原料 と す る た め 、 こ れ等 に

含有 さ れた突雑物が絞 り 出 さ れて出来た二次的 な 生成物で あ る の で、 造津成分は 少 な く 、 か っ 、
二酸化チ タ ン (TiO z ) や ヴナ ジ ウ ム ( V ) 等 も 一次製錬津 に移行 し て い る ので低 目 と な る 。 ま
た 全鉄分 (Total F e ) が高 目 に な る の も 、 未還元の酸化第 l 鉄 (FeO 、 と 再製錬時の酸化反応
に よ っ て 生成 さ れた酸化第 1 鉄 (FeO ) の割合が大 き く な る か ら で あ る 。

ぞ れ に ひ き か え 、 製錬津は、 製鉄原料の脈石 (製錬上邪魔 に な る よ う な 不純物) 成分 と 造津
剤 (主 に炉材粘土) の混融物であ る た め 、 造浮成分 ( S iO z+Alz0 3+CaO+MgO ) は高 目 に
な り 、 全鉄分 (Tota! Fe ) は還元 さ れて比較的低 目 に な る 傾向 があ る 。

4 . ま と め

浜の館出土鉄津は、 中世未期の鍛冶浮 に位置ずけ ら れ る 。 鉱物組成 は 、 成 長 し た 多量 の
W�s tite (FeO ) と 少量のFayalite ( 2 F eO ・ S iO z ) で構成 さ れて お り 、 化学組成は、 全鉄物
(Total Fe ) や酸化第 1 鉄 (FeO ) が 60% を越え 、 造津成分は10% を 割 り 、 二酸化チ タ ン
(TiO z ) 1 %未満、 パナ ジ ウ ム ( V ) は小数第 3 位 に数値が く る と い っ た典形 的 な鍛冶津 タ イ

⑩ 
プを示 し て い る

こ の鍛冶津 も 椀形津 と し て の形態 を 呈 し 、 鍛治炉 も 鉄j宰のサ イ ズ か ら 推定 し て 、 直径200 凹
内外と 考 え ら れ る 。 ま た造津成分が10%以下で外観的 に組患で あ る と こ ろ か ら 、 小鍛冶の作業
に と も な っ て生成 さ せた も の と 言 え る か も知れな い 。 も っ と も鍛冶工房で大鍛冶や鍛え鍛冶の
作業 も併せて行な う 可能性があ り 、 ま た 、 羽口の検出や遺構の検討等総合的な判断が必要な の
で、 大鍛冶 ・ 小鍛冶の区別は差控え る と し て も 、 鍛冶作業で発生 し た椀形津であ る こ と には間
違い な い。

今回の 分析結果 か ら 、 熊本県下で蓮花寺 ・ 鼠景館 と 3 個所の椀形津 が確認 さ れ た が、 他遺跡
か ら 出土 し て い る 鉄浮 を 分類 し て ゆ け ば、 ま た増加 し て い く と 思 わ れ る 。 浜の館の南 に準 え る

⑪ 
岩尾城跡 か ら も 鉄j宰の 出土があ っ て い る こ と か ら 、 こ れ ら の比較検討 も 必要で あ ろ う 。

最後 に な っ た が、 本稿 ま と め る に 当 っ て 、 分析関係の デー タ ー で御援助頂 い た清 水 峯 男 氏
(元新 日 鉄生産技術研究所部長、 現在九州大学工学部冶金学教室教授) に厚 く お礼 を 申 し 上 げ

て 筆 を欄 く こ と に す る 。 ( 大津正己 )

ta

 



第 5 章 浜 の館遺跡 出土 の鉄浮分析
大津正 己

1 、 は じ め に

熊本県上益城郡矢部町浜町に所在 し 、 中世 ( 15世紀後半か ら 16世紀頃 ) に比定 さ れ る 浜の館
遺跡 か ら 、 出土 し た鉄津 1 個の調査を 行 な っ た 。

比の調査鉄津は、 80-問剛の楕円形 を 呈 し た浅い椀形 ( 中央部厚 み30刷 の鉄津で、 大鍛JZ
の際 に 生成 さ れた も ので あ る 。 此の タ イ プの鉄津 を椀形j宰 と 呼んで お り 、 熊本県下での調査例

② ③  
と し て は、 球磨郡の蓮花寺跡、 頼景館跡等があ り 、 いずれ も 鎌倉時代の も ので あ る 。

ま た 、 未調査の た め 、 大鍛冶j宰か小鍛冶浮 か さ だ かで な い が、 玉名市の六段製鉄遺ぽの鉄津
も 、 鎌倉時代の椀形津 と し て 挙 げ ら れ る 。

最近、 こ の様に 、 熊本県下では鍛冶遺跡での椀形津の発見が増加 し て お り 、 中世 に お け る 鉄
生産 (鍛冶 ) が、 自 給体制 と し て城館や寺院の よ う な ブロ ッ ク ご と に行 わ れ て い た こ と が実証
さ れつつ あ る 。

な お、 浜の館遺跡の出土鉄j宰は 3 点、 (約150g) で、 羽 口 や遺構の検出 は な か っ た が、 共伴物
と し て 、 銅分の付着 し た ル ツ ボが発掘 さ れ、 鍛冶以外に金属加工 を 検証 さ せ る よ う な 資料 も 提
供 し て い る 。

2 、 調査方法

1 ) 試料及び調査項 目

浜の館出土鉄津は 、 庭園部の池底 か ら 採取 さ れた も ので あ る 。 鉄j宰 は 、 水道水で十分に洗糠
し た後、 二分割 し て検鏡用 と 分析用 に分けた。

検鏡試料は 、 鉄j宰の 中央部の 最 も 偏析の少 な い と 思 わ れ る 個所か ら 採取 し て 、 ベー ク ラ イ ト
樹脂 に埋込み、 エ メ リ ー ペーパー及び仕上げパフ で研磨 し た 。 分析は 、 湿式法 に よ る 定量分析
を 行 な っ て い る 。

3 、 調査結果

鉄浮の外観写真 と 鉱物組成 を Photo 1 に 、 ま た化学組成はTable 1 に示 し て い る 。
a ) 肉眼観察

⑤ 
表皮 は赤褐色 を 呈 し 、 小 さ な 凹 凸 があ り 、 局部的 に赤錆 を つ け て い る 。 ま た 小炭の痕跡 が認

め ら れ る 。 裏面 は球形 を な し 、 火窪の痕跡 を 明瞭 に と どめ 、 炉壁粘土の付着 が認め ら れ る 。 裏
面 も 表皮同様、 赤褐色 を 示 し 、 局部的に 滴下状部分があ り 、 赤錆の発生 も 顕著で あ る 。

破面は黒褐色 を 呈 し 、 比較的多孔質であ る が比重は大 き い 。 重量 は 595g

b ) 顕微鏡組織
日 ⑥

白色粒状の ヴス タ イ ト (Wüstite : Feü) が多量 に存在 し 、 そ の粒聞 を わ ず か に フ ァ イ ヤ ラ

9u

 



第六章
伝承のなかに生きていた浜の館

ーーー
ま
と
め
に
か
え
て

|||

一 、
は
じ
め
に

「
浜
の
館」
第
一
次
発
掘
調
査
最
終
日
の
昭
和
四
九
年
二
月
二
二
日
の
午
後 、
出

土
し
た
庭
石
類
の
取
除
き
を
終
わ
り、
が
ら
ん
と
なっ
た
遺
跡
中
央
に
立
ち
厳
寒

の
な
か
で
五
ヶ
月
に
も
及
ん
だ
調
査
を
思
い、
あ
る
種
の
感
慨
に
も
似
た
気
分
に

浸って
い

た
時
の
こ
と
で
あ
る。

冬
の
弱
々
し
い
日
溜
り
を
通
し
て 、
見
馴
れ
た
喋
群
の
散
乱
す
る一
角
を
見
つ

め
て
い
る
う
ち 、
い
つ
も
と
違っ
た
異
様
な
引
か
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た

の
で
あ
る。
「
何
か
有
る」
と
感
ビ
る、
と
同
時
に、
急
に
「
今
日
ど
う
し
て
も
こ

の
場
所
を
調
査
し
て
お
か
な
け
れ
ば」
と
い
う
思い
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た。
後
に
し

て
思
え
ば 、
こ
れ
が
過
去
二
0
年
間
幾
多
の
発
掘
調
査
に
よっ
て
培
わ
れ
た一
種

の
勘
とい
っ
た
も
の
で
あっ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

庭
石
の
取
り
上
げ
を
終
え
運
搬
車
に
積
み
こ
も
う
と
し
て
い
た
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー

を
再
び
現
場
に
運
び、
っ
か
れ
た
者
の
様
に
問
題
の
問
所
を
約
三
O
咽
の
深
さ
に

急い
で
排
土
し
た。
案
の
定 、
排
土
し
た
跡
に
黒い
二
つ
の
落
込
み
が
現
わ
れ
た

の
で
あ
る。
当
日
は
三
時
か
ら
調
査
関
係
者
全
員
で
送
別
会
を
近
く
の
食
堂
で
行

な
う
こ
と
に
なっ
て
お
り
気
が
せ
い
て
は
い
た
が、
せ
め
て
こ
の
二
つ
の
落
込
み

の
略
測
と、
写
真
撮
影
だ
け
は
済
ま
し
て
お
こ
う
と
思い
落
込
み
内
の
排
土
を
始

め
た
時
の
こ
と
で
あ
る。
最
初
の
出
土
遺
物
で
あ
る
三
彩
社
丹
文
瓶
の
胴
部
の
緑

軸
が
キ
ラ
ッ
と
し
て
目
を
射
た
の
で
あ
る。
灰
色
の
瓦
器
片
と
燈
明
皿
の
地
球
な

色
ば
か
り
見
馴
れ
て
い
た
我
々
の
目
に
そ
の
緑
色
は
言
う
に
い
わ
れ
ぬ
新
鮮
さ
を

持っ
て
迫っ
た
の
で
あ
る。
は
や
る
心
を
押
え 、
ま
ず
作
業
員
の
手
を
制
し
慎
重

に
箆
(
ヘ
ラ)
掘
り
す
る
よ
う
に
指
示
し
た。

の
宝
物
が
続
々
と
姿
を
現
わ
し
た
の
で
あ
る。

そ
れ
か
ら
二
時
間 、
こ
の
二
つ
の
落
込
み
か
ら
全一一一
点
に
も
の
ぼ
る
阿
蘇
家

二 、
調
査
の
動
機
と
そ
の
目
的

四
八
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る。
上
益
城
郡
矢
部
町
浜
町に
あ
る
県
立
矢
部
高
校

校
舎
が
老
朽
化
し
た
た
め
全
面
改
築
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
なっ
た。
こ
の
校

地一
帯
は
昔
か
ら
地
元
の
古
老
遣
の
聞
で
阿
蘇
大
宮
司
家
の
浜
の
館
跡
と
伝
承
さ

れ
て
き
た
場
所
で
あ
る。

出土 し た 多数の土師質土器 (燈明皿)

こ
の
伝
承
を
裏
付
け
る

よ
う
に
「

肥
後
国
誌」

の
矢
部
荘
今
村
の
項
に

は
陳
の
内
浜
御
所
跡
と

qa
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し
て
左
記
の
よ
う
な
記

述
が
見
ら
れ
る。

「
陣ノ
内
浜
御
所越 、

浜ノ
御
殿
ト
モ

云
長
福
寺
村
陳ノ

内
云
所ノ
平
原
北

高
ク
シ
テ
上へ
平

カ
也 、
是
ヲ
城ノ
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平
ト
云 、
南ハ
畑

川
ヲ
隔
テ
岩
尾
城



第49図 明治の地籍図上に見 ら れ る浜の館の規模一矢部町大字城平字東前田一
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迩
ナ
リ、
此
地
阿
蘇
大
宮
司
五
十
六
代ヨ
リ
後
数
代
在
館ス 、
天
正
十
四
・
五

年ノ
此
阿
蘇
家
落
去ス

|||以
下
略

|||」

文
中
に
あ
る
陳
の
内
な
る
地
名
は
忘
れ
去
ら
れ
た
の
か
古
老
達
の
聞
に
も
知
る

人
は
い
な
い
が、
城
の
平
は
現
在
も
矢
部
高
校
北
側
台
地
上
に
そ
の
地
名
を
留
め

て
い
る。

浜
の
館
は
以
上
の
よ
う
に
伝
承
上
か
ら
そ
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
だ
け
で、
過

去
に一
度
も
遺
物
が
出
土
し
た
わ
け
で
も
な
く
い
わ
ゆ
る
周
知
の
遺
跡
で
は
な
か

っ
た。
し
か
し
伝
承
に
い
う
遺
構
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で、
文
化
課
で

は
現
運
動
場
の一
部
に
試
掘
溝
を
入
れ
予
備
調
査
を
実
施
し
た。
こ
の
結
果
多
数

の
燈
明
皿
片 、
青
磁
器
片
の
出
土
を
見 、
遺
構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
で
第一

次
調
査
を
計
画 、
引
続
い
て
調
査
に
は
いっ
た。
一
次
調
査
の
最
大
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は
発
見
さ
れ
た
遺
構
が
浜
の
館
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
立
証

さ
せ
る
こ
と
に
あっ
た。

第一
次
調
査
に
引
き
つ
づ
き
第
二
次
調
査
と
長
期
に
亘っ
て
実
施
し
た
が、
当

初
の
目
的
を
達
成
し
学
問
的
に
も
種
々
の
貴
重
な
成
果
を
得
た
の
で、そ
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
概
略
こ
こ
で
御
紹
介
い
た
し
た
い。

三 、
阿蘇氏と浜の
館

御
存
知
な
い
方
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で、
こ
の
浜
の
館
を
構
え
て
い
た
阿
蘇

氏
の
事
に
つ
い
て
こ
こ
で
一
言
触
れ
て
お
き
た
い。

阿
蘇
氏
は、
大
和
朝
延
の
全
国
統
一
前
か
ら
阿
蘇
地
方
の
首
長
で、
統
一
後
は

国
造
と
し
て
の
地
位
を
戦
国
期
ま
で
保
持
し、
近
世
以
後
は
阿
蘇
神社
の
神
宮
と

し
て
現
在
に
い
たっ
て
い
る
家
柄
で
あ
る。
現
在
一
の
宮
町
に
あ
る
阿
蘇
神社
の

阿
蘇
惟友
氏
が
そ
の
末
孫
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る。
こ
の
よ
う
に

国
家
形
成
以
前
か
ら
もっ
と
も
明
ら
か
な
形
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
家
は
日
本
に

も
少
な
い。

元々
阿
蘇
氏
は
阿
蘇
谷
を
根
拠
地
と
す
る
豪
族
で
あっ
た
が、
延
暦
一
五
年(
七

九
六)
以
来
し
ば
し
ば
朝
廷
に
火
山
活
動
を
報
告
し、
そ
の
た
び
に
神
の
位
階
は

昇
進
し
阿
蘇
家
の
権
威
は
高
まっ
た。

平
安
中
期
荘
園
制
が
進
む
に
従
い、
承
暦
年
間
(
一
O
七
七
J

八
O)
に
は
中

央
権
力
と
結
び
大
宮
司
と
し
て
領
主
的
支
配
に
転
換
す
る。
一
二
世
紀
前
半
ま
で

に
甲
佐 、
郡
浦 、健
軍社
を

末
社
と
し
て
そ
の
社
領
も
支
配
下
に
い
れ、
こ
う
し

た
経
過
の
中
で
小
園 、
矢
部
を
加
え
武
士
団
の
棟
梁
と
し
て
成
長
を
遂
げ
て
い
る。

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
こ
の
よ
う
な
阿
蘇
氏
の
成
長
に
伴
な
い
そ
の
勢
力
も
阿
蘇
谷 、

南
郷
谷
か
ら
外
輪
山
を
越
え、
小
園 、
矢
部へ
と拡
がっ
て
い
く。
矢
部
浜
町
に

大
宮
司
の
本
拠
地
と
し
て
の
「
浜
の
館」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
承
元
元

FD
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年一
二
O
七
年
頃
で、
文
献
は
鎌
倉
初
期
の
惟
次
大
宮
司
を
もっ
て
浜
の
館
の
祖

と
し
て
い
る。
(
し
か
し、
確
実
に
文
書
で
そ
の
存
在
が
お
さ
え
ら
れ
る
の
は
南
北

朝
の
惟
時
大
宮
司
の
頃
か
ら
で
あ
る。)

そ
の
後
戦
国
末
期
の
天
正一
四
年
(一

五
八
六)
頃
の
島
津
氏
の
進
攻
に
よ
り
浜
の
館
が
落
去
す
る
ま
で
約
三
八
O
年の

問 、
矢
部
浜
町
は
阿
蘇
氏
の
本
拠
地
と
なっ
て
栄
え
た。

四 、
第一
次発
掘調査

予
備
調
査
に
引
き
続
い
て、
運
動
場
に
約
二、
o
o
o
d
の
発
掘
区
域
を
設
定

し
第
一
次
調
査
を
開
始
し
た。
第
一
次
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
なっ
た

浜
の
館
の
家
屋、
庭
園、
出
土
遺
物に
つ
い
て
順
を
追っ
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と

す
る。



ア
家
屋に
つ
い
て

ま
ず
現
運
動
場
か
ら
約
六
O
m
の
深
さ
に
表
土
を
剥
い
だ
と
こ
ろ
焼
土
と
木

三
O
畑 、
両
端
が
二
一
o
m
で
数
値
が
異っ
て
い
る。
こ
の
事
実
か
ら
両
端
の

一
間
の
長
さ
は、
桁
行
で
約
一
九
O
畑 、
梁
行
は
四
間
中
真
中
の
二
聞
が
二

炭
を
含
む
赤
い
一
層
が
現
わ
れ
た。
肌
分
れ
す
る
面
か
ら
上
に
乗っ
た
土
を
き

部
分
は
板
張
り
の
様
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
こ
の.
よ
う
に
各々
の
一
間
の
聞

の
数
値
が
意
外
と
正
確
で
あ
る
の
で
畳
の
使
用
も
考
え
ら
れ
る。
ま
た
家
屋
の

れ
い
に
剥
ぎ
取っ
た
後、
高
い
所
に
登っ
て
眺
め
る
と
い
た
る
所
に
う
ず
高
く

積っ
た
崩
れ
た
壁
土
の
山、
漆
喰 、
炭
化
し
倒
れ
た
ま
ま
の
柱、
竹
材、
な
か

中
央
西
寄
り
の
所
に
は
矢
部
の
冬季の
厳

寒
を
し
の
ぐ
為
で
あ
ろ
う
か
炉
が
設

に
は
地
面
に
つ
き
立っ
た
ま
ま
炭
化
し
た
竹
な
ど
さ
な
が
ら
全
焼
し
た
火
事
場

け
ら
れ
て
い
た。

が
そっ
く
り
そ
の
ま
ま
埋
没
し
た
と
いっ
た
状
態
で
あ
る。
や
け
落
ち
た
焼
土

両
端
の
縁
の
部
分
を
除
き
畳
を
敷
く
と
二
八
畳
分
の
広

さ
が
あ
る
が、
炉
の

の
聞
か
ら
数
個
の
礎
石
が
顔
を
出
し
て
い
る。
こ
れ
ら
の
礎
石
を
目
安
に
し
て

基
底
部
が
西
側
寄
り
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
定
す
る
と、
家
屋
中

焼
土
類
を
取
り
除
く
と、
そ
の
下
に
隠
れ
て
い
た
礎
石
の
列
が
次
々
と
姿
を
現

央
東
寄
り
付
近
に
部
屋
を
二
つ
に
隔
て
る
間
仕
切
り
等
が
存
在
し
てい
た
の
か

わ
し
た。
失
わ
れ
て
い
た
礎
石
も
あ
っ
た
が、
礎
石
の
配
列
か
ら
こ
の
家
屋
を

復
元
す
る
と
桁
行
七
問 、
梁
間
四
聞
の
南
面
し
た
長
方
形
の
家
屋
が
考
え
ら
れ

る。

も
知
れ
な
い。
天
井
板
も
し
く
は
床
板
の
ど
ち
ら
か
を
板
の
か
わ
り
に
丸
竹
を

並
べ
て
そ
の
代
用
と
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
多
量
の
丸
の
ま
ま
の
竹
炭
の
出

土
か
ら
も
あ
る
程
度
推
察
で
き
る。
壁
は、
中
世
か
ら
近
世
の
住
宅
に
見
ら
れ

- 116-

る
小
舞
を
壁
土
で
塗
り
込
め、
上
か
ら
漆
喰
を
塗っ
た
厚
さ
一
o
m
位
の
壁
で

あっ
た
ら
し
く
白
漆
喰
が
多
く
出
土
し
て
い
る。
壁
土
に
混っ
て
五
個
前
後
の

角
釘
が
若
干
出
土
し
て
い
る。
こ
の
時
期
の
建
物
に
は
釘
の
使
用
は
比
較
的
少

第一棟家屋に伴な う 蜜

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。

こ
の
家
屋
の
屋
根
は
入
母
屋
造
で
茅
葺
だっ
た
よ
う
で
あ
る。
数
年
来
大
々

的
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
福
井
県
の
一
乗
谷
に
あ
る
朝
倉
居
館
跡
で
さ
え

も
槍
皮
葺
で
あっ
た
か
板
葺
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
の
で
あ
る
が、
当
浜
の

館
の
家
屋
は
炭
化
し
た
茅
がひ
と
握
り
以
上
も
出
土
し
た
こ
と
か
ら
茅
葺
で
あっ

第50図

た
こ
と
が
判
明
し
た。

家
屋
西
側
に
は、
四
三
O
×
三
七
O
仰
の
範
囲
に
Eっ
て
こ
ぶ
し
大
の
川
石

を
敷
き
つ
め
た
た
た
き
部
分
が
設
け
ら
れ
て
い
た。
四
角
に
は
掘
立
柱
の
柱
穴

と
思
わ
れ
る
落
込
み
が
認
め
ら
れ
る。
建
築
史
で
い
う
中
門
の
変
形
し
た
も
の



っ
た
可
能
性
は
強
い。

か、
車
留
め
か
今
後
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
が、
入
口
部
分
の
設
備
で
あ

以
上
は
発
掘
に
よっ
て
鵬
気
な
が
ら
掴
め
た
浜
の
館
内
の一
家
屋
の
姿
で
あ

る。
さ
て
こ
の
家
屋
の
建
立
年
代
で
あ
る
が、
床
下
か
ら
出
土
し
た
六
枚
の
中

園 、
朝
鮮
の
銭
貨
や
そ
の
他
の
遺
物、
後
で
発
掘
し
た
庭
園
の
池
の
部
分
と
の

重
な
り
合
い、
先
に
発
掘
し
た
北
側
礎
石
と
の
高
低
差
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判

断
す
る
と
数
百
年
に
亘
る
居
館
存
続
期
間
中、
比
較
的
新
し
い
時
期
の
遺
構
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
得
る。

礎
石
等
が、
小
さ
く、
根
石
も
一
部
分
に
し
か
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
家
屋
の
西

側
の
一
部
が
焼
土
木
炭

類
に
よっ
て
い
る
庭
園

三の 数字が墨書 された 第一棟礎石

池
部
の
上
に
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

恐
ら
く
こ
の
家
屋
は一

六
世
紀
後
半
頃、
前
の

建
物
が
火
災
に
遇っ
た

後
応
急
的
に
設
け
ら
れ

た
建
物
の
よ
う
に
思
わ

れ
る。
現
在
の
と
こ
ろ
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浜
の
館
全
体
の
発
掘
が

終
了
し
て
い
な
い
の
で

こ
の
家
屋
が
ど
の
部
分

の
伺
に
あ
た
る
の
か
不

明
で
あ
る
が、
日
用
雑

器
等
の
生
活
用
品
の
出
土
を
あ
ま
り
見
な
い
と
こ
ろ
か
ら
対
面
所
的
性
格
の
建

物
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。
そ
し
て
こ
の
建
物
も
火
災
に
よっ
て
終
え
ん
を
遂

げ
て
い
る。
い
か
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が、
こ
の
火
災

を
最
後
に
阿
蘇
氏
は
矢
部
浜
町
を
離
れ
現
一
の
宮へ
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る。

こ
の
家
屋
以
外
に
今
回
の
調
査
で
は
三
棟
の
建
物
を
確
認
し
て
い
る。
同
時

期
の
も
の
二
棟
と、
前
時
代
の
も
の
が一
棟
で
あ
る
が
共
に
礎
石
は
失
わ
れ
下

の
根
石
の
み
残
存
し
で
い
た。
ま
た
あ
る
時
期
に
は
外
庭一
面
に
白
い
山
砂
を

敷
き
つ
め
た
時
代
が
あ
っ
た
ら
し
い。
各
家
屋
の
周
囲
に
は一
般
に
見
ら
れ
る

排
水
溝
等
の
施
設
は
存
在
し
な
か
っ
た。

イ
庭
園に
つ
い
て

浜
の
館
内
に
庭
園
が
存
在
す
る
の
で
は、
と
い
う
考
え
は
調
査
の
当
初
か
ら

あっ
た
が、
発
見
の
直
接
の
切
掛
け
と
なっ
た
の
は
家
屋
の
礎
石
を
取
り
上
げ

た
後 、
各
礎
石
下
の
根
石
の
有
無
を
調
べ
て
い
た
時
で
あっ
た。
第
一
棟
家
屋

の
西
側
の一
部
に
重
な
り
合っ
た
状
態
で
列
石
の一
部
が
頭
を
現
わ
し
た。
こ

れ
が
庭
園
内
の
池
の
東
畔
で
あ
る
こ
と
は
後
に
なっ
て
判っ
た。
庭
園
の
規
模

円，，唱EA唱E4

は
南
に一
部
発
掘
調
査
不
能
の
場
所
が
あ
り、
はっ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な

い
が、
山
の
斜
面
を
利
用
し
て
庭
石
を
配
置
し
て
あ
り
傾
斜の
終
わっ
た
個
所

に
東
西
に
約一
二
円
南
北
に
約一
六
m
の
池
を
持
つ
な
庭
園
で
あ
る。
当
時

多
く
作
ら
れ
た
心
字
池
で
は
な
い
が 、
池
の
中
央
に
は
二
ト
ン
程
度
の
浮
石
が

据
え
ら
れ
偉
容
を
誇っ
て
い
る。

池
の
な
か
に
は
多
量
の
焼
土、
木
竹
炭、
灰、
離 、
備
前
系
の
大
空
片
な
ど

落
ち
込
ん
で
い
た
が、
そ
れ
等
を
取
除
い
た
結
果、
約
六
O
佃
の
深
さ
を
持
つ

池
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。



池
の
畔
の
部
分
は、
掘
り
下
げ
た
地
山
の
上
に
平
ら
な
石
を
安
定
し
た
状
態

に
置
き
そ
の
上
に
別
の
石
を
縦
に
並
べ
て
い
る
が、
石
と
石
と
の
聞
に
は
漏
水

を
防
ぐ
た
め
粘
土
に
よ
る
目
張
り
が
施
さ
れ
て
い
る。
池
底
は
粘
土
質
の
黄
色

土
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
漏
水
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る。
池
底
に
は

極
水
の
証
し
と
し
て
鉄
分
の
沈
澱
と
約
一
O
佃
のヘ
ドロ

状
灰
色
土
の
堆
積
が

認
め
ら
れ
た。

池
の
水
は
約
五
O
m
離
れ
た
崖
下
に
あ
る
勇
水
か
ら
引
い
た
も
の
ら
し
い。

ま
た
池
の
排
水
溝
は
池
の
南
側
に
設
け
ら
れ
て
い
た。

庭
園
の
庭
石
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で、
特
に
大
き
な
も
の
は
九
つ
で
あ
る
が、

大
き
い
の
で
後
世
邪
魔
に
なっ
た
も
の
か
そ
の
殆
ん
ど
が
倒
さ
れ
穴
を
掘っ
て

埋
め
ら
れ
た
り
元
位
置
か
ら
動
か
さ
れ
て
い
た
り
し
た。

石
は
凝
灰
岩、
安
山
岩、
珪
石
等
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が、
青
珪
石
は
清
和

村か
内
大
臣
(
津
留)
に
し
か
産
出
し
な
い
の
で、
特
に
庭
石
と
し
て
清
和
村

あ
た
り
か
ら
運
ば
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

こ
れ
ら
庭
石
を
配
し
た
聞
は、
川
砂
利
と
砂
を
もっ
て
充
て
ら
れ
て
い
る。

ま
た
池
の
周
囲
に
見
ら
れ
る
大
小
の
落
ち
込
み
は、
す
べ
て
不
規
則
な
形
状
を

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
樹
根
の
跡
と
考
え
ら
れ
る。
当
時 、
緑
な
す
松
の
老

木
が
枝
を
張っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
庭
園
の
作
ら
れ
た
時
期
は、
出
土
遺
物
や
そ
の
他
か
ら
見
て
室
町
中
期

を
や
や
下っ
た
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る。

ま
た、
こ
の
庭
園
の
東
側
五
O
m
の
所
に
「
お
花
畑」
と
い
う
地
名
が
残っ

て
い
る。
中
世
の
豪
族
屋
敷
内
に
は
花
畑
等
の
地
名
が
残
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で、
花
畑
の
存
在
の
可
能
性
は
強
い。
当
浜
の
館
内
に
も
中
世
人
が
好
ん
で
植

え
た
牡
丹
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
花
畑
が、
あ
る
い
は
実
在
し
て
い
た
の
か
も
知

れ
な
い。

ウ
こ
れ
ら
庭
園
や
花
畑
に
沿っ
て
建
て
ら
れ
た
諸
家
屋
等
は、
そ
の
機
能
面
か

ら
考
え
れ
ば
や
は
り
対
面
所
的
性
格
の
も
の
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る。

出
土
遺
物に
つ
い
て

こ
の
浜
の
館
か
ら
種
々
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が、
こ
こ
で
は
特
に
庭
園

の
池
の
畔
の
二
つ
の
穴
か
ら
出
土
し
た一
二
点
に
も
の
ぼ
る
阿
蘇
家
の
宝
物
に

つ
い
て
御
紹
介
し
よ
う。

第
二八
は
直
径
一
三
O
畑 、
深
さ
六
o
m
の
ほ
ぼ
円
形
の
穴
で
あ
る
が、
人

頭
大
の
礁
に
混っ
て
黄
金
延
板
一
個、
破
璃
製
郎
三
個、
白
磁
置
物
二
個
が
出

土
し
た。

そ
の
各々
に
つ
い
て
説
明
す
る
と、
黄
金
延
板
は、
わ
ず
か
一
0
9で
あ
る

が、
こ
の
延
板
を
縦
横
十
文
字
に
巻
き
何
物
か
を
中
に
包
み
込
ん
だ
と
い
っ
た

状
態
で
出
土
し
た。
こ
の
状
況
か
ら
こ
の
金
の
延
板
自
体
が
神
事
の
際
の
御
正
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体
(
み
し
よ
う
た
い)
と
考
え
ら
れ
る。

破
璃
は
現
在
の
ガ
ラ
ス
で
あ
る
が、
当
時
は
宝
物
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
も
の

で
あ
る。
鉛
ガ
ラ
ス
と
思
わ
れ
る
が
三
っ
と
も
腐
食
の
た
め
乳
灰
色
を
帯
び、

ずっ
し
り
と
し
た
手
ご
た
え
は
玉
杯
を
努
髭
と
さ
せ
る。
底
に
は
緑
刻
に
よ
る

文
様
が
見
ら
れ
る
が
龍
を
彫っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。

白
磁
の
置
物
は、
玉
取
り
獅
子
と
獲
(
パ
ク)
を
形
取っ
た
九
四
前
後
の
小

さ
な
も
の
で
あ
る。
作
り
は
形
式
化
さ
れ
平
板
的
で
迫
力
は
な
い。

玉
取
り
獅
子
は
置
物
と
し
た
以
外
に
沖
縄
等
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
魔
除
け
と

し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い。
ま
た
摸
は、
背
中
に
物
を
立
て
る
筒
を
背
負っ
て

い
る
が、
こ
れ
は
線
香
立
て
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。

以
上
第
二八
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
い
ず
れ
も
大
宮
司
と
し
て
の
儀
式
の
施



第
三
穴
か
ら
の
出
土
遺
物は、
三
彩
鳥
型
水
注
(
二
対) 、
緑
軸
水
注
(
二

対) 、
緑
紬
陰
刻
社
丹
文
水
注
(一
対) 、
三
彩
牡
丹
文
瓶
(
一
対) 、
染
付
牡

丹
唐
草
文
瓶
(一
対) 、
青
磁
金
子
(一
個)
な
ど
で、
第一
穴
か
ら
北
へ
一
O

O
叩
離
れ
た
同
様
の
穴
か
ら
出
土
し
た。
出
土
状
況
か
ら
考
え
る
と
木
箱
の
類

に
入
れ
て
埋
納
し
た
も
の
ら
し
く
二 、
コ一の
も
の
は
倒
れ
た
り
破
損
し
た
も
の

も
あっ
た
が、
ほ
ぽ
整
然
と
し
た
状
態
で
あっ
た。

水
注 、
瓶
関
係
の
焼
物は
交
祉
三
彩
と
呼
ば
れ
る
低
温
で
焼
か
れ
た
焼
物
で、

緑、
黄 、
茶
の
美
し
い
色
彩
を
施
し
た
も
の
で
あ
る。
水
注
と
い
う
の
は
水
差

し
の
事
で
あ
る
が、
二

行
を
想
像
さ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る。

で
い
う
徳
利
で
あ
る。
緑
軸
を
地
に
そ
の
胴
部
の
ふ
く
ら
み
い
っ
ぱ
い
に
黄
色

の
牡
丹
が
描か
れ
て
い
る
が
そ
の
素
朴
な
デ
ザ
イ
ン
に
心
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ

λv。第
二
穴
出
土
の
遺
物
類
は
殆
ん
ど
対
を
な
し
て
お
り、
こ
れ
ら
の
遺
物が
日

用
雑
器
で
な
く
祭
配
用
諸
用
具
で
あ
る
こ
と
を
物
語っ
て
い
る。
こ
れ
ら
の
焼

物は
交
駈
三
彩
と
は
呼
ぶ
も
の
の
ベ
ト
ナ
ム
産
で
は
な
く、
中
国
の
明
時
代
後

半
(一
六
世
紀
頃)
福
建
ま
た
は
広
東
省
付
近
の
地
方
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る。

対
も
出
土
し
て
い
る

中
国
系
の
こ
れ
ら
の
焼
物
類
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
経
て
浜
の
館
へ
も
た
ら

さ
れ
た
も
の
か
今
と
なっ
て
は
知
る
由
も
な
い
が、
恐
ら
く
阿
蘇
氏
配
下
の
倭

冠
か、
ま
た
は
博
多
商
人
の
手
に
よっ
て
一
六
世
紀
後
半
頃
運
ば
れ
た
も
の
で

山崎家 に伝世す る 肩衝茶入

彩
鳥
型
水
注
は
素
晴
し

い。
背
中
に
水
を
入
れ

そ
れ
で
は
阿
蘇
氏
の
宝
物
で
あっ
た
こ
れ
ら
の
陶
磁
器
類
が
い
か
に
し
て
地

中
に
埋
納
さ
れ
る
事
態
に
到っ
た
の
であ
ろ
う
か・

戦
国
末
期
の
天
正一
三
年
(一
五
八
五)
頃 、
大
友
氏
の
衰
退 、
宗
運
の
死

等
に
よ
り
島
津
氏
に
降
服
す
る
阿
蘇
の
家
臣
が
続
出
し、
阿
蘇
氏
の
本拠
地
で

あ
る
浜
の
館
も
い
よ
い
よ
危
う
く
なっ
て
来
る。
渡
辺
玄
察
の
「
拾
集
普
語」

(
肥
後
文
献
叢
書
第
四
巻)
は
「
浜
の
館」
最
後
の
日
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る。

あ
ろ
う。

る
と
こ
ろ
が
あ
り
鳥
の

口
ぼ
し
が
注
口
と
なっ

て
い
る。
黄
色
や
こ
げ

茶
色
の
口
ぱ
し、
そ
し

て
そ
の
背
に
離
を
背
負

第52図

っ
た
こ
の
可
憐
な
四
羽

の
水
鳥
達
は、
約
五
O

O
年
を
経
たA7永
い
眠

「

ーー人
々
一
同
に
申
談
候は
御
後
室
は
小
宰
相
と
云
大、
女
璃
と
能
き

隠
居
の
在
所
へ
供
奉
仕
御
心
安
可
被
成
御
座
候
御
代
々
の
御
文
論
旨
御
宝
物

は
男
成
明
神
の
御
宝
殿
に
奉
隠
納一
太
夫
守
護
可
仕
候
其
内論
旨
口
宣
文
書

は
坂
梨
氏
背
負
可
申
候 、
比
外
の
御
宝
物は
浜
の
御
所
江
人
し
ら
ざ
る
穴
蔵

有
之
候
に
隠
置

||」

り
か
ら
覚
め
現
代
に
珪

えっ
た
の
で
あ
る。

ニ
彩
牡
丹
文
瓶
はA7

- 119-



今
回
二
つ
の
穴
蔵
か
ら
出
土
し
た
こ
れ
ら
の
遺
物
類
は
す
べ
て
祭
杷
用
具
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら、
浜
の
館
最
後の
日
に
阿
蘇
氏
が
こ
の
文
中
に
あ
る
「
浜
の
御

所
内
の
人
知
ら
ざ
る
穴
蔵
に
隠
置
い
た」
宝
物
の一
部
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私

は
今
密
か
に
考
え
て
い
る。

エ

男
成
宮
伝
世
晶

去
る
四
八
年
九
月一
七
日
の
県
の
定
例
万
剣
審
査
の
時
の
こ
と
で
あ
る。
研

ぎ
減
り
の
し
た一
振
の
太
万
が
新
発
見
万
と
し
て
登
録
審
査
を
受
け
た。
こ
の

太
刀
は、
長
さ
七
四
・

O
畑 、
反
り
二
・
o
m
で
腰
反
り
先
細
り
の
い
わ
ゆ
る

平
安
末
の
姿
を
示
す
も
の
で
あ
る。
目
貫
穴
二
個
で
中
茎
端
に
「
友
成」
の
太

万
銘
が
あ
る。
所
有
者
は
上
益
城
郡
矢
部
町、
男
成
神社
の
神
主
本
田
秀
岳
民

で
あ
る。

肥
後
国
誌
に
引
用
さ
れ
て
い
る
男
成
文
書
の
中
に
左
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ

ヲ匂。「
今
度
為
出
陳
祈
祝
九
州
肥
後
国
野
部
男
成
御
宮
二
大
万一
腰
小
剣
謹
令
拝

進
候
何
彼
大
万
之
事
末
代
可
為
御
財
物
者
也
何
寄
進
状
知
件
文
明
九
年
酉

九
月
二
五
日
阿
蘇
大
宮
司
宇
治
惟
忠」

あ
と、
肥
後
国
誌
は
続
け
て、
惟
忠
大
宮
司
の
大
万
寄
進
状
は
今
に
残
る
が、

現
物
の
大
万
は
島
津
氏
侵
入
の
時
か
小
西
の
臣
に
よっ
て
か
す
め
取
ら
れ
紛
失

と
し
て
い
る。

初
代
友
成
は、
平
安
末 、
永
延
頃
の
古
備
前
を
代
表
す
る
万
匠
で、
御
物
の

鴛
丸
や
厳
島
神社
の
社
宝
な
ど
名
作
が
残
る
名
匠
で
あ
る。
こ
の
大
万
以
初
代

の
友
成
で
は
な
く
鎌
倉
時
代
の
友
成
の
作
と
思
わ
れ
る。
男
成
神社
は
阿
蘇
大

宮
司
が
代
々
元
服
の
式
を
あ
げ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
い
神社
で
あ
り
浜
の
館
か

ら
も
近
い。
し
か
も
こ
の
大
万
が一
般
の
人
々
が
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

勝
れ
た
も
の
で、
今
度
男
成
神社
の
神
主
宅
よ
り
発
見
さ
れ
た
点、
こ
の
大
万

は
男
成
文
書
に
い
う
惟
忠
大
宮
司
寄
進
の
大
万
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る。山

崎
家
の
伝
世
品

さ
て、
島
津
氏
に
よ
る
難
を
の
が
れ
て
浜
の
館
を
後
に
し
た
最
後
の
当
主
惟

光
・

惟
善
の
幼
い
兄
弟
は
家
臣
に
守
ら
れ
て
山
深
い
目
丸
山
中
の
山
崎
家
に
身

を
隠
し
た
が、
こ
れ
に
よっ
て
浜
の
館
を
根
拠
に
肥
後
に
勢
力
を
誇っ
た
武
士

団
の
棟
梁
と
し
て
の
阿
蘇
家
は
終
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
る。
二
月
二
七
日
発

オ
掘
調
査
の一
環
と
し
て
関
係
者一
同
こ
の
山
崎
家
を
訪
れ
家
宝
と
し
て
伝
わ
る

鎧 、
松
風
の
香
炉、
奔 、
琵
琶
そ
の
他
阿
蘇
氏
ゆ
か
り
の
遺
品
の
調
査
を
行っ

た。鎧
は
子
供
用
の
小
さ
な
も
の
で、
相
当
の
年
代
を
経
て
お
り、鎧
権
よ
り
取
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り
出
せ
な
い
ほ
ど
痛
ん
で
い
た
が
気
品
あ
る
造
り
で
あ
る。

ま
た、
「
松
風
の
香
炉」
と
呼
ば
れ
る
高
さ一
O
叩
の
底
は
糸
切
り
に
なっ
て

い
る
焼
物
が
あ
る。
由
緒
書
は
な
い
が
惟
豊
大
宮
司
が
朝
延
に
内
裏
の
修
理
料、

金一
万
匹
を
献
上
し
た
時、
鳥
丸
大
納
言
が
お
礼
に
持
ち
来っ
た
品
と
い
う
言

伝
え
が
あ
る。

調
査
し
た
結
果、
こ
の
焼
物
は
香
炉
で
は
な
く一
般
に
肩
衝
茶
入
と
呼
ば
れ

る
茶
入
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。
古
瀬
戸
と
思
わ
れ
る
が
「
槍
の
鞘」
の
銘

で
世
に
知
ら
れ
る
茶
入
れ
と
寸
分
違
わ
な
い
りっ
ぱ
な
も
の
で
あ
る。
ま
た
葦

は
な
い
が、
元
は
象
牙
製
の
蓋
が
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

こ
れ
ら
の
秀
れ
た
品
々
の
存
在
は、
か
つ
て
当
山
崎
家
に
阿
蘇
氏
の
幼
な
い

嫡
子
が
滞
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
ひ
と
つ
の
証
し
で
も
あ
ろ
う。



五 、
第
二
次
発
掘
調
査
(
E
区)

現
在
の
管
理
棟
が
建っ
て
い
る
校
門
部
一
帯
は
大
正
初
期
に
お
け
る
校
舎
建
築

の
際
削
平
を
受
け
て
い
な
かっ
た
た
め、
調
査
区
を
設
定
し
E
区
と
し
調
査
を
進

め
た。
こ
の
結
果、
地
山
の
黄
色
土
に
掘
り
込
ま
れ
た
直
径
一
m
前
後
の
柱
を
立

て
た
穴
が
次
々
に
発
見
さ
れ
た。
こ
の
柱
穴
の
列
を
追っ
て
更
に
掘
拡
げ
て
み
た

と
こ
ろ、
最
終
的
に
は
桁
行
七
問 、
梁
行
四
聞
の
一
棟
を
始
め
三
度
以
上
も
建
て

替
え
た
と
思
わ
れ
る
家
屋
の
跡
が
重
な
り
合っ
て
発
見
さ
れ
た。
プ
ラ
ン
の
確
認

で
き
る
家
屋
に
つ
い
て
は、
新
し
い
順
に
A
・
B-
C
の
符
号
を
打
ち
精
査
を
進

め
た。B

棟
は、
三
間
×
三
間
の
正
方
形
の
部
屋
を
中
心
に
東 、
西 、
南、
北
の
三
方

に
幅
一
間
の
回
廊
がコ
の
字
形
に
巡
ら
さ
れ
て
お
り、
東
側
に
は
回
廊
を
は
さ
ん

で
二
つ
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た。
と
く
に
こ
の
建
物
の
中
心
と
な
る
三
間
×

三
間
の
正
方
形
の
部
屋
の一
二
本
の
立
柱
は
残
さ
れ
た
柱
穴
の
大
き
さ
か
ら
見
て

も、
直
径
が
一
尺
三
寸
は
下
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
丸
柱
が
立て
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る。
一
聞
の
長
さ
は
住
の
芯
か
ら
芯
ま
で
約
二
m
で
あ
る
が、
現
在
の
六
尺

三
寸
が一
九
四
叩
位
な
の
で
今
の
一
間
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
を
持っ
て
い
る。

こ
の
三
間
四
方
の
間
取
り
と
同
様
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
A
棟
跡
が、
同
じ
場
所
で

も
う
ひ
と
つ
重
な
り
合っ
て
発
見
さ
れ
た。
こ
れ
は
一
間
の
間
隔
が
一
六
O
叩
と

短
か
く
な
り
小
型
の
プ
ラ
ン
と
なっ
て
い
る。
恐
ら
く
先
の
大
き
な
建
物
が、
焼

打
か
失
火
に
よ
る
焼
失
後、
応
急
的
に
建
て
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
B
棟
に
見
ら
れ

た
付
属
の
部
屋
等
は
見
ら
れ
な
い。

こ
の
外、
棟
の
方
向
が
南
北
を
指
す
C
棟
な
ど、
数
棟
分
の
柱
穴
跡
が
確
認
さ

C
棟
以
前
の
家
屋
跡
と
思
わ
れ
る。

れ
た
が、
こ
れ
ら
は、

C
の
測
定
値
は、
A
棟
が
四
四
O
±
七
五
U
で
西
暦
一
五
一
O
年
(
永
正
七)

前
後、
B
棟
が
五
二
O
±
八
O
で
西
暦
一
四
三
O
年
(
永
享
二)
前
後、
C
棟
が

六
六
五
±
六
O
で
西
暦
二
一九
五(
永
仁
三)
に
焼
失
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し

た。
こ
の
年
代
値
は
あ
く
ま
で
絶
体
年
代
で
は
ない
が、
年
代
判
定
の
ひ
と
つ
の

目
安
と
は
な
る。
各
棟
の
前
後
関
係
は
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
切
合
関
係
と
一

致
し
て
い
る。

今 、
こ
の
建
物
の
館
内
に
お
け
る
機
能
等
を
発
掘
に
よっ
て
得
ら
れ
た
知
見
を

基
に
考
え
て
み
る
と、
建
て
替
え
ら
れ
た
A
棟
は
小
型
な
が
ら
も
先
の
建
物
と
同

様
三
間
四
聞
の
神
殿
の
間
取
り
を
受
け
継い
で
お
り、
殆
ん
ど
前
の
B
棟
の
存
在

個
所
に
重
な
る
よ
う
に
建
て
ら
れ、
住
置
的
に
も
伝
統
性
を
保っ
て
い
る
こ
と、

し
か
も、
柱
穴
が
直
径
一二
O
畑 、
深
さ
一
O
O
咽
の
巨
大
な
も
の
で
あ
り、立

て
ら
れ
た
柱
が
丸
柱
で
あっ
た
こ
と
等
か
ら
推
定
す
る
と、
こ
の
場
所
に
建
て
ら
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れ
てい
た
建
物
は
日
常
生
活
の
機
能
を
果
す
た
め
の一
棟
で
は
な
く、
大
宮
司
と

し
て
の
儀
式
を
果
す
場
と
し
て
の
役
目
を
持
つ
神
殿
関
係
の
建
物
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る。

こ
の
外、
こ
の
柱
穴
群
の
東
側
に
は
弾
正
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
百
日
紅
が
存
在
す

る
が 、
こ
の
付
近
か
ら
巨
木
の
樹
根
跡
が
発
掘
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た。
こ
の
樹

根
跡
が 、

肥
後
国
誌
に「
館
跡
ノ
南
ノ
方
ニ
弾
正
杉
ト

云
ル
大
木
ノ
杉
一
株
ア
リ」

と
い
う
弾
正
杉
の
樹
根
跡
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。
い
か
な
る
理
由
で

弾
正
さ
ん
と
呼
ぶ
の
か
不
明
で
あ
る。
弾
正
名
を
待
つ
人
は
阿
蘇
家
関
係
に
い
な

い
の
で、
高
く
な
っ
た
館
地
を
周
辺
の
人
が
敬
称
を
も
っ
て
「
ダ
ン
ジ
ヨ

ウ
さ

ム

(
刷出
上
?)

と
呼
ん
だ
の
か、

ま
た
は
領
内
の
訴
訟
関
係
を
取
り
扱
っ
た
弾
正
台

が
こ
の
地
に
存
在
し
た
た
め
そ
う
呼
ん
だ
の
か
明
ら
か
で
は
な
い。

た
だ 、
弾
正
さ
ん
を
こ
と
ば
の
と
お
り
訴
訟
関
係
を
司
っ
た
場
所
と
と
れ
ば 、



-」
の
巨
大
な
柱
を
持
っ
た
建
物
も
阿
蘇
氏
領
内
の
訴
訟
関
係
を
司
っ
た
役
所
の
建

物
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。

こ
の
神
殿
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
A
棟
の
焼
亡
時
期
は、ひ
測
定
で
は
一
五
一
O
年

(
永
正
七)
と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
が、
文
献
上
で
こ
の
時
期
の
浜
の
館
に
お
け

一
四
八
五
年
か
ら
阿
蘇
氏
一
族
同
士
で
大
宮
司
職
を
矢
部
で

る
争
乱
を
探
る
と、

争っ
た
幕
の
平
の
戦
い
を
始
め、
一
五
一一
一年
か
ら
惟長
と
弟 、
惟
豊
の
聞
で
矢

部
浜
の
館
の
争
奮
戦
が
展
開
さ
れ、
一
五
一
七
年
(
永
正
一
四)
に
惟
豊
が
矢
部

館
の
回
復
に
成
功
し
て
い
る
の
で、
こ
の
期
に
こ
の
A
棟
が
焼
失
し
た
可
能
性
は

き
わ
め
て
大
で
あ
る。

巨
大
な
住
穴
と
社
大
な
プ
ラ
ン
を
持
つ
B
棟
は、ぴ
測
定
で
は
二二
九
五
年(
応

永
二)
前
後
の
焼
亡
を
示
し
て
い
る
が、
こ
の
時
期
は
南
北
朝
期
の
動
乱
を
経
て、

一
四
二
三
年
(
応
永
三
O)
に
南
北
両
朝
に
分
裂
し
て
い
た
阿
蘇
大
宮
司
家
が
合

一
に
向
う
時
期
で
あ
る
の
で
こ
の
動
乱
期
の
あ
る
時
点
で
焼
亡
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る。

B
棟
と
共
存
す
る
の
は
I
区
で
は
庭
園
泉
水
等
が
あ
げ
ら
れ
る。

C
棟
は
一
二
九
五
年
(
永
仁
三)
とび
の
測
定
で
は
非
常
に
古
く
出
て
い
る。

し
か
し、
こ
の
家
屋
に
共
伴
す
る
遺
物
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
の
で、

あ
る
い
は
測
定
時
の
誤
差
か
と
も
考
え
ら
れ
る。

こ
れ
ら
の
建
物
の
北
側
の
地
形
は
往
時
斜
面
を
描
い
て
裏
山
に
連
なっ
て
お
り

各
建
物
が
こ
の
地
形
の
起
伏
に
応
じ
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が、
後
世
の

削
平
に
よ
り
消
滅
し
て
お
り
確
認
で
き
な
い。

ま
た、
現
矢
村
神社
付
近
の
掘
り
切
り
内
側
一
帯
は、
館
敷
地
内
で
一
番
高
所

で
あ
る。
こ
こ
は
学
校
敷
地
に
転
用
す
る
際
四
尺
ほ
ど
地
下
げ
を
し
た
と
い
う
が、

そ
れ
以
前
に
も
か
な
り
広
範
囲
に
亘
っ
て、
人
工
的
と
思
わ
れ
る
平
坦
地
が
存
在

し
た
と
い
う
の
で、

館
内
の
鎮
守
も
し
く
は
館
に
付
属
す
る
一
棟
が
存
在
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る。
矢
村
神社
境
内
に
方
形
の
柄
穴
を
も
っ
礎
石
状
の
石
が
残
存

す
る
が、
こ
れ
ら
も
建
物
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う。

以
上
の
外、濠
・

土
塁
に
よっ
て
固
ま
れ
て
い
た
館
内
に
は、
地
形
の
起
伏
に

応
ビ
て
巨
大
な
柱
を
使っ
た
堂
々
た
る
萱
葺
の
建
物
が
何
棟
も
立
ち
並
び、
阿
蘇

氏
が
大
宮
司
と
し
て
の
古
い
伝
統
と
格
式
を
誇っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

六 、
浜の館の
設置時期と
その
終着時期

浜
の
館
が矢
部
に
設
置
さ
れ
た
時
期
は
明
確
で
な
い。
諸
記
録
に
よ
れ
ば、
鎌

倉
時
代
初
期
の
一
二
O
七
(
承
元
元
年)
阿
蘇
南
郷
か
ら
本
拠
地
を
矢
部
に
移
し

た
惟
次
大
宮
司
を
も
っ
て
矢
部
浜
の
館
の
祖
と
し、
館
を
守
る
岩
尾
城、
愛
藤

寺
両
城
の
築
城
者
と
し
て
い
る
が、
今
回
の
調
査で
は
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
館
の
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存
在
を
裏
付
け
る
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た。

文
献
上
か
ら、
矢
部
浜
の
館
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
の
は
南
北
朝
期
の
惟
時

大
宮
司
の
頃
か
ら
で、
そ
の
後
室
町
期
に
は
大
宮
司
の
矢
部
の
館
は
定
着
し
て
い

る。発
掘
調
査
に
よっ
て
得
ら
れ
た
陶
磁
器
類
や
そ
の
他
の
遺
物
か
ら
も、

紀
代
と
推
定
さ
れ
る
遺
物
が
圧
倒
的
に
多
く、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
少な
い。
ま

た、
浜
の
館
を
守
る
城
は
館
を
中
心
に
一
O
数
個
所
に
も
上
る
が、
そ
の
代
表
的

な、
惟
次
築
城
を
伝
え
ら
れ
る
岩
尾・愛
藤
寺
両
城
の
縄
張
り
図
を
考
え
て
み
た
場

合、
戦
国
期
の
域
の
様
相
を
呈
し
て
お
り、
鎌
倉
初
期
ま
で
遡
れ
る
も
の
で
は
な

一
六
世

ぃ。
以
上
の
調
査
結
果
か
ら、
諸
記
録
に
よ
る、
一
二
O
七
年
(
承
元
元
年)
惟

次
大
宮
司
築
城
お
よ
び
浜
の
館
造
営
説
は
信
ヒ
が
た
い。
浜
の
館
の
矢
部
で
の
存

在
が
はっ
き
り
把
握
で
き
る
の
は、
や
は
り
惟
時
大
宮
司
の
活
躍
し
た
南
北
朝
頃



か
ら
で
あ
ろ
う。
恐
ら
く
大
宮
司
の
庶
家
で
あ
る
坂
梨
孫
熊
丸
が
南
郷
の
市
下
道

恵
に
擁せ
ら
れ
て
北
朝
方
(
武
家
方)
大
宮
司
と
し
て
南
郷
城
を
本拠
と
し
た
の

で、
京
よ
り
帰
国
し
た
惟
時
は
当
時
そ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
矢
部
に
居
を
定
め
た

と
推
定
す
る
阿
蘇
品
氏
説
が、
浜
の
館
設
置
の
起
源
と
し
て
は
妥
当
な
見
解
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る。

し
か
し
な
が
ら、
惟
次
大
宮
司
矢
部
進
出
築
城
説
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
は、
や

は
り
平
安
時
代
に
蓄
え
ら
れ
た
勢
力
が
惟
次
の
時
代
に
外
輪
山
を
越
え
て
北
は
小

国
方
面へ 、
南
は
矢
部
方
面へ
と
伸
展
し
て
い
っ
た
過
程
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

り、
あ
な
が
ち
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い。
む
し
ろ、
こ
れ
ら
の
惟
次
の

勢
力
伸
展
の
実
績
が
後
世
浜
の
館、
及
び
岩
尾・
愛
藤
寺
二
城
の
築
城
と
い
う
形

で
表
現
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

次
に、
浜
の
館
の
終
罵
時
期
は
何
年
だっ
た
の
で
あ
ろ
う
か。
残
念
な
が
ら 、
文

献
の
上
で
直
接
そ
の
滅
亡
時
期
を
示
す
も
の
は
見
ら
れ
な
い。
し
か
し
阿
蘇
氏
品

所
見
で
は、
天
正
一
四
年
正
月
一
八
日
の
島
津
氏
の
野
尻
館
攻
め
が
行
わ
れ
た
時

期 、
つ
ま
り
惟
光
兄
弟
の
目
丸
逃
避
事
件
頃
か、
も
し
く
は
翌
一
五
年
後
半
に
発

し
た
肥
後
国
人
一
撲
の
混
乱
時
期
に、
浜
の
館
の
焼
亡
の
可
能
性
を
求
め
天
正
一

四
年
か
ら
天
正
一
五
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る。
浜
の
館
の
建
物
自
体
の
焼
亡
の
有

無
は
別
に
し
て、
こ
の
中
世
阿
蘇
大
宮
司
の
政
治
的
生
命
の
消
滅
と
前後し

て
そ

の
終
末
を
迎
え
た
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る。
し
か
も
惟
光
・

惟
善
兄
弟
が

熊
本・
宇
土
に
分
か
れ
て
預
け
ら
れ
再
び
矢
部
に
居
住
し
て
い
な
い
の
で、
天
正

一
五
年
後
半
以
降
の
矢
部
浜
の
館
の
存
在
価
値
は
考
え
ら
れ
ず、
や
は
り
こ
の
時

期
を
もっ
て
浜
の
館
の
終
駕
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

七 、
野
中
氏
宅
と
滅
亡
後
の
館
地
の
状
況

浜
の
館
敷
地
内
の
北
側
の
現
家
庭
科
棟
の
存
在
す
る
場
所
か
ら、
豪
華
な
青
磁

大
皿
を
始
と
し
て
多
数
の
陶
磁
器
片
が
出
土
し
て
い
る
の
で、
こ
の
一
帯
に
は
館

内
の
厨
房
所
的
性
格
を
持
つ
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。
こ
こ
は
元

野
中
氏
宅
が
所
在
し
た
場
所
で
あ
る。
野
中
氏
宅は
東
西
一一
一間 、
南
北
五
聞
の

平
部が
南
面
す
る
家
で、
立
柱は
す
べ
て
八
寸
角
が
使
用
さ
れ
て
お
り、
基
礎
部
は

土
中
に
埋
まっ
て
い
た
と
い
う。
こ
の
家
屋
は
一
九
一二
年 ((
大
正
元)
に
解
体

さ
れ
た
が 、
そ
の
時
土
中
の
柱
の
底
に
は
平
ら
な
川
石
が
敷
か
れ
て
い
た。
ま
た

釘
の
使
用
は
少
な
く、
本組
の
重
要
な
部
分
に
は
一
寸
角
の
大
栓
で
留
め
で
あっ

た
と
い
う。
以
上
は
野
中
兄
弟
・お
よ
び
地
元
古
老
が
伝
え
る
野
中
氏
宅
の
概
況
で

あ
る。

qJ
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さ
で 、
桁
行
二
一間 、
梁
間
五
聞
の
広
さ
を
持
ち、
八
寸
角
の
柱
を
使
用
し
て
い

た
家
屋
と
い
え
ば
当
時
の
家
屋
と
し
て
は、
ず
ば
抜
け
て
大
き
く、
異
例
の
存
在

で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い。
し
か
も、
一
般
農
民
の
民
家
と
し
て、
古
い

時
期
の
も
の
に
こ
れ
ほ
ど
長
い
棟
を
持
つ
も
の
は
少
な
い
し、
部
屋
割
等
を
考
え

て
み
た
場
合
一
般
の
民
家
と
は
考
え
難
い
面
が
あ
る。
ま
た、
貧
し
い
山
間
の
矢

部
地
方
に
あっ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら、
こ
の
野
中
氏
宅
自
体
が
あ
る
い
は
浜
の
館
内
に
存
在
し

た
建
物
の
残
存
し
た
一
棟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。
一
五
八
六
年

(
天
正
一
四)
か
ら
一
九
一一一
年(
大
正
元)
ま
で=
二
六
年
の
年
月
の
経
過
が
あ

る
が、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
求
め
る
の
は
土
台
無
理
で
あ
ろ
う
か、
仮
に
江
戸

期
に
は
い
っ
て
建
立
さ
れ
た
建
物
と
し
て
も
か
な
り
浜
の
館
の
影
響
を
帯
び
た
建

い
ず
れ
に
せ
よ
館
内
の
建
物
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な

物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ、



資
料
と
なっ
た
で
あ
ろう
こと
は
疑い
な
い。

今 、
こ
の
家
屋
が
古
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
る
理
由
が
二
つ
あ
る。

ひ
と
つ
は、
野
中
氏
の
先
祖
は
阿
蘇
の
野
中
村
の
出
身
で、
阿
蘇
氏
没
落
後
こ
の

地
に
住
み
つ
い
た
と
野
中
家
で
は
伝
え
る
が 、
実
際
に
は
野
部
待
番
役
次
弟
写
等

の
文
献
に
見
ら
れ
る
阿
蘇
家
家
臣
名
の
な
か
に
野
中
和
泉
守
や
野
中
出
雲
守
等 、

野
中
氏
の
先
祖
と
思
わ
れ
る
名
前
が
散
見
さ
れ
る
こ
と、
そ
し
て、
野
中
家
は
江

戸
時
代
に
は
代々
曽
祖
父
ま
で
下
大
川
村
庄
屋
を
つ
と
め
た
家
柄
で
あっ
た。
ま

た、
浜
の
館
敷
地
内
の
殆
ん
ど
の
土
地
が
以
前
は
野
中
家
の
所
有
地
で
あっ
た
事

実
か
ら
考
え
る
と、
野
中
市
は
阿
蘇
市
が
矢
部
在
住
中
か
ら
こ
の
地
に
家
臣
と
し

で
居
住
し
て
お
り、
阿
蘇
氏
が
慶
長
元
年
に
一
の
宮
町
に
移
住
し
祭
杷
に
専
念
す

る
こ
と
に
なっ
た
後
も、
引
続
き
こ
の
地
に
踏
み
留
ま
り、
家
臣
と
し
て
浜
の
館

の
敷
地
を
所
有
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

野
中
家
に
残
る
野
中
村
出
身
と
い
う
伝
承
は
恐
ら
く
後
世 、
野
中
村
と
結
び
つ

け
る
た
め
の
付
会
の
説
で
あ
ろ
う。

ふ
た
つ
に
は、
I
区
の
調
査
区
か
ら
野
中
家
の
家
屋
に
み
ら
れ
た
基
礎
部
と
同

様
の
遺
物
を
伴っ
た
直
径
五
O
個 、
深
さ
四
o
m
程
度
の
穴
の
底
に
平
ら
な
石
を

敷
い
た
建
物
の
柱
穴
が
数
個
所
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る。

以
上
二
つ
の
理
由
に
よ
り
野
中
氏
宅
自
体
が
館
に
付
属
す
る
建
物
だっ
た
か、

も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
時
期
の
名
残
り
を
留
め
る
建
物
で
あっ
た
ろ
う
と
考
え
る

訳
で
あ
る
が 、
現
存
し
な
い
の
が
残
念
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に
浜
の
館
滅
亡
後 、
館
跡
地
は
江
戸
期
を
迎
え
そ
の
家
臣
で
あっ
た

野
中
氏
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り、
後 、
延
宝
か
ら
元
禄
年
間
に
か
け、
総
庄

屋、
矢
部
勘
右
衛
門
重
之
に
よ
る
入
佐
井
手
の
完
成
に
よ
り、
館
地
は
水
固
化
さ

れ、
遺
跡
の
破
壊
が
進
む
こ
と
に
な
る。
近
年
に
至っ
て
は、
大
正
初
期
に
矢
部

高
校
の
前
身
校
の
敷
地
に
転
用
さ
れ
た
時 、
第
二
回
の
破
壊が
行
わ
れ、
そ
して

今
回
の
校
舎
改
築
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
遺
構
が
消
滅
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る。

お
わ
り
に

以
上
浜
の
館
の
数
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
は、
伝
世
品
の
調
査に
ま
で
範
囲
を

拡
げ
多
大
の
成
果
を
収
め
終
了
し
た。
今 、
不
完
全
な
が
ら
も
報
告
書
を
ま
と
め

上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
そ
れ
に
つ
け
て
も
浜
の
館
の
存
在
を
伝
え
る
伝
承
を

信
ぜ
ず
見
過
し
て
い
た
と
し
た
ら 、
A7
頃 、
品目
矢
部
の
ど
こ
か
に
浜
の
館
が
あっ

た
と
い
う
伝
承
の
み
を
残
し、
実
在
の
館
は
永
久
に
葬
り
去
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
ろ
う。
往
々
に
し
て
史
家
は
地
元
に
残
る
伝
説
や
伝
承
を
無
視
す
る
傾
向
に

あ
る。
確
か
に
そ
れ
は
学
問
的
に
は
正
し
い
姿
勢
か
も
知
れ
な
い。
し
か
し
「
浜

- 124 一

の
館」
に
は、
こ
の
地
元
の
伝
承
の
な
か
に
数
百
年
前
の
史
実
を
秘
め
て
生
き
て

い
た
の
で
あ
る。

(
桑
原
憲
彰)

イサ
こ
こ
に
掲
げ
た
「
伝
承
の
な
か
に
生
き
て
い
た
浜
の
館」
は、
昭
和
四
八
年
に

実
施
し
た
予
備
調
査
と
引
継
いで
行
っ
た一
次
調
査
の
結
果
を
発
掘
調
査
現
場

で
ま
と
め、
矢
部
町
教
育
委
員
会
の
協
力
で
タ
イ
プ
印
刷
を
行
い、
関
係
者
に
配

布
し
た
も
の
で
あ
る。
調
査
過
程
を
知
る
上
で
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で

二
次
調
査
の
分
も
含
め
若
干
改
稿
し
て
そ
の
全
文
を
収
録
す
る
こ
と
に
し
た。
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浜の館関係文献一
覧

一、

文
献
関
係

熊
本県
教
育
委
員
会

熊
本県
教
育
委
員
会

矢
部
町
文
化
財
保
護
委
員
会

志
賀
定
光

イシ。。
熊
本県
教
育
委
員
会

矢
部
町
文
化
財
保
護
委
員
会

熊
本県
教
育
委
員
会

矢
部
町
役
場
企
画
室

桑
原
憲
彰

神
谷
次
郎

鈴
木
喬
編
著

桑
原
憲
彰

岡大桑
替西原
操教憲
夫哲彰

矢
部
町
役
場
企
画
室

(
発
掘
調
査
後
の
昭
和
四
八
年
か
ら
五一
年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
分)

「
浜
の
館
予
備
調
査
始
ま
る」

「
浜
の
館」ー

予
備
調
査
略
報
|

「
阿
蘇
大
宮
司
居
館
・

浜
の
館
跡」

「
浜
町
付
近
の
阿
蘇
ゆ
か
り
の
と
こ
ろ一
」

「

。

一一」

「
万
坂
峠」

「
伝
承
の
な
か
に
生
き
て
い
た
浜
の
館」

ー
一
次
調
査
略
報
|

No 53 

教
育
熊
本一
九
七
三
年一
二
月

昭
和
四
八
年

月
刊
「
石
人」
三
月
号

月
刊
「
石
人」
四
月
号

昭
和
四
九
年
三月

。

五
月
号

六
月
号

po

 

円L

。

昭
和
四
九
年

「
友
成
の
大
万」

「
幻
の
浜
の
館
跡
を
発
見」

「
伝
承
の
な
か
に
生
き
て
い
た
浜
の
館」

「
阿
蘇
氏
浜
の
館
の
埋
宝」

ー
黄
金
伝
説
第
九
回
|

「
熊
本の
城」

ー
熊
本の
風
土
と
心
|一

O

「
伝
承
の
な
か
に
生
き
て
い
た
浜
の
館」

No 日

教
育
熊
本一
九
七
四
年
三
月

広
報
やベ
ま
ち
肋
加

日
本談
義
二一
月
号

昭
和
四
八
年
十
月

昭
和
四
九
年
二一
月

月
刊
・

歴
史
と
旅
九
月
号
昭
和
五
O
年
九
月

昭
和
五
O
年
七
月
(一
二
二
l一

二
七
頁)

ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史

一
九
七
四
年一
月
・
三
二
号

「
浜
の
館
の
調
査
報
告」

月
刊
「
石
人」

||
浜
の
館
特
集
号
|

昭
和
五
O
年一
O
月

「
巨
大
な
丸
住
を
持
つ
神
殿
跡
を
発
掘」

広
報
やぺ
ま
ち
肋
却
昭
和
五一
年
三
月
三一
日



桑原憲彰
熊
本県
教
育
委
員
会

大
西
教
哲

志
賀
定
光

柳
田
快
明

二、

カ
ラ
l

写
真
関
係
(
遺
物)

熊
本日
日
新
聞
社

東
京
国
立
博
物
館

日
本陶
磁
協
会

理
府

矢
部
町
教
育
委
員
会

総

「
第
二
次
浜
の
館
発
掘
報
告」

「
浜
の
館
発
見
の
建
物
跡」

「
阿
蘇
家
と
浜
の
館」

矢
部
高
校
創
立
八
O
周
年
記
念
冊
子

「
浜
の
館
と
民
衆
像」

「
元
冠
・
南
北
朝
・

浜
の
館
展
図
録」

「
日
本出
土
の
中
国
陶
磁
図
録」

「
陶
説」

「
日
本出
土
の
中
国
陶
磁
特
別
展
観」

「
矢
部
町
の
文
化
財
第一
集」

(
そ
の
他
関
連
新
聞
記
事
多
数
あ
り)

矢
部
高
校
新
聞
昭
和
五
一
年
三
月

教
育
熊
本一
九
七
六
年
三
月・
h
臼

昭
和
五
二
年
三
月

矢
部
高
校
新
聞
創
立
八
O
周
年
記
念

特
集
号
・
昭
和
五
二
年二月

二
二
日
付

昭
和
五
O
年
五
月

昭
和
五
O
年
五
月

昭
和
五
O
年
七
月

時
の
動
き
|

政
府
の
窓

|昭
和
五
O
年
七
月

円iワ臼噌BA

昭
和
五
二
年一
月



お

わ

り

昭
和
四
八
年
九
月
の
試
掘
調
査
に
始
ま
り、
予
備
調
査
・

一
次
・

二
次
調
査
と
断
続
的
で
は
あっ
た
が
前
後
四
度
に
百一っ
た
調
査
も、
昭
和
五
一
年
四
月
の
家
屋
礎
石
群

の
復
元
を
もっ
て
一
応
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た。
発
掘
調
査が
校
舎
改
築
の
進
捗
状
況
と
絡
み
合っ
て
い
た
た
め、
各
調
査
期
間
の
大
部
分
が
厳
寒
の
一
一
月
か
ら
二
月

と
調
査に
最
も
不
適
当
な
季
節
と
重
な
り
合
い、
調
査は
多
大
の
困
難
を
き
わ
め
た。

し
か
し、
今
回
の
調
査
の
結
果 、
我
々
は
実
に
多
く
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た。
従
来 、
地
元
の
古
老
達
の
言
の
端
に
僅
か
に
残
る
伝
承
か
ら 、
今は
っ
き
り
と
阿

蘇
大
宮
司
の
居
館
で
あ
っ
た
「
浜
の
館」
の
実
在
と
所
在
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
し、
副
次
的
に
調
査
最
終
日
に
は
庭
園
の
池
の
畔
に
掘
ら
れ
た
二
つ
の
穴
か
ら 、

浜
の
館
最
後
の
日
に
阿
蘇
氏
が
隠
し
置
い
た
と
思
わ
れ
る一
一一
点
に
も
の
ぼ
る
宝
物
類
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
宝
物
類
は、
陶
磁
史
上
貴
重
な
資
料
で
あ
り、

学
問
的
価
値
も
高
い
と
し
て
昭
和
五
O
年
三
月
有
形
文
化
財
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
た。
こ
の
外、
発
掘
に
よっ
て
得
た
新
知
見
は
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
程
で
あ

る。し
か
し、
こ
こ
に
残
念
な
こ
と
が
二
つ
程
あ
る。
ひ
と
つ
は、
諸
般
の
関
係
上
調
査
に
よっ
て
得
ら
れ
た
図
面 、
そ
の
他
の
新
資
料
の
全
部
が
こ
の
報
告
書
に
掲
載
で
き
な
か

っ
た
こ
と、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は、
折
角
貴
重
な
資
料
を
得
な
が
ら
そ
れ
を
活
用
し
て、
次
の
新
し
い
結
論
を
導
き
出
す
ま
で
に
力
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
等
で
あ
る。
と
く
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に、
浜
の
館
発
見
の
家
屋
の
礎
石
群 、・お
よ
び
柱
穴
跡
に
関
し
て
は、
阿
蘇
文
書
内
に
天
文
年
間
の「
御
対
面
所
切
符
次
第」
・お
よ
び「
矢
部
御
対
面
所
小
国仁
片
手
被
仰
付
切
符
之

次
第」
と
い
う
材
料
注
文
の
資
料
を
持
ち
な
が
ら 、
こ
の
文
書
の
外
題
の
欠
落
や
配
列
の
誤
・

入
替
り
等
の
考
証 、
そ
の
他
精
査に
手
間
取
り
結
論
を
導
く
ま
で
に
は
到
ら

な
か
っ
た。
こ
の
た
め
こ
の
矢
部
対
面
所
に
関
す
る
項は、
報
告
書
と
は
無
関
係
の
様
相
を
呈
す
る
観
が
あ
る
が
御
容
赦
い
た
だ
き
た
い。
こ
の
基
礎
の
上
に
立っ
て、

次
の
段
階へ
の
研
究
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る。

さ
て、出
土
家
屋
礎
石
群
の
現
地
復
元
を
終
り、
こ
こ
に
報
告
書は
な
っ
た
も
の
の、
こ
の
完
成
に
よっ
て
浜
の
館
遺
跡
に
関
し
て
の
記
録
保
存
が
す
べ
て
終
了
し
た
わ

け
で
は
な
い。
発
掘
期
間
に
比
し
て
資
料
の
整
理
期
聞
が
短
か
か
っ
た
た
め
関
係
資
料
の
収
集
や
出
土
遺
物
の
個々
の
吟
味
等
ま
で
力
が
及
ば
ず、
報
告
書
と
し
て
不
完
全

の
誘
り
も
免
が
れ
な
い。

今
後 、
当
遺
跡
に
関
す
る
新
資
料
の
発
見
や
新
知
見
等に
つ
い
て
は、
逐
次
関
係
学
術
書
等
に
掲
載
し
補っ
て
い
く
予
定
で
い
る。

本報
告
書
の
成
る
に
あ
たっ
て
は、
関
係
者
各
位
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た。
紙
上
を
か
り
で
弦
に
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る。

(
調
査
主
任
桑
原
憲
彰)
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の
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図 版 ① 三彩鳥型水注 ・ 染付牡丹唐草文瓶実測図

O 5 lOcm 

以下図面縮尺は 1 : 2 



図 版 ② 三彩鳥型水注 ・ 三彩牡丹文瓶実測図

O 5 



図 版 ③ 三彩鳥型水注 ・ 三彩牡丹文瓶実測図

O 5 lOcm 



図 版 ④ 三彩鳥型水注 ・ 緑軸瓶実測図

O 5 lOcm 



図 版 ⑤ 緑紬陰刻牡丹文水注実測図

O 5 lOcm 



緑粕水注実測図図 版 ⑥
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図 版 ⑦ 緑 紬水注実測図
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図 版 ⑧

O 

緑粕水注実測図
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図 版 ⑨ 青磁 金子 ・ 白磁置物 (獅子、 猿) ・ ガ ラ ス 杯
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写 真 1 大正14年頃の矢部高校の旧地形

大正14年頃 の浜の 館遺跡、 (南西方向 よ り )

向上 右手遠方は岩尾城 (北側 よ り )

昭和初期頃 の 第 1 区の状況



写真2 浜の館遺跡遠景 と 第 1 区発掘現場

現矢部高校敷地遠景 (東方 よ り )

第 1 区 発掘現場全景 (南西方 よ り )

J 
P 



写真 3 第 l 区 よ り 出 土 し た 東西両磯群

第 l 区東礁群出土状況

同 西磯群出 土状況



写真 4 第一棟礁区の出土状況

第一棟礎 石 の 配列状況 ( 東方 よ り )

向 上 手前 は た た き 部分 ( 西方 よ り )



写真 5 出 土 し た 第一棟の プ ラ ン と そ の復元状況

全貌 を 現 わ し た 第一棟礎石

復元後 の 第 一棟礎 石 ( 元位置 よ り 15 m 東方へ 移動)



写真 6 土師質 土 器 出 土状況 と 集 石遺構

土師質 土器 を 囲 む 礁

第一棟西側 の 集石遺構 ( 第 一棟 に 供 う 井戸跡 か )



写真 7 第 一棟 に 付属す る 遺構

内長

第一棟 中 央部の炉の基底部

第一棟 西側一帯 の礁 の散乱状況



写真 8 第一棟家屋 用 材炭化物

火 災 に 遇 い 炭火 し た 家屋の 木竹類

同小舞竹 ・ 周 囲 の 土は 壁土 か

'i . 



写真 9 第一棟家屋用 材炭化物

炭化 し た 木材類

屋根材 に 使 用 さ れ た 炭化萱



写真 1 0 庭園部全景

出 土 し た 庭園 部 全景 ( 東 南方向 よ り )

同 (北西方向 よ り )



写真 1 1 庭園泉水 音rí遺構

庭園部 と 家屋部の境界石 (北方 よ り )

ロミV
:，Æ<'， ‘ ， 

北側 に 見 ら れ る 水 の取入 口周辺 ( 東方 よ り )



写真 1 2 庭園部汀線部分

庭園部北側汀線一帯

庭園部北側汀線 一帯 の 浜砂利



写真 1 3 庭 園 泉 水部遺構

庭園東 側 の 汀線部石組の状態



写真 1 4 庭園部 旧地形 と 出 土遺物

昭和初期頃 の 旧地形 ( 左標木付近 が遺物出土場所)

、�

第一 ・ 第 二 の 土拡 よ り 出 土 し た 邸内遺物



写真 1 5 埋納遺物出 土 土拡 と 出 土状況

阿蘇氏の埋納 遺物 を 出土 し た 第 一 - 第 二 二つ の 土拡

月五�' "〆

埋納遺物の 出 土状況 ( 第二 土拡)



写真 1 6 第二次調査区 出 土遺構

第二区の 発掘現場全景 ( 東方 よ り )

重 な り 合 っ て 出 土 し た 大小 さ ま ざ ま の柱穴 ( 四方 よ り )



電車拒円もや同法川町￡初一塁山地

富岡+吾川~KU2川KJ長拍一県総九一冊仲



写 真 1 8 浜 の 館 を 守 る 城

岩尾城 (上) ・ 愛藤寺城 ( 中 ) ・ 愛j草寺出土の ク ル ス 瓦 ・ 左 は カ ソ リ ッ ク の聖旗 (下)
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 21 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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